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第一部原遺跡計画、並びに

否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成

1.原遺跡計画

n.否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空問の形成

第二部遺跡について

2020年(令和2年)6月

内容

第三部遺跡

1.遺跡

".遺跡と風土と文明、又、私達人類の公共と私達人類の選択、又人類の分断

Ⅲ.遺跡、その存在の性格と関連事象について

IV.遺跡.たる事象

V.日本地域について

VI.長崎地域とその遺跡について

Ⅵ1.私達当会より、皆様への、提案と要望について

Ⅷ.長崎地域の遺跡への提案と要望

Ⅸ.長崎地域の特定の個別の遺跡群について

長崎地域の浦上地区遺跡群について

長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用につぃて

長崎地域の桜町地区遺跡群について

四.養生所/(長崎)医学校等遺跡("佐古の丘の地形"、"中核区域"、"運用区域"、"関連区域")に
ついて

五.『長崎市歴史的風致維持向上計画』並ぴに『国土交通省長崎港松が枝埠頭岸壁2バース化』並
びに『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』にっいて

X.その他

匁.添付資料

よ

以上
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第一部原遺跡計画、並びに

否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成

1.原遺跡計画

私達当会は、皆様に、以下に記す『原遺跡計画』の実現を提案し要望します。

-1'.■一

の

私達当会は、宇宙、並びに、地球上に現生人類が出現する以前と以降の地球の自然、並びに、地球上

に現生人類が出現しで以降の、現生人類の活動の痕跡、即ち、時に自然と人工に対する改変、即ち、活

動の結果、即ち、遺跡、について、過去、現在、未来の私達人類の存在上の根源的な存在であり、且つ、
＼

蓄積としての事象である、と理解します。

私達当会は、宇宙、並びに、地球上に現生人類が出現する以前と以降の地球の自然、並びに、遺跡、に

ついて、その在り得る総体を「原遺跡」と呼称し認識します。

の ノ、

束艾

私達当会は、私達人類について、宇宙、並びに、地球上に現生人類が出現する以前と以降の地球の自
然、並びに、地球上に現生人類が出現して以降、逐次、蓄積された遺跡に関して、共時的通時的に、且つ、

その関係性に於いて、体系的に、認識し、把握し得る、と認識します。

私達当会は、私達人類によって、体系的に把握され得る、宇宙、並びに、人類出現以前以降の地球の

自然、並びに、逐次蓄積された遺跡、について、之を、その存在の在り方として、且つ、可視的可聴的可

香的可触的可味的な実態として、宇宙の空間に顕現し、且つ、私達人類の活動の空間、又、私達人類

の身近な活動の空問に於いて、着実で効果的な空間概念並ぴに体積を以って、顕現すること、を提案し

要望します。

私達当会は、私達人類について、過去たる宇宙、並びに、過去たる自然、並ぴに、人類の過去たる事象、

その存在を、任意に、且つ、常に又身近に、体験し、感知することで、人類に関する事象の過去から現在

そして未来への変化の方向性と関係性を身体的に感知し認識し、依って、私達人類の意図に於いて、安

全で、安定し、多様かつ豊かな人類の社会を形成し得る、基礎的な能力を醸成し得る、と理解します。

に

主XⅥ

主Ⅶ

〆

私達当会は、「原遺跡」を保全し又は回復して担保する「計画」を『原遺跡担保計画』、「原遺跡」を私達

人類の活動の空問に顕現する曙十画」を『原遺跡応用計画』、その総体を『原遺跡計画』として、之を、
認識し、皆様に、当該計画を、提案します。

私達当会は、皆様に、当該の『原遺跡計画』を計画し実行する事、を提案し要望します。

私達当会は、当該の『原遺跡計画』について、私達人類が成し得る、遺跡の保全と活用に関する、最終
的な形態、又は、最終的な形態への概念、同時に、遺産に与えられる人々の生活の中での機能としての

概念、である、と認識します。
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11.否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成

1.フランスのラスコー洞窟の遺跡について

ラスコー洞窟(仏:G閃せe de'L卵Caux)は、フランスの西南部ドルドーニュ県、ヴエゼール渓谷のモンティニャックの南東
の丘の上に位置する洞窟である。先史時代(オーリニャック文化)の洞窟壁画で有名である。

ラスコー洞窟の壁画は、アルタミラ洞窟壁画と並ぶ先史時代(フランニ・カンタブリア美術)の美術作品である。これは1940
年9月12日、モンティニャック村の少年が、穴に落ちた飼い犬を友達3人と救出した際に発見された。・・・ーこれらは20ρ0
0年前の後期旧石器時代のクロマニョン人によって描かれていナニ。炭酸カルシウム形成が壁画の保存効果を高めた「天然
のフレスコ画」と言うことができる。

.ーー現在は壁画修復が進む一方、1日に数名の研究者らに応募させ入場・鑑賞させでいる1ぎかは、ラスコーの壁画は19

63年4月20日に非公開とされている。ーー・(wlklpod1日「ラスコー洞窟」最終更新2020年3月31日(火)13:38)

『ヴェゼール渓谷の先史的景観と装飾洞窟群』[世界遺産]

フランスを代表する世界遺産のーつ、ヴェゼール渓谷の先史的景観と装飾洞窟群。フランス南西部モンティニャックを中
心とする広大なヱリアに点在する、2万年低どの歴史をもつ遺跡群は、他の世界遺産にはない美しさや荘厳さを放っていま

す。

中でも1940年にモンティニャックの子どもたちに偶然発見されたラスコー洞窟は、フランスだけに留まらず世界中の注目
を集めるほど大人気です。

(ヴェゼーjレ渓谷の先史的景餐見と^飾洞窟群(英語名:prehlsto"o site and Decorated ceves of the V6Z色re

Ve11ey)は、1979年にユネスコの世界遺産に登録された、フランスの文化遺産物件の名称(2006年に改称)。ヴェゼー
ル渓谷(V6Z▲re ve11θy。ドルドーニュ県のレゼイジ=ドゥ=タイヤック=シルイユからモンティニャツクにかけての40kmほ
どの問に広がっている地域)に点在する先史時代遺跡群のうち、ユネスコによって選定された重要性の高い物件の総称で
ある。

概要鮮やかな洞窟壁画で有名なラスコー洞窟や、クロマニョン人の骨が発見されたアブリ・ドゥ・クロ=マニヨン(クロ=
マニョン岩陰遺跡、仏:Abri dB O,0・Ma宮non、英:Rock shelte, of c,0・Ma宮non)、ネアンデルタール人が担っナニム
スティエ文化のアブリ・デュ・ムスティエ(ムスティエ岩陰遺跡群、仏:Les .b心 du Moust1日"などが含まれる。
●■旦●●

・a)人類の創造的才能を表現する傑作・(3)現存するまたは消滅した文化的伝統または文明登録基準 ●●●■●

の、唯一のまたは少なくとも稀な証拠

登録りスト洞窟壁画のある遺跡群・アブリ・デュ・ポワソン(fr:Abridu polsson)・フォン=ドゥ=ゴーム洞窟(什:

Grotte de Font,de・Geume/en:Font de Gaume).ムート洞窟(fr:Gr0廿e de la Mouthe).コンノくレル洞窟
(fr:Gr0廿θ de. comb."e11es)・アブリ・ドウ・カプ・ブラン(h:Ab『i d6 Cap Blono).ラスコー洞窟(h:G"otte de

LasceuXノ日n:Lasoaux).ルーフィニャック洞窟(fr:Gr0廿8 de ROU作宮nac).ロツク.ドゥ.サン=シルク(fr:Roo de
Saint・ci"q)洞窟壁画のない遺跡群,アブリ・ドゥ・クロ=マニヨン(fr:Abrl de cro・Magnon/en:Rock .holt引

Of cro.Magnon)・ミコック(什:La Miooque)・ロジュリー=バス(h:LaugeriB・Ba99●).ロジユリー=オート(fr:Lau
geri8、Heute)・グラン・ロック洞窟(fr:Gr0廿e du Grand ROC)・アブリ.デュ.ムスティエ(fr:Les abri du MOUS甘白
r/en:Le Moustler)・アブリ・ドゥ,ラ・マドレーヌ仟r:Abrl de le Medelelne)(wikipedla「ヴェゼール渓谷の先史
的景観と装飾洞窟群」最終更新2020年3月31日(火)13BO))
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私達当会は、ラスコー洞窟の壁画の絵画としての20,000年前の現生人類であるクロマニョン人の再現性、描画に於いて、
視覚情報の取得、その認知、解釈としての認識、材料の作成、道具の作成、その用法、行為する身体能力、骨格や筋肉の
構咸等、即ち、生物種としての知性、肉体の存在の双方ともに、20,000年後の現代の現生人類である日本人の私達のそ

れと有意な差異はなく、全ては同じである、と仮定します。

私達当会のこの仮定は、私達人類にとっての地球上の20,000年の時空を超えて、私達現生人類に、生物種としての知
性、肉体の存在に、人類存在上の有意な変化や進化がないこと、を示唆します。
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、 2.20Z0年怜和2年M月掲戯の日本荘済新聞の連載特集記事『コロナと世界」より

0)2020年【令和2年)4月9日木毘日日本軽済新聞第1面逵哉特鼻記峯「コロナと世界」.1-

新型コロナウイルスの感染拡大は人頴にとって歴史的な危犠になりつつある.世界は今後どう変わっていくのか。人類はコロナとどう闘っていけぱよいのか。
一新型コロナは世界軽済をピう変えまオか.

「危犠が示Lたのは命を守る分野の経請価値の高さだ.健瘻、.食品.衡生、デジタル、物誠、ウリーンエホルギー、教育、文化、研究などが該当オる.これらを合計すると、各国の国内捕生
産【GOP)の5~6割を占めるが、危機を機に割合を高めるぺきだ」r荘済の非常事態は長く続く.これらの分野を犠牲にした企業の教済乗を作るぺきでばない.そして、企業は二れらと閥係
のある享妻を探していかなけれぱいけない」
一世界軽済を立て匝すのに必蔓なことは.

「誰も気1の優先事項とぱ考えていないようだが、ワウチンと治療藁に極めて多額の資金を充てることだ.いくつか支橿笈は発表されているが、ほかげていると言わざるを裾ないほど少顕だ.
この間題はワクチンや治療藁があれば解決L、なければ解決Lない.モれにより危橿は3力月で終わるかもしれないし、3年読くかもしれない.」
一人類史的に見て新型コ訂ナはどんな意味を持つのでしょラ。

r橿力の変客が起こるとみてぃる、歴史上、大きな感染症は擢力の警宴を生んできた.例えぱ15世紀ごろにはぺストの発生を慢に教会から政治は擢力が移った.政治が感染者を隔畦する
などの力を持ったからだ」rその佳の感染症で人々は科学が問駆を解決すると考えるようになった.政治から判学への擢力の移転だ.これまで雲々はこの段階にいた.新型コロナの対策で
はテウノロジーが力を持っている.問題はテクノロジーを全体主義の道具とするか、利他的かつ他者と共感する手段とすぺきかだ。私が筈えるr明日の民主主義」は徒者だ」
一中国では軽法活勳が再開Lつつあります.1志楓を桑り懲えた腸者となるのでしょうか.

rそうは思わない.技衛を持った国としての存在感ぱ高まるが内政で大きな間題を抱える.米国内が分断を続け、獣州が中国による7フり力などへのニロナ支擾を黙認する.この2つの'失
敗"が起こらない限り、中国が世界の中心にのL上がることはない.中国という国の透明住のなさに、世昇からはますます不信の目が向けられる」
ーコロナで大衆迎合主蓋【ポピュリズム)は勢いを増しませんか.

r当初はドイッ、オランダ、チェコなどで【国境封鑁とい?た)自国優先の勤きがあウたが、今ほ金融でも産藁でも欧州の結藁が娃まっている.結束できないとr各国がバラバラに行動した方
カ{うまくし、<」と唱える勢力ぱ力を伸ぱすが、私は悲観的ではない」
ーヨ本はどラ危橿から脱するでしょうか.

「日本は危橿対充に必要な婁素、すなわち国の結東、知力、技衛力、慣重さを全て持0た国だ.高国で出入国を管理しやすく、対応も他国に比パると容易だ.危擡が終0たとき日ネは国力
を高めているだろう」(聞き手はパリ=白石透冴)

(2)2020年(令和2年)4月扣日金曜白日本経請斬聞第1面連鯉特集記事 rコロナと世界』-2-
「コロナと世界脅威は杭く判学は途上」京都大特別敏授本庶佑氏

ほんじょ・たすく分〒生物学者で2018年、「免疫抑制の阻害によるがん療法の発見」でノーベル賞を受寛Lた.
新型ニロナ制築で検青の大幅な拡充などを提言している.

「つロナと世界テウノロジーが犠力に1 仏経済学者ジャッウ.アタリ氏
U.C口U., A牡oli1943年生まれ.仏国立行政学院卒.

81~91年、ミッテラン大統領の特別顧問を務めた.91~93年、欧州復輿関発掘行の初代糊戴.
著書にr21世紀の歴史』など。

一断型コロナウイルスの災福をどう"ますか.
「今は緊急事態、非常享態で最大の困殿だ.多くの人命が失われ、世界中の軽済が大打撃を受けている.重大なのはどれだけ悔を浅くするか.ぬかるみにはまったようなものだから、いか
にして脱出するか.モのために何ができるか知泡を絞る.どの国がいち早く抜け出せられるかの証mになる.モのためにウイルス感染をコントロールする.感染者の急増と、それ1二伴う医療
麻壊は絶封に選けたい」r人々がパ=ツウになるのは死めからだ.死亡者を少なくするには治疫藁がいる.中国からの研究報告を生かす.推奨している藁はだんどん使う.超法規的に保険
適用、あるいは皐ずる措置を政府がとるぺきだ」
一岳染症の臭賊から人顕ぱなぜ追れられないのですか.

「医学は20年前に比ぺても格段に進歩したが新しいウイルスがでてきたら新Lい手立てが亜る.物理・化学は雄理的で全体の姿が確立しているが生命科学はわからないことが多すぎる未
熟な学問だ.たウたーつの箕わったウイルスが出てきて世界がひっ(り遍るよ引二なる.なんでだと考える人はたくさんいるだろうが、これが現異だ.」「感染症とがんとはまったく違う.感染症
は伝徴して畠っという間に患者が増える.一方、がんは尭症串はほどんど査わらない.治癒串もぽぼ伺じ.安定Lた医学的知見が積み建なっている」「免疫学と一件的で扉染症哥究を進め
なけれぱならない.ウイルスだけをみていても意味がなく戦う人間がだう反比するかを探る必蔓がある」
ーコロナ後の世界はどうなるのでしょう.

「斬型コロナの大寵行が起こったからといって人の動きを永還に止めることはできない.グローバル化の諦れが逆誠するとはみていない」「中国の動向が大きい。中国廃の病気だが、一蓄
早く蛙請復興にたどりウくに違いない。中国の力がさらに註くなるのか、逆に世界中から冷たくあしらわれるのか.予想できないが、中国の堂ち位置、各国の中国を見る目が影讐を畳けるだ
ろうし、国際蕪序が変わる可能性はある」
一日本の課長は何ですか.

「感染症対乗は一積の戰争のようなところがある.いざというときには社会システムをコントロールLて、かなり弥い権隈をも?て対応する.専門家が平時から政筆提言し、行政が実行に移L
ていかなけれぱならないが、日本はモラなっていない.米疾病対策センター(CDO)のように常に目を光らせて、研究と行政との接点みたいなことをやる.医掌における自斯隙のような仕組み
がないのはよくない」「Π戦略の遅れ、いかに社会実装されていないかがあらわになうた。台湾の取組みはとても参考になる。マイナンパーがーうの力ードで"人の医療惰報もわかるように
なっている.教育だ?てオンラインの方が先生と生徒の1対1感が強まる.40人の教室で孤独感を味わわずにずむ.どんどんやったらいい」(聞き手は艇集萎員矢野轟彦)

」

【4)2020年【令和2年)4月14日火曜日日本経湊新聞第1面連戲特集記事『コロナと世界」-5-
『コロナと世界争いの時代協調こそ解」生物地理学者ジャしド・ダイアモンド氏

d■門d D;急mond 1937坪生まれ.

米カリフォルニアス学ロサンゼルス校教授.
1万3000年に及ぷ人顛史を描いたr銃・病頂菌・熱」でピューリッツァー賞を受賞Lた.近著に「危糧と人類」.

一人頴は過去に多くの危攘に直面してきました。新型コロナウイルスの感染拡大をどう位低付けますか.
「14世紀の黒死病(ペスト)では欧州の人口の約3分の1が死亡L、経法が回復するまでに1世紀の期聞を要した.世界恐慌は回復までには10~12奪かかったが、今回はより想いだろう.
それでも誰もが認める危捜であり、吉い人たちはもっとも孝刻と感じるはずだ.」「黒死病は影響が大きかウたものの、感染が広がったのはユーラシア大陸だけだった.1918卑のスペイン

風邪は致死牢は11%と新型コロナの2怖よりも高かったが、感染拡大のぺースは幾やかだった.一方、(輸送)技桁の発達が不利に融き、今回は4力月ほどでバンデミック【世界的な大流行)
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(田 2020年【令和2年)4月"日土曜日日本讐法斬聞第1面連戲特集記事『コロナと世界」-3-
「コロナと世昇市民の良識、未来を左右」判学史象村上陽一郎氏

むらかみ・よラいちろう 1936年栗京生まれ.62年東大最美卒.

科学史、訓学思想史が専門.東大・国際基督殿大学名誉教擾.著作にrぺスト大諏行」「安全学」な芒.

一新型コロナぱスペイン鼠邪やぺストなど歴史的な感壁症に匹敵するとの見方もあります。

「人によ0ては生死にかかわるの1こ軽症や無症状のひともたくさんいる.宿主となった感染雪がすぐに死んでしまうとウイルスは広がれないが、歩き回れる宿主も多い斬型コロナは拡敵L
やすい。モの点では戦略的に「賢いウイルス」といえる」「人の行動範囲はかつてと比べて格段に広がったので、ウイルスの広がるスピードが上がり、感染の連望を断ち切るのが黙しい.治
係注やワウチンがない現状では、他人との接触を強制的に断つしかない.医疹のキャバシティーをと回ると,量症壌に応じた感染者の隔耀も必蔓だ.人がとれる対策は中世や近世とさほど

褒わらない」「都市封凱の手法も古くから使われてきた.14世紀にぺストが流行Lた駄州では、讐察や軍髞が出動Lて鷹離L、社会をニントロールした.それでも約3000万人が死んだと推
計されている」

一今日も感染症対築のため、やむをえず国民の自由を制約する勣きが世界中で出ています.

r中国のように強掻的な政権や独載政治のほうが果断な拷遭を取りやすいのは確かだ。一方の日本では首相が緊急事態宣宮を出ずのにも時間がかかった。危楓を前にして人櫨を尊重す
る牡会は脆弱ともいえるが、国家主蔓や全体生蔓の台頭は許してはいけない」「感染症封策という視点でみれぱ、対筆が運くなる低ど烹染者1ネ増える.民主主甚、自由生薑の国宝は国民
ひとりひとりが自ら良識を備え、合理的に判断Lて行勳するのを理想としている。しかし、いくら情報化が進んで対策を周知Lても、すぺての人間に実行を融底させるのは建しい。モの綻びが、
感染症を肪ぐ上では陣害となる」
一科学に携わる者の役割は何でしょう。

「人は危捜的な状況に酢ると不確かな情報に飛びつきやすい.不安や怒りに翻られ、ものごとを即断Lてしまいがちだ。科学者には.社会の昔通の人々が普通の感覚で抱く憂間に対L、分
かりやすくT寧に説明ずる妾勢が求められる」「感染症対策を唱える専門家への不信、デマの識布がみられる。私が研究した中世の欧州パスト識行跡仁も、病人と視線を合わせると感染す
るとい?た〒マが橿行した.ネットの上には真偽の不確かな惰報があふれており専門家と人々をつなぐ科学ジャーナリズムや科学コミュニケーターの役割がより茸要になる」
一情報を受け取る個人に必要な心褐はありますか。

「一都の権威ある人々がすぺてを決定した時代と臭なり、今は牡会にとって伺が合埋的なのかを最終酌に判断ずるのは市民だ.伺人の良貰や常算、健全な思考に私たちの朱来はかかっ
ていると再認識すべきだ」r日本の場合、近代の科学技桁が導入された明治期から、実践に役立つr技術」を重視する傾向が強かったが、今こモr科学』的な思想と鵡度を身に付けるときだ.
自然の藤や「分からないこと1と真劃に拘き合い、問い続ける。その継続によウて良識は養われる」(聞き手は綴業畳員山川公生)
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となった」

一備えは十分だつたといえますか。

「不十分だった.過去50年にわたりエイズや重症急性呼吸噐症候群(SARS)、中栗呼吸器症候群【MERS)とい0た新たな疾病と向き合コてきたにもかかわらず、米国政府は担当機関を
解散Lてしまった。十分な数量のマスウを用意Lていたフィンランドのような例外はあるものの、多くの国は揮備不足だ」 rsAR5は野生動物が感染源となり、中国の動物市場から広がった。
市塙を閉韻すぺきだったが中国政府は見送リ、同じパターンで新型コロナが拡大した。中国は伝抗的な医疫のために野生動物の利用を綬けている。このままでは確臭にバンデミックが再発
する'

一厘史にどのような影響を及ほしますか。

「新型コロナの封じ込めは世界各国が足艶みをそろえないと雷難だ.戦いに朋つには国際的な鵠力体制が妻る。世界的な問題を解決するモチルになり.核や気候変動、水産資源の保護と
いった課矧に国鰹社会が儘調Lて取り粗む契俄になるのが丑良のシナリオだ」

一楽罪的すぎませんか.
1不足している人工呼吸器やマスウの購入で複数の国が争うなど悲観的になる理由はたくさんある.一方、ワクチンの聞髭などで世界中の科学者が連携L、米国と中国も多くの分野で手を
携えるなど協力の兆候もある.世界的な問題が解決される可能性は51貼と主張してきたが、斬型コロナほもっと高いはずだ」
一中国が影響力を強める契檀となるとの指摘もあります。

'状況は妻わらない.中国は鷺思決定は早いものの、2000年以上杭く独批的な政治体制は誤った決断を下すりスウを内包Lている.市民は枇判Lたり、選挙で意志を示Lたりできない.新
型コロナも当初は存在を認めず、公の継論を業止けU
一日本の現状をどうみますか.

「自国だけは例外と考えることが危機を乗り起える陣害となる。米国に加えて日本もこうした傾向がある,都市封領や感染軽路の塗跡にモれほど前向きではないよう1こ感じるが、中国や米
国と同様に感染者や死妻が増えるりスクがある.重篤な症状に陥りゃすい高齢者の割合が世界で最も高いことを考庫ずべきだ」〔聞き手はシリコンバレー=奥平和行)

(5)2020年【令和2年)4月15臼水曜日日本軽糾新聞第1面連註姑集記亭「コロナと世界1-6-

一新劉コロナウイルスは人々の意崖をどのように変えましたか。
「人と人がニミュニケーションを取り、移動し集まることがr善」だった時代が、大きな節目を迎えている。2010年代の世界ぱSNS(交流サイト)と〒モのニュースでもちきりだった。つい最近
までメディフをにぎわした各淺の民主化蔓求デモを思い浮かぺれぱ分かりゃすい。ところが今や.集まること自体がりスクだと感じられる享想になってしまった」 rいざ危捷が交たら、人々は
蒋動や纂会の自由の制阻をむしろ進んで望むようにな?た。モの亭実を目の当たりにして鷲いている。中国だけではなく、自由や平等、民主生菱に高い価値を置いているはずの米欧の市民
牡会でも状況は伺じだ.新型コロナが収束Lて日常生活が見かけの上で元に戻0たとしても,軽験はトラウマのように残る」
一通信インフラが整い〒レワークが広がれば、互いに実際に会わなくても牡会は回っていくのではないですか.

「決まった作業や講義で島れば、オンラインで脅わりは承Kだろう.だが、新Lいピジネスに挑戟するといった創造的な仕事がテレワークだけで成立するだろうか。ネツト空間は自分に似た考
え方の者ぱ力、りが集まり、創造的な行力に欠かせない興質な存在や意見を排除しがちだ.そもそも通信回糠がバンクすれぱオンラインを前提にした仕組は崩れてしまう.1つのテクノロジー
に依存しすぎると、そのプラ外フォーマー(運営者)に安易に操作されることになりかねない」「秒動Lて直接集まる自由が保陣されていれぱ人は何にも頼らず自力で他人とコミュニケーショ
ンできる.人間の歴史の中で育ててきた数ある自由のうち最も根底的なものといえる。移動や集会が制限されている今だから二そ、コロナ讐を見据えて、人が集まる二との価値を説く理論武
装をすべきだ。通信の自由がいくら逮んでも、集会の自由の讐わりにならない.」
ーグローバリズムも見直Lを迫られますか。

「いまさら国境を閉ざして自給自足やプロッウ経済に戻るわけにいかないが、これまでは崇類的に遇ぎたかもしれない.いざとなればどこにでも移動できるし.誰かが助けてくれる、それがグ
ローバル化の恩意だと思っていた.現実には、クルーズ船は受け入れ港が見つからず洋上を漂い、尚外移住者は争って本国に戻ろうとしている.危捜の時にも人々がグローバ」レなサポート
を受けられる態勢を、法律や技術など様々な面で再栴英する必憂があるだろう」
】大震災や原子力発置所享註の軽験に学ぷぺき二とはありますか.

「専門家の意見を閏いているだけでは吉パーセントの真実に到達することぱできない点だ.放射性物質の影響も感染症も、剥学的享冥と人々の生活の現実、心理とほ"ずしも利害が【散
しない.感条症の専門家は人どうしの接触を避けろと言う.一方で、人が人と会わなければ社会は成り立たない。双方の折り合いをっける必要がある.落としどころ晝探る役目を担うのは本
来なら政治のはずだ」(聞き手は棚価惟之〕

『コロナと世界「集まる自由」問い喧す』哲学者東浩紀氏

あずま・ひろき 1971年寮京生まれ.東大院博士課程修了。
現代惰報社会にっいての議論を活発に完信する。韮書に「一般意志2.0」「ゲンロン0 霞光客の哲学」なぞ郵数.

(フ)2020年(令和2年)4月20日月曜日日本経掛新聞第1而連戟特集記事 tロロナと世界↓一8-

一世界的な感染の拡がりを予想しましたか。

「油断していた。重症急性呼吸器症候群(SARS)にせよ、中系呼吸嬰症候群{MERS}1=せよ、誠行範囲は阻られていた。斬型コロナウィルス感染症に閣しては私自身、2月中旬の段階

では欠丈夫だろうと患い、いっも通り京都マラソンにも出場していた。」「米ニユーヨーイ1の人たちも2月末まで他国の感染拡大を人ごとのよ5に見ていたと聞くが、わずか数週間で感染者は
急増吋晶日本だけ特別に愿染が広がらない理由があったらうれしいが、素掘的すぎるだろう.」
一感染を食い止めるために私権を制限する動きも広がっています.

「昔段、私たちほ気付かないうちに社会システムに守られ、研究や移動などの自由を屡歌している.今のような公衆衛生上の危嵯に喧面した塙合には、いっとき自由な行動を套慢Lてでも
社金を守らないといけない」「中国や武漠やイタリア、スペインのような状況では罰則を伴う強硬な挌置もやむを得ない.そうならないために一人ひしりが自らの行動を奮える必要があるが
〆ツセージが届かない人もいる」「非常時に限定する厳密な条件付きなら、打(情報技術)を使って人々の動きを追うのも効柴的だ,すでにネットの利用歴などを通して私たちの行動はかなり
企案に把握されている.技術の乱用は肪がなければならないが、何でもかんでもダメでは前へ迄めない」
一武漢の封鎖は窮除されました。

「都市を封鑪し人を家に閉じ込め、ドローンで監視しても感染者が減るのに2力月半かかった.行勘制限を緩めたらざうなるか心配だ。外出を厳しく制阻した米国でも、死者が大きく減るまで
に3力月かかるという.ウィルスの性質を考えると、途中で対繁をやめれぼビークは再ぴ表れる」「恢とんどの人は感柴拡大の最切の山を超えたら安心してしまうようだが、モの担拠はない.
有効なワクチンや治疹藁が開馳されるか集団免疫ができるまで、対策を続けなけれぱならない」
一治療藁の候補がいくつか出てきました.

fまず既存蔓の中から使えそうなものを探すが,醜床試鞍を実施L本当に症状が改善するか統計学釣に確認する必妻がある.過度の期持はよくない.新型コロナに合わせた斬藁も闘鳧し
てぃかなければならない」「霊々も;PS細胞で貢献ずる。航胞や心臓の鞍胞を六量に作りウィルスを感染させる実験を始めている.感染の仕方や藁の効き方の違いを調ぺられ、これまでに
ない〒ータが得られるだろう。」
一国際語究帽力の重蔓性も高まウています.、

'生命剥学の分野は非常に憩争が激しく、特許戦争がありデータを隠す場合も多い。成果を出してから論文の発表までに1、2年かかることもある.しかし、お金もうけを目的とせず気拓ちを
ーつにすることが大切だ.国の研究賓も競争に朗っよりもデータを早く公開L、他と博力した斯究者を評価する仕組みが1ましい.モうでなければパン〒ミリク【世界釣な大流行)に立ち向かえ
ない」(聞き手は編集委員安藤淳)
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rコロナと世界棄聞発販争より結吏を」京都大ipS細胞研究所長中山伸弥氏

やまな力、・しんや 1962年大販府生まれ.大阪市立大で医学博士取掲。

2m2年ipS細胞の作製でノーペル生理学・医学賞受賞.新型コロナの犢報を「個人として」ネットで発信中.

(8)2020年(令和2年)4月22日水曜日日本軽漬新聞第1面連雌特集記事 rコロナと世界』-10-
「コロナと世界科学信じr新常塑」に備え』 WH0シニアアドバイザー進藤崇邦子氏

しんどう.なほこ 1990年篁京慈砲会医剥大辛、国立感染症研究所主任酬空官を経て、02年からWH0で動務。新型インフルエンリやエボラ出血熱など感染症の危慢管理を指揮.

一中国はロックダウン(都市封嶺)で新型ヨロナウイルスの感染を抑割Lましたが、イタリアは失敗しました。
1巾国はSARS(重症急性呼吸器症候群)以辛、息者急増時の封応や集中治療室ⅡCU)の強化など封策を進めた.武淺市には4万人の医療閲係者が駆けウけナニ。シンガポールや"国な
どアジフの国に共通するが感染症の経駿値があった.欽州は当釖は対津の火亭のように見ていた」
一収軍への道筋は見えますか。

「斬型コロナは徴熱などの発症当臼にウィルスの量が最も多く、感染に気づかずに人が動くので感染が一気に拡大した。憙者が段到して医檀憧閲が阻界に近づけぱ、財けられる人から助
ける、という愉理的に厳しい判断が迫られる。斬型ロロナとそれ以外の病気に対応する病院を分ける役割分担や、痔提処勢Φ準傭も霊要だ」「欧州は厳Lい外出規制なEの効果が出て安
定してきた。世界保催捜闡〔WHO)は日常生活に戻ずための判断芸準を作成した。悩界全体ではいったんは感染が落ち基く時掲がくる。大事なのは次の波をどう抑えるかで、モのためには
国際埼調が欠かせない。挑戦は受けるし、こちらも自信を持って説明する」
一軽済括動の再開の手段として感染歴を謡ぺる抗体撞壹に乗り出した国もあります.

「抗体検交の信顛牲はまだ確立していない。抗体をもっていることがどれだけ免疫肪御になるのか、有効期聞はどの程度なのかなど分からない点が多い.抗体樓査の結果で外出制阻を幾
和するのは時期尚早だ」

一日本がコロナを抑えるのに必要なことは.
1緊急事態宜言はメッセージ性はあるが、綬制内客は弱い.感染者の接触歴を徹底的に旗睡する二とが最も大事だ.日本は恥の文化が強いので接触調査で正喧に言えない人も郵い。誹
飾(ひぽう)中橿Lないで、斑埋や学校が受け入れることが大切だ。日本人は衛生麹念がしっかりしているので、個人が自覚を持って行動して皆で極力すれば必ず柔り起えられる」
ートランプ米大銃領力twH0の資金供出の停止を慶明しまWム
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、 「米国がWH0の根本的な対策を疑ってぃるのか、感染が拡大したからスケープゴート(いけにえ)として攻撃しているのかは分からない.ただ、WH0を潰せぱ問題が解決するかといえば、
それは違ラだろう」

一斬型コロナの教訓は何でしょうか.

「2オ世紀に入って経済や社会活動は点から繰に、線から面に、面から立体にな0ている.今までと物峯のスピードが圧倒的に違い、感染症も瞬時に拡大する。新型コロナは異常事態では
なく、rニューノーマル(新常延)』ととらえて削策を打たな"れぱならない」「封筑の根本ぱ科学を信じること。科宇に甚づく準備がいかにできているかが、流行を抑制できるかの分かれ目に

なる.政治家の住いりーダーシウプも必要だ.最終的には一人ひとりの行動にかかっているので政府・企圭と個人とのニミュニケーションが笈纂になる」【聞き手はジュネープ=細川倫太
部)

(9)2020年(令和2年)4月24日金嘆B 白本軽済新聞需1面連數特集記事 rコロナと世界」-1t-

7新型コロナウィルスのような感染症危崖を予想Lていましたか.
「どこの国も干想Lていなかったでしょうね。第2次世罫大職以来、最大の危樵だという人もいる.ヒト、モノのまれが完全に止ま0ている。モして恐怖がある。治すことのできる藁ができてい
ない初の軽験だ」rまずは欧米のような爆壷的な感染拡大を絶封に防ぎ、国昆の命と僅康を守る.一刻も早く収京させることに全力をあげている.国昆には量低限の経法活動を営みながら
できる、ぎりぎりのお願い、大変な辛抱をお願いしている.」
一嵩外との人の住来が減り、内向き志向に陥る阜念1=ありませんか.

「一時的には内外の人の動きが完全にストップしている。しかし、日本軽決が今後成長するには海外の成長力を取り込んでいくのは不可欠だ」「マスウひとつとっても7~8割が中国で生圭
している製品や素材を特定の国に極端に依存せず、生活に必要なものは国内に生崖拠点を戻Lたり、襖数の国に分散したりtる必要が島る.倦提管理を考えるうぇでも重蔓な体駿だった」
一行政体制に欠けていたものが浮き彫りになったのではないですか.

「政権に大事なのはやはり他橿管理だ.叢が聞の官僚は優秀な人が圧倒的に多いが、協点は縦割り雌.、叢が闡全体で取り組まないと危槙管理はできない.新型コロナは厚生労側省だけ
では艶対にカバーできない.軽請産秦省、国土交通害や自術隙、海上保安庁なぞも含めて一度に、一拳に動かすことが大峯だ」「クルーズ船のダイヤモンド・プリンセスの櫨国は英国で運
営会社は米国、船長はイタリア人.髮客・乗員の出身国・地域は56に及んだ.複雑な状況でウイルスがまん廷し.対応を迫られた.一段落したら様々な桟証をしなけれぼいけない」
ーグローパル化のなかでは中国に阻らず海外畳の感染症が日本に持ち込まれるりスクはこれからもあります.

「日本政府に求められているのは世昇全ての国の経験や英知を集めて迅速に対応することだ.中国ほ大きな紐験をしナニ。中国を含め収束に向けて国際的な連携を深めて対応Lてぃく●要
がある.jr晋近平【シー・ジンピン)」国家主席の来日は日中が資任を晃たしていくことを内外に示す機会として非常に大亭だ.きたんのない意見交換ができる関係を雑椿するのが、アジア
だけでなく世昇軽漬の発腰や安全保障に極めて大きなことオ幻
一収寮蜑の日本は.

1日本はいろんな老味で世昇に打って出ていける可詑性がある.大企業にも中小企案にも真而目な人材がそろコているのに能力ある人材を活用できていない.個々の組鰻、会牡にとど
まって外に目を向けてこなかった.能力をワル括用できる仕組みが必蔓だ」「四の茎本は自助、共助、公助だ.自分でできることはまずは自分でやってみる.モの次に、地域が共助で助け合
う.それでもどうしようもなくなったら国が必ず責任をもって対応してくれると国民から恨頼される国をウくるのが大宰だ」(聞き手ぱ重田俊介)

/

00)2020年〔令和2年)4月28日火電日白本経法新聞第3面r総合2】連鮭特集記事「コロナと世界」-14-
rコロナと世界個々の債え、病の芽摘む↓北里大学特別栄誉教授大村智氏
おぉむら・さとし 1935郁山梨県生まれ.山梨大辛.藁京理科大大掌院修了.

米ウエスレーヤン大客員研究教擾.北里研究所長など歴任.2015年ノーベル生理掌・医学賞受賞.

一世界で感染が拡大L幌けていまt.

fインフルエンザと遭い、新型コロナウイルス感染症は季節性がないと考えられている.気温が高いアフり力などで烹染が増えているのを見てもそれがわかる.甚期戦になるのではないかと
心配している」r量釖に庫者が出た中国で、すぐに感染拡大を防ぐための手が打たれなかったのが一番の失敗だろう.暴染症の情報は隠してはいけない.素早い公聞がモの徒の対筑を進
めるうえでとても大切だ」「これまでの状況壱見ていて.米国やイタリアなどで死者の割合が高いのが気になる.ただ、これはウィルスの性質によるというよりも、一定の人口比を占める貧L
い層が犠牲になつているのではないか」 、

ーなぜでしょうか.

rこうした人たちは住々にして、僅廉状磨がよくない.岳染を肪ぐための知諏が不十分で、行動も碇えようとしない.休鋼が悪くても費用の問暴からなかなか医師にかからないため、感染す
る七悪化しやすい.国艮皆保験で註もが伺じような診療を受けられる日本とは、明らかに違う」「結局、攝抗力がある人は生き延び、弱い人が淘注される.過虫の感染症で楓り重されてきた
ようなこ巴が、また起きているのかもしれない」

一期待できる治療藁の候補も出てきまLナニ.

「話嵐になっている抗ウィルス藁以外にも、便えそうなものがある.妾々が開鼻L、ノーペル賞の受賞理由にもなったインベルメクチンという物質が、ウィルス感染を抑え治療効果を示すこ七
がわかコてきた.分野横断的なチームをつ(り外部の研究暑の懐力も禍ながら、化学楕造の似た数百の物質を片っ端から調ぺて最適なものを探している」「これらは天然に存在する土壌嶺
生物がつくり出す物質がもとになっている.役に立たなそうなものでも、決Lて捨てずに保管してきた.モれが思わぬところで生きる」
一人類の芙知で危橿は蛭り切れますか.

「治療藁はいづれできるが、それで感染症の脅威を切り撞けられると考えるのは甘い.世の中には実に多くの感柴症がある.斬型ニロナを克服できても、またき0と斬たな感染症が発生し
国境を越えて広がるだろう」「現代人は感染症を遜けようと、便利な製品や技術に依存Lてきた.たとえぱ除菌剤を多用し、至る所を抗薗処理して安心しきウていた.それが通用しないことが、
図らずも明らかになうた」
ーでは、どうすれぱよいと.

「藥が必要な状態になる前に、病気の芽を摘めるようにするための訓学が亘桟されるぺきだ.そのうぇで、感染症の甚本に立ち五り一人ひとりが先回りして自ら債えをしておく.北里柴三郎
先生が嶋えた予肪医学の考え方とも一致チる」「特別に赴Lい=とではない.身近なと二ろでは、生活のりズムをあらためる.きちんと食事Lて業美をとり、休力をウける.休調が晃いのに無
理に仕亭に出かける二とはしない.モんな当たり前のこ七が大切にされる社金に、少しでも近づくと期待したい」(聞き手は繍集委員安藤淳)

rコロナ七世界危機管理あり方総点撲」内閣官房長官菅義偉氏
すが・よしひで 1948年生まれ.

篝2次安部内閣が尭足した2m2年12月から官爵長官を務める。在崖日数は歴代最畏,
危裡管理を担い、新型コロナの対応に奔走する,

ノ

(11)2020年【令和2年)5月6日水曜日日本疑決斬聞第3面【総合・軽涛1 連鮭特集記事 rコロナと世界』-15-
rコロナと世界ゲノム医療で創藁早U 白本製渠工案慳会会憂(第一三共会長)中山垢治氏

なかやま・じょうじ 1950年大阪府生まれ.76年阪大院修了.
10年第一三共の社長兼最高軽営責任者(CEO)、17年会長兼OEO.19年から金長.18年白本製藁工煮協金金長就任.

一新型コロナウイルスは人類に様々な課題を投げかけています.

「感壁症は人類を何塵も脅かしてきた.今豊も必ず、何回も起きるだろう.今回の坐界的なまん延はグローバル化の世展が要因だ.」 f非常時になると、剥学的な見地からの判断を政治の
場に生かしていくことが重要だ.今回、モれがわかっナ=。科学をぺースに行政にアドバイスできるチームを作り、雑持する必亜がある」
一政府や行政の封充が後手に回っています.

「軽済的な封茨は大切だが、まずは医療現堪と使える藁剤をどうモろえるかが量大の要件になる.モういうアドバイスができる人をモろえなくてはならない.政府には非常時の体制やあるぺ
き橿能を平時から作る覚悟を決めていただきたい」↑藁の開鼻はもちろん大切だが、藁だけでは全てを飼決できない.国内の皆理や善国における国填管理の問翻といったフレームをもうー
度、作らなけれぱならない」
一斬型コロナ駆染症の治攘築に「レム〒シビル」の国内の製造販完の承認を週内に、「フビガン」の条事承認を月内に目指す方針です。

「既存の治痩藥が使えるといい.既存藁の転用でも聞馳だけで6力月、客査期間がっけぱ2年ぐらいかかる.今回は早く使えるよう、行政も超注規的な措償をやってくれている.官民が一体
になって取り組まねばならない」「臨床試験【治験)は晴間がかかるが、斬擾の開発期間を短くする光も見えつっある.ゲノム悟報をぺースとした医療に切り嬰えることだ.美国をはじめ各国
がアプローチLている.将来、使えるようになれぱ治験の期間が短くなる可能性がある」r一遇性の座染症に対する医藁晶の開見を一企業が担うのは難Lい.開発できても、施行が収軍す
れぱ売れなくなってしまうためだ.例えぱ、米国でぱ【需要の少ない)希少墨者の藁を生み出せば幟かの斬藁の書査を加速できる.助成金以外のこんな支橿の方法もある」
一今回、医藁品の虫定供給への不安も顕在化しました.

「各牡が在庫の価雪を乎厚く」ている.だが特許の切れた医藁品は大量生産でコストを下げる価格鯉争に酷るため、中国やインドに依存する形になる。二うした国でのトラブルの影響を防ぐ
には製晶を価薯しておくのが一響安全な方法だが、限界がある.この製品だけは必ず守るという製品を医療系の学会のガイドラインなどを善に選んで、それだけは十分に備讐するか、日本
での生崖体制を整えて確保するしかない」
一新型コロナの流行収末は見通せません。

16月で愚染拡大がある程産収まるといラのがぺストシナリオだが、予断は許さない。ウィルスへの抗体はどのくらい捜能してぃるか.舵饗しても人々に抗体が+分できない恐れがある.そ
うならぱ、症状がなくなった人を数選間たっても解放できず、現場の医僚体制も変えざるを掃ない」「今は皆で憶力し、楽般シナリオに近づけるように努力するしかない。同時に、煽突的に息
者敦が増える最悪の時も憩定Lた串備も必要だ」(聞き手は高城裕太)

02)2020年(令和2年)5月10日日躍凹日本紐決斬聞第3面【総合2】連戲特集記事「コロナと世界』-16-
rコ白ナと世界移動制限、革斬後押し」日立製作所牡長業1所散陌氏
ひがしはら・としあき 1956年偲島県生まれ。米ボストン大院修T.
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一新型コロナウイルスの感螢拡大は嶺き方など企案のあり方を変えています。
「突然の外出自粛要請で、企案ぱ強制的に在宅動務を迫られた.日立でも国内の約7割の従藁員が今は在宅動務になり、謡覇も浮き彫りになった.労甜時闘の管理は特に登しい。深雀残
靈を蒙止Lよう仁も、休校などで課夜しか仕事できないとの声モある。職場ならわかる社員の師色も、ビ〒オ会議では判然としない。しっかり僅康管理する仕組みが必要だ」「コロナ収束後も
振り子は元に戻らない.多くの企禦で、テしウーウが前提になる。在宅と対面と、菓襄の繰引きが必要だ.大きな方劃や計画の策定には意見を直接言い合うことも欠かせないが、資料作成な
ど一人の方が効牢的な業務もある」
一企塞も対応を求められます。

「宴務のプロセスをテレワーウに応じた形に大きく見直さなければならない。目標の成果を得るために、慧れた璋境で個人が何にどう取り粗むぺきか。業務範屈や責任をあらかじめ厳暑に
規定Lた上で、丑適なプロセスを考える。リーゲーの役割はより重要になる」「職務定襲書(ジヨブディスクリプシヨン)」で職務を明示する米国などに比べ、日本の職場ではこの点が非常に暖
昧だ。責荘外の仕事をする二とや、モれに対価がないことも当たり前。そんなやり方はそもそも日本以外でぱ通用Lない」
一働き方が妾われぱ、賃金のあり方も査えなくてはなりません。

「製蛋実では工増勤務が賃金の議論の根底にあった。工場では労剰時問が生産量に直結L、会杜の売上高や利益も増えた.だが今ぱ遠う。サービスが主体となり、成果ぱフィデアがどう
評価されるかだ.時間が結果にっながるわけではない」「従業員と妾社との契約や評価の仕細みも産わる.日本は、r明日から来なくていい』とドライに解雇する米国のようには当面はなら
ないだろうが、報酬はより成果を反映した形になる.」
一景気減速でりーマン.ショック後以上の雇用危櫨も懸念されます.日立は世界に30万人の従業員を抱えます。

「今回は、都市封類や外出自粛によって煮要を〔人ヨ的に)抑え込んだ点がりーマンとは臭なる.ワクチンや特効藁ができれば需要が急回復するかもしれない。技術のある人材を解雇して
しまったら、もう急には集められないため、雇用は揮力雑持する.仕亭がなければ忙しい拠点に人を回すから【都門などで)個別には判断ずるなと指示している」
一斬型コロナは人の行動を激至させました.

「これからは人間の行動の変化が、技術革新をりードする時代にな?ていくだろう.テレワーウ昔及の背景にある移動制限が、仮想現冥【VR)や拡張理実(AR)の進化を促す。視覚と聴覚
だけでなく、触覚や嘆覚、味覚にまで広がれぼ、仕事ももっと至わるだろう。技術先行でスマートフ才ンが人の生活を査えたのとは逆の人問中心の動きが始まる。今後は倫理観が今Ⅲ上に問
われるよラになるだろう」(聞き手は中村元)

a3)2020年(令和2年)5月17日日曜日日本経済斬聞笠2面【総合1】連粧特集記事「コロナと世界』-17ー
『コロナと世評「変えられぬ社会」変革」日本文学研究者ロバート・キやンペル氏

Rob.門 Compb.11 米ハーバード火大学院修了。
薫大大学院教授などを経て2m7年から国文学研究資料館館長。専門は江戸、明治期の文学.

テレビ番組のコメンテーターも務める.

入社這後に指導役だった中西宏明会長【経団運会長)からバトンを受什16年社長兼最高経営責任君(CEO)就任.

】罰型コロナウイルスは市昆にどんな影客を与えたでしょうか.
r感染症拡大を防ぐため、卒票式や送別会、入社式、研修といった通常であれぱ踏んでいく階段のうち、2、3段が完全に抜け落ちてしまった」「懐礼的な都分もあるが、自身がこれまで帰
属してぃた母体から離れることをーつづつ宝感を持って硫認ずる意味合いもある.そうした本来道るぺき地点がスロンと抜けることは、それぞれに緊張感やインパクトを与える.かなりこたえ
ると思う。局地的な災害と違い、新型コロナは全国の多くの人に同じ荘験をもたらしている」
一危機的な状況は社会を壷える契橿にもなりそうです。

「大規樓災害など非常時のさなかや直佳には、一時的に連帯感や高掃感が高まってモラルも向上し、今後の社会をより良くしようという意畝が湧くとされる.実際、京日本大量災の直後に
は、,ニくさんの人がボランティアにいモL',だ」「斬型コロナが終息したとき、私たちは社会に何を残せるのだろうか.パンデミッウの状況にある今から手を蒼けておかないと、唯元を遇ぎれぱ
嬰さを忘れてしまラ。社会のどこをどう良くしたいと感じたか。不便や不安を極めた状択で,どんな楓を見いだして童謙や制度を至えていくのか.尊い命が失われ、経法的にも大畜な価値が損
なわれた。人々の努力に応え、豐失晃を埋めるためにも、1つでも2つでも交えるきっかけが生まれればいい」
]どのような社金査革につながることを期待しますか。

「ダイバーシティ(多様性)の実親など課題は色々布るが、例えぱーつは署者の投票だ.選拳権年駄力匂8歳以上に引き下げられたが、今も著者の投薫串は低く、高齢世代は高い.このま
までは何も慶えられない社会の再生産が読く」「感染拡大が続くなかで、現在の日本の政治や仕組みが一人ひとりにとって良いのかどうかを考え、投票で自分の結塗を表現するのは若者
にと0て大亭なことだ.主権者としての喜びを感じてもらえるよラ、いかに投票量欲をたきつけられるかが求められている」r若者の芽を摘むことのない牡会づくりも大切だろう.杜金的な課慰
の解決を目指し、起案に関心を持っ人が育?ようにする必要がある.パン.デミッウでは社金が拙さぶられた中で、起寮の襖会はバイオ分野や情報科学など私が想偉するだけでもいくっも生
まれている」

ーモのために必要なものとは.

「起業には失敗がっきものだが、日本は失敗しても復活Lやずい社金ではない.新卒至上主熱の企業文化も続いている.就験せずに起業tるのはりスウがある。しかし、パンデミックの中
から生まれたイノペーションを茎に起案し、屡開し続けられる環境を婁えなければならない」「若者はr内向きだ』r意畝がない』などと言われるが、芽が育ちにくいのはモれらが問題なのでは
ない。堺境をつくることこモがじゅうようなのだ」【聞き手は酒弁愛蔓)

a4)2020年(令和2年)5月18日月隆日日本軽済新聞第き面【総合,経許1 連駐特集記事 rコロナと揖界」-18-
rコロナと世界アビガンで立ち向かう」菖士プイルムホールディングス会墨兼OE0 古嚢重隆氏

こもり.しげたか 1939年生まれ。6ヨ年稾大督卒、冨士写真フイルム【現冨士フイルムホールディングス)入牡.
00与牡長、03年最薦経営責任者(OEO〕兼務.12年から会長兼CEO.

一斬型コロナウイルスの治療藁として自社生産するフピガンに注目が纂まっています.
「歴史を掘り返ると、パストやスペイン風邪など世界では何塵も感染症が曼生してきた.理在は人やモノの移動が活鼻になっており、あうといラ閏に大問組になる。今鑁も別の感榮症が起こ
る可能性があり、感染症対策は人類の重蔓なテーマであり続ける」「アビガンを開溌した声山化学工案【現富士コイルム宮山化学)を2008年に寅収Lたのは感染症分野に蛙かったことが
理由のーつだ、鮖型コロナでは弊社として感染の有黒を楼査する試築や診断に使うX線装置なども手掛けている.〒ジタルカメラの著及で需要が急減した写真フィルムに代わり、医藁品など
のライコサイエンス分野を強化する一環だつた」

ーアビガンの増逢を進めています。

「7月に月10万人分、9月に30万人分生産する.さらに生産計画を上積みしないといけないだろう。多くの国でアピガンの物質特許は切れている.だが製造するための特許は有効だ。淘外
の企集に生童を委託Lたり、特許を併与Lたりずる可能性がある」「アビガンは体内でのウィルス増殖を抑える。そのためウィルスの変臭などには左右されにくい.感染拡大が一旦収東して
も、再び感染が広がる可能性があるほか、次の感染症も懸念される.モうした事鵡に備えアビガンを備讐するという国が出てくる.引き合いもすでに畠る。ただ、フビガンにも副作用があり、
妊娠中の人など服用できない人もいる」

一近く園内でアビガンの承認を申旛する見込みです.

「今、治駿など承認申請に向けた皐備を逢めている」
一写真フールム市場の消滅やりーマン・ショックがありました.

「リーマンの時は金融システムが崩壊するかもしれず、世界鞭藩がどうなるのかと雌知れない恐怖悪があった.主力事系の月次売上高が計匝の2創にも満たず、絶望的な気持ちになった」
「今向の斬型コロナでも、カメラなどの消費考向け事案は影妻を園けている.企業向けは在宅動襄の拡大で亭務橿魯が打撃を受けるといわれているが、いまのところは大きな影響は出てい
ない.新型コロナでは治療碇桟補が出てきた.感柴拡大が収束ずれば経済も徐々に回復するのではないか」

一今回、グローバル軽請の負の倒面を指擴する声も聞こえます.
「グローバル化の進展で感染が広がった側面は畠る。ただ、後戻りさせる二とは弊害が大きく.理実的ではない.一方で中国依存の見直Lの動きはでてくるだろう.企寮は安い労樹力や部
村を求め、中国への依存に気づいた.グローバル化を止めるのではな(、国際社会で新型コロナの晃生啄因を検証し、封じ込めなどのマニユアルを作るようにすぺきだ」
ーアビガンを生産しているため塩外からの出資を巡り、改正外為法の車前審査の対象になりました.

「1つの国が世昇中の企業を買うといった極端な独占は問題.何でも自由というわけにはいかず、必妻な摺置だと思う」(聞き手は花田幸典)

^
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3.2020年(令和2年)4月一5月掲戲の日本経請新聞の連戦特集記事 rコロナと資本主義一1-~-4-』より

(1)2020年【令和2年)4月29日永曜日日本経漬斬聞算1面連戟特集記事にロナと資本主職一1-1
r想定外備えぱあるか ROE偏重軽営もろさ貫呈

新型コロナウィルスの感染が拡大するなか、企業や市場のもろさが次々とあらわになっている.短期的な成果ばかりを量視してきた企案は経営悪化に苦Lみ、マスクや生活必需品の不足
は「市場の限界」にも見える.想定外のパンチミック(世罫的大流行)を累リ越え、資本主義は本来の強さを取り戻せるだろうか.

「毎日6000万ドル【65億円】以上の現金が流出Lてしまう」ιエド・バスティアン最高軽営責任者).米デルタ航空は手元の現預金(2m9年座で約28憶ドル)が約1力月半で干上がってし
まう1季どの苦境に耐えかね、14日に54億ドルの政府支提の受け入れを決めナニ。アメリカン航空とユナイテッド航空もそれぞれ58惇ドルの支提を求め、米政府が航空集界のために用意Lた
250億ドルは陵く間に使い切られようとしている.〔資本マイナスに〕世界釣に旅客黒要が消え、大量の雇用襄失を防ぐには政府支擾は必要な措置だ.ただ、米国勢が真っ先に白歳を
あげる二とになったのは、1970年代以降に広がった、株主を絶対視するひずんだ資本主義にとらわれていたからだ。モの象徴である自己資本利益串(ROE、3面きょうの二とば)を追い、興
常な低金利のなかで負債に依存するレバしツジ経営にのめり込んでいた.・ー・【長期の成長に影]ただ、想定外の感染症の拡大がいみじくも示したように、この世界は不確実性に酒
ちている。楓失の綴衝封となる自己資本が遇小だと財務の耐久力は衰え、長期の成長力にも唇いてしまう.〒ータを分析すれば明らかだ.オ999年当時に自己資本が総資崖に対Lてどれ
だけあったか(=自己資本比牢)で世界の上墻企業を5分頚L、モの後20年の利益の伸びを比較Lた.利益の伸びが0,4倍と最も見劣りするのが、自己資本比串が20貼未滴の企姦だ。
少Lのショッウでも妊営がぐらっき.襲岳カキ高める機会寺逃しゃすぃ.一方、自巴資本比牢が6096以上一8096未満巴比較的僅い企婁ぱ利益の伸びが6.5陪七畳も大きい,不況の峠にも
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凝営は揺るがず、むしろ大規模な投資でセシェアを拡大ずるとい?た攻めの一手を打てるためだ.半導体受託生産の世界最大羊、台湾積体電路製造【TSMC)が好例だ.金融危橿道後の
2009年、今後のスマートワオン呑要の拡大を見越した創棄者、張忠謹(モリス・チャン)氏の号令で設備投資を加逐させた.この決断を支えたのが一貫して70鮖前佳を保つ高い自己資本比
牢だ.同圭他社を突き放し、19年度の粒利益ぱ20年前の約14倍に拡大した.金融機閏の過瓢なレパレッジが08無のりーマン・ショコクを招き.金融規制の殘化につなが0た,その後、規
制の外にある亭業会社が負債を膨らませ、ウィルス禍に足をすくわれた.モんな近担限的な綬冨に封して挫閏投資呆の目も厳Lくなっている.企業は利益を稼ぎ、成長をけん引する使命を
負う。モのためには回り道にみえても、人を官て、研空聞発や設備投貴を碩み重ねて次のイノベーシヨンの種をまき、ELて慧定外の纂態まで見据えて財務的な厚みも保っておく必要がある.
「桔続可能な軽営」という原点に企藁が立ち返れば、資本主義がこの試綾を乗り進える大きな力となる。
口米航空会社が相次ぎ政府支提に駆け込んでいる【3月米アラバマ州)=ロイター【写真)

口軽営の耐久性が長期の成長力を左右する(折れ珪グラフ:自己資本比串=~2096、20~40%、40~60り6、60-80号6、80与6~/1999年一2019年)

(2)2020年(令和2却)4月30日ホ曜日日本豊済新閏第1面連註特集記事 rコロナと資本主義一2-」
r危崖が悶う市堤の賢さマネー曇走、未曽有の乱高下コロナと資本主義一2-」

rなる恬ど、モの手があったか」.3月上句、短文投稿サイト、ツィッターである写真が話題をさらった.マスウ売り場の値札に「1点目まで298円、2点目以降は9999円になりまず」と書かれ
ている.〒イスカウント店「ドン,・キホ』〒」での風景だ.〔価格で煮給調整〕 自由な取引のなかで、需要と供給が適切に調聾されていくーー.ーー・だが、新型コロナウイルスが欧

米にも広がったショッウから、世界の金融市場は2月下句以降、異常な動きを繰り返け島〔rブレーキ役」弱く〕「顧客企案が年度宋に決講できなくなる恐怖があった」.国内大手銀の告
吾ディーラーはこう明かす.「金融の血液」である米ドルが世界的に入手困難になり、邦短の調違コストも"年ぷりの水禦にまではね上がった,景気悪化を讐戒した各国の企業や家計が
い0せいに現金確保に走り、金融市堤から資金が急病に識出したためだ.その余波で株式や債券は米曹有の乱高下に歸った。底流には市場の「毒える力」の叢えがある.例えぱ、軽決や
企案をたんねんに調査し、割安と判断すれば急落局面でも貫いに動くアクティブ運用。r市場のブレーキ役」ともいえる存在なのに、乎数料の高さが嫌気されて地盤沈下が続いてきた.米国
株を細み入れる投資信託でみると、1990年代半ばには90貼を超えていたシ鴇アが足元では50孔を割り込んでいる.その穴は全銘柄に一様に投資し.手数料が安いパッシづ運用や、コ
ンピュ^ープログラムに沿った橿械取引が埋めた.二うしたr考えないマネー」が今や抹式取引の85"前置を占める米UPモルガンでぱ試算している。二の構造変化によって市堪は一方向
に動きゃすくなり、ショックが加わるとたやすく暴走するようになった。だが、そんな所波のなかでも、本物の投資家は僻かに買いの提会を探コているはずだ.振り返れば2009年の危棲時
には米韮名投資家ウォーレン・バフェット氏が米ゼネラル・エレウトリックと米ゴールドマン・サッウスの大規槿増責を引き受け、市場の不安を鎮めた.並外れた運用成績でr賢人」との異名を
取るバフ="氏.「牲力で考えなけれぱ成功Lない」と語ったことが畠る.無数の参加者が知恵を絞り、大量の惰粗を処理してし、<.二の効牢性こそが市塙メカ=ズムの強みだと、自由主麹
凝漬の大きな支柱であるフリードリヒハイエウは説いた.責金の最適配分を促L成長を空えるはずの市塙が範張とともに畢建L、実体経法を振り回すようにな0た。市場本来のr賢さ」をどう
取り戻すかが問われている.

ロマスウほ転売目的の大量鱗入などですぐ完り切れてしまう【栗京都内)【写真)

i .0

(3)2020年(令和2年)5月2日土曜日日本錘請薪聞第1面連戟特集記事「コロナと資本主義ーヨー」

今年の報酬は1万ドル(約107万円)しかもらいませんーー.米フウトドア用品大手、コロンビア・スボーツウ=アのティム・ボイル最高軽営責荘者(CE0Ⅱ=0月、こんな決断をLナこ。2018
年分の報酬比だと減額牢は約99帖だ.他の役員も報酬を15"自先的に減らし、新型コロナウィルスの感染拡大を受けて営業を停止している北米店舗の従業員約3500人に賃金を支払
うための頂責にあてる.苦Lい局面で従業員の生活を主えれば、企業としての信頼が高まり、今径長きにわたって済費者を引きつけ、優秀な人材も採用しやすぐなるだろう.長期の目績で
軽営を世められるかーー.当たり前のように聞こえて,実は資本主肱の歴史に轄む問題だ。[企業は永続が前擾] 15~17邑紀の大航淘翁代、欧州で大規撞な賢易会牡が設立される
ようになった.当靭は航海が終わるたびに会社を解散するのが昔通で、その活動はr1回限りの冒腔」1こ近かった。 1602年にオランダ棄インド会社が訟生し、時代の歯車は動いた。世界靭
の抹式会社である同壮は必要に体じて貴本を積み増し、事桑を継続する.企業は永続を前提七する存在へと進化L、軽営には時間軸の概烹が取り込まれた.新型コロナの治療藁として監
床試駿が始まった「フビガン」.実は「長期の目織」がなければ消えていたかもしれない曲折の歴史を蒔つ.1990年ごろからアピガンの源流となる抗ウィルス藁の研究を言山化学工業が
始め、問壮を08年に寓士フィルムホール〒イングスが買収した.14年に条件付きで国内で製造・販売が承認されたが、副作用が強く、当釖想定していたインコルエン"藁としては主流には
なれなかった.[アビガン苦節30年]それでも、冨士フイルムは「企業は考すぐ役に立たな(ても未来のために投責Lないといけない」(古衰萱隆会長兼CEO)とあきらめなかった.研究
開始からおよそ30年.アビガンは新型コロナに挑もうとしている.経営が来来を見据えれば、冨を生み出す力は弥まる.米マッキンゼーが米上増企業を討象に投責の安定度などから「長期
志向」の企案を抽出L、経営成績(01~14年の類型)を論べたところ、他の企案の平均よりも売上高が4796、利益が36貼多いことが分かった。四半期ごとの利益ばかりを重視司、る「短
期」志向の毘(わな)」に陥る企業も多い.だが、モれを促Lてきた投資家も杢わり始めた.欧米の榎関投資家は今回のコロづ竜楓の中で配当より雇用雑持を重視するよう求め、製菓会社に
も早期の0クチンや治擦渠の開発に向けて霞争より偶調をと訴えている.リーマン危橿の時とは様交わりだ.「朱知なる未来のために、現在の資嵐を使ラことが、本来の意味における企業
家に特有の攝能である」.経嘗学の権廉、ぜーター・ドラッカーはこう語った。ウィルス操で需要が蒸馳し、存亡の危橿におびえる企璽.この苦境をどう乗り慈えるのか.それが資本主靴の未
棄を形作ることにもなる.

ロ「アピガン"=斬型コロナウイルス渠として匪床試駿が始まった【写真)

(フ/ 9q )

〔4)2020年【令和2年巧月3日日曜日日本経決断聞第1面連鼓特隻記率 rコロナε資本主養一4-」

「公金を株主に回寸のか」.狸フディダスは住い雀判にさらされ、配当の撤回を余嚴なくされた.新型コロナウイルスの影妻で業黛が悪化し、4月τ日から従業員約1200人を、政府支擾を
受けて雇用を雌持する「ウルツァルバイト【短縮労働"という制廣の對象としていた.企婁が労勃時間を減らす一方、落ち込む買金の一都を政府に補填してもらラ仕組みだ.アディダスは1
0偲ユーロ0200偉円弱)の自社抹貫いは撤回Lた一方,配当は予定通りの増額を探うた.しかし、業嶺への逆風はさらに強まり、政府系金融機関から融資を受けるまでに追い込まれた.
その際に無配を乗件とされ、「政府支擾のもとでの株主逗元」は封じられた.[求められる配庫]利益を追い、株主に軸いるーー.平時には当たり前の企案のこんな行動も、危提におい
ては警化を追られる.求められるのは、国家や社会、従集員など幅広い「ステーウホルダー(利害闡係看)」に配盧する姿勢だ.コロナ危橡が欧米で深刻さを増すわずか2力月ほど前.世昇
経済フォーラム【WEF)の年次柁会【ダポス会耀)では.行き遇ぎた株主至上鉦営からステーウホルダー資本主鞍に移行すぺきだとの諾論に多くの企藁が讐問した.その決意がいままさに試
されている。米国ではゼネラル・モーターズ(GM)やフ今ード・モ^ー、電気自動軍(EV)大手のテスラが人工呼吸僻の増産を勉ぐ。米JPモルガン・チュースなど大手8行は自牡株買いを

停止Lて、個人や中小向けの融資に資金を掘り向ける.[ブラダが防置服]歓州でも高級づランド、プラダがイタリフで医療用防橿服とマスクの生崖に乗り出L、フランスではLVMHモエ
ヘネシー・ルイヴィトン(LVMH)が垂水などの生産ラインを警亜Lて消毒剤を作り始めた.米エデルマンによる世界12力国の消巽者を対詠にした餌晝では、「公共より自社の利益を優先す
る企稟は永遣に信顛Lなし、」との問いに対Lて「モう思う」との回答が71怖にのぼった.リーマン危楓時の苦い軽註があるからだ.金融檀関が果走Lた結果、景気は底割れした.多くの人が
耽や持ち家を奪われる一方で、金駐捜関は政府に敦済され,トップは多額の退職金を楊たことで資本主黄への反尭が一気に諸まった.これを契慢に樋闡設責家も姿勢を転換L、「有事に対
克する能力は企案価値の長期的な増大に不可欠だ」(ブラッウロッウ・ジ〒パンの江良明嗣マネージングディレクター)との声があがる.米軽営学零のパーリとミーンズは1932年の著婁r近
代株式会社と私宥財達」で、企妻は「公共的政策の立増から所得の一部分を割り当て」、株主だけでなく社金全体や従案員などの利害「早も広く目配りする存在に寮わるべきだと訴えた.当時
は世界恐慌、今回は新たな感染症と理由ニモ違えど、企業の社金的責任が重みを増す点で状況は似通う、コロナ危橿克服への貢献を煎う俄米企実.世界のために何ができるか.日本企業
もまたその決意を問われている.

口LVMHは響水の製造ラインで消毒剤晝作り病院に無料で配る(写真)
【関理記事7面)

、
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【関連記事5面に)

r逆墳が決めるま来の形坂期志向の亙をこえてニロナと資本主義一3-」

4.2020年(令和2年)5月掲鼓の日本経法斬聞の連粧特集記事「コロナ出口は見えるか」より

【1)2020年(令和2年)5月日日水曜日日本経読斬閉第1砺連粧特集記事 rコロナ出口は見えるか 1」
『コロナ出口は見えるか 1 新常堰へ適応力試,制阻緩和でも感染抑止優先「水面下」経陦長期化も』

新型コロナウィルスの感染拡大で世界は大恐慌(3面きょうの二とぱ)以来の危梗の諏に立つ。日本は4日、緊急享雄宣言の5月末までの匙長を決めた.塩外では移動制隈を緩め出口を
探る動きもあるが、経済は当面は以前の水準に届かず「水面下」の低空飛行が読く公真が大きい.医痩体封の整備などでウィルスへの耐性を高めっつ活力を取り戻す工夫がいる.ニュー
ノーマル(斬常態)への適応力が問われる.斬型コロナの感螢者数は世界でき50万人を超えた.治療藁やワクチンの開美は急ピッチだが、なお途上だ.今は珍動制隈Lかほぽ封じ込めの
手立てがない.しかし感發抑制と引き換えに経済の首根?こを押さえる「ロックダウン【都市封類)」のような劇藁に穎り親けるわけにはいかない.各国は出口に向けて試行錆誤する。見えて
きたのは感染の再拡大を院ぐため封鎖の解除蜑も人々の生括や軽決活動に一定の制約を求める斬常鱈だ. 【第2派に讐戒も】国最道貨茎金のゲオルギエバ専残理亭が「大
恐慌以来、最悪の牛況」と語るコロナ危壁.どこの国の軽請もしばら(水面下に沈むことは選けられそうにない.欧州中史銀行(Ece)は吐州の四半期のGOPが危機前の水準に戻るのは21
~22年になるとみる.三菱UF゛モルガン・スタンレー証券の試奪でも日米欧のGDPは向こう1緑捉度は前邱比でマイナス成長が耕く.モもそもワウチンなEの有効打が出てくるまでは感染
が再拡大する恐れがくすぶる.米ミネソタ大は過去のインフルエンザのバンチミックの軽験から質2波の方が大きくなるりスウもあると霊鐘を鳴らす.自らも感染Lた芙国のジョンソン首相は
r系2波のりスクを認岸しなけれぱいけない」と外出禁止の楓和を煉重に探る.軽済を正常軌道に近づけるにはまず検査の強化で感染再拡犬のりスクを最小限に抑えなければならない,米
国ほ挨査数を5月中に過200万件と1力月で倍増させる目標だ.モれでも不十分との見方もある.ロッウコエラー財団ぱ週2千万~3千万件の桟査を提言.医摂捲設の拡充で医療崩壊を防
ぐバツクフツプ体制を築(必要もある.日本はこれまでのと二ろ中国や吐州ほだの感染拡大には至らずに決んでいるが、足元は極めて脆弱だ.検査蛇力や集中治廐坐などの医療資源は主
要国の間で見劣りする. [還のくV字回復] 1羊擢停止状讐にある企業活動を少Lずつでも出口に近づけていかなければ、経漬は底割れしかねない..,,感染抑制に時間がか
かU、経済の収陪が長引けぱ復元力が損なわれる恐れもある.危橿を曼り越えたとしても以前と全く同じ風景が戻るとは限らない.感染症のグローバルリスクは常にモこにある.医療載盤を
整えてウィルスと持久"を銕けながら「水面下」の糎法を立ち上げ直す.新常駐への覇応力をいち早く確立した国や企寮こそがポストコロナの世界のけん引役になるほずだ.
口中国はいち早く回復に向かうが・・中国、日本、米国ノ生産、消費(折れ線グラフ)/新規感染者数(捧グラワ)ノ習近平国家主席:「{斬型コロナは)基本的に抑え込んだ」(3月10
白、武漠市視察)-4月に入コて武漠の封鎖觧除、安都晋三首相:「感染者の減少が十分なレベルιは言えない」価月4日、記者会見)一緊急掌態宜言を5月末まで延甚、トランプ大統領」
「磐声=地能六→,壯」,ナ1.ぼ1,、1,む1.、1ι4日1応目.凱宅◆日)一威皐零の小hl.、"域"、島鷺動制朋狸,0へ'一瞥)〆
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(2)2020年(令和2卑)5月B日金曜日日本経決新閏第1面連載勧集記亭『コロナ出口は旦えるか 2』
「コロナ出口は見えるか 2 第2波酌ぐ総力戰来踏の「検査1日2000万件」』

「検査能力が泉窪的に強化される」.オーストラリフのハント保健拒ぱ4月末、新型ニロナウィルスの封じ込めに意畝を示した、豪宗案家を通じ、中国製の横査キツト1千万個を調達できたか
らだ。モの数は全豪人昌の4割に達する,同国は厳しい外出規制や隔艶指置が効き,1凹あたりの新規感染者が10~20人台まで減った.制限解除を探る段階で畠えて緊張朋係にある中
国を頼るのは、感染拡大「第2波」を恐れているためだ。経涛再開の道を探る米欧も同棟だ.安易に制限を緩めると8割とされる軽症の怨染者が再びウィルスを広めかねない.米国は1日
の検査を23万件から29万件に増やし、ドイッも上積みする。悩ましいのはそれでもりスウを払拭できないことだ。「1日2千万件」。ハーバード大ぱ4月20日、米国の検査数を7月下句まで
に100倍にすべきだとする提言を公表した。無症状を含め毎白国民の6"に検査を繰り返す計算だ。感粂雪だけを幅離・追跡できれば「8月までに経済を完全に再閣できる止いう。モの畳
用は2鼻問で最大白千億ドル{約32兆円廿幼q経済停止による月1千億~3500億ドルの損失より安いルして政府に大胆な覚悟を迫る.官民連携で畠らゆる手段を膳じる必蔓がある。た
だし、検査拡充だけでは出口は見えない。カギは医療休制の強化だ.欧州でも致死牢の低いドイツ.政府は「死者100万人」の呈悪シナリオを3月に描き、医療体割の能力拡充に動いた.
10万人あたりの集中治僚室ⅡCU)病床は29床と、イタリアの2倍註だったが、1CU新設者に1床ごとに5万ユーロ【約580万円)を出すと決定。認散を4割増の4万床にした。日本はどうか。
1日の検交数は最大9チ件台.10万人布たりICU病床数ほ4床と受け入れ体制は睡弱で、医療体制の崩壊は目の前の親実だ.塞数の患者を収容する敷急病院で相次ぎ集団感染が発生。
受け入れ拒否が広がり、4月下旬のたらい回し件数は主な消防本部で前年同期の倍に増えた。たらい回しの患宕を受け入れてきた千葉県内の大病院の敦急医療医師は譜る.rうちもいっ
院内感榮が起きてもおかしくない」。交換すパきマスウは1日1放.防護服も足りないといラ.対応が遅いの1ネ都道肝県に犠限を与えながら、国と自治体で責任を押Lつけ合う状況が銕いて
いるためだ.横査の民間委託を渋り、艮間症院に大胆な物責・資金支擢もない.韓国が強力な司令塔を置き、大量擴査と専門医療の両結で危桂を回選したのとは対照的だ。中国・霊漠
では都市封鎖後も感染が拡大,2月に2万人が同時に入院L、重症舌は1万人に違したとされる.「同じ事態が米国の都市で起これば対応できない」(推計した米研究チーム)。ましてや対応
が後手に回る日本はひとたまりもない.英キングス・カレッジ・ロンドンの渋谷健司教授は、今後も都市封鎖を避けつっ犠牲者を最少にするには「中・軽症の患者向け専門病院や臨時の治
療施設も必要」と訴え、検査やICU拡充にとどまらない矢継ぎ早の対策を求める.鰻初の出口が見えても、コロナとの職いは続くことに日本の自覚は乏しい.
口米国ですら、なお横査数は足りないとされる米国、イタリア、ドイツ、斡国、日本ノ'1呂当たり検査数(平均):3月8白の週:4月26日の週(0~25万件:樓グラフ)ノ累計死者数(6
日時点):7万3095人、2万9315人、6993人、 255人、 543人/ 10万人あたり10U病床数:34.7床、12.5床、 29.2床、10.6床、4,ヨ床〆
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は)2020年(令和2俸)5月9日土畦日日本経璃新聞第1面連鼓萄集記事 rコロナ出口は見えるか 3」
「コロナ出口「ネ見えるか 3 危榎脱出、急がぱ回れ財政負担歴史的水準に』

米国の労髄者の6~7人に1人が轍を離れ、失案保検を申請している。5月2日までの1週間の申斯件数は継扶分も含めて約2600万件に上った。失秦看への支給額などを仮定すると、こ
の申課数が向こう1力月読いただけで、保蛙財政の負担は1千偲ドル00.6兆円)増す計算になる。斬到コロナウィルスが拡散した危檀制圧へ、各国は糸自を付けずに財政支擾を拡充し
てきた.特に米国の動きは迅達かっ巨額だ.すでに3月上旬から4回にわたり、合計3兆ドル弱の財政出動をまとめた。さらに大型誠税やインフラ投資などの追加策が1兆ドル規楓に及ぷ可
能性がある.国魚逼貨甚金ⅡMF}は、米国の2020年の財政赤宇が国内総生産(GDP)の15怖を超すとみる.5~9怖の日欧と比ぺて突出L、過去をもしのぐ。米嵐会予算局(CBO)によ
ると、米政府債莪のGDP比は21会計年塵末(21年9月末)1こ108"に逢オる。無2次世界火戦後の1946年塵末('106,6地超え、最高となる.軽済活動が一斉に止まり、雇用桂持の支
撰は急務だ.米政府が中小企業の給与を肩代わりずる融資枠は4月初めから2週間で磨を突き、すぐ仁倍増させた。モれでも潜在的な失案が広がり、腫用を守るための財政支出は右肩上
がりで増える。ドイッでも、申請ペースで1千万人恕がウルツァルパイトと呼ぷ時短勣務制座を使い、政府から賃金補助を受ける.数兆円の財政負担になる可蛇性がある.緊急享態宜首が
廷長巴なった日本は、休案者による失稟手当の受給を特例で詔める方向だ。100万人規模で受給すれば、月に最大2500億円が労働保賤特別金計から支払われ、国の財政負担も増す。
すでに巨額に脳れ上がった財政負担は一段と膨らみかねない.モんな恐怖から各国は経湊封頻の解除を急ぐ.だが感染の再拡大を招けば、結果として財政負担もより重くなる.それを週け
るには、経済に一定の制約を課す必要がある.モの分、贋用紲持などのため財政にも負荷がかかる。暈悪のシナリオは新型コロナ危檀の出口が見えないのに、財政緊紬に動くことかもし
れない。1930年代、世界恐慌下の米国は公共事煮の拡大などニューディール政策でいったん景気浮掲に成功した.しかL財政緊縮を急ぎすぎ、再びマイナス成長に陥った.急がぱ回れ.
結局、財政面で危機から脱出するには、社会の不安要素を取り腺き、成畏力を取り戻す恬かない。大戦緩、米国は法人税減税や生産・価抱統制の廃止で民間活力を引き出し、経法を成長
軌遭に乗せた.政府債務のGDP比は46年座末の10B貼から35年後に25怖にまで低下Lた.感染再拡大の不安を払拭L、ポストコロナの世界での戒長モチルをいち早く確立する。そん
な国が財政の量荷を払拭し、世界をけん引する攻の主投に霊り出るはずだ.
口斬型コロナ閖連の景気封筆で各国とも財政赤宇が拡大対笈規犠(兆円、数峯),GDP比("、数表)、財政赤宇GDP比(肌、梅グラフ);米国(310,8.13.6、ー)、ドイツ(75,3、1
8.2、ー)、日本(78.フ、14.3、ー)、英国(37.0、12.6、ー)、フランスt27.4、 9.5、ー)、イタリア(18.0、 8.5、ー)〆
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m)2020年(令和2年)5月11日月曜日日本軽漬新聞第1面連賊特集記亭 rコロナ出口は見えるか 4』
「ニロナ出口は見えるか 4 窮地が促す学び改革教室から消えた13倖人」

「多くの生徒らの学晋が遅れている.学校再開の決定は簡単ではないが封応を急ぐぺきだ」.国達椴育利学文化擾関(ユネスユ)のアズレ事務局基が4村末、声明で訴えた.新型コロナウ
イルス対策の全国的な休按は17フ力国.地域で読き.全世界の72,6、約13億人が髭校できていない。学力絡整への懸念が各国で強まる.1'1日から段幣的に学校を再開するワランスの
づランケール教青相はr休校を読けすぎると(自宅の学習理墳の這いで)枯差を助長する止強調.小学校は1学級15人以下とし、校内の動繰を決め接触を減らすなどして感染を防ぐ.オン
ライン(遺隔)授案が広がる米国では、インターネット理墳が襄わない家庭の子Eもの学習支擾で官民が連携する.カリフォルニア州はグーグルからバソコン4午台の提供を受け、生徒に配っ
た.中国でもオンライン会膿システムを使った授業が拡火中だ。ネット通販大手、フりバパ集団のシステムの利用実績は約14万校、1偲2千万人規槙にとる。 4月22白時点で小中の95帖、
高校の97怖が休校していた日本.自宅学雪は紙の敏材が中心で、公立小中高校など約2万5千校の95貼は同時双力向のオンライン指謀ができていない.「子どもの勉弦晋慣がなくなっ
てしまった」。夫と共働きの夏京都内の女性(40】は焦りを募らせる。小5の次男が通う公立小ぱ2週間に1崖、宿劉の世み具合を報告させるだけ.一方、私立中に通う長躬は還礪学晋で以
前と伺じ蒔間割で勉強を統けている。足踏みの背景には教育の.デジタル化の遅れがある.軽漬楠力開兜機槽(OECD)の2018奪調査によると日本の15歳生徒のθ割が学校でデジタル
慢器を利用Lていない。学校の情報化を怠ってきたツケが出た形だ,出口に向けては董雇的な戦略が要る。感染予防を徹催しての学校再開と再休校に偏えた邇隔学習の環境肇価は不可
欠だ.政府内では宇晋の遅れを取り瑛し、学亭歴を国瞭標準に合わせる策としてr9月入学・始案」の論点挫理も進む.移行には課雁もあるが、社会全体でグローバル化に向けた方築を抜
本的に堀論する好橿だ.米プルッキングス研究所などは学校や大学の4力月聞の休校により、碧者の生涯収入減少なεを通じて米国が将来的に被る軽済損失が2.5兆ドル(250兆円)、
年聞国内総生崖(GDP)の12怖にとると試耳オる.各国はこうした事態を懸念し、教筒の再桝叢を進める。韓国は休校中、小中高生に惰報靖末など28万3千台を貸与。低所得世帯の約
17万人にはネット通信費を支援Lた。緊縮財政で教育予算を削ってきたイタリ丁も還楓教育の推進に8500万ユーロ伯7億円)の予算を確保した。r危桂をチャンスに査えたい」とフゾリーナ
・教育相.日本も社会轄がかりで学びの保障に取り組む覚悟がいる.
口主要国の自宅学習支擾や学校再開への取り組み米国、芙国、ドイツ、コランス、中国【文軍、記述表)
口全国的な休校指置をとっている国.地域数仂国・地域、数、折れ繰グラフ)ノ影嘗下にある児童生共らの敷【億人、棒グラつ)〆
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(5)2020年【令和2年)5月12日火曜日日本軽済新聞第1面連戲特集記亭 rコロナ出口は見えるか 5』

米欧で外出規制などを繰和する動きが広がる中、企案が事菓再開へ動き出しナニ。ただ、斬型コロナウィルスの再流行八の不安も根強い.正常化人のハードルは高い。世界で80万人超
の従寮員を抱える米アマゾン・ドット.コム。ジェフ・ベゾス量高軽営責任者(CEO"ま全従秦員を対象とした定期撞査を宣言Lた.検査能力を整えるには時間も賓用もかかるが、f試す価値は
ある」(ペゾス氏)。米国では従業員が感染した珊合の事業主の法的責任を巡る諏紬が活発になる。感粂者が出るたびに事業者の責任を追及されては事業活動に影響が及びかねない.全
米製造宴者協金は亭煮者の責任範囲を制阻するよ3諾金に求めている。意謙するのはコロナとの長い繭いだ。企婁ぱコロナを前提とした新Lいもの作りや売り方を探る.人と人の接触を
選ける「タッチレス(非擾触)」がモの手立てとなる.トヨタ自動車の米国の工場では、約3万2千人の従業員がタッチレスな環境に身を置く.工場内のフロフに張り巡らされた黄色いテープが、
従業員同士が約1.8メートル以上の距竃を保っように促す目印だ.一部店舗再開に踏み切ウた米首貨店最大年メーシーズでは化粧品カウンターで店員が顧客に〆ーキャップをするサー
ビスを停止した。りアルな禁客はネット通販に対抗する最火の武岳.モの強みを消してでも店を開く、 7日には米高級百貨店二ーマン・マーカスが破綻、米衣料品チエーンのJウルーも行き
詰まった.世界の上場企秦を対象にした調査では5割の減取がヨカ月続けば2割阪い企集で手元資金が枯渇する。小亮りの現場はタフチレス顛みで日銭を稗ぐ正念場が驍く。当面の危橿
をしのぐタッチレスだが、長い目で見れぱ案務の進め力や会社のかたちを変える力を物める.3月、中国・武漠の工場から設慌の保守作婁の蔓請を曼け、修理手頴を説明する動画を顧客
に送るなどして討応Lた半導体装債大手の〒イスロ。現地出張が当たり期だった作集で費用と時間を節約できたことで、「コロナが終わっても凝けることになりモうだル関家一属社墨は期待
する.最先鎧のΠ端宋が必要なディーリングルームなどを抱え、在宅動務が黙しいとされてきた金融案界でも英金融大手バークレイズが約8万8午人の従案員の2割しか出社しなくても業
務をこなせている。ジェス.スティリーCE0は言う.「ひとっのビルに7千人を尚かせる考え方ぱ過去のものになるかもしれない」コロナ危擾は人の無駄な動きを瓢づかせる契提にもな0た。
従粛員や願客の安全確保という斬たな制約にいち早く対痔しながら、生産性も高める.モんな企秦がコロナ後の鼓争を制するはずだ。キャッシユレス決済やテレワーウの導入などに出違れ
てきた日本企案は対応を急ぐ必蔓がある。

口労劉生産性に見劣りする日本はタッチレス化でも遅れ米国、ドイツ、フランス、英国、日本、韓国,ノ時閏当たり労劉生産性(2018年、ドル、数表);74.フ、72.9、72.2,60.6、46
8、38.フノ,キャッシュレス決決比牢(2015郵、貼、拝グラフ)/テレワーウ導入棄(米国・斡国・2015年、美・独・仏・2010年、日本・2m6年:従業興100人以上、"、棒グラフ)〆
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(6)2020年(令和2年)5月14日木曜日日本経藩新聞筆1面連鮭特集記事 rニロナ出口は見えるか 6』

「オベレーション.ワープ.スピード」.米トランプ政糧がキ「ち出Lたワウチン開発の新娥略だ.第2次世界大戦中の「マンハッタン計画」1=ならい、企案や政府機関を総動員。通常は数年かか
る開疉期間を大幅に縮める.3日、トランプ大統領はテレビ妻組で「年末までにワウチンが手に入る」と説明.全国民分の数億本を供給する目標を掲げた.ワウチンは休の免疫反広を引き
出L、ウィルスの感染を阻む.感染拡大を抑えウ0行動制限を緩めるには、免疫を持つ人を増やすしかない,闘発の行屶が世界軽済の命運を趣る.世昇保僅撞閏(WHO)によると5日時
点で聞発中のワウチンは100掃類を超える.ヒトへの匪床鰔験(治駐)に造んだのは8鴇顕ある。今やワクチンを詮もが待ち望む.だが、感染症対策はワクチンが最後の砦【とりで)になると
分か0ていながら、今までは危櫟竃諾が低かった.「コロナのようなRNAウィルスはりスウが高い」。2年前、米ジヨンズ・ホブキンス大学はワクチンの備えを訴えた,パン〒ミツク(世界的大
流行)に封抗する技衛の芽はあった.ウィルスのRNAやDNAをといった遺伝物質を合成し、休に投与Lて免疫を高める方法だ。ウィルスの培美がいらず、4~5年かかるワクチンの開馳期
聞を大幅に短拡できる。米モデルナや独ビオンテッウは、1力月根度でワクチン候補を作る技術を持っ。0ウチンを供給するグローバルな生産設価や国際拠点を2年前から準備Lておけぼ、
噛仁1一血冷」一罰Ⅱ゛、゛、,,゛ー゛、'.1,1,N、」.rス.ー{●揺1爪キ皆',Jb"tキ,- R*磐棲"朋才十゛{ギー迩t子.Tユ七=『一◆゛f盲古.キ'゛用、゛て向当監由巾鯉墾ゞ主岫;南m郡富闘主弔皆fクnlR
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『コロナ出口は見えるか 5 「非接触Jが新握準に安全確保にもがく企秦』

9

rコロナ出口は見えるか 6 未寔への投資今こモ待望のワクチン開発』
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年)を調べると、米国は75但ドル佑000億円)、中国は53住ドル(5600億円)、美国は5但日000万ドル【620憶円)、白本は5偲3000万ドル(560億円)だうた.「今従、世界で1000万

人以上を殺ずなら、それはミサイルではなくウィルスだ」.米マイクロソフト創業者のビ」レ・ゲイツ氏は15年の講演会でこんな言葉を残Lた。国際通貨甚金UMF)は、20年の世界軽済の成
長牢予測を1月にプラスき.3略と見込んでいたが、斯型コロナの感殻が拡大Lた径にマイナス3g6へ引き下げた。単耗計算で日本の経済規槙に匹敵する約500兆円の籍法損失が生じる。
1怖にあたる5兆円でもワクチンの聞晃に充てていたら、摘失を回避できたはずだ。新型コロナ収東鑑のr新常恕」では、まず感染症を甘く見た過去との決別が必要だ。ワケチン閣髭や治戚、
検査体制の硫立で各国は運携L、どんな感染症にも立ち向かえる国際協調の枠組みを整えるぺきだ.今こそ未染への投資が求められる.
ロワクチン・治慌藁の研宝聞美笑は増えていない各国の靭弐開晃賣に占めるウウチン,治櫟藁の研突開溌費米国、英国、中国、日本(2000年一2018拜、叱、折れ線グラフ)

=おわり

5.2020年(令和2年)4月IB水曜日日本軽済新聞業6面【すピニオン】

コロナウイルスはただひたすら自己増殖Lようとする。斐々はその増殖を食い止めようとする。ウイルスと異なり、人間は逸択をする.このパンデミッウ(世界的流行)はいずれ終わり、過去

のものとなるだろう.だが、どのような過捉を軽て終わるかで世界のあり方は望わってくる.このようなバンデミッウの発生は100年ぷりだ.ELて今回は、スベイン艮邪が各地を嬰0た1918
年とは臭なり、平和で、空前の富を享受している世界に発生した.宴々はうまく対処しなければ、悪い方向へ向かう転換貞となる.正Lい判断を下すためには、選択肢とモの倫理的な意味
合いを理解する必要が商る,妾々は今、国内と国外において、いかにしてウィルスの烹染拡大を止めるか、そのために軽情停滞をどこまで許すかという決断を迫られている.高所桐国が迫
られている最も重要な決断はウイルス感染の食い止めにどれだけ力を入れるかだ.モして、決断した場合のコストを詮がどのようにして背負うかも決める必要がある.一部には、ウィルス
感染を食い止めるために経済を恐慌に陥らせるのは間違いだと生張L訊けている人もいる.彼らいわく、二れは不蔓な混乱をもたらす.極堆な秒動制限などでウイルスを童い止めるのでは
なく、ウィルスを比較的自由に拡散させれぱ、「集団免疫」を遣成でき.軽済活勤を靴持Lながら、なお資源を弱者に集中させられるとしている。 だが,この比較的レウセフェール(自

由放任主靴ソ〆羅和」笈をとったとしても、都市封錘など断固とした「抑制」策をとった場合より経決がうまく回るかどうかぱ定かでない.各国政府が都市封韻に踏み切るかなり前から、多くの
人は旅行をやめたり、レストランや駛画館、店に行くのをやめたりしていた.ウイルス感染を抑制し、斬規感染者の検査と追跡でフォローフップする断固たる討策は、緩いやり方よりも、今径
避けられない不況を早く終わらせられる可能性がある.かなり確実だと思えるのは.抑制笈をとった方が、世界の医橿体制がはるかにうまく対応できる仁とだ。英インペりアル.カレウジ.ロン
ドンの「C0ⅥD-19(新型コロナウイルス感染症)対筆チーム」ぱ、纏和策を起用した場含、病院にコロナ感者が毅到するため、英国と米国の医痩偉制では高齡者を中心とする感染者が治
療を受けられないまま死んでいくと主彊している。中舌政府が斬型コロナの兜生地である糊北省で畠れぼど抑割儘を撤底Lたのは、恐らく中国全土でこれが起きるのを防ぐためだったのだろ
う.中自でさえ許容できないほどの悲惨な健康被害を、英国や米国が許容できるだろうか。しかし、批判的な意見も正しい.経法の火都分を長期にわたって止め禁けるこ巴は不可能だ.もし
抑制鬚を試すのであれば、早急に成功を収めなければならず、ウイルスの復活を阻止しなけれぱいけない.中央銀行と政府ぱ、できる限り多くの軽済都門の活動を雑拷し、生産蛇力もでき
うる隈り確保することを目指さなけれほいけない.そして、国はどのような形であれ.現実的な手法で一般市民、特に弱者を手厚く保護しなけれぼならない.国家間の連帯を、各国内の連帯
と間じくらい強(する必要がある.金融木安と迫りくる景気徒退(恐ら(は恐慌)ぱ、斬興国と馳展途上国に甚大な被害を及ほす.国際通貨甚金UMF)は、投贇家がすでに新興国から日30偲
ドル(約9兆円)の責金を引き楊げたと述ぺている。多くの新興国、塗上国が依存Lているコモディティー(商品)の価格急落も激しい. これらの国は、国内でのウイルス感染拡大と内

需減退と同時に戰わなければならないが、こうした国が国内外から生じる圧力に対処できる能力は限られている。その結果、とてつもなく大きな軽法的、社会的惨事が生じるかもしれない.1
MF自体がすでに、80件もの聚急金融支掘要講を受けている。斬興国と途上国の対外責金不足の総額ぱ恐らく、1MFの融資能力を大きく上回るだろう。高所暢国がウィルスの抑制と自国
経まの敦済に成功すれば、こラLた脆弱な雪は恩庫を受けるだろう.だが、短期的には,モの恩峯を享受できない。新典国、途上国は多くの支捜を必要とし、二うした主提はすぺての国の景
気回復も後押しずる。ウィルスは万国共通の課堰だ。迫りくる世界不況も問様だ。現実的な対処を重視L、連帝が必須であることがわかれぱ、手厚い支捜は正当化できる.ユーロ寵内でも
同じことが言える.通貨同盟の決定的な特撤は、翌々の加盟国が財政の自主性といラ保畦と自国通貸を放棄し、纂団的な体制を選んだことだ.世界金融危撹の際は、この体制が声くの加盟

国の期待を裏切った.ただ、ユーロ危橿の場合、偉理的な霞点から矩論すれば、大都分において自案自褐だったと主張することもできた。一方、このパンデミックは詮の責任でもない,もし.
ユーロ圏がこのような危機で連帯躯を示せなけれぱ、その失敗は惹れ去られる二とも許されることもないだろう.燭は深く、下手をずれぱ致命的になる.詮の責任でもない危橿において目に
見える連帯がなければ、欧州航合プロジエクトは道粧的に死に、実際ウいえるかもしれない. さらに、国墳を趨えた支擾について言えば.金銭面の支擾のみならず、医療面での支
擾も必要だ.槿めて買妻なのは、蛋療物資のサプライチェーン(供給氣)を寸断している輸出規制を打ち切ることだ.幸い、霊々が今対時Lている感染症は、先祖の暮らしを強り返L破壊L
たぺストほどひどくない。モれでも、今生きている人が誰も糎駿Lたことがないものだ.これは、確かな憎報に差づく判断で対応しなければならない実際的な課暴だ。だが.愉理的な課題でも
ある.妾々は、今後下さなければならない決断の両方の側面を認識亨ぺきだ.掻導者は、落ち幣きをかもL出し、理性を駆使するか.套々は経請的な打撃を最小限に抑えながら、病気に
打ち腸っか.最も鴫い人や国が守られるようにするか.敵意よりも遠帯を、内向きなナショナリズムよりも世界的な畳任を選ぶか.そしてパンデミック後に、以前より悪い世昇ではなく、良い世
界を掻世に残そうとするかーー.ウイルスとは興なり、人聞には選択肢が島る.こ二はうまく選催う.
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r倫理問う新型コロナ対笈」チーワ・エコノミクス・コメンテーターマーティン・ウルフ

6.2020年(令和2年)4月18日土匡白日ネ経湊斬聞第8面{オピニオン】 1DO.p ln3;E址一- oplnlor,1
『経纃は「道び」自粛を糧に』糧集委員中村這文

鞆型コロナウイルスの態染が拡大Lてから、よく耳にした言棄のーつが「不要ネ急」だろう.そこでふと疑間が浮かんだ.日本軽済の中で不妻不急とはどれぐらいの経濱規模なのかと.翫
神タイガース優勝やオリンピツクなどの経済効果を算出することで有名な闘酉大学の宮本勝浩名峯教授に聞いてみた.「実は過去に墳算を試みたが、繰引きが黙Lく、数値をだしづらかった.
ただモノ・サービスの大半は不蔓不急で、道に医療、交道、食品なε必需品の方が隙られてくる」政府が緊急事飽宣言を出Lて以樂,スーバーや商店街などの小亮店以外、静まりかえウた
東京、改めて日本経許が不要不急の世昇で回っていた二とを実感する.分け方にもよるが、豊大の産業が余殿だ.レジャー白書t冨よると2018年で約72兆円に及ぷ.アウトドア.ランニン
グ用品やフィットネスウラブ、ゲームセンター、カラオケ、霞光、音崇・勵画配信などで構成される.これだけでも約ヨ00兆円の個人消費の約4分の1を占める,000 余暇の封象と重梗
するかもしれないが、不要午急と言われる産業の規楓をあげてみよう。フフッシヨン聞連が約10兆円、外食産案が約25兆円、百貨店が約6兆円、商用車を除く必要があるが、自動車の国内
販売額は約9兆円.カー用品や7フターサービスを入れるとさらに膨れる.家置は約7兆円強だ.20兆円を超える食品にしても崇しむために食ぺるものもある.軽済が成熟化すると、生活
必霊品や社会インフラ費用の割舎は低下する一方、不亜不急の消費の比率は高まる.誤解を恐れずに言うと、経済はほぽr遊び」でできτいるのだ。ホモ・サピヱンスほホモ.エコノミウス(軽
講人)であり、ホモ・ルー〒ンス〔道ぷ人)でもある.「畷と退屈の倫理学」(団分功一朗氏著)という數年前に話翻になった本がある.そこでユニー町な説を紹介して.いる.人顛が遊動生活か
ら定住生活に移行するには3つの課覇を解決する必斐が畠った.それがごみ捨てとトイレ、ELて退屈の回漫という.楽Lみがないと、人は共同体の秩序を守れない.だからこそ、高度な芸
術や工芸品を発違させたという。現代の軽演は、まさに「退屈しのぎ」に一役買う商品サービスが消畳患けん引してきた.高鰻ブランド、永還に最高出力を晃揮することのないスポーツカー、
高画質テレピ、推Lの7^'イストのライブ、遷区のコしンチ、大衆居酒屋、接害安伴う夜の飲食業、旧モ〒ルと橿舵がさ味ど甃わらナ'いスマートフォン"....とりわけ近年は消費二ーズが
多様化し、ニッチ化した.百貨店やコンピニエンスストアなど班通崖業が寡占化する一方で、個店やフリーランスなどが活躍する場が広がった.マス0fニッチだ大半が「避び」で、なくてはなら
ないものは少ない.だが全拝でみれば、數々の遊びが豊かな軽請社会を支えてきた.政府はこうした軽済の特撤も踏まえ、軽済対策を進めて「蛋しいところだ.000 今後も経済は不蔓
不急、あるいは遵びなしには語れない.ただし斬型コロナウィルスの出現によって、慣れ親しんだ消費行貴に湊化を促すのも間違いない.黄は良かったでは先に進まない。今は耐えながらも
「アフターコロナ」を見据える時でもある.遇去に例のない外出自粛や在宅動務に伴う今回の経験で行動変容が起きるだろう.モのーうが会社を中心に青まれてきた「牡用本位消畳」でぱ
ないか,テしウークが広がるからで、文字通り創隈化する.例えば通動に欠かせない化粧品、スーツ、ブランドバッグなどの市場は縮む可能性が高い.日本創生投資の三戸政和社畏は「自
己顕示敬を塙たすだけの消費は消えていく.プラディイングや営案に投資が傭っていた企熹は淘誌される」と話す.事実.丁バレル最大手のオンワードホールディングスは昨年に訊いて4
月中に700店の追加閉店を明らかにした.オフィス街は閑散として、緑塵讐わりの歓送迎会に代妻される「飲みユケーション」も成り立たない.メーカーにしても流通にしても大がかりな販促
と集客、「足で稔ぐ」大量の営素スタッフを抱えるビジネスモ〒ルはすでに壁にぶっかっていたわけで、さらに状況は悪化する.三戸氏の言禁を借りるならぱr営案はいらない」というわけだ.
000 博報堂買物研究所の山本泰士上席研宝員ほ「離れていてもつながることが貫蔓」と指摘する.代最的なのが顧客と直桂ネットで結びつく「D2C【ダイレクト.ツー.コンシューマー)」
プランド。食品や北粧晶、去料品まで広がり.独自の社会的使命と世"観、くせになる顧客休駐を武蓄に消費市堀を広げている.牡会不安が弥まる中、個人に強いメッセージを投げかける
企稟に支特が集まる.般光産業にも同じ二とが宮える.大型連休時やインパウンド頬みではIJスクが大きい.観光シーズンではなくとも顧客との関係を珠める手立てが欠かせない.既存の
観光資源に加え、独自の映像コンテンツ、地元とコラポした商品など霞光を超えた総合型サービス菓への脱庄だ.今回は急激な変化ヤ対彪できなかったことは責められない。せめて今回
の苦しみを糧にぞんな理境でも生き残れる戦略をっくっておきたい.
ロ(図示;〔姻人汎費【年間約300兆円)]消費支出の内訳をみるとー・(家計調査、2人以上の動労者世帯、2018年)食料、交道・通信、教養・娯稾,光熱・水道、教育、住居、被服およ
び版き物、交際賢などを含むモの他/[「不蔓不急」が個人消賓を支えてきた]・社用型・余暇 0斬型コロナ.行動変宴が加邁.D2C.営寮不要論・テレウーク)〆

〔美フナンシャル・タイムズのコラムや記宰を静訳し、月曜、水曜、金暖付で櫑註Lまず.覚子版"国際,Fr〕

フ,2020年(令和2年)4月28日火躍日日本縁済新聞第6面【オピニオン】 f0舶0 1"ヨ1丘hr-- opioionl
rウイルスは世界を交える』括集委員臭野聾産

ウィルスの大きさは100ナノメートル、1センチの10万分のーしかない.光学顕嶺娩では捉えることのできないこの小さな生命休に、わたしたちはなぜこうも翻弄されるのだろう.斬型コロナ
ウィルスの災禍があっという間に世界を彊った。地球上の生命には2つの鬻流が島るといわれる.ーつはDNAを」重伝子とする生き物たち.頂点に立つ存在が人間だ。もうーつはRNAを遺
伝予とする生命体.斬型口旦ナウィルスは、インフルエンザやエイズ、エボラといワた、19θ0与前後から、人顛を脅かしてきたウイルスと伺じ仲間のRNAからなる. ONAもRNAもどちらも
生命の源とされる遺伝情報モのものだ.しかし、本質はむしろ対極にあるといえよう. DNAは二重らせんの構造のおかげで、通伝憤報をコピー【複製)する瞭のエラーを修正し、忠実に伝え
る.安定と秩伴を重んじi'がら、遠綿と次代に生命を引き継いでいく.このため造化はとてもゆっくりとしている.000 一方、RNAは修復橿能を持ち合わせていない.自らの情報の正確
さにあまりこだわらない.宿主の力を情りて自由自在に慶化(変異地繰り返す.こうして人間の免疫をくぐり抜け、子幕を絶やさないようにずる.斬型コロナの遭伝子データがウェづサイトrネ
クストストレイン(N.X臨t他;")で公開されている.世界の科学者たちが盛者の検体から暢た〒ータを次々と投稿し、ウィルスがどのように世昇に広がり、交異・進化Lているかを追いかける。
系統樹で轟現されたモの軌跡を眺めると、わたしたちの祖先がアフり力大腔から豚かの大陸に移り渡っていったような様子が浮かび上がうてくる.人頚学者で国立利学槫物館割誼長の擾田
謙一さんは1人顛が世昇に拡散宇るには6万卸かかった.それを新型コロナは2ケ月で成し遂げた」という.病原性を保ちながら、すさまじい査わり身の早さを持つのがウィルスの特徴だ。
医学や科学の力を手にした現代人だが、ウィルスの進化への寅欲さに圧倒されるのも仕方がないのかもしれない。人顎と感染症との歴史を振り返ると、文明をも揺るがす苦胴が慰度も繰
り広げられてきた.最も有名な疫病は中世ヨーロッバを嬰ったぺストだ.人口の3分の1の犠牲者を出し、極端な人口減から社会差盤がぐらつき封建制廣の崩壊につながった.不治の病を
前に人々の心のよりど二ろだったカトけンウ敏会も無力だった。結果、宗教改革やルネツサンスへと斌展、中世は藁を閉じた.天熱症はアステカ帝国を減ぽし、大美帝国がコレラを廻界に広
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けた。梯1次色界大載ド,当断の欺型インフルであ令スペイン皿邪か欠流hし、着い共土か次々と罰に倒れ瑞戰を早めた。 UUU バン,ミツクぱ時代や社会ぞ火きく史兀右力があ心。

飢鰹や侵賂、戦争といウた混乱に乗じて感柴症が勢いを増し、大隻藁の時計を早回しするのかもしれない,新型カロナ楓でも世界のひずみがあらわになったといえないか。トランブ政栓は
失政への枇判をかわすため中国たたきをエスカレートする。欧州では差別や偏見が助長され分断の流れが加逓した.貿勗戰争や格差問題,ポピュリズム{大衆迎合主義}といった世界が
直面する課題は新型コロナ出現の前から起きていた.牡会や人々が不安の淵に処いやられ1潜在」から「顕在」に壷わった。 0月上句ノーペル賞学者の本庶佑さんにインタピューLた.その
峠の昔藁がとても印象的だった。rどこの国がめかるみからいち早く抜け出せるかの哉争だ」.コ向ナとの戰いをどう制するかが、コロナ後の世界の政治、経霧、社会の行方を左右するに違い
ない。台湾はバンデミック前から当局が情報収集L、チジタル技術を上手に使いこなして流行を食い止めた.戟国政府は中璽呼吸鶚症最群【MARS)の教勧1から銃制のきいた封策で封じ
込め、国民の信顛を勝ち櫓た。官民招力による検壹を撒底Lたのがアイスランド。人口あたりの感染舌数は世界でずぱぬけて多いが、死亡者数は極端に少ない。陽性者の半分が無症状
であることを突き止め、都市封鎖を免れた.000日本の対応はどうだろ3.数字だけみると、今のところ感染爆発には至ウていないが、感染者は徐々に増えており、現状をきちんと反
映Lているのか疑問だ.検誉の不徹底や硬直的な医療休制の方にむしろ不安の目が向く。緊急事態宣首についても、政府ほ何がどうなれぱ鱗除するかの判断差凖をはっきり示してぃない。
有事の今だからこモ、情緒と思恕ではなく〒ータに湛づく利学的な議論を経て決断すべきだ.あらゆるデータは透明性をもコてみなに開示されなけれぼならない.ド河ツは譲行を見るキー
ワードにもなった「再生産数U人の感染者から何人に感染したかの値)」を制限解除の判断に使った。一貫性があり、わかりゃすい。宣言の突令以降、政府は「3密」を避けるため、人と人
との接触を「最低でも7罰、できれば8割」減らずよう国民に行動変客を求めてきた。しかし、モの政府はデータを有効に活用できず、縄張り意識にとらわれ、場当たり的な対応に終始する.銃
治システムを合理性あるものに空えなけれぱ、交化の早いウィルスによる災禍を乗り越えるのは建しいだろう.
口都市封鎖で閑触とするニューヨーク(写真)口類型感染者の増加ベース[米国、スペイン、イタリア、イラン、中国、日本、韓国」(拒聞図)口有史以樂、いくつもの感染症が人類
を脅かしてきた[天然痘、ペスト、コレラ、インフルエンザ](叙述)〆

8.2020年(令和2年】4月29日水曜日日本経済新聞第6面【オビニオン】 1FINANCIAL T!MES -- oplnlon】
r[中外時評1 3つのウィルスとの世界火戰」客員論説委員土厘大洋

、

2020年3月24日、太早洋上で米海軍の空母セオドア・」レーズパルトの乗組員複数が、新型コロナウイルスに感染していることが分かった.軍陞は澄厚接触の挫会が多く感染症に弱い。
1918年から20年にかけて涯駐を掘るコた「スペイン風邪」と呼ばれるインフルエンザは、まず米国や歎州、モして日本の軍隊で赤行がみられた。いったん収まりか1"二としても、免疫を持っ
ていない新兵が入昧する時期になると新兵に多く感染者が出た。18年まで続いた第1次世界大戦の終結に一役買つたともいわれている。スベイン風邪の頃は目に見えないウイルスが髭

見されていなかったので、治催も予防も雌しかった.しかL経験から、手洗いやラがい、浪厚接触を遜ける乎法が採られナニ、学校の閉額も行われている.歴史人口学者の連水融は、スペイ
ン風邪が世界中で多くの人の命を奪ったことから、人類とウイルスの第1次世界六戰だったと名付けた.現在の新型ニロナウイルス拡大は第2次大戦といえるだろう。致死性ではコンビュー
ターウイルスよりも、生物(かぞうかも蹴論が分かれるが)ウィルスの陛うがはるかに危険だ。ロンピューターウイルスで死ぬのは人間ではなく、ニンピューターである。世界的な問霜となった
斬型コロナウイルスの起源ははうきりしない.しかし、コンピュ^ーウイルスのほとんどは人為釣に作られている.やがて人工知能(N)によって作られる樋類も出てくるだろうが、今のところ

は誰かが意園を持うて作うている.問題はどちらのウイルスも環境に応じて進化していくことだ。進化は必司'しも高座になることではなく、斑境の中で生存しやすくなることだ。モして、もう
ひとつ、私たちの社会を襲いつつあるのが惰報のウイルスである.こちらの拡散はおモろしく速(、モして、尾ひれが付き、人々を信じやすくさせるという慶化の速塵も極めて速い。世界保健
擾閣(WHO)1=新型コロナウイルスに伴う作り話を否定するためのウェプページを作っている.例元ば次世代通侶規格「5G」のネットワーウが新型コロナウイルスをばらまくことはない。その
ネットワーウ上をコンピューターウイルスが通ることはあり得るにしてもだ。しかし、わざわざモれが記載されているところを見ると、そうした誤解があるのだろう。情報のウイルスには、人々が

誤解することによる誤惰報(ミスィンコオメーション)と、誰かが他者をだまずために出す偶情報(〒イスインワオメーション)が高る。新型コロナウィルスの出所に関する議論は.まさに情報戰
である。中国政府は武漠での感染死者鮫を低く髭表していた二とを認め、50怖増にした。米伺政府はまだ中国政府が情報を側していると疑っており、トランプ大統領は、新型コロナウイルス
の出所が武漠の研究所の疑いが畠ると言及L始めた。私たちの社会は、新型コロナウイルス,コンピューターウイルス、ELて情報ウイルスの3つに対Lて十分な免疫を穫楊Lていない.
新型コロナウイルスに閏連したサイバー攻撃が増えているとされている.しかし実質的には、今まで嘩々な形で人々をだましてコンピューターウイルスに感染させようとしてきた手口が、新型
コロナウイルスを口実にしたものに置き換わっているだけだ。それでも世界中でテレワーウが進み、脆弱な端末とネットワークが使われているのでシステム侵入の入り口が増加していること

は間違いない.金註目的のサイバー氾罪者だけでなく、他国の政府靴員をターゲウトにし、政府の榎密情報を狙う動きも見える。そして他国の混乱を引き起こすような偽悟報を出す国家
楓闡の存在も見えてきている。套々ぱ、人顕とウイルスの第2次世界大戦のさなかにいるとともに、情報世界大戦にも入りつつぁる.情報の自由な識通と公開二そが、民主主義の前提とさ
れてきた。モの価値を揺るがず勢力との対決が始ま0ている.0 崖庄大学教授.月1回掲載します。
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9,2020年(令郭2年)4月30日木曜日日本軽廣新聞第5面【オピニオン2】 1D60p ln3ig趾一-oplnlonl
「くグローバルオビニオン>危機でも変わらない世界」米ハーバード大教授ダニ・ロドリッウ氏

トルコ生まれ。プリンストン大博士。
著書にグローバル化、国家主蕨、足生主製が同時に成り立たないと主張する「グローバリゼーションリ{ラドウス」ほか.

危橿には2つのタイプがある.誰も予測Lていなかったため備えられなかった危捷と、実は予想されていて備えておくべきだった危擾だ。トランプ米大統価が責狂を遇れるために何と茜おうが、
新型コロナウイルスの感柴拡大は後者の部類に入るだろう.こうしたパンデミッウ【世界的流行)が起二る可鮭性が高いこ巴は、専門害の間ではよく知られていた。亘症急性辱吸鴨症候群
(SARS)や「HIN1型インフルエンザ」、中東呼吸"症候群【MER5)といった感染症の流行は、十分な警告だった.世界保僅棲閣(WHO)は2005年、09年のSARSの流行などを踏まえ、
感染症対策の国際ルールの改正を決議Lた。米当局は19年末に中国糊北省武漠市で斬型コロナの感柴が確認されるより前、約100年前に拳戲の死者を出Lた「スペインかぜ」に匹敵す

る拡大の可能性を、ホワイトハウスへ報告していたとの一部報道もある係どだ.気候変動問燭と同様、起二るぺくして起きた危橿だった。米国の対応は特にお粗来といえる.トランプ氏はし
ぱらくの間、危橿の大きさを軽視Lた.感染者や入院患者が急増し始めたころには、人工呼吸器なEの医摂物資が記刻なほど不足する事態となった.州当局や医攘提閲が医療物資の争奪
戦を繰り広げる結果を招いた。桟査やロックダウン(都市封鎮)が遜れた代償は歐州でも高くコき、イタリアやスペイン、フランスなどは掲牲を払っている.一方、戟国や台湾といったアジア
の一部の国・地域は接崟と躯染軽路の追跡などにより、感染拡火を寛服しようとしている.大半の場合、竜機ぱ、各国の既存の統治スタイルから予惣できる通りの農開となウている.自身
を過六評価するトランプ氏の危槻皆埋の手怯が、多大な被害を及ぽしかねないのは想像できた。トランプ氏同様、虚栄心が強く気まぐれにみえるブラジルのポルνナロ大鞍領も案の定、りス
ウを軽視し読けた.中国の対応は、いかにも中国らしかった。ウィルスのまん証につぃての惰報を隠蔽しようとしたが、いったん脅賊が明らかになると資源を総動員した.ハンガリ」諏会は、
強糧を握るうオルバン首柘の櫨限を、期限を定めずに大幅に拡大する法案を可決Lた.オルバン氏はコロナ危橿に景じ、糧限強化に乗り出している.コロナ危樋は、それぞれの国の政治
の主な特微を一段と際立たせているともいえる.各国ぱ、本来の姿をデフォルメした状態になっている.二うした状況は、脅回の危橿が世界の政治経譜の転換点にならない可能性を示す.世
界の軌道が変わるどころか、既存の潮筑が強まり、固定化することになりそうだ。建大な事恕が起きると、自らに都合の良い倩報を集めがちな「確証バイアス」が生じやすい.政府の権限
強化を求める人々も、政府の役割に懐疑的な人々も、自分たちの見方が裏付けられたと感じるだろう。国腺統治の強化を求める屠なら、もっと強力な国譲掛生の体制があれば、バンデミッウ

を綬減できたと主張ずるは司'だ.彊力な国家を求める屠で畠れば、WH0が対応を誤?たようにみえる点を指摘する.コロナ危橿は、以前から明らかだった傾向を橿すどころか、交えること
さえないだろう.ポ甘ユリズム(大衆迎合主養)は、さらに独鮫主董の色合いを帯ぴる.グローバリゼーションは、国家主義に対し守勢に立たされる。米中の衝突は続く。国家主鞍的な国では
少数の支配層、橿威好きのポピユリスト、国際派の対立が激北,る.左派は左派で,多くの宥椎考にフピールする策を編み出そうと必死にもがくだろう.(◎P,で」6吐 Sy"dloot6)

脆弱性の克服を人類と斬型コロナとの戦いはrコロナ世界大戟(WOHd W計0)と呼ばれる。開職を境とする「ピフォー・コロナ旧C)」とr7フター■ロナ(AO)」で,世界のありようも劇
的に窒わりつつある。未知の疫痕が各国の政治や経済、牡会に与えた衝撃の大きさを、決Lて遇小評価することはできない。もっとも、グローバル化や民主主義の後退は「BC」の時代に姶
まっていた.強権的で排斥的な指導老の台頭と、彼らに共鳴する昆意の高まりが連動した結果だ.二うした世界の病状が「AC」の時代に悪化L、手の施Lようがなくなるのではないか。ロド

リッケ氏が靈念するのも無理はない。いまは、強力な感染防止策や墨遠な経決支樫策をとりゃすい楼誠主義国家が優位にみられがちだ.安全保障の観点から自給自足軽決への回帰を説
く者さえいる。私たちは疫病を封じ込めるだけでなく、グローバル化や民主主鞍の脆弱性も克服したい.コロナ火戦は人命を敦う鞭いであると伺時に、大峯な秩序や価値を守る戦いでもある
のだ.(緒集委員小竹洋之)
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10.2020年(令和2年)4月11日土曜日長崎新聞第1ワ面【解脱】《NEW5論点》
『合う二とを奪われる苦悩新型コロナと文明」作家池澤夏樹

いけざわ・なつき 1945年北為道帯広市生まれ。

87年の小説「スティル,ライフ」で芥川賓.その讐の作品に「母なる自然のおっぱい」(謡亮文学賞)、「マシアス・ギリの失脚」(谷崎潤一郎賞)、「稾しい終末」【伊藤蔓文学賞)など.
2007年から「池滞夏樹=個人楯業ルして1世界文学全集」全き0嵯を刊行、今年r白本文学全集」全30巻が完結した。

新型ユロナウイルスが、世界で猛威を振るっている.人の動きが止まり、各国で経済状況も激交け立私たちは一体何に見翼われているのか.文明や歴史の視点から新型コロナ福を読み
解いていく。靭回は作嵳の池湯莫樹さんが思素を述らせた.

全世界的な恐怖の現象を、ぞのレペルで考えていいかわからない。もっ七も身近なのぱ.たった今の自分の体温であり体調である。最大限の枠を用意して考えるなら、この敗十億年の生
物の迄化史である。これが一読きにつながっている.家を出て、人に会コて、仕事をするという昔通の生活の形が壊れてしまうた.芋供のころ、悪いことをすると押L入れに閉じ込められた。

今、監禁が刑罰として効果があることを世界中の人々が実感している.宝から出られないだけでなく、国からも出られない.ほくの身内の一人はパリで、もう一人はチリのサンティフゴで幽閉
に近い日々を送っている.米国のアトランタから久しぶりに帰国するはずだった禄者にも会えなくなウた.老いた彼女から昔話を聞く大亭な槿会が遣のいた.日本中の詮もが同じ思いなのだ
ろうが、まずもって先が見えないのがつらい.予定していた行事が次々に中止される.ほくの場合ならぱ鴇演がなくなり、関わっていた風覧会は半年先に延期され、国内の取材旅行も壁Lく

なった。壮亭の枠組みがずぶずぷと液状化するようで、次の患しき履開をただ待?ているぱかり.もともと作家はテレワーウが本交の姿である.世界のどこにいても執筆はできる。人に会っ
ての打ち含わせだって最小限ですませられる。だから二の事態の影響も少ないはずなのに、なんとも働く意畝が湧かない.ピッチャーとしてマウンドに立ってボールを投げようとしても18メー
トル先にバッターはいない。握り返0て周匪を見れぼ野手も奴客もいない.矩い触歩くらいはいいだろうと思って外に出ると、なぜか景色が格別に美しいのだ.ぼくが住んでいる札幌は平野
にいきなり造られた町だから、道が広くて空も広い。その空がきらきらと輝いて見える。建物の轄郭がきりっとしていて,行き交う人たちが凍々しい。ι群れでの弱釘生物は個体として生

きる.雲や霧のように境界な(広がった生物はあり得ない.護の中に液体が南るというのが細胞の基本携造で、それが集まって身休となる.モの一方で個体の限界を超えるために生物は
群れをつくることを覚えた.それが裂々が見ている生き物の姿だ.木は林になり纛になる.嶌は群れて飛ぷし魚は群れて泳ぐ.「群」という宇に「牟」が入っているのはモのためだ【ついでに言
えばr英」がr大きな羊」であるのは人聞の敬望がモのまま現れているようでほほ婁ましい)。幹れは強い。ぱらばらでは捕食されたらそれっきりだが100頭いれば封抗できる.1顛を擢牲に
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、 して他ば圧き姓Uられ●{また又写乏既み觧けは1禰」も1柱」モ1牛」写のだ.神にEさげられた牛」.しかL粁れで而'ことが觸さにつ尋が●こともあ●。肉賞黙に対可'●草質獣といっ礪御写ら

ば群れは有利な戰略だが、細苗やウイルスなどが相手となると、集団生活に危険が生じる。つい去年、国内で拡大した豚熱(CSF、豚コレラ)ほぽくがよく行く加賀山中のイノシシにまで広
がったと先日現地で閏いた.ハマチなどの養殖の初期には大量の抗生物貴が使われて問題になった。仕込みの時期の杜氏は抽豆を食べないという.軸豆曹は強いので姻に響を与えて醇
益ができなくなるからだ.生物どうしはそのような相互作用を介Lて生きている.「r間」「こ生きる]ヒトは格別に大きな集団をつくった。顕人頚は群れをつくコてもせいぜい100頭ほどだ。
そのくらいが互いに師を見て個体識別ができる限界で、別のグルーブの考が紛れ込んでも排除できる.ところがヒトほ神とか国家などといラ抽象概念を尾いて佳単位の隻団をつくった。これ
が文明と呼ばれるものの実体である。他の動物が対抗できるはずがないからヒトほ今の世界に君臨しているように見える.体重X個体数を書えれば妾々より繋栄している晴乳顎はいないと
思われる.しかL斐々は無敵ではない。ウイルスがいるのだ。抗生物質によウて細薗に1才勝ったと人類は考えていたかもしれないが、ウイルスに抗生物質は効かない。そもそも糧と種の
間で勝ち負けなだあるものだろうか。生存に有利な場を見つけて身内を増やすこと以外に生物の欲望はない.ある糧のウイルスにとってホモサピエンスの身体は使い講手のいい生活照填な
のだろう.都会ではヒトの生息宙度は高いし.広く動き回るし、免疫が機能するまでには時間がかかる.この事態をウィルスの立塙から見るのはむつかしいかもしれないが、突き放しτ考え
ればそういう二とだ。これが非人間的な思考だとしても、この世界は人間のためにつくられたわけではない.ヒトが、人間が、どれほど多くの種を絶滅に追い込んできたか、という論法はこの
場合は髭味がない。これは、報復ではないし、そこにほ誰の章思もない.ウイルスはものを考えない。起こっているのはただの自然現念である.東白本大震災の時に、これは日本人への天
罰だと言った政治家がいたが、天は人間に罰を与えてくれるほど親功ではない。自熱は人間に封してただただ無閏心である。津波は「襲ってきた」のではなく「起こった」のだ.あの時の三陸
地方ではまだ行勳できた,何か手が貸せるかと走り回ることができナニ.死者は帰らないが選雑所に生活物資を届けることには手応えがあ?た.今回はそれがない.人は人に会ってはいけな
いと言われる.互いに会わなくて、モれを生きていると言えるのか7生物は個体、とさきほど書いたけれど、冥は人間は違ラ.人と人の「間」に生きるのが人問である。詐にでも、いつでも、
会いたい相手がたくさんいる.それを奪われることの言悩が黒い染みのように世昇に広がっている.イタリア人たちは、よく笑0て,大声でしゃぺって、抱き合ウて、両の鎖にキスLて、食ぺて
歌ウて愛する。マンジやーレ!カンタ【レ1アモーレ!モれがあの国での病気蔓至の理由だとしたら,人間が生きる意味ほどこにあるのか?今、宴々の前にあるのはそこまで根頴的な問い
である.志村けんが笑わせてくれる時代は終わった。これからしぱらくは彼がいないところで笑うことなく生きなけれぱならない.【随時掲鮭します]

11.2020年(令和2年)4月18白土曜白長蹄新聞第17面【解説】《NEW5論点》,
「原尭事故の教訓生かせ新型コロナと文明」長崎大籔授齢木違治郎

オずき・たつじるうπ951年大阪府生まれ.米マサチニーセッツエ科大修士課程修了。黛大で諭士号。
長崎大敏幾.

啄子力、技軍縮,不拡散が専門。啄子力委員会委員景代理や長崎大拡兵暑庚絶研究センター恨ECNA)長を歴荘.

「デジャビュ(既視感)」・・・.斬型コロナウィルス感染症の拡大と政府の対応や世論の動き、壮会の反応を見ていると、どうしても凍京電力福島第1原発事故時の対応が重なって見える.
私は感染症専門家ではないので感染症対筆の是非を論じることはできない.ただ2011年当時、政府の一員として原尭事数を経験した者として「あの時の敦訓が生かされているのか」との
祖点から、理下の危機への示峻を考察Lてみたい.
マ教勧"「命を守る」を最優先に

いま叢も大事なことは何か。危楓に隆L、国民の命を守ることの重要性は何よりも優先されるぺきだ。これは国民あるいほ社会全体への「りスウを最少化する」と言い換える二ともできる.
問馴は、あるりスウを最小化させる庄策が、別のりスウを高めることにうながる司能性がある点だ.モの結果「りスウのトレードオフ」は価憧観の差異や、政治力学が作用するため、政集決定
者の判断が誓らぎがちになる.国民よりも「経済を守る」、ましてや「政権を守る」といった間違った甚準で危操皆理対策を取られては、何をかいわんやだ,具体的には、命を守る対簗の軽法
コストに配庫して対策の実篦を引き延ぱしたり、その実効性を担保するためのコスト負担をためらったりしてはならない.俣えぱ、今回のよう1こ享案書や住民に自粛蔓讃を宇るのであれぱ、
その影害に対する「補償」はセットで考えなければいけない.「軽請封筆」ではなく、命を守るためのコストとして考えるべきだ.原尭事故對応の時も、汚染水処理に見るように、最もりスクを
下げる案よりも当面のコストを最小化する案が採用されることがしばしばあウた.モうした封築が結果的に、りスウ最小化にならなかった反害が生かされていないのではないか.

マ教訓2 r代讐案」を検討せよ
安都晋三首相は新型コロナウィルスに封処する改正特別指置法に茎づき、緊急事愈宣言を出Lたが、これがあたかも「最後の切りキUかのような印象を与えた.しかし、緊急事節宣言はあ
くまでウィルス対笈を宥効に進めるr手段」であコて「解決策」モのものではない。果たして今回の緊急亭態宣言で示されたさまぎまな施築について、問じ目的を違成する二との代讐案は十
分に検討されたのだろうか.2月末に首相が突然叢明した一斉休校要謂も代臂業を検討した気配がない.危慢皆理に追われる中で代替案の撲討は本当に難しい.蹄間的余裕がない状処
で意思決定を迫られると「実現可能な笈」から宴行していくしかない面も島る.だが、今回の緊急事態宣首まで時間的猶予は+分あった.辰詫事故の際もさまざまな制約条件の下、代鬢案
の挨討がおろモかになることがあったが、その反害が生きていないというのが臭感だ.
マ教訓3 「世界の英知」を活用せよ

新型コロナ封笈は一国だけで解決Lようとしても無理だ.感染症対煉には世界の美知巴国際揖力が必須だからだ.各国の事情が雲なる点を考庫しても他国の対策が参考になることは多い
だろう.原売事故の対応で私が最も貫蔓と感じたのが、世昇の芙知を集めることだ.臭原、世界の専門嵳や崖業界から日本に対し多くの助言や擢助の申し出があ?た.ところが「日本の問
題は日本で解決すべきだ」といった心理が幽いたのか、廃炉の措贋も真に世昇の英知を活用できる体制が携螢できたとは思えない.斬型ヨロナ刈策も同樺だ.PCR挟峯が日本では海外
に比ぺ極端に少ない.本来なら検査數を増やすことが原則であり、世界保健橿関【WHO)もモう勧告Lていた。1せ界で検査をかなりのスビードで冥葹している国々の知見から学ぷこともでき
たはずだ。日本の特殊な宰情があるからというて、POR撞交の数を抑制すれぼ、誌果的に守るぺき命が守られなくなる.りスク最小化や代讐塞の此較の教訓とともに、ぜひ、世界の英知
を活用してもらいたい。

マ扱訓4 「科学顧間組樺」設置を

危棟に辰してはなおのこと、政築には剥学的橿拠が不可欠だ.多様な選択肢の中で芒れを選ぷぺきか.モの択拠となる科学的知見が欠けていると、政集の実効性は保証されない.その
ためには、専門知を政策に有効に反髞させる体制が趣となる.新型ニロナ対築で政府が設電Lた専門家会瀕は、その独立性と権隈が担保されていないように見える.原発事故の時、参毒
として紹介されたのが、英国のr緊急時科学顧問金韻」だ.これは芙国が牛海M状脳住旧5E)亭件の後、剥学と政策の関係を改善ずるために設置Lた襖関だ.首席科学顧間が危橿に巌L
て最も有用と思える専門霞を集め、独立した宜堪から政府に助言を行う.日本も独立Lた権阻を持つ伺様の科学顧問胡織を早急に設置すぺきだ.

マ教甥5 「透明性と悟顛性」の確保を

最雀に最も大切なのが.政築決定の透明性とモの信頼性だ.啄発亭故時に私が痛感したのは、原子力政策に対する「信頼の豐失」だった。国民の信預が得られなけれぱ、どんなに良い政
肇でも実効性は乏しい.だからこそ、意思決定プロセスの透明化、モのための徹底した惰報公開、市民やマスコミの質問に丁寧に答える双方向の「りスウコミュニケーション」が艶対的に重
蔓なのだ.そして代替棄や剥学的根拠を明示し、専門家の知見を反映させる意思決定プロセスが不可欠となる.政府の族筆に対L、客掘的に桟証する「第三者橿閏」の設置も欠かせない.
危檀時に第三者欄関が客披的拝価を行う時間的金捕はないかもし'ゾ'い.その場合、危橿終息後に政策の挨証ができるよラ、全ての記轟を保存する必要があることは言うまでもない。会
識の縦革鹸や提出責料、データなどを保存しておかなけれぱ、政紫の挨証は不可能だ.今回の対応で、二の点がおろそかになっているのではないかと不安を覚える.

XX

以上、福島峯故の教釧から、今回の新型コロナ対集を傭謝してみた.失敗しないようにすることは大帯だが、失敗から学ぶことがもっと大享だ.今こモ塚美事故の教卸1を生かしてもらいた
い.そして、1954年のビキニ水螺実賎後に桜兵髮と戟争の梱絶を訴えた「ラッセル・アインシュタイン宣言」の有名な一節を想起してもらいたい。「人聞牲を忘れるな、他のすぺてを忘れて
も」【陸時掲餓Lます】

12.2020年(令和2年)4月25日土唆日墨皓斬聞第18砥【解説】《NEWS論点》

「「合理性」の時代終わる新型コロナと文明」法政大教授水野和夫
みずの・かずお 1953年、受知県瀬戸市生まれ.早稲田大大学院修7.

三菱UF゛モルガン・スタンレー証券チーフエコノミスト、内閣官冨内閣警庫官、日本大教授を軽て2016年4月から現単.
著塞「隻本主義の終鶚と歴史の危擬」はぺストセラーに.他に「閉じてゆく帝国と逆説の21世紀軽法」など。

ノ

昨抹末に中国・武燐で尭生Lた斬型コロナウィルスは数力月のラちに、ユーラシア大陸を横断し、大西洋を飛び越えニューヨーウにたどり楚いた.マルクスが「市民社会の本業の任襄は、世
界市場を作り出ず二とであり、世界はまるいので中国と日本の開国で終結するように見えるル指摘Lたようにウイルスもグローバル化を追い掛けて地球を回る.グローバル化が深化すれぱ
するほど、ウイルスは活性化する.
マ本質

今回の感染症は20世紀物めのスペイン風邪に匹敵すると力、、株価の急落を1929年に捌を発した世界恐慌になぞらえたくなるが、モうではない。このように考えた(なるのは、技祈の進歩
に支えられた近代壮会は摺るがないという深屡心理があるからだ。今回の新型コロナウィルスはグローパリゼーションの槿隈で起きたという点で遇去とは具なる.
遇去のグローバリゼーションはワロ^イア(ま胡拓地)を推していたが、今回のそれは火星くらいしかない,20世紀の初めはフメリカがフジアへ進出する時期とちょうど貫なり、いったん頓
挫したが、第2次大戟畿、再びフジアへ進出L、1990年代には社会主藝国が崩壊し市塙は一氣に拡大した.
今回の斬型コロナが何をもたらすのかにっいてぱ、グローバリゼーションの本質を見極め、起源をたどる必蔓がある.モの本賞は「藁集」(コレクション)である.コレウターの第一号ほノアの
翁舟ノ丁であるから、蒐集の歴史ほキリスト敦とともにある.対魚は、土地(古代)、ついで霊魂(中世)と資本【近代)で島る.「蒐集」の目的は世界の敦済であり、将棄の危崖に債えた貯荏で
ある.コレウションとSAVE(牧う、貯署する)はどちらも語源は同じであるから、キリスト教と資本主蓑ぱ表纂一体である。
社会システムは最も効廉的にr蒐集」できるように榊擦される.モのシステムを超えて蒐集Lようとすると秩序が廟壊ずる.比較すべき最近の亭侃は6世紀半も前の1348年にヨーPウバを
中0にインドからアイスランドにわたる地域を嬰ったぺスト(黒死病)である.その後半世紀の間に10~15年の間隔で大流行しヨーロッパ人の半分が死亡Lた.多くの人は葬催もでき司'司察
にみとられる二ともなく,「これぞ世の終わ労訂と嘆し寸鳥
当時は教会の大分裂れ378~1417年)や英仏聞の百年戦争0337-1453年)も重なり、教金ほ秩序を鞭持できず権威は失墨Lてい?た.宗教改革の嬉轄を聞いたイギリスのウィクリ
コは「敦痔」を教会から個人に秒モうとした.いわゆる近代への蓉行がここから始まったのである.こうした事情はタックマンのr這い剃に誹しい。遠い誤こそが危犠の時代を映し出してくれる.
中世のぺストを映オ錬には口ーマ衆期の絶望的状態が見える.r口ーマでは疫癖で人々が死んでいく.死んだ死憾を動物でさえも選けて迺っていく」(今道友信「ダンテ・r神曲」胴義」).当時
の多神教が過剰となり、「信仰が迷信に化して」(前掲書)いった.不安な人々の心をとらえたのが一神教のキリスト教だった.21世紀の新型コロナと同様に歴史的災厄は常に弱者を襲う.
▽行動

近代において、ローマの多神教、中世のキリスト教に相当するのは、「技衛進歩教」(カール・シュミット)である。しかし、3.11で藁京電力痕島筑1原発亭故に近代技術はなすすぺもなかっ
た。今回の新型ウィルスに対しても同揮だ.技術進歩教は軽漬成長に寄与することだけに関心がある.だから、撫造改革路線で人々の樋庫は二の次とされ医療費が削減され今の非常事態
を招いた,
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二うした亭態にブラウン元美首相は「一時的な世界政府」携想を唱えるが、それでは何の觧決にもならない。世昇政府はグローパル化を前捉としているからだ。世界政府をつくって仮に今回
の感染症を抑制できた巴Lても、グローバル化を止めなければ、従来ならば風土病で収まったはずの感染症に再び襲われ、タッウマンがいう14世紀=1坐厄の世紀」に21世キEも名を連ねる
ことになる。

近代の理念を持ち出Lても解決にはならないどころか事態は悪化する。近代は経済成長を善とLモのために微底的に含理化を要求L資本の「蒐集」を最優先する.「より遣く、より遜く」が進
歩だと信じて謡わない人問の行動にウィルスがついて回る.21世紀の行勤原理は「より近く、よりゆっくり」で理念はr寛容」でなければならない.
マ支擢

新型コロナウイルス対笈に「合理性」精神を持ち出すと自粛要謂はするが休業補償はできないという理屈になる.「克容」の精神で酋めば救済できる.6世紀半ぷりの危機こそが、まさかの
事態である.企案軽営者はその時に備えて人件賢を削減L,本来利潤と比例するはずの利払い費を抑制し内部留保を稿み上げてきた。
..,,これに反刻するような資本家がいれぱ、マルウスのいうよラに、資牢の自巴増殖運動が止まるのは地球が太陽に吸い込まれる確率と同じ程度Lかなく、まず期待できないことになり、
「洪水は妾なき佳に来れ」と宣言しているに等しい.
シュミットのいう例外が本質を景くとすれぱ、今回あらわになったのは、資本翌の出自はギャングと海賊だという二とで、「これぞ世界の終わりだ」.これを回避するには、ケインズのいう「貨幣
愛」禁止令だ。ι髄時掲叢します]

13.2020年(令和2罪)5月2日土曜日長崎新聞舗17面{企画】《NEWS諭点》
r最悪を想定Lない国昆性新型コロナと文明』思想家内田樹

うちだ・たつる 1950年、軍京都生まれ,
神戸女学院火名嵳椴授。専門はフランス現代思想など'.合気這遭塙「凱風館」を主宰する鼠道家でもある。

署霽にr白本辺填論」r街場の戟争論」「断場の共詞件論」など多数。

危機管理というのは、「長も明るい見通し」から「最悪の事態」まで何糧類かの素来について,それに対応するシナリオを用鷺しておく二とである。だれかのシナリオが「当たる」とモれ以外の
シナリオは1外れる」。そのための羊備はすぺて無駄になる.モうぃう「無駄」が嫌だという人は危捷管理に向かない.りスウヘッジというのは「丁と半の両方に張っておく」ことだからである.
「それじゃ慌からないじゃないか」と口を尖らせる人間がいるだろうが、モの通りである.危捜管理は「儲ける」ために,ることではない。生き莚びるためにtることである。エコノミストはこれを
「スラックι余裕;ゆとり)」と呼ぷ.スラッウのあるシステムはそうでないシステムよりも危健耐性が強い。例えば、岳染症用の医痩橿差や病床は感染症が流行するとき以外は使い道がない.
「病床の稼働牢を上げろ.医廉資源を無駄なく使えル5るさく言い立てると(実際にそうしたわけだが)、感染症用の資材も病床も削減される.モして、いざパン〒ミックになると、ばたばたと人
が死ぬ。そういう危機管理の基本がわかっていない人が日本では政策決定を行コている.先の戦争指導部はそうだった。「わが軍の作戦がすぺて成功Lて、敵の作験がすぺて失敗すれぱ、
皇軍大隣利止いう「希望的概測」だけで綴られた作職を起案する参謀が重用され、r作戦が失敗した増合、被害を最小化するためにはどラLたらいいのか」というタイプの思老をする人間は
嫌われた.私自身がそうだからよくわかる。私は心配性なので、「量悪の事怨」を怨定することが習慣化Lている。大学在駿中もにれがダメだったらどうしますか?ルいう二とをつい口に出
して不興を買ったことが亭態にどう対処するか?」という問いを前にすると.日本人は思考能力が一気に低下する.これは国民性と言ってよい.1プランムが失敗したら」という仮定そのものを
一糧の「呪い」のようにみなして、忌避するのである.r言黒の幸はふ国(ことだまのさきはふくに)」においては、言葉には現実変成力があるとみなされている.祝言を兜すれぱ吉事が起こり、
不吉な言葉を発すれぱ凶亭が起こると信じられている。それゆえ、日本では「プランAがダメだったら」という仮定は「凶事を招く」不吉なふるまいとして排斥される。そんな国で危櫨管理ができ
るはずがない.それ症嘆いてもしようがない。モういう国民性なのである。軽済が低迷してきたら、玉帖だ、万悼だ.カジノだ、りニアだ、クールジャパンだとものに轟かれたようにわめき散らし
てぃたのは、あれは主観的にはr祝言」をなしていたのである。朱療を祝福して、吉享が到来するように必死に祈っていたのである。別にピジネスライクな計算に甚づいていたわけではない。
あれは1祈り」なので島る。「言霊の力」で理実を変成しようとしていたので畠る.勘遅いしてほしくないが、私は「それが悪い」と言っているのではない.日本人というのは「そういう生き物だ」と
いう事実を指摘しているだけである。それを改めろと言っているわけではない.日本社会における危捜管理を論じる場合には、珀本人には危楓管理ができない心性が標準装備されている」
という亭実を勘定に入れる必要が島ると言っているのである. r日本人はふつうに危犠管理ができる」と思い込んでいるからりスク計算を聞違える.r日本人は危橿管理ができない止いうこ
とを与件として危襖管理にっいては考える必要が島る.別にそれほど戟Lいことではない。文宇が読めない子どもにだって文宇は教えられる、それに驚いたり、怒ったりしていたら、文宇ほ椴
えられない。知らないことを勣捉にしているから、教えられる.モれと同じである.今回の新型ニロナウィルスによるパンデミックでも、日本人は「感染は日本では広がらないだろう」という疫常
的に無根拠なことを信じ、広言していたが、モれをr嘘をついた」というぺきではない.あれは「言霊」だコたので畠る。「感染は広がらないだろう」と言えば、その通りのことが起きると信じて、善
意で言い読けていたのである。「業京五輪は予定通り開催される」も同じである.1閉催されないかもしれない〔モの場合にはどう対応ずるか早めに対応築を牌じた方がいい)」ということを脅
えた人は組織委内にもいたはずである.でも、黙ウてし寸"口にしたとたんに「木吉なことを言ラな」と一喝されることがわかうていたからである.「〒定通り開催される」という祈りを、『開催しな
い」という決定が下るまで唱え続けるのが「日*筑」なのである。伺じように.感染拡大に備えて人工呼吸甚や技査セットや病床の確保をしないできたのは、別に首相や知事の「不作告」や
r怠慢」でぱない【少なくとも主鯉的には}.伎らは「何も準備しない止いう呪桁的なふるまいによって「準備Lなければならないような亭鯉の到来を防ぐ」ことができると信じていたのである.
r何の備えもする必要がなかった未来」を「予祝」によって招来Lようとしていたのである.そうやって見値すと、今回のパンデミックにおける白本の失敗が同一のパターンを飽きずに繰り返し
ていることがわかる。そろそろモのことに気づいてもいいのではないか.気づかなけれぱ、伺じことがこれからも榛り逗されるし、いずれはそれがわが国の命とりになる.〔随時掲粧Lま
ず]
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14.2020年(令和2年〕5月9日土曜日甚崎新聞筑17面【解説】《NEWS論点》

人命か、軽済か?斬型コロナウイルスが突き付けるジレンマ、「トロッコ問題」はこうだ。新型ニロナウィルスの対策をやり過ぎれぱ、景気が悪化して大勢の人が命を落とすかもしれない.
だが、ウイルスも放っておけば、多くの死者を生む巳とになる。どちらを選んでも犠牲者が出るのは避けられない。とはいえ、最終的に註害を小さく収めるのは、Eうやら早い段階で徹底した
対築をとるというのが王しい選択肢らしい.河策が遅れれぱ、人歯も蟻牲となり、さらに経決も悪化する。だが、まだ大きな人釣被害が出てもいない中、軽済活動にブレ;ーキをかけたくないと
いうのが政治家の本音ナ三.ブラジルのボルリナロ大紐領は「ちょっとした風邪だ」と言い放ち、英国のジョンソン首相も、日常生活を読けて、集団免疫を獲得することでウイルスに立ち向かおう
とU翫日本政府の対序も揺れている。紐謠への悪影妻を恐れ、休業命令など強い規制に踏み込むことができず、最物は和牛券や旅行券。次は、一世帯にマスク2放の配布。やっと出てき
た現金給付も対急を過剰に較ろうとして批判された。これまで緊急事態生案を強引に成立させるなだしてきた安悟政痩が、真の危梗の窮聞に、対応の先延ぱしを繰り返すのは滑稲でさえ
ある.だが、危提の韻間に.政府が金銭給付を嫌がって、国民を敦おうとしないというのは、嫡的に恐ろしい。 X X PCR核査数も増えず、捕償も不十分.人々は「何のための税金
だ」、「それでは生活できない」と正Lく、慣?ている.ELて恕りの声が、政治を動かしつっ島る.英国は、纂団免疫戰略をやめただけでない.巨額の財政出動を約秉し、国債発行で.個人の
生活補慣に踏み出モうとしている.白本を遅きに失したとはいえ、10万円給付を決断した。政府は、この数十年間にわたって支配的だった斬自由主義の緊縮政策からの決別をついに迫られ
るよラになってぃるのである。この間.政府は斬自由主蔵以外の代曹案はないとして、無駄の削減を目指して改革を推L進めてきた.なかでも医療は緊縮政笈の格好のターゲットであった.
保置福祉体制の解体・縮小である。日本でも保健所の休制が弱められ、新型肺炎感妻による眠療崩壊を現実の賢嘩としている.つまり,非常亭態に噴出した医療崩壊や貧困といった社会
問劇は、非常事態だから晃生Lたのではなく、日常では不可視化されていた矛盾や不平等が可視化されたにすぎない.だが、ここには.斬Lい社会を作り出サ好檀がある.日常の秩序が崩
れる中で、今まで著通だと受け入れてきたことの不合理さに多くの人が気がつくからだ.モの結果、捌煮税ゼロや、家賃不払い運動のような、今までは非現蜜的だとみなされてきた馳想が
田本でも支持を集めつつぁる。スベインでは病院が国有化され、政府が最低阻必要なお金を全国民に配る「ペーシックィンカム」も検討されているという。もちろん、これらの政笈が実行され、
良い結果になる保証はない.危提が過ぎ去ったあとに、どんな来来になるかはい謝'閣かれた状態で、様々な闘争や交渉が進路を決めることになる。今はモの「分岐点」だ. X X
例えば、二れから、かなり大規橿の財政出勤が行われる可詑性力C空い.経許をV宇回復させるためだ.だが、そのお金を何に使うぺきだろうか?二こで思い起こすべきは、世界はコロナ禍
の前にも深刻な危機に直面Lていたという亭捉である。気候吏動の危櫨だ.興味深いことに、今回の世界的な危糧は、気候危擡と共通点が多い.まず、どちらもグローバル化の産物である。
先迄国の増え読ける需蔓を賄うために、纛林伐提L、大規楼晨場経営を行う。だが、自然の深くまで人聞がどんどん入っていけば、朱知のウイルスとの接触擾会は増える。理代モノカル
チャーは、自然の捜雑な生態系と臭なり.ウィルスを抑え込むことができない.ELて、モれがグローバル化Lた人と物の識れに集コて世昇中に爆発的に広がる.他方で、軽済成長を優先
した地球規摸での開髭と破孃が、深刻な気候変動を引き起こしている。根は伺じ問皿なのだ.ところが、コロナ櫑後に景気回復が最優先され、気候奈動対笈は大幅に遅れてしまうかもしれ
ない。ここでも人命か、経済か、という同じジレンセに直面し、行き過ぎた対策は景気を悪くするという理由で先延ばしにされる.だが、気候変動対筆を遅らせる恢ど、より大きな軽済損失が出
る.これも同じ携霞である.だからこそ、気候危橿を今回と同じ結県にしないように、コロナ禍から学ばなくてはならない。まず、景気回復のための財政出勧を気候変動対策1写使う二とだ。危
機を防ぐための、持読可能な経法に称行するためのインフラ改菟に向けた大規換投資だ。また、坐き方の見直しもチャンスで南る。テレワークの拡大というような話ではない。むしろ.医療、
保育、介護といったケア労覚や、配送秦やゴミ回収など、牡会にとって本当に役立つ仕亭が何か、危陰な中で私たちの生括を皮えてくれるのは牲かが、一旦球熱になったという話だ.だが、
モぢいったサービス業の仕事ほど.捜械化が難Lいために、これほど社会に寄与Lているのに生産性力U低い」とされ、低賃金・甚時間労憾を迫られている。そのため、危機の時に必要な仕
事が、慢性的な人手不足となり、理場の疲弊を生んでいる.他方で.人頚学者デビット・グレーバーが指摘するように、仕事を行っている本人でさえ、牡会にとっては意味のないとわかって
いる仕事,いわゆる「ブルシット・ジョブ」ほど、嵩給取りなのである。排発的に言えぱ、投資家、マーウ,イング、コンサルタントとい?たテレワーウ向きの仕事は、危橿の隣間に何の役にも
立うていない.ケアの仕事をもっと評価ずる大転換が必要だ。コロナ福は、何が社会に本質的なのかを見直すきっかけになる。大転換の課にぱ、もちろん繍慣は必要であるが、現金を配
る二と以上に想像力を広げていきたい.例えぱ、来国の歴史家マイゥ・デーピスが言うように、人命に聞わるワウチンや治擡藁は、製藁会社の金もラけの道具で畠ってはならず、人類全体の
共有財として、線償化されるぺきである。ウィルスに立ち向かラことは、二のような世界規楓の間題には、自分の国さえよけれぱいいというナショナリズム的鳧想は愚かで、人間が白然を完
全に支配Lよラとする試みは獣慢だと教えてくれる.新型コロナウイルス掘は、気候危檀の時代に向けて、人類の連帯と自熱との共生のための教訓を与えてくれているのだと考えるぺきであ

〔陸時掲鮭Lまず】ろう.

^
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r社金の本質見陛す契槻斬型コロナと文明』哲学者溺禪幸平
さいとう,こうへい 19日7年廩京都生まれ.大阪市立大准教授.

ドイツ・フンポルト大で博士課裡修了.軽病思想史、軽済学が専門、地球環境問題にも詳Lい.
優れたマルウス訊究に贈られる「ドイッチや一記念賞」を2018年.日本人靭、史上最年少で受賞.

著書に「大洪水の前に」、編著に「未来への大分岐」。

15.2020年(令和2年)4月28日水曜日一5月1日金理日日本経法新聞運戲特集記享「0ロナ時代の仕享論』
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a)2020年(令和2年)4月28日火理日日本軽済新閏第5面【軽済】逼戲特集記亭『つロナ時代の仕事論』上

一揺大学敦授楠木建氏



、

コントロールできないものをコントロールLようとする.ここに不幸の始まりがある。コントロールできないことについてはジタバタLないに阻る.世の中にはrどラしようもないこと」というのがあ
る。新型コロナウイルスはその豊たるものだ。昔通の人ができる二とは限られている.手洗いやマスウ萄用など公衆断生のための蓋本動作を撤庭する.不要不急の"出をせず牡会的題駛
を確保する.りモートワーウに切り昔える。個人倩報を糧極的に提供する。できりことはこれぐらいで、あとはどうしようもない.今日のわれわれは人類史上空前の「無通社会」に生きている。
昔巴比ぺて世の中の1理不尽」ほ明らかに少なくなっている.それはモれで社会の進歩だ.しかし、いつの間にか「伺でもかんでもコントロールできる」と思い上がっていたのかもしれない.世

の中は3ントロールできる二とばかりではない.コロナ騒動はこの当たり前のことを再認識L、生き方を内省する好捷だと思う.戦争や疫病と無繰な平時でも、思い通りにならないのが人の
世。仕事やキャリアも例外でほない。仕亭に限って言えば、自己評価には意味がな(「お客」の評価がずべて.「お客」をコントロールすることはできない.つまり仕菓というのは、定義からして
思い通り1こならないものなのだ。叢争戰略の分野で仕事をしているので「ストーリーとしてのキャリア戰略」を話Lてくれというりクエストを受ける。r計画無用.戦略不要」としかいいようがな
い.壮事生活は長く祭く.舌い人であれば、10年、20年径に自分が何をもってお碧に価値を与えられるかわかるわけがない.キャリアは滑ウた転んだの軽験の中から事後的に見えてくる

ものだ.だとしたら、ときどきの自然な誼れに逆らわず、筑れに乗っていく。キやりアとはそうい3ものだ.美空ひぱりいわく「川の流れのよラに」.テレサ・テンいわく「時の流れに身をまかせ」.
合成すると「川の流れに身をまかせ」.ただし、川の流れに身をまかせるにしても「良い流れ方止いうものがある.目の前にあるお宅をきうちりと酒足させ、できれぱ朔持以上の驚きを与える。
これを日々繰り逗し気長に積み重ねていく。これが良い流れ方だと思う.もちろん、すぐにはうまくいかない、暁れていく遇狙で思い通りにならないことも多い。だが自分の土俵でいい仕亭を
して、お宴にそれをどうしても欲しいと思わせることが宴績となり,信用となり、自信となる。この3つさえあれば、他はど3でもいい。 0 新型コロナウイルスの感染拡大で綏済活動が制

約される不自由な時代、仕亭にどう向き合えばいいのか。一極大掌の柄木塗教擢が要諦を説く.

【2)2020年(令和2年)4月29日水曜日日本経済斬聞第5面【軽病】運載特集記事「コロナ時代の仕事論」中
「絶対悲霞主義の勧め』▼榧大学教授柄木建氏

仕事にはロントロールできる二ととできない二とがあり、コントロールできないことを無理やりニントロールLようとするとロクなことにならない.だとずると、二こから2つのポイントが臭えてくる.
第1「こ、何をどこまでコントロールできると青えるか。仕亭の中身やモれを取り婁く状況.能力や持ち味に合わせて、ど亡までコントロールでき.ど二を所与の条件として畳け入れるか.この見
槿めに個性や仕亭のセンスが如実に晝れる.仕享上での重要な成長のひとつぱ、見槿めが早く的硫になる巴いうこと.自分でコントロールできると自信を持てる額分が大きくなることもまた成
長である.第2に、仕事ではモの人に固有の哲学が問われる.仕事はお宴(自分以外の他者)に対ずる価値提獣に他ならない.と二ろがお客さんぱかりはコントロールできない.哲学がもの
を言うのは、コントロールできないこしに直面Lたときだ.倶の仕亭哲学を一言でいうと「絶封悲観主蔓」.物事が自分の思い通りにうまくいくという期持をなるぺく持たないよラにする.何事に
おいても「ま、ラまくいかないだろうな・ー・・{でも、ちょっとやってみるか)」と携えておく。二ういうマインドセットを絶対悲観主義と呼んでいる.ペルナール・フォントネル【フランスの思想家)「=
うまいこという.「幸樗の最も大きな陣害は、過大な幸椹を期持ずることである」.これだけ多くの人がモれなり1こ手」害をかかえ自由意志で動いている.自分の思い逼りにならないのが当たり
前で、思い通り「=なることがあったとしたらモれは例外だ.いくら経験を重ねても腸牢はたいして上がらない.モれども負け方は硬実にうまくなっていく.年羣の入った人には負け方が実にキ
レイな人がいる.僕はこういう人を信用する。「負け戦.ニヤリと笑って受け止める」.これが本当のプロだ.絶対悲般主義が優れているのはモの通用が著しくシンプルなこと。やるべきことは、
マインドセットのツマミを悲糎方向に回しておくだけ.事前に成功を前提とするからりスクを愿じるのであり、絶討悲類主義に立てばりスクから解放される.主観的にはりスクがないからフルス

イングできる.で、だいたい空振りする.モれでもバットを振らないことには始まらない.邪魔になるのはプライドだ.プライドは大切だが、それはある程良の成果を出し実椴を積んでからの話.
「自分はまだ何物でもない」という認識からスタートするに趣したことはない.若者にこそ絶対悲裡主載の擢えを勧めたい.気軽にフルスイングL、どんどん空握りする,若者の特権は「二れか
ら先が異くある」ではなくrまだ何もない」という二とにある.〆

(3)2020年(令和2年)5月1日金曜日日本荘決新聞第5面【軽済】運虹特集記事「コロナ時代の仕事論』下

和風美「寓岡日記」という名著がある.明治6年、15歳で冨岡製紙工塙の伝誓女工となった著者が、当時の寓岡での生活と思案と行動を約30年後に回想Lた記録.痕女は長野県栓代出
身で、武象の娘として筋金入りの教膏を受けた女性だった.明治雑新の真っただ中.伝晋女工には製糸業の指導書としての役割が期持されていた。「天下のおため」を自覚した芙は賦(ま
なじり)を決」て松代から富欄に.国を背負い尭風に力を尽く,という気迫に満ち満ちている.新型ニロナウイルスで「素臂有の危橿止大騒ぎだが、寓冏日記を読むと霊々がどれだけ豊かで

平和な時代を生きているかと再甥諏させられる.さて、この10年ほどでよく使われるようになウたコレーズに「イラッとする」がある。いまの時代を悪い意味で象徴ずる言葉だ.伺を象撤して

いるかというとr大人の幼児化」.当時の和田英はいまなら子どもだが、現代の大人よりずっと大人である.幼児性の中身には以下の3つがある.1つ目は世の中に対する基本的な携えの
問鼠だ.子どもは身の回りのことがすぺて自分の思い通りになるという前提で生きる.だが仕事で大切なのは「世の中は自分の思い通り1こならない」という前提だ.本来は独立した個人の
「好き提い」の問昆を「良L悪し」にすり闇えてわあわあ言う.これが幼堤性の2つ目だ.r好き嫌い」にすぎないことを柳手に良しあしの問題にするから、妙な批判や意見を言いたくなる.第3に
大人の子どもは他人のことに鵠心があるというより、自分の不満や不足感の埋め合わせという面が火きいのではないか.「出る杭【くい)は打たれる」.世の中モういう二ともあるが、出るとか

出すぎるというのは桶囲と比較Lての整分を間聶にしている.比較Lてばかりの人は嫉妬にさいなまれる.子どもが「イラッとする」のも嫉妬であることが少なくない.人はモれぞれ自分の価
値茎堪で生きている.人は人、目分は自分.恬どんどの場合、比較には意味がない.仕事ができる人ほど出来合いの物差しで他人と自分を比較しない.本当にスゴイ人は他人との差分で鼠
張らない、自分のダメなと二ろ弱いところを白覚し、由分の強みはあくまでも条件つきで全面的に侵れているわけではない二とをわきまえている.だから威張らない.自分一人ですぺてに秀
でる必要はない。世の中にはいろいろな得て不得手の人がいる。そうした人々の相互補完的な閏係が仕事を成り立たせている。モれが牡金の良いところだ。他人を気にせず白分と比ぺず、

いいときも悪いときも自らの仕事と生活にきちんと向き合う.それが六人七いうものだ.〆

r川の梳れに身をまかせ』一橋六学教授楠木建氏

16.2020年【令和2年)4月2日木曜日凹本紐法斬聞第内面1マーケット総合幻〔大楓小捜〕
rバン〒ミックと日本凝譜↓

今回のパン〒ミックが経許活謝に与える影響は、モの共息までに外出・営案の自粛、学校の休校などがどの狸座広範に、長期間にわたり必要になるかに依存Lている.軽済学舌として可
能性の高いシナリオを擾示Lてみたい.1918年から20年にかけて鼻生したスペイン風邪の堵合は、世界人口の2冊、3900万人が死亡し、白本でも人口の1"尋が犠牲になった.最近
の実証分析仁よれぱ、各国の国内轄生産(GOP)は6~896低下したと推足されている.バン〒ミックについて以了のシナリオを想定する.各国は厳Lさの異なる接疫対集を行うことで、臭
なるぺースでバンデミッウを抑え込んでいく.感染者は高齢寺を中心に1~ヨ"程塵が死亡するが、大半の人は回復し軽許活動に復帰する.1座感染した人は数年程産の免疫を得るので
徐々に牡会活勤は正常化する.有効なワウチンや治擦藁力"-2繹程産で実用化されていく.それにより、3~5年程座で新型コロナウイルスは「非常に厳しいインフルエンザ」程度の疾息と
して琵諏されるようになるーー。このシナリオではここ1~2年は厳しい検疫、ロックダウンなどが必蔓になり、世界軽済は重火な悪影客を免れられない.マクロ経請への影響としては、飲食
店、旅行会牡、宿泊案などサーピス業の柚小、簾客を中心とした航空金社、鉄道衾社、バスサービスなゼが大きな影響を受け、多数の企寮の破綻、夏用の大幅な兼少は避けられない.海

外経済の落ち込みも輸出を相当減少させる.この結果、日本軽決はりーマン・シヨックをかなり上回る悪影響を畳ける.当時の実賛GOPの落ち込み幅は09年筑1四半期が前年比8.8,6
だった.今回はこれを上回り、四半期GOPで見た前年比伸び宰は1096から20M程塵のマイナス成長が発生する.しかし、最悪期は1-2四半期程崖しか絶続しないため、俸ペースのGD
Pの抵下幅はその半分程度にとどまる.崖集欄造としては、外食産業から家庭内消貴へのシフトに伴う食品スーバーの拡大、宅配や動画配信サービスの拡大、海外旅行から国内榛行へ
のシフトが生じる.検癌の織和は徐々にしか進まないため、観光やビジネスによる海外旅行は松当長期間にわたウて低水串を続ける.【山河)

17.2020年(令和2年)4月8日水曜日日本経決新聞第17面【マーケット蛇合2】〔大橿小橿〕
r緊急畢翹宣言狙いは行動変容」

安倍晋三首相ぱ新型ニロナウイルスについて緊急亭嬉宜言を実詫U立緊急事態という言葉に仕粗みをよく知らないがゆえの誤鯛もみられる。"欧米のようなロックダウン(都市封韻)に
踏み切るのではないか.筈えはノー.「敗米におげるロックダウンのように強制的に罰則を伴う都市の閉鑛は生じませ人,」「都道府県知車により外出自粛要請、施設の使用制限に係る要謂・
指宗・公表等ができるよラになります」と内閣官誘ホームベージはいう。"外出が禁止されるのではないか.禁止ならノー.「医探橿関への通院、生活必喬品の買い物'必要不可欠な蹴場
への出勧、健庫雑持のための散歩やジョギングなど生活の雑持に必要な場合には外出できます」という.あくまでも要請がぺースなのである.今回の緊急事態宣言の大きな狙いは、人々
の行動套容である.人と人との挨触を減らすことで、新型コロナの感染拡大の防止を目指しているといってもよい.匹捕博北大教授の試昇によれば、人と人の姪触を籬限Lなければ、感染
雪数の増加には歯止めがかからない.接触を2割減らしても、増加のぺースを数日遅らせるだけ.接触を8割減らしてこモ、断規の感染雪数を抑制できる。モれまで毎日10人と会っていた
なら、それを2人に減らさないといけない.企案に求められるのは,従業員の出社を押制し、在宅動疹を推進することである.在宅動務が難しい中小企寮などは動務のシワトを窒更L、時整通
動とすることを急ぐべきだろう.感染拡大の場とされる夜の掛に、宮案の自粛を求めるのは当然である。密閉'宙隻、密接という3商の場となる施設につぃても、営業の自粛が求められる.
その結果、生じる宮秦の損失や従案員の所禍減少については、国などが捕填する仕組みが急がれる.手厚い営案・所掃補填は、店を開かないことには固定費も賄えない中小写絶企棄が、
休案に応じてくれる二とへの見返りである.企菓のコロナ倒崖の読出を防ぐ二とは、雇用悪化に伴う牡金不安を食い止めるうぇでも欠かせない。コロナの抑制七軽涛活動の雑持.2つの目
操のうち、今はコロナの抑制を最優先するときだ.敗米のような医療斯壊を招いてしまうと,経法の再生に要するコストは法外なものとなる.(和悦)

r他人と自分を比べない1 一摺大学教授楠木建氏

18.2020年(令和2昂)4月14日火曜白白本蒜済新聞菓17面【マーケット総合2】〔大捜小擾〕
t地方再生、コロナを契撫に』

明治時代中期0卵8年).警視総監在任中に53焦で他界Lた雁庫出身の三島通塙は山形、福島.栃木の県令(知亭)を歴任し「鬼県令止よぱれた.自由民撞通動を弾圧したからといわ
れている.だが,改めて彼の生涯を撮り返ってみると、地方自治の実践家・三島像が見えてくる.栃木県令に着任して3力月後、県庁を、鼻足以来の伝靴ある蛎木町から宇都宮町に移Lて
しまう.栃木が地理的に果南に偏し、人口が宇都宮の4分の1、尚取引が10分の1という現実を錘まえての決断だった.黙事系とされた福島・山形県墳の栗午山碓道(ずいどう)の趣設をけ
ん引し、藁北地方聞詫に大きな段穴を聞けた.那須野が原の聞拓や疎水事業でも足跡を残し,=.警視総監に就くや,内閣漬鼻の陣時建築局劃雑粧を兼任.疫病や地震の多い系京からの
首都移転を考える。首都機能を上州(群民)、武州【埼玉北部)のいずれかに移し、業京は盤宮にーー.この企画は彼の死とともに謬消するが、長期釣な視野に立?ての発案だった。近刊の
掲土史「明治雜新150年栃木県樫生の系譜」【下野新聞杜揺集局)などを読むと、藻腕行政官の姿が浮かぴ上がってくる.地方創生が叫ぱれて久しい。しかし現実ぱ、逆方向への流れ
が加速するぱかりだ.業京一極集中が進むからだけではなく、地方の劉が、中央の指示待ち、ガバナンス不在に陥ったままだからだろう.地元を最もよく知る、地方譜余などが、白ら考え自ら
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動こうとしない。モう指摘する識者は少なくない.結果、地方の活力は低下の一途をたどっている.令和のいま、三島に学ぶことがあるのではないか.新型コロナウイルスの髭生で、巨大都
市への根無し草的な人口黒中がばらむ鮠弱性が婁感された.モんな中で独自に考えて動く地方が出てきた.徳島県では史上最年少の女性市長が縫生Lた.地方あうての日本である。 6
年前に亡くなウた世界的数理経済掌者、宇沢弘文は「社会的共通資本」の大切さを訴えていた。自然理境や、道路・水道などのインフラ、教育・医侃などの制度資本はいずれも、地方行政に
深く関わるテーマで罰る。營理の難Lい不確実性に柔歓に封処する国土つくりのためにも、白本社会に塞様性や落ち殖きを取り戻すためにも、地方白治の復活が待たれる。(一繰)

四.2020与(令和2緑)4月16日木曜日日本綏済斬聞第17面{マーケット総合2】〔大捜小機〕

経流学寺や綏済専門尿が新型コロナウイルス感染症の検査や開融の問覇を論じることは少ない。PCR検査や抗体検査は高度に医学的、疫学的知臓を要する問題なので、経済系の人問
が何か言うと現実にバッシングが飛んでくる。自分の専門外だからと自己規制Lて沈黙する人が多い.しかし、考えれぱ明らかなように、様々な問晶を引き起こしている外出自粛や休業な
どの「軽済抑制」ほ、「検査と隔凝」という医療政策の木完全な代脅物である。感染拡大を防ぐうぇでr自粛や休業で人同士の接触を8割減らすルいう政府目慌と向じかモれ以上の効果を、
大規槿な横査と隔離で這成できる.検査で感染者の8割を桂出できるなら、日本の全人口を1回検晝して陽性者を鳳埜すれば、外出自粛などで接触を日割減らずのと同じ感染肪止効果が

ある.感染者の6割Lか検出できない検査精度だとしても、全人口を2回検査Lて1回でも隈性になった人を隔離すれぱ、接触が8割減るよりも大きな効果がある.もちろんこれは空想的な
思妻実験だ。しかし数宇の上では、撲査体制を拡充するための=ストは自粛や休業の経法損失よりはるかに小さいかもしれない。国内総生至(GDP)力勺096下がれば経済損失は50兆円
になる.これに比べれば、国民1偲3千万人が撞壹を受け、陽性君を全員隔陛する施設を準備するコストは1人平均20万円と過大に見積もっても総額26兆円である。経法抑制と検査・屑

誰のどちらか一方を取るのではなく、両方うまく組み合わせて丑適な政策を作ることが必要だ。抽ハーレ軽請研究所のオリバー・ホルテンミュラー教授は、先週兜叢した論文で、感柴症を縮

み込んだ経済モデルを分折し、短期間【数力月)の軽法抑制と長期間【年単位)の検査・隔霞を柱けることが畳適な政策である、と結論付けている.コロナとの長期戰において、自粛などを
長く読ければ大量の倒産と失業が発生する.検査と隔鮭を徹嘩し、経淡抑制を緩和するのが世界の流れになるだろう.嚢が国も効果的な検査と隔冨を長期間読ける仕組みづくりを急ぐぺき
だ。桂査人材の育成、検査場所と器具の拡充、10万人規槿の隔離場所確保の方筑や財源を、医擦界というより国全体で進める公共事菓として嵐論すぺきだ。【風都)

20.2020年(令和2年)4月22日水曙日日本疑済新聞第17面【マーケット総合2】〔大捜小櫨)

医擦崩壊が迫るなか新劃コロナウイルス感染者が1万人を突破した。モれでも米国の75万人、欧州各国の十数万人に比ぺるとはるかに少ない.トランプ米大杭領は「峠は越しつ?ある」と
言う。眉につばをつけた(なる尭言だが、欧州各国からも似たような声が聞こえてくる。一方、日本の厚生労働省ウラスター対策班の西浦博氏は試算で、今磯何も対策をとらなければ重焦
者は85万人になると讐告ずる.さて私たちは今どこにいるのだろうか.実は昆元の本当の感染者数がわかっていない。感染把握の有力手段と舌われてきたPCR検査がこれまで極めて低
餌だった.「横査が少ないから壷表感染者数も少なく、過少申告」という批判は内外にある.町では無症状の感染者が歩き回り、銃計に出ない死者もいるという指摘も畠る.検壷を広げるぺ
きだという素朴な声は早くからあった。だが、かなりの医擦辱門家は医療崩壊の危険を指擴.「希望妻すべて検査すれぱよいというのは柔人の尭想。Jにツクになるだけ」と一蹴、桂窒は抑
制気味に椎移Lてきた。確かに医療崩壊阻止は今も最優先課題である。では躯染看がいるのを知りつつ病院外に野放しにするのをどラ考えるのか.検査の精度に限界があるとの声も出た
が、では挨査をしない方がよいのだろうか。素朴な疑問である。 30年近く前、日本が金酎危機に遭遇Lた時、似たようなことがあった.巨額の不良債権を前に金融当局は冥態窮明を先送り
した.表面化させれぱバニックになる.預金取り付けが起き世界恐慌に伝播Lかねない、と津巡L読けた。寄らしむぺし.知らしむべからずとの考えが働いた.プロがしぱしぱ幣る毘である.
医師や看護師、検査用のマスクや防護服の不足1まなお深刻である.ただ、ここへきて抗休桟査の活用や検査所の開設、感染者の収箸施設のすみわけなど体制墨低も進んできた.他方、経
路不明の感染者が急増している。感染者集団を個別にたたくクラスター・アブローチではもはや限昇である.全休橡はどうなっているのか.全数検牽が熨Lいなら無作岩抽出検竃はどうか.
検査が増えれば公表感染渚敷も当分増えるだろう。軽済・社会崩壊との戦いもある.国民の協力は欠力世ない.見えざる敵を見える敵にしてこモ鞍いになる。(横ヤリ)

21.2020年(令和2年)4月29日水躍日日本軽病斬聞第19西【マーケット総合2】〔大機小磯〕

野ヰ都次郎一構大学名堂教幾が提案しナニ「暗黙知」と「形式知」という概念がある。筆者なり1こ、この擁念を軽済社会全体に適用してみたい.妾々が創出、伝達、入手司、る知識や情報を、

影式知と暗黙知に分げよう.形式知は活宇や映橡で伝違可能孝ものであり、暗黙如はワエートゥとワエースで対話・議論することによって生み出され、伝達されるものである.これらについて
筆雪は炭のように考えてきた.精報通信技桁の著及により形式知は全国どこでもインターネットを道じて安価に入手できるようになった.モの結果、暗黙知の相封的な価値が上がる.すると
集積の利益が高まる.暗黙知を入手するには対面で惰報交換する必要があり、人が密な方が効牢的だからだ。多くの企案が藁京に本社擾蛇を集中させ、大学や研空機関が都市に集まる
のも暗黙知が褐られやすいからである。今回のコロナショックは、この暗黙知七形式知の墳昇を大きく警えつつある。人々は〒レワークを強いられる中で、対面での会黛が意外に不必蔓だ
ということに気が付ι寸品酒を酌み交わしてこそ、お互いに腹を割コた付き合いがでさると思うていたら、ウェブ上の凱睦会でも結携楽Lいことが分かってきた.もちろん暗黙知の領域は残る
が、それは本当に対面が必妻な純粋な暗黙知に隈定されていく。すると、暗黙知と形式知の聞に1形式知ではないが、ネット上で創生・伝違が可能止いう「中聞知」とも言うべき韻域が広がる.

中間知の存在を認諏した組鳳・人々はもう元には戻らない.それは単なる憎報伝逢にとどまらない.前述の理屈を反転させると、中間知の拡大は集橿の価値を弱め、業京一極集中を査える
き0かけになるかもしれない.劉き方も火きく箕わるだろラ。中間知の伝連のためには自分のポジションや、伝えたい情報・知謹を明破に叢現する二とが求められるから、人間関係、経験、
勘といコたあいまいな領堪の存在価値は小さくなるだろう.長い聞日本の課覇といわれてきた、ホワイトカラーの生産性上昇にも寄与するのではないか。コロナショックは妾々の軽決牡会に
不可逆的な慶質を迫つている。これを、よりスマートな軽済社会へと組み脅えていくきっかけにすべきだ.(隈田川)

、

22.2020年(令和2年)5月1日金曜日日本継滅斬聞第19面【マーケット総合2】〔大橿小橿〕

新型コロナ問雁は、グローバル化で世界の国内総生産【GDP)が人顛史上最高の成長を鎌けている中で、モの歯車を逆転させる未曽有の亭態を生んだ.医療肅壊や金融危橿など、人類
史に残る犬恐慌となる悪夢さえよぎる、ソーシャル・〒イスタンシングが行動基準1'なれぱ、こhまで急成長してきた事粂分野が最も深刻な影皇を受ける.航空、レジャー、焦行、歓食などの
サーピス分野に限らず、閲連する自動車や航空機などの製造業ぱ規横と掘野が火きいだけに受容燕艷の影響は甚大だ,石油価格暴落も世界のエネルギー事情を根醒から碩し、地政学的
バランス変軍への発展も旺念される。世界的なサプライチヱーンの中国依存を生んだ頂因はコスト引き下げである。低コスト志向は反面でば、中国国内で理境汚染や劣悪な労側環境、症
烈な籍差を生み、大気・水質汚染や水不足など国際的な漂填間題を引き起こしていナ=。世界が狭くなった現在ではもはや外部性は消滅L、一国の環境問超は世界の理境と直結している.悟

別企寮の低コスト志向は、地球規模での彫大な損失につながった.国内の格差改善や人権保腫よりも、一帯一路や軍畢強国化に予算をつぎ込む中国の政筆の影譽は、中国国内だけにと

どまらないということだ.半面、石油消賢の激減は温暖化など地球理境問訊の改善にぱ劇的な効果があるだろう。国連が提唱するSDGS(持続可き首な開馳目標)は誰一人取り残されない
社会だが、取り残された人々の存在は全人顕の課癌として跳ね返ってくる。重症急性呼吸器症候群(SARS)やエボラ出血熱などを含め、近年の疫病が中国や途上国発であるのが典型例
である.コロナ間厘は天が人類に与えた警盆かもしれない.全世界がそう考えて対応すぺき人頴史的課覇である.1世紀削位で見ると、この規横の課超は粧争を含めて百年間に何座か起

こっている。いわゆる百年企案はモのような試綜を何廣も乗り越えてきた組織であり、経営雪の真価が問われるときでもある。長い匪史の中で人の一生はあまり1こ短い.モの時々の技術や
護行だけに依存した事案は時代の禽化と共に消滅する.世代を超えた目で、何かおかしいといラ釧散な嘆覚は無瓢の覇神に由来する.天が何を示しているのか考える時である.(挟李)

r検査と隔離は公共事寮だ』

^

゛

23.2020年〔令和2年)5月2日土暖日日本経請新聞第15面【マーケット糊合2】〔大襖小擾〕

大恐慌研究の第一人客であるキンドルバーガー教授から「これからの国廉橿閲で重饗なのは世界保健橿関(WHO)だ」という説を聞いたことがある.30年も前である.予言は的中した.新
型コロナウイルスの感染大流行でWH0の投割が見直され世昇経済は大恐慌以樂の危橿に直面Lた.コロナ鼻の地球危機を敦侵はどうみただろう.なぜ人癖はこんな危撞に餓うたのか.
疉生源である中国の尭信の遅れは決定的だ.WH0も中国寄り遇ぎた。遇信から対応が遅れた米国でも医療崩壊を招ι寸あ背景には貧寓の枯差もあった。問題の本質は世界中が安勗な
利益至上主蔓に走り、人間の尊厳を守る甚礎的な科学控衛を疎かにしたと二ろにある.イノベーション(革新)がもてはやされ、その枝にある肝心のインペンション(壷明)は軽視された。シュ

ンペーターはイノペーションにあたる新結合について、新製品の創造、新生産方式、新市場の闘拓、新材料獲得、新産業絶歳の5分軒をあげ、企業家の革新が経決発展を生むと説いた.
しかし行き着く先は巨大π(憎報技術)企業の独占化だ0た.壷明なしに既寺技術の組み合わせで稼いだ経営者もいる.斬興企業買収で技術藁斬の穿を摘んだ。100年に1度の怨染症大
流行に資金と時間と人村をかけるより、気の利いた革斬で隷ぐ方が賢いという風訓を生んだ.ここは、インペンション復権に世界をあげて取り組むしかない.斬型之ロナの治療藁とワウチン
開覺にすぺての責源を投入する。デ^を共有し国際共同開発を急ぐ.モれを世界中のすべての人々に提供する。分断の時代を超えて国腺地調が試される.WH0をめぐって米中対立を読
けている場音ではない。ヨロナ危機換の世界は皮肉にもテジタル責本主襲が勢いを増すだろラ.しかし監視社会の危検をはらむイノベーションにぱかり身を委ねるべきではない.コロナ危
機の教訓は命の重さである.問われるのは゛何のための科学技術かである。本源的な生命科学を軸にインペンションこモ最優先すぺきである。音楽の世界ではバッハの「インベンション」が

基本中の甚本とされる.イノペーションの時代からインペンションの時代へ.人顯は原点回倦への転換点に島る。(無垢)

「見えさる敵を見える敵に』

24.2020年(令和2年)5月8凹金曙田日本経済斬聞第1フ面rマーケット総合2】【大擁小機〕

斬型コロナウイルスに世界が苦悩している.多くの誠者が指塙するように、このウイルスの恐ろしいところほ、無症状でも感染力が強いこと、重症化サると短期間に死に至るケースもあるこ
とだ。感染すると隔離を余倦なくされ、誰とも会う二とはできない.現状ではワクチンが存在せず、既成の藁や点滴、人工呼吸善が活用されるが、究槿的には自らの免疫力に依存せざるを栴

ないという厳しさだ.危霞にさらされながらも使命感で奮闘している医焦従事者に対L、感謝の慧を伝える心温まるイペントも世界各地で紹介されている.その一方で、死への恐怖感から、

今良けれぱいい、ここだけ良けれぱいい、自分さえ良けれぱいい、という声識が多くの人たちに芽生えっつ島るとも伝えられる。まさに「今だけ、二こだけ、官分だけ」症候群といえる。こうした
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『変わりゆくr暗黙知」の価値」
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r「剰那的症候群」の危うさ」

r狭くなった世界への警趣」

「インベンション復楼の時代」
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午況に陥ると警鍾を鳴らし、白本についても歴史的なマイナス成長に論るとした.歴史を振り返っても深刻な軽済問覇は多くの人々を生命的、精神的な危樋に論れる.皮肉なことにニロナ発
生源の中国は例外で、マイナス成長は回遥できるとの見立てである.そもそも今回の感染症拡散は中国・豊漠から始まった.世界の人々を死の恐怖に陥れ、大恐慌以来の経済不況を引き
起こしつつあるだけに、中国政府の物動が情報開示を含め適切だったのかどうか検証されてしかるぺきだるう。翻って大国のもう一方の極である米国はどうか。トランプ大統領からはアメリ
カファーストの理含のもと、悪染症に闡Lては米疾病対策センター(CDC)の存在もあり.強気の発言が繰り逗されていた.しかし汲冥には、世界最大の辱染者数に見無われ、極端な格菱社
会を背景に多くの弱者が命を落としている.中国も米国も「今だけ、ここだけ、自分だけ」という謙虚さを欠いた視野の狭い波権運営になってはいないか、そう感じ取っている諏寺は多い.コ
ロナを契機とした人々の剃邦的症候群は、冥は米国、中国という二大国家の反映とも考えられる.世界の通帯と強調が求められるときだけに実に危うぃ。【自律)

25.2020年(令和2葬)5月15日金理日日*経法新聞第21面ιマーケット総合2】[大犢小鹽〕

『「失われた5年」再ぴか」
T感染拡大が収束すれば、経淡活動はただちに正常化する」というた当釖の棄楓論は影を譜めた感がある.2008年のりーマン・ショyクと今回の=ロナショックとは背景は六き(異なるが、
日本経済の後遺症を長引かせやすいという点では似た面がある.リーマン・シヨック時には宴質国内総生逢(GDP)のマイナス成長は1年間続いた.今回も伺揮だろう.リーマン,ショック時
には室質GNPが元の水嬉に戻るまでに5年と1四半期かかコた。今回も伺様の経路をたどり、妾々が元の生活水準を取り戻すまでに5年狸度を要すると見込まれる.再び「失われた5年」に
見舞われるのである.今後は外出や休案なεの規制1=段陛的に緩和されていくだろうが、それでも3ウの要因から経済が元の聾に戻るまでにかなりの時間がかかる.第1ほ人々の行動
様式が変わってしまう二とだ.他人との物理的な距准を空ける、多くの人が集まる場所に行かない、といった行動は、感染収京佳も長く続き、人々の行助様式に根付いていくだろう.第2に、
自動軍や尿具などの耐久消費財であれぼ、感染拡大が取束すれば控えていた需要が顕在化するrぺントアッブデマンド」が生じゃすい.しかし、今回最も大きな打撃を受けているエンター÷・
イン〆ント、外食のようなサービス消賓については、モれは難しい.自粛期間中に失われた捌費は、永久に醍ってこないのである.第3に、現在ぱ企業と労働者が林業を強いられるという燃
給側の雲因が軽済活動を制約Lている.ただし、失業、労働時間短縮などで所得が減った労勧者は消費を切り詰め、それにようて売り上げが減った企秦は、さらに生産の縮小を余憾なくさ
れる.つまり、需要と供給とがスバイラル(相乗)釣に悪化する局面に幣りかねないのである。さらに、失業串は来却には6g6台と戦後最悪となり、向こう5年間の経法の拡給閏係は、コロナ
の貨遣症から年早均で4.596下提れすると見込まれる.これは消費者物価上昇串を毎年平均で1.1"程度下振れさせる.その結果.金配政筆の正常化は還のき、恕低金利環境のさらな
る長期化は必至だ.コロナショックは糎済・金融課境に対Lて、一時的にとどまらない大きな摸造変化をもたらしてしまうのである。(神羊)

26.2020年(令和2年)5月20日水尾日白本軽済斬聞禁19面【マーケット総合2】〔大橿小捷1

「コロナと業京一極集中」
棄急事処宣言は39県で解除されたものの首都圏などでは蒜いている.自粛ムードに慣れてきたとはいえ、さすがに閉寓感が増してきた.欧米で経済再聞の動きが見られる中、わが国でも
地域によっては様々な活動や学校再開が決まるなE少しずつでぱあるが新たな槙素が始まった.「100年に1座」級といえるウィルスとの蘭いは長期戦になるという恕定の下、政府の専門
歌会鞭はr新しい生活揮式」を提言した.ガイドラインを見ると、現在のような緊急時には必要であるにしても、社会のあり方として、長期的に受け入れられるのか心もとない内容もある. ι一、ー

ではB常の生活様式についてではなく、「系京への【極集中止いうマウロの問厘を毒えることにしたい。毎日発表される全国各地の感染者数を見ると、東京都の数字の大きさに改めて驚
かされる.藁京都の感染老数は5月帽日時点で5065人と日本全体の総数0引60人)の31舗を占める.稟京都の人口は約1392万人で白*の総人口に対する此事は11"だ.一方、
今も感染者ゼロを雑持する岩手県の場合、人口は少むいとぱいえ122万人で、艶人口の196を占める.ノ、頚の歴史とともに古いパンデミッウは人口密隻、つまり、大都市の問題であった.
1665年からロンドンではぺスHこより約10万の命が失われた。狸頚(しょうけつ)をきわめる感染症のもたらした惨状を「ロビンソン・ウルーソー」の著客ダニエル.〒7"ーは、「ペスト」072
2年)で克明に描いた.大都市は主命にとり危駿なところだという20世紀釖顛までの常識を、われわれはいつのまにか忘れていたのではないだろうか.巨大地震のりスクに加えて、感染症
リスクの謙刻さを新型コロナ禍は突きつけた.閏稾大貫災0923年)の後、生粋の訂戸っ子だった谷崎潤一鄭は闘西にhターン」した.白本列島の上に人はどのように住まうのか.オ9世紀
末に始まり、戰後に加速Lた「薫京への一極集中」は今なお続く.これを是正すぺく政府が筬を振っても効き目はいまーつだ.しかし、弦いられた臭常な斑境下で急速に進む「オンライン化」と、
大都市の感染症りスクへの再認識は、やがて新たな歴史的Uターンを生み出宇かもしれない。(与次凱)

27.2020年(令和2年)4貞掲戟の日本経ま新聞の連戲特集「忘れられたパンデミッウ"スペイン"インフルエンザ』より

("2020年【令和2年)4月15日水曜日白本軽躋新聞筑28面【社会】連載特集

『忘れられたバン〒ミック"スペイン"インフルエンザ上」
r忘れられたパンデミック"スペイン"インフルエンザ上出征軍から世界拡散 100年前死者最大1倖人」

およそ100年前,人顕は史上最悪といわれる感染症バンデミッウを軽験Lた."スペイン風邪"とも呼ばれた斬型インフルエンザだ.世界人口の3分の1から半数近くが感染.死嵩ぱ5000
万~8000万人、最大で1偉人という説もある.この「ウイルスとの世界大戰」の歴史は、いま猛威を擾るう新型コロナウィルスに対処するにあたり、多くの示唆を与えてくれるのではないだろ
うか.0 それは均18罪a月、米国カンザス州の隆軍甚地で始まうた.インフルエンザの症状を訴える兵士が続出.「3月だけで233名の肺炎患者が出、ラち48名が死亡していた」(ア
ルフレッド・W・クロスビー「史上最悪のインフルエンザ」).だが、この出来享は特段注目される二とはなかった.と二ろが、モの後も米国各地の兵舎、学孜、工場などで集団磨染が発生した.
春にほ世界各地でも同様の感染が見られた.第1波といわれる感染爆発だが、真の鳧生地は米国以外の可能性もあり、不明のままだ.ときは第1次怪界火戦のさなか.米国から毎月数十
万人の兵士が欧州に渡?ており、感染者を含む軍隙は「ウィルスの運び屋」となった.大人数が密集する兵員輸送船.藍壕(ざんごう)や兵舎は枯肝のウイルス堵斐の場となり、5月ごろから
西部職纏、夏には欧州全域で感染が広がった.皇呆はフジア、アフり力、甫半球に飛ぴ火L、獣以降に世界的なバンチミックとなる。気2波である.軽症者の多かった第1波より格段に致死
牢が高かった.「病性多く1*貫症にして殊(二と)に肪炎尋の合併症多く、又はた)時に電撃性なる布り」(内務害衛生局裾「誠行性感置」).恒庫な人が発症12時間以内に死亡するケースが
多数報告された.米国では工堪労働者が大量欠勤L.医療関係、讐察、註道などでも感染が広がり、公共サーピスが低下した.病院は満杯になり、各地で担おけが足りなくなった.欧州
戦繰では対時していた全兵士の半数以上が感染.1軍隙にありては其(そ)の戦闘力の殆(ほとん)ど四分のーを失ひたるものあり」(同)という惨状で、米累では大戦で戦死した約10万人の
半敷近くがインフルエンザによる病死だ?た゛大戦の蛇戦死雪の6割(約1000万人)が戦病死で、その3分の1がインフルエンザが匝因とされており,戰争の終轄を早めたといわれている.
交駐国は感染燭尭を襲度し、中立国のスパインに聞する報道が先行したため、「スベイン・インフルエンザ旧本では一部新聞が屋邪と表記"と呼ばれた.覧2波は12月には収秉Lたが、
1919年物頭から春にかけて第3波が襲いかかり、世界をなめ尽くした.各地の死雪は欧州で230万人、インド1日50万人、来国68万人、フフり力238万人、中国400万~950万人、日本
39万~45万人巴いわれている.「人顛史上これまでに大発生したいかなる病気よりも多くの人々を死に至らしめた」(ジョンリ゛」ー「グレート・インコルエンザ」).,高酔雪よりも18歳から30
態代後半までの若年、壮年慢の犠牲者が多いのが特撤だった.著名人ではドイツの社会学宅ウエーバー、フランスの詩人フポリネール、オーストリアの画家ウリムトらが命を落とした.パン
デミッウは翌20年まで読いたが、感染者数と致死率は桔段に縮小L、撃節性のインフルエンザとなった.当時はウィルスを抑え込む特効蔓もワウチンV'<、終息は多くの人が一定極座の免
疫を窪得したため七もいわれているが、確かなことはよく分かっていない.
口大都屋に並んだべッドで治療を受けるインフルエンザ患雪 a918年、米オーウランド)=AP (写真】

/ 号q

(2)2020年【令和2卑)4月16白木曜日日本経済斬聞第26面1社会】連鮭特集
r庄れられたパンデミック"スペイン"インフルエンザ中」

「忘れられたパン〒ミック"スペイン"寸ンコルエンザ中出征軍から世界拡散 100年前死宅最大1偉人」

r流行性感習と診断され、喧ちに御仮床にお就きになり、以徒十玉日間の御床払まで安"に過ごされる」杓T8年"月3日の昭和矢皇実録の記述だ."スペイン.インワルエンリ"1ネ「梳
行性感冒」といわれ、皇太子だった17歳の冊和矢皇も息った.皇室では感染Lた竹田宮恒久王力"9年4月に肺炎で死去している。欧米の大流行から4力月恢どたった18年10月ごろから
日本でも本格的な流行が始まった.国内では2塵の感染爆寛を迎えることになるが、「前流行」と呼ぱれる時期だ.22年刊行の内務劣衛生局細r識行性感冒」は「交通頻繁なる都市に尭し
之にれ】より放射状に其(そ)の周囲村藩を侵襲するを常とせり」と記述している."スペイン風邪"を主題にした国内唯一の書籍、速水融「日本を襲ったスベイン.インフルエンザ」によると、感
染はほぽ3週間で全国に広が?たという.斬聞はさかんに「流行性感冒狸薮(しょうけっ=症威)」と報じ、烹京では「各病院は酒杯となり、新たな『入院ほ皆お断り」の始末であった」{前掲
書).死者の急増で各地の火葬場は大混乱となった.同審によると、医痩休制の整っていない地方はとくに悲惨で、是者の半数以上は治痩を受けられない村(青轟県北津軽郡)や人口約1
000人中970人が感鮭Lて70人が死亡、「一村全滅」(福井県の山間都)と報じられた地域もあった.医療従事者の感榮も謙刻で、「医者という医者がほとんど盟邪で寝こんでしまって動き
ができず、まだ壮年の医者が相次いで亡くなった。"熊本県「斬宇土市史」)。海外と同様、若年壮年屡の衛牲者が多かった.善名人では評論家の島村抱月が感染で亡くなり、女優の松井
須磨子が後追い自殺する悲劇が起きた.前液行は翌19年夏前には収末した.内務省の記録では罪者は約2117万人、死者は25万7000人。当時の国昆の4割が感柴L、死亡牢は1.2
296だった。 ELて同年秋から「後謙行」がやってくる.毎年12月1日は撤兵された新兵の入営日で、モこから感染が爆臭的に広がる。「この軍陛における擢息【りかん)こモ、本格的な1後読
行」の点火剤とな?た」【「日本を裴ったーー」)檀閉・密集・密擾運焼の軍隊は感染の温床で、20年1月の斬聞は陸軍の内外の犀者約2万6000人、死者約1300人、死亡牢5.2号6と伝
えている.海軍でも前流行期に竃属「矢鷄Kやはぎ)」で乗員469人中306人が感染、4B人が死亡する惨事があった.後涜行は20球夏に収吏.皇者は約241万人.死者は約12万8000
人だった。感染が前流行の1割に激兼したのは多くの人が免疫を窪褐したためといわれている.一方、死亡牢は5.29与6と4倍以上に跳ね上がった,内疹省の記蜂では全識行期間の総感
染者約23g0万人、死看約3宕万goo0人、死亡串1,63,6とされている.達水融氏はこれを過小とみて、死者は約45万3000人と試算している.
ロ"スペイン・インフルエンザ"の感染防止のため、マスウを著用した女子学生=ゲ^イイメージズ擾供(写真)

(3)2020年【令和2年)4月17日金曜日日本経済新聞第30面{社会】連叢特集
「忘れられたパン〒ミック"スペイン"インフルエンザ下」

「忘れられたバンデミコク"スペイン"インフルエンザ下第2披への備えを過去を知ることが教卸謁

「どんな疫病だろうが戦争だろラが飢頓(ききん)だろうが、二れほど多くの人間が、これほど短期間に亡くなうた俣はない」米雪の"スペイン.インフルエンザ"被誓を誹細にまとめた名芋と
いわれる「史上最悪のインフルエンザ」で、薯者の歴史学者アルフレッド・W・ウロスビーはこう述ぺている.だが、この本の頂鼎は「アメリカの忘れられたパンデミウケ」である.戦争も自然災害
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きことに、このスペイン・インフルエン"について、にれまで)日本では一冊の著誓もなく、論文すらごく少数あるに過ぎない」と語っている.忘れられた理由として、同時期の筑1次世界大戰、
日本では数年後の関亜火震災により記憧の片隅に追いやられたと指摘されている.さらに大きな雲因として、インワルエンザの致死牢が低かうた二とも影響Lているという。"スペイン.イン
フルエン苛"の全流行期を通じての致死串は2M程度だった.21世紀に出現した重虚急性呼吸器症候群(5ARS=約10怖)、中東呼吸器症候群(MERS=30%超)と此ぺても格段に低い.
クロスビーは「胤Lて裳々は、死亡車は低いが早晩白分たちが閏わることになるはずの現冥的な病気より,白分たちがほとんど靴(かか)りモうにもない高い死亡牢を持つ病気の方にずっと
恐怖を抱くものである」と書いている。「史と最悪のインフルエンザ」の訳者で、米疾病対笈センターfcDC)に在範軽験がある仙台医僚センターの西村秀ーウイルスセンター長は「当時は
他の病気で亡くなる人も多く、平均轟命も短かうた.死を目にずるのが日常的で、それに慣れていたことも忘却の要因ではないか」と話ず.西村氏は「インフルエン"の怖いところは一度に
たくさんの人が感染すること。致死車が低くても、感染君の数が多ければ死者の絶対数は多くなる」と警告する.致死奉が高く、すぐに重篤になる堪合は愚者は動き回れ甘',感染は簡単に広
がらない。大半が軽症で,、む感染症こモ妻戒すぺきだという.現在、世界を苦Lめている新型コロナウイルスと類似Lた而は多い。では、私たちは100年前のバンデミックから何を学ぷぺき
なのか.西村氏は「脅かしすぎはよくないが、パンデミックは茶2波がありぇる.冬に来ると被害が大きい。告政者.行政は腫をくくウて医療休制などの準価を進めておくぺきだ。いまぱその
ための時間をもらっていると考えた方がいい」と話す.そして、「コロナという一次被害を防ぐのは大事だが、それによる軽済的な二次被害で死者を出しては元も子もない.貧困者などの手当
ての火切さも教勧Uと言う.速水圧は著書で、日本はパンデミッケから「何も学ぼず、45万人の生命を無駄にした」と突き放している。そして学ばなかったこと自休を教訓として、被害の実際
を知り、人々がどう対処したかを知る二とが重要だと説いている。なぜなら、人頚とウイルスの戰いはr両者が存在する限り永久に繰り返される」からだと。
ロ"スペイン・インフルエンザ"梳行当時の予助啓発ポスター(内務害衛生局編「誠行牲感智」より)(回版)

28.2020年(令和2年)5月掲駐の日本軽済新聞の連鼓"集記事t読・忘れられたパン予ミッウはり

臼)2020年(令和2年)5月5日火躍日日本紐法新聞筆1面連鮭特集記亭『銕・忘れられたパンデミック上』

r親・忘れられたバンデミック100年前の問いかけ上恐怖と不安こそが敵正しい知堤議論し誓及を』

インフルエンサ、モして現在猛威を掘るう新型コロナウィルスの火きさは100ナノブートル.1ミリメートルの1万分の1で、電子顕微航を使わないと確認できない。'スペイン.インワルエン
ザ"が出現した伯18年は光学顛嶺禁Lかなく、ウイルスは人類にとって王体羊明の敵だった。それゆえワウチン、治檀藁もない。その恐怖ほ現代以上に大きかったとみられるが、人々は試
行輔誤Lながら見えざる敵と懸命に戟った.「病人やせきをずる者に近寄ってはならぬ」「たくさんの人の集ま?ている所に立ち入るな」「病人の部屋はなるぺく別にし、暑護人のほかはモの
都屋に入れてはならぬ」19年に内務省衛生局が作成した「流行性感冒(「ネやりかぜ)予防心得」だ.経駐則から考え出された予肪怯だが、現在励行されていることと変わらない.米国で
は「3つのC」〔クリーンな口、肌、衣'脚が強調された。学校.劇場、教会、映画館など人の集まる場所は閉鎖。ニューヨークでは口を橿わずにせきゃくしゃみをすると1年聞の投獄と罰金500
ドルが科せられたという。サンフランシスニではマスウ着用条例が施行され、違反者は妻官に遠捕された。日本ではこのような娃制は行われず、主にマスウとうがいが励行された.ただ,現
在と同様にマスウの供給が滞?た.、・・一様々なワクチン接桂も行われたが、ウイルスの正体が解明されていないため有効ではなかった.日本では神社での神頼み、米国では怪Lげな民
間序注、詐欺的な治探が横行Lた.同国では第1次火戰の敵国ドイツが酪を散布したという陰課説が流布けあ早めに各施設を閉鎖Lて被害を抑えたセントルイスと封策が遅れて被害甚
大だつたコイラデルコイアの教訓が白本ではよく語られるが、米国の歴史寡はまつたく言及していない。アルフレッド・W・クロスビーは閉頬命令を厳Lく蓋用Lた地域とそうではなかうた地域

に甍はなかったとしている.ジヨンリやJ一は識行の時期が明時を分けたと見ている.フィラデルコイアは早かった東都、セントルイスは遅かった中部に位置している.もちろん、早めの封衆は
有効だが、被害の軽霊は通に左右された面もあるとバリーは語?ている.より教釧とすべきは、病気よりも恐怖や不安が人々の触れ合いを壊し、牡会をバラバラにしかねなかウたことだと言
う.感染を恐れ、家族や牡会的弱妻を見捨てぎるを得ない事態が生け翫移民、貧困崖が打撃を受けた。仙台医療センターの西村秀ーウィルスセンター長は「100年前よりも人々のっなが
りが希薄になっていることが心配。一方で、ネットやSNSなどで知識の伝違は容島になっている。正しい知謙に?いてもっと議論し、普及させていくことが危機を乗り越えるために必製なこと
だと思う」と話Lている.

ロインフルエンザ流行でマスウをずる米シアトルの警察官0918年)=ゲウティイメージズ提供、(写真)

(2)2020年(令和2年)5月6日水曜日日本軽済新聞第1面連戲惰集記事 r読・忘れられたバンデミッウ下」

r柳・忘れられたパンデミック伯0年前の問いかけ下災いから何を得るか世界が助け合う契機に』

ウイルスによる症状、感染の広がり方、社会の反彫など、100年前の"スペイン・インフルエンザ禍"と現在の新型ニロナウイルス禍は頴似した面が多い。「斬型」の治探は対症療庄Lかな
<、医師よりも墻護する人間の敗が求められる.100年前、鬚護人が不足Lていた地方では1力所に張り付くのではなく、各所を回る巡回鬚護を実施していた。医師のいない山村1工は府県が
「救療班」を縮織Lて派遣した.命を敦おうと旺命に務めた人々の営碍は、現在の危擾においても様々な示唆を与えてくれる,でぱ、100年前の歴史を追えぱ、今後の風開もある程度予測
できるのか.モれほど単抱なものではないだろう.ウィルス自休別物で高り、伺じょうな規模で第2、第3波が襲うてくると断定はできない.大きな違いは紐済が受けつつぁるダメージである。
"インフル禍"当時は感染を抑え込むために現在ほど経済を掲牲にしなかウた。今の状況は1930年代の世界恐慌時に近いのかもれない。'インフル禍で緊急援肋を指示した米国赤十宇杜
幹都はr未亡人、孤児.寄るべのない老人がそのまま放置されている.これらの家族の多くは貧困という苦境に追い込まれ、その悼状の広がり「ま.米国本土と島らゆる階屠に及んでいる」と
語っている(ジヨンリやJ-「グレート・インつルエンザ」).日本でも一家の大黒柱を失った家族が悲楓して自段する悲劇が起きている.二次被害であるr軽済柵」の粧害者をいかに敦法する
か。現代ではより大きな課脳だ.そのヒントも乏しいながらも歴史の中に師る.100年前、日本では貧困で治療賓を払えない息者のために治痩券の交付や無料診療所の設孟が行われてい
た.一次のウイルス禍、二次の軽済禍で社会はどれほど臣弊するのか。暗たんたる気持ちにもなるが、希望の光を磊史に見いだすことは可能だ.インフル禍から「日本は学ぱなかった」と
手厳Lい歴史人口学妻の遅水融氏は「強いて言えぱ」のただし付きながら、その打撃を機に国足病といわれた結技封紫が本格化し、乳幼児の保護・育成への関心が高まったことで両者の死
亡者数が減少したことが"学晋効果"古みている。米国ではインフルエンザと肺炎研究の垂長隷上でDNAが遺伝物質であるという尭見がなされた。パンデミッウ径に何かが生み出され、世
界が望ましい方向に進むこともありえる.米国の日木現代史研空者ケネス・ルオコ氏は「日本を含め各国が格差を広げてきた新自由主蔓から離れ、r共通善の帖』が広がることを期待して
いる」と話ず.「バンデミウウは70億人以上の人々がこの地球とに暮らしていることに改めて気づかせてくれた。だから、世昇保債橿閏(WHO)などの国段樋関を強化する方向に進んでほし
い」歴史家のジョン・バリーもインフル禍の遺産は国際協調と公衆衛生への取り組みが再槽築されたことだ七述ぺている.そして、残された教訓は槿威ある地位にいる人々が連帯感をなくす
ようなパニッウを抑える二とだとも言う。「各人が白己本位に走れば.牡会は成り立たない.文字どおり、文明は生き盃びられなし、」
口新型コロナウイルスのパンデミック後、世昇は世昇大恐慌時のような分断時代を迎えるのか(=ユーヨーウの銀行の前に集まった預金者、19ヨ1年)=AP (写真)

.

29,2020年(令和2年)5月4日月曜日日本経済新聞第24面【文化】 1文{目連載特集 r疫病の文明論』
r疫病の文明皆Φ描かれた恐怖災厄が問う表現の根源骸骨姿の「死」平等主蔓に民衆無き」中野京子

斬型コロナウィルスが世界で憂延し、社会を混乱に陥れている.樋り返し人顛を襲ってきた疫病は、文明のあり方に柤源的な問いを突きつけてきた。私たちはこの災厄の軽駿から何を学べ
るか.人文・牡会科学の有蹴舌による論考を連戲する。

゛

真白な箕をもつ天使が正義の証の長剣を置り、悪魔を従えて口ーマの町に舞い立った.とある邸の前で矢使ぱ悪魔に命じ、扉を叩かせる、102つ3つ、いや、もっともっとーーーその数だ
け、中にいる人間が死んでゆく。 19世紀コランスの歴史而家ドローネーが描いた衝撃的な「ローマのべスト」は、聖者冽伝「黄金伝説」03世紀刊)をもとにしてぃる。モれによれぱ、中世切
期のイタリフでぺストが揺顕(しょうけつ)をきわめた時、矢使が悪魔をあやつって死渚数を決めていた光景を、実際に何人もがその目で見たのだしいう(本作には建物の屋上にいる目撃者が
描き込まれている).◆ぺストはヨーロッパの、いわぼトラウマだ。6世紀から18世記にかけて線り返し、繰り返L、津波のように無慈悲に襲いかかり、屍の山を聾いた.モの最大のパン
〒ミックは14世紀で、ヨーロッパ人口のおよモ3分の1を減らしたと言われている。中世から連紘と、はなはだしい融の「死の舞踏」や「メメント・モリ(死を想え)」の図像が生み出された。そこ
に峩現されたのは、地上の神たる王侯や神に近い喪戦者さえも涛命ではなく疫病で、一拳に容教なく喜塙へ導く骸骨吏の「死」であった。堅固な階級社会に慣らされた素朴な民衆は、死の
「平等生義」1こどんなにか驚かされたことだろう.ドローネーの雑にもどると、二の時代にはもうぺストの火規摸な流行は収まってL寸翫だが当時はそれに代わってコレラが蔓延L、フランスで
は首相パリエ、ドイツでは哲学者ヘーゲルが命を落としており、人々ぱこの疫病がぺスト北するのではと心底恐れていたのだウた。つまり「ローマのぺスト」は、遮い遇去の疫病と眼前の疫病
の恐怖を重ね合わせた作品なのだ.またぺストやコしラのよラに急激な死ではないものの、長い潜伏期間を経て多くの人を死に至らしめる慢性感染症に榔毒がある。18世紀イギリスの画
鍬ホガースの版画「ジン横T」がよく知られている(2017年開催「怖い盤」展にも出品され、以外にも著者に支持された).当時のロンドンはイーストエンドが貧民街だった。第2次囲い込み
で土地を奪われた展民、各地から流入してきた移民など、その日暮らしの極貧の人々が、生きる希望をなくして安酒ジンに嗣れる發が話写される。爾面中央には.泥酔しながら赤子に授乳
する美しくも碧くもないヒロイン.妾が子を下の舗道へ落したのも気づかない。二の哀れな子持ちの娼婦の足に、はっきり檎毒の腫れものが描き込まれている.「ジン横丁」の少L佳、18世
艶後半からが崖粛革命の時代だ.どこよりも先に革命を推進したイギリスが結桂のトップランナーとなる.人口過宙と悪化した斑境から、ロンドンでは5人に1人が結技で死んだという.やがて
工案化が他国へ波及するとともに、結枝もまた世界中に広く素く浸遇してゆく。ペストは内出血で皮膚が赤黒くなるので「黒死病」の具名をとったが、モれと対比する形で結核は「白いぺスト」
と呼ぱれた.尾悪靭期に肌が抜けるように白くなるためで、結技ほどロマンティシズムや文学と結びついた托病はない.詩人バイロンなどはこう処擢Lている.ーー結核で死にたいものだ、ご
婦人方に、死の床まで何と素敵な方でしょう、と言ってもらえるからな.◆ノルウェーの画寡ムンクの初期の作品「病める子」も結核だ.この雑の悲痛さ、萎しさは、結技を妾が亭とする
画家の切ない眼差しから来る.病床の蒼白い顛の少女は、悲Lみにくれる介雁者をむしろ慰め、慈愛の心で包む.彼女はもう半ばこの世の人ではない.ムンクはこのシーンを思い出しなが
ら描いたのだ。15歳で亡くなったムンクの最愛の姉なのだから。付き澪うのは叔母。母袈はすでにこの10年も前に、同じ結技がもとで亡くなっていた.コッホが結拡菌を臭見L.20世紀前
半にぱ抗生物質が見っかり、やがてBCGワウチンが接種されるよラになって、白いべストの記憶は薄れていった.それでも疫病は窒を寮えて嬰ってくる.理在、斬型コロナという忌むべき疫
病に封し、BCGが有効かもしれないとの研究が始まっているようだ.薪藁の開発も進められている。今後、画家たちはこのバンデミックを、どのように描くのだろうか。
ロドローネー「ローマのパスト」Aけot"eR/アフ口提供【絵画)
ロムンク「病める子」日,1d宮om6n lmoE卵ノアフ口提供(絵画)

(糧集委員井上亮)
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30.2020年(令和2年)5月5日火曜日日本軽法新聞第24面【文化】

. (楯集委員井上晃)

「文化】連戲特集 r疫病の文明論」
f広床゛h勺,E日抽巧、サ堂爪一1 '+寓=旦,-trt'宝士1堵t o.亙ナ;革献上畢『,1,〒÷t l ;召罫=薑
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(なかの・きょうこ=作家・ドイツ文学者)
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感染症の流行は、古来人間社会を鰻り返し襲ウてきては大きな爪痘を残Lて現代に至っている。.古代ギリシアのトゥキュディデスによる1戰史↓は、紀元前5世紀のぺロボネソス戦争を扱っ
た歴史書だが、ここにも、当許フテナイの町を嬰って膨大な死者を出した疫病が群細に記緑されている.トゥキュ〒イデスはいかにも歴史家らしく客観的に、懸染Lた人々の症状を犠き出オ',
枇病雪が孤立し、絶望に突き落とされる様子は、現代でも変わらず、真に迫る。感染症諦行の影響は戰争などよりも大きく、人顎の歴史の流れにしばしば決定酌な影響を与えてきた.モれ
を鮮やかに提示し、疫病との職いの意味を何よりも鉱弁に語ってくれるのは、じつは文学作品ではないか。 20世紀の文学に限って見れば,最も重要なのはカミュの長編「ベスト」0947

年)だろう.アルジェリアの彪町を舞台に、ま,'奉くのネズミが死んでいき.やがてモの疫病が人々を襲ウてパストだと判明し、死者がどんどん増え、目rがロックダウンされる.そして閉じ込めら
れた人々の苦悩と戰いが、医師による緻宙な記録を通じて眼前に録り広げられる。疫病という「不条理」に直面したときこそ、人問性があぶりだされるのだ,しかし、疫病と嘘う医飾は人並み
外れたヒーローとして美化されるわけではない.医師は一昏大事なのは自分の仕事を晃たす「誠実さ」だと語り、モの言葉は弘たちの心を打つ.これこそは今の白本の政治に一番欠叶てい
るものではないか.とどめ難いパン〒ミックはグローバルな視野から見れば、もっと別の政治的な惹味合いを帯びた、いわば隠轍(メタフフー)として機能することもある。たとえばチェコの
作家カレル,チャペッウ「こはr白い病」(37年)という戯曲があるが、これは体に白い斑点ができ,急遜に忰全体が属っていき、やがて死に至るという奇病が蔓延Lて、世界がパニックに陥ると
いう前提に基づいている。しかし、単なる架空のSF的詮定ではない。戦争直前の緊蒐Lた国腺情勢の中、r熱病にかかったように」軍備が進められている世雰で、いかにして独載者を倒L、
世界乎和を実現できるかという、柞者の切冥な思いが込められている.疫病のウィルスは「生物学兵器」として使われる可能性もある。そのフィ〒アを利用Lて警かれた長編が、日本を代表
するSF作家の巨呈、小栓左京によるr塩活の日」だった。たまたま胃れ出した殺人ウィルスがあっという闘に世界中に広がり、人顕のほほ全部が滅亡する。残ったのはウィルスが活動でき
ない極寒の南極の蕊地に滞在する一握りの人たちだけ、という碓局ものSFだが、ここでは控病と並行しτ、業西冷戰下の世界で現実的なものとなった核ミサイルによる人類終末の危撫が描
かれている.小松左京が示Lてくれたのは.どんなに科学技術を鼻展させても、どんなに弥力な兵器で武装しても、病気に昼されたらひとたまりもない人間の本質的な酪さである。疫病を揣
いたこれらの作品をいま読むと、これまで給空事のようにしか思えなかったことが急に現実味を帯びたものに見えてくる.ELて、感染症流行という困登な状況に直面したとき、人間はモれに
どう立ち向かうぺきなのか、モのために必要な勇気とモラルとは何なのか、教えられる。これこそが優れた文学作品の力であろう。
ロ「ペスト」を書いたカミュ@はノーベル文学賞を受けた 0957年)◎ROE田一Ⅵ0110Vフマナイイメージズ提供【写真)

31.2020孝【令和2年)5月5日火曜日日本凝漬新聞第24面【文化】

ヨーロウバ人のもたらす疫病に新大陸の人びとは苦Lんだ.ラス・カサス「インディフスの班壊についての筒潔な報告N岩波文庫)は、400年前の壊減的な被害を記蜂する。レヴィ=スト
ロース「悲しき熱帯」【中公ウラシウウス)も、感染症の嘉惨を描く.パンデミッウは楓り返す.100年前はスペイン風邪.モの再来が新型コロナだ.当時より医痩も惰報も整っている.どラ戦う
か.政府の役割が大きい.人員と予其と糧阻がある。必要な措置がとれる唯一の組織だ.コロナウィルス自体は自然現魚だ.科学や医俵が扱う.モれに対し、ヒトーヒトの感染は社会現象.
公素衛生の問題で、政府の介入が有効だ.新型コロナ感染の拡大ぱ緊急亭態だ.市民を守るため政肝は昇財する.その優先順位は何か?まず、人命だ.教える命を一人でも多く敦う.牡
会的距離をとり.外出を厳」く規制し、医療の態勢も蔓える.これらは痛みを伴う.商店を閉じ工場を止め、瓢楼も制限する.でも実行する。公益のためだ.公益(人命を敦う)゛措置【政府
の介入)゛攝害(コスト).損害1止一部仁集中Lがちだ,公益のため生じた損害を.杜会全体で負担Lよう.つまり補慣だ.それが正襲で感染肪止のカギ.政府はこれを桟にすぺきだ.緊急享
態に政府が必蔓な行動をとるのが、国家緊急糧である.法の定めによる場合も、法を超える墻合もある.伊藤博文はr蓋法義解」(岩波文庫)で、馨急勅令と憲法の闘係を明珪にのぺている,
帝国憲怯には緊急時の備えがあった.パンデミックは緊急享態.でも地震や戦季とは違う.置気・水道・ガス・置話などライワラインは無償だ.住居も物流も確保できている.戰いは家にじっ
としているだけでよい.企纂や学校が休みでもひたすら套慢だ.桂触を8割減らしましょう.ライコラインは勘かずので、ほかは9割減以上でないと8割にならない.でも働かないと、生計が立
たない.そこで所掲を補償して家にいてもらう,政府の指置でうまれた損失だからだ.補償は.景気対策でも経済の話でもない.公益のため払0たコストへの埋め戻Lにオぎない.そして補
慣はすぐ払うぺきだ.ただ財源を、税金で集めている暇がない.ならば赤宇国債でまかなおう.巨額でも仕方ない.それで生活でき、企業が砿産Lなければ、将来の回復への道筋がっく.こ
んな二とは羅済学の教科書のどこにも喜いてない.でも欧米各邑は、こうした政業を素早く打ち出Lた。わかりゃすく市民に説明もした.バンデミッウにどう封応し、權置を取るのか、日頃から
哥究ずみだった.補償は正しいのか.戦争被害は保証Lない.自然災害も補慣Lない.古代からの慣晋生だ.だが外出制阻は政府が決定Lたから政府の責任だ.公益のために憲注上の
推利を制限L、損害も島る.袖償するのが正しい.政府には感染症や軽涛の専門家がついている.でも専門家は享門Lかわからない,政府は感染と軽済を両方鱗まえつつ、公益を守る.
日頃の哲学の素養がものを言う.財政規律が大事で赤字国債はよくない.平時の戚則である.祭急時は別だ.市民と企業が生き延びなけれぱ明白ほナ'い.外出制限は厳格なほ芒短くて
すむ.槙償もする.経儕の話はその後だ.
0100卑前にはスペイン屋邪が流行Lた=N.wlcomノアコロ樋供(写真)

■^,門Uノ才、^'峠^ノ、寸'リJJJ IL^てコミ1、,.^^CJ^、空゛^゛゛^〆、4^/Jυ町、Y ●

32.2020年(令和2年)5月8日金曜日日本錘済新聞第32面【文化〕 f文北1 連虹特集「疫病の文明諭'
「疫病の文明論④病の表象を見る「政府」統治の危擡生政治・生権力の進化を目撃』石田英敬

!文化1 連駐特集 r疫病の文明諸』
「疫病の文明論③緊急時の杜会学問われる公益性と捕償必要な措置政府のみ可能」摺爪大三郎

「この世はひとっの病院であり、愚雪どもの各々はべッドを蒋ることをひたすら鰯うばかり」と喝破したのは『パリの憂苦」(1869)の詩人ボードレールだった.近代の産集資キ主董は世界
の病院化を促進した.哲学看ミシエル・フーコーがr生政治」と呼んだ統治の技蛎が、妊講的リペラリズムと社会国家の値勣力となったからである.生政治とは、人びとの生に、出生・育児・趣
康・亭故・老垂・死にわたって関与し、社金生産のために生かしてゆくr政府による統治」をいう.個人や家族の生に畳きかけると同時に、牡金をマクロな人口動処において捉えて栽計的に畳
きかける.ヨーロツパで馳違Lた近代の医学や生物学、紐計学、軽謠学は、こうした訊治の発違と切り触せない.いまコロナ危崖で私たちが目撃しているのは、近代がとってきたr政府」とい
うガバナンスの仕組みにもとづく織治の燈提なのである.人類の半数に及ぷ人口が外出禁止状態に置かれている。国墳は閉ざされ,世界中に触らぱっていた人びとはいっせいに帰国し、
都市から田舎への大幅な人口秒勤が起きている.グローバル化する世界の動きが急に逆回転しているかのようだ.各国で、医学、遺伝子学、生物学、感染学、織計学、等々の専門家が動
員される.人口全体にかかわる一般掃置が擁定され、外出紫止期聞や都市のロックダウンが決められ、住民への補助と支橿が打ち出される.人びとの移動はデ^を捕捉され、出会い率
を計真し、感染串を予測Lて、何バーセントまで感染させればよいかを割り出Lて人口が誘導される.私たちはいま、21世紀の生政治.生権力が進化してぃくのを目羣しているのである.
人ぴとは、各自の住居に隔融され(あるいは自己隔離し)、.自ら検温して休調を皆理する.マスクをして外出する.他人との距陛を指定される.もL感染すれば善人の曇宝への自己隔概を強
いられる.家は病院の廷長、居室は病室の代わりになったかのようだ.私たちの生括はテレプレゼンスへと大幅に転位される。テレワーウし、オンライン学習し、「オンライン里帰り」まで勧奨
されるようになった.「オンライン」しいう「何処にもない場所」1ミ私たちは一時的にせよ、世界規模で閉じ込められることになったのだ.皮肉にも、冒頭に引いた、ボードレールの散文跨のタイト
ルはrこの世界の外ならど二でも An"h田o outo'血O WOHd」である。私たちがいま軽験Lているのは文明のシステミックな危橿である.コロナウィルスのような糧を超えた感染ぱ人
廠の文明による踵墳搬壊の結果である.生物学的な危擾が軽蓬危提を誘蛯Lて世界史を逆回転させている.地球温暖化が示すように人顛に残された時聞は少ない.私たちは、いま不意
に訪れたこの世界の停止を、グローバル化を進めてきた経決とテクノロジーの通動をいちど根源的に考え歯すための、現象学がいラような意味での、二弔ケー(本質的反省のための停止)の
楓金と捉えるぺきではないのか.生物の生のための揮境は人間の軽請にとってぱ「外部性」とされてきた.しかし、生政治も悉墳政治も、本当の意味での生物政治、地球政治へと次元を上げ
ることを求められている.それを可能にするのは拘民国家を超えた人類の世界政府でなけれぱならぬはずだ.
口世界中で外出紫止令が敷かれ、人は家に閉じこもっている(パリ、3月下句)=ロイター(写真)
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33.2020年(令和2年)5月11白金埋日日本経済斬聞第28面【戈化】'1文化1 連駐特集 r疫病の文明論』
「疫病の文明論⑤西洋史に学ぶ不可壷な変化傾向を加達軽決停滞と社会摸造の破壊』池上俊一

ポツカツチヨの「デカメロン』の冒既には、フィレンツエを襲ったパストの症飯が描き出されている。人々は昼桟を分かたず畜生ののように道端や糊作地や家の中で死んでいき、親は子を、饗
は夫を捨て、死渚を弔う習慣もなくなったーーと。このヨーロッパ史上最大の疫病は1347年、ジェノヴプ人の船によって黒而沿岸からメッシーナ、マルセイユなどに持ち込まれ、翌年には
ヨーロツパ中に蔓延Lた.媒介役となったのは、地中海の誰や船舶を巣窟にしていた鼠と蚤である.パストに糧ると、触の下や盟の付け根にりンゴや鶏卵くらいの■癌が現れ、また身体のあ
ちこちが黒い班点に擾われる.3日以内、いや数時間で死ぬこともあった.蚤の媒介する腺ぺスト以上に、咳、唖液で人から人へと伝染しいきなり飾を冒す肺ぺストが恐ろしかった.最近の
靭空では、47~48年の「黒死病」によりヨーロッパの人口のじっに6割が死んだとされる.ヨーロッパではこの最釖の大流行の後、1720年まで厭ぽ4世紀にわたって、10~12年ごとにぺ
ストが再来した.ELて大気腐敗説を信じた人々には、バラの花ぴらを郁盟に散らしたり、昏料を爆蒸したりするくらいしか封抗手段はなかった.黒死病は,伝染力があまり1こ蒄烈であった
ため、「死ね裏切り者ども」と叫び声を上げてユダヤ人をスケープづートにしたほか、鞭打ち苦行団などに窺えるように「峻厳な神」を畏怖する心性が広まった.ヨーロッバではパスト以外にも
繰り返Lバン〒ミツウが流行し、モれモれ異なる心性をもたらU"中世に最物に襲い掛かった大規撲な誰行病は、「聖なる火」と呼ばれた麦角性壤痘で、10世紀半ばに発生して4万人が擬
れたという.11~13世紀に広まったハンセン病は、当時、伝染力が強い不治の病と恐れられ、浬乱の罪への神罰と目される半面、罪の婿いと天国での栄光に導くとのイメージもあった.2つ
の病とも、聖なる世昇と結びウけられ、慈善施般設立や病を轤ラ念入りにして暗壷な優礼の隷り上げなE、宗教的・社金的な岨い慣らしがそれなりに可能であったのは、ペストとの大きな違
いである.近代に入ると、結枯が産業盃命後の経請人の負の側面を象徴するととも1こ、生の開花期を迎えた若奮たちを狙い打ちすることから、ロマン主粧文学に格好の題材を与えた.さら
にコレラや隻考ぱ、品位を受める下等な病気、あるいは汚れた者、毎に湧れた者、堕落Lた者への報いであるとされた。19日0年代から90年代に広まり記憶に新Lいエイズぱ、非合怯藁品、
異常セツクス、制度転橿、文明崩壊のグPテスウな空想をかきたてた.だが病気には本棄、道徳的な意味などないはずだ.またどんな恐ろしい疫病も、文化や社会が不可避的に歩んでいく
べき進行を速めただけという毒え方もある。黒死病にしてから.軽法活動の停滞をもたらし、伝杭的な社会・家族楕造を破壊し、キリスト教世界のモラルをぐらっかせはしたが、それはすでに
兆していた動向を加達しただけなのかもしれない.パストの猛舷を胃顛で描写Lたr〒カメロン」でも、本文は打って変わって愉稾と機知に濫れた会話が満戟で、明るいルネサンスの気分を先
取りしているのである.

口死者ほ茎堀り人が埋葬した.14世捉半ぼには欧州人口の6割が黒死病で死んだとされる(ジルリレ・ミュイジ1トゥルネーの烹死病」)=eHd'orrlan lm丑宮"ノフマナイイメージズ崖供
【図版)

【ぬまの・みつよし=スラブ文学唐)

=+画史航

U*しづめ・だいさぶろう=社会学者)
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34.2020年(令和2年)5月12日火曜日日本軽漬新聞第34面【文化]

、

【L、しだ.ひでたか=記号学者)

「文化1 連粧特集 r疫癖の文明論」
r広症m力'卵拾府亦h3碑詰

/フ / 9q

き創m怖".量菟む課Nb 樹比卵応悼t羔ギ゛Fイ、/1

札、けがみ,しゅんいち=歴史学者)



日本にとっては横浜港に停泊したクルーズ船の集団感染がプロローグとなり、今や列畠全はがウルーズ船と化した。2月に報道を見ながら思い出したのが、18世紀から19世紀にかけて、
イギリスの川岸や掴津に係留された監獄船である。監獄に囚人があ'、れ、庚船を活用したが、舗生状況が悪く、多数の死者が出たという.ウルーズ船は横倒しの超高磨ピルよりも大きい乗
り物だ。が、空母でも感染が発生したよう仁、一庄、閉類された環境で感染が始まると、手に負えない。一方で陸地との隔准や撮動性ゆえに、病院船も注目されている.実は空気の流れが、
病院建築の重要な課題として認識されたのも、掛生蝕が警化した1日世紀に趣る.ウイルス学の豊場前だが、腐敗Lた空気は害を及ぼすと考えられたからだ.モの結果、18世紀末には呼吸
する機械としての病院デザインが、建築尿によって提案されている.白包を好み、「衛生陶器」ι郷擶されたモダニズムの建築も、健康を重視した。例えば、ル・コルピュジエの有名なサヴォ
7邸は、本体を持ち上げるピロティが、じめじめした地面と切り敲すことで風通しを良くし、屋上庭園は日光を浴びる運動を恕定Lている.雀がバリの中層の町並みを否定Lたのも、集合住宅
を高層化すれば、足元の閣放が可能となり、都心に緑地や公圃を増やし、術生的な都市が成立するからだ。しかし、現状はりスウが高い都市モ〒ルよりも、フランク・ロイド・ライトが提唱した
田園に分散居住するブロード・エーカー・シティの方がオンライン社会に適合するだろう。災害や戦争と違い、ウイルスは建美を物理的には破壊Lない。人だけを攻撃甘、る.したがって、ビカ

ピカの都市に人が不在のシュールな風景が出現Lた.建築の立場からは、廃蟷を復興させるような貢献はできない。ただし、禎災直後の選難所や仮設窒築の方法論は使えるだろう。中国.
武漠で碩時のうちに建設された巨大な仮設病院も記愃に新しい。日本では、圧倒的な病床不足を解摸すぺく、すでに軽症きをホテルで受け入れたり、葺張メッセなどの大規摸施設を酷時病
院に転用することが検討されている。構浜の武道蛇に取容されたネットカフ工難民に封し、飛沫怨染予防をかねて、坂茂は災害時に話躍した紐管の間仕切りシステムを持ち込んだ。これか
ら台風や地震が発生した場合にも問雁になる二とだが、避難所で人が密集できないのが、新型コロナウイルスの厄介なところだろう。従来、人が集まるのは、良い撞築であると,無条件で考
えられていた.しかし、モの前提が完全に理ったのである.新Lい空間モデルとして想起されるのが、2003年の藤本壮介の安中道境アートワオーラムのコンべ最優秀案だ.二れはアメーバ

のような輪郭の建隻であり、空問の形式として説明する巴、多方向に突きだすひだ状の空間が並ぶが、モれぞれは中央に向けて開く,ゆえに、隣の空問とは壁で仕切られているが、対而す
る空間は達い.つまり、集まりながら、同時に黙れている。これは冥際に住宅で広用されたように、スケールを変えたり、かたちを謂整することで、様々に汎用できる空問モデルのように思わ
れる.

口弛罪看を乗せてオーストラリフ行きを持つ美国の監獄船 n9世紀包頭、木版画)=GRANGER.COMノアフ口提世(園版)

35.2020年(令和2年)5月12日火哩日日本軽済新聞第36面【文化】 f文化1 連鮫特集「疫病の文明諭■

『疫病の文明論⑦中国の歴史駆邪逐疫犠牲覚憎の「戦争」大人数動員、本質は変わらず」加諜撤

1疫は役なり」.古代中国人にとって、疫病は、天が人民に均等に割り当てる苦役であり、戦投だった.中国最古の字書『説文解宇」に「疫、民皆疾也」とある.疫病とは、夫下の人民がみな

猛スピードで病気にかかる二と。中国数千年の歴史は、疫病に封する戰役の謹り返Lだった,「疾」の字源は、病気が矢のような速さで進行,ること.r病」fま、底雪の手足がこわばり横にピン
と張り出す(丙はそのさまを示す形)ほど重篤な状態。「役」は古代の武署「窒」(たてほこ)を手に人々が運征すること.「疫」には還くまで広がるイメージがある。嵩外の医療崩壊の現堤の映
像はすさまじい。集中治擦室のぺウドに桝たわる趣症恩唐たち。防護服に身を固め聖命に動き回る医師・看護師たち。「疫」「疾」r病」の字源さながらで係然とする。昔の巾国人は、病気や
不景気は、モれぞれ身体の内部や杜会の「気」の流れが乱れることから起きる、と脅えた。個人レベルでは、誠や灸でツボを刺激し、体操で体を動かして気の体内循理を蔓える。牡会レベ
ルでは、邪気や病気を力ずくで外部仁追い払う「駆邪逐疫」の祭祀儀礼を行う.大人数を動員し、爆竹をパンバン噛らし、絹鍾や太鼓をガンガン叩く.京劇など中国の芝居が騒々しいのも、伝
統的な葬式でテャルメラや太鼓をにぎやかに饗でるのも、駆邪逐疫の発懇による。内省的で静かな祈りとはほど速いが、民衆の士気を鼓舞し、社会の沈滞撃を打破する精神的効果はあっ
た。中国の伝統医学のレベルは、モれなり1巳高かった.中国最古の医書r黄帝内経』は「聖人は未病を治すル疾病の予防を重視け訪導秋戦国時代の馬戯【へんじゃく)や『三国志」の華佗
(●寸ヨなど、伝説的な名医も窯出した.にもかかわらず、疫病の兜生は防げなかった。歴代王朝の支配者と人民は、疫病に襲われるたびに、国土の広さと人口の多さに籟るr集団免疫戦
賂」をとるしかなかコた.社会的弱舌を中心に多数の死者がでる。明王朝の初代皇帝・朱元璋は貧慶の出身で、若いころ窓族全員を疫病と栄養失調で失った.そんな悲惨な話は珍しくな
かった。駆邪逐疫の高掲感は、膨大な楓牲者が出る裏失感を乗り趣えるための、悲しい知恵だった.21世紀の科学技術をもってしても、新型ニロナウイルスの特効藁をすぐには開尭でき
ない。現代中国のコロナ対策も、本質は依然として「駅邪逐疫」の「戦役」である。擢牲を覚悟で膨大な人員を動員し、戦友の屍を踏み越えて決精をつける.戦役なので、人民も都市封鎖
の苦労を套慢する。政府は全国に財員をかけ、軍隊や、医節・署護師を病院単位で武漠に無遣する.鍾南山医師という乾司令官や、拳文亮医師という英雄、その他、軍神的な「職死者」も出
る.妊蝦中の看頡節や、頭髪を丸刈りにされる女性暑護師など健気な「戦士」の報道映像を、国営放送は明るく勇壮な日GM入りで流す。人民は戦役勝制の高掲感に酔う。モんな中国人か
ら見ると、よくも悪くも冷静な日本人のコロナ封策は、とても奇妙に見えるのだ.逆もまた真なりだが.今、中国は「第二波」への職投に備えている.中国の政府と人艮が自国の=ロナ対策を
冷静に振り返り、外国人に封して自国の責任を理性的に語れるようになるのは、まだ先であろう.
口中国の昆間伝承に伝わる厄よけの神、揺膳(演者・張春祥、京劇「鍾埴隷妹」より◎斬淵劇院、撮影・弁田裕明)【写真)

,,エ,、"●νJ/、H0■卸^^門J'●1^^^ギ1νノ"化門、、ι轟#t,●^貞邑1-1●1^^ι寓.UAコ、,J V '1.ー.

36.2020年(令和2年)5月18日月曜日日本軽済新聞第24面【文化1 1文化1 連餓特集 rコロナと創柞 1
斬型コロナウイルスの蔓証は、文化・主術にも探刻な影響を与えている.この衝撃の中、どんな思素をめぐらせているか.創作者たちに聞いた

「コロナと創作【1)文学が描く危機下の共感「非白常」価債奴亥える力」詐家平野啓一郎氏

ロ【肖像:写芙)ひらの・けいいちろう作家。1975年生まれ、京大法卒。
99年「臼蝕」で芥川賞.著書に「マチネの終わり1こ」なざ.「ある男」の英翫が近く米国で刊行される.

仏ノーベル賞作家カミュの「ペスト」の発行部数が日本で抑0万部を超えるなど、感染症を扱?た文学作品が注目きれている。 f優れた文学作品には、未曽有の出交事に出合0たときの
様々な人々の性格や心の動きなどが「一般論』ではなく、具体的に描かれている。そこのあるのは共感だと思う」と話す.人々が自宅に箭もる時間が増えた。「ニロナ閼連を中心に、周
りでは膨大な情報が飛びかっている.しかし、対処の術のない情報、過剰な情報は、羊安を与えウぱなしにする。それに対し、文学は読者に抱かせた感情に責任を負うている。そこに、0を
落ち楚かせる作用があるのでは」危檀の時代に求められる小説には「現実を忘れられるよラな作品と現実に向き合0た作品が島る」と考える。もっとも、自らの害き方は棄わらないとい
う.「コロナ禍の前に書いた作品が今になって無効になるようでは、何かが間違っていたというこし.作家は自分が信じるものを執筆するしかない」と強調する.災厄や災害のとき 1バン
か芸術かJ との遇択を迫られる二とがある。「憲法25条には「すべて国民は僅廉で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」とある。斐術は精神を安定させ、豊かにする力がある。
存続に向けた公的支擢は欠かせない。コンサートやライづに行けない状態が読いてぃるが、感染拡大が落ち蕎いた頃に.崇しみにしていた音楽も並居もなくなっている、というので「ネとても
耐えられない」コロナ禍が経済に甚大な被害をもたらすことに強い懸念を抱く一方で、人々の価値般が蜜わる可舵性に希望を見いだす.「あえてポジティプな見方に立てぱ、テレワーウ

の定藩などで側き方の変化が期特される.よく言われることだが、体調が悪かったら会社を休むという晋憤が担付くのは健全だと思う.牡会的枯差が一層あらわになうたことで、その解消に
取り粗む必要性も重要視きれるだろう」と指擴する.「東日本大哉災後も日本人の価値鍾が壷わることが期待されたが、自己中心主義が進むなどむしろ反勤的にさえなコた。しかし台凪
被害など災書・災厄は続く,今後も感染症の流行は起きるだろう.いまや「非日常」が当たり前になった。これまで私たちが労えていた「田常」はたまにしか訪れない小議状態だと覚悟し、りス
ウとの向き合い方や医療倖制のあり方を考えなくてはいけない」考え方次第でピンチはチャンスになるという。 R人は関わる相手によって別々の人格「分人』を持つという)r分人主董」を
私が思いついたのは、アイデンティティー」の問雁に悩んでいたときだった.今回のコロナ禍でも(インターネット上で会話する)「オンライン飲み会」といった動きが広がっている.自分もやって

みたが意外に棄しかった」.新たな文化を生み出す橿会仁もなると見る.先日、痴外の左人とオンラインで話をしていたとき「分人」が話態にな口た。「それまで彼はr分人』という概念がよく
分かっていなかったが、ヨロナ櫑で閉じ二もり、ピンときたらしい。会う人が限られた二とで自分の1分人』数が減り、違和感を覚えたのだろう.強制的にモうした峯態に追い込まれていることが
問aなのでずが」調演、イペントの中止や子供のケアに頭を悟ませうウも、小説執筆に擦中する白々だ.(編集委員中野稔)

一ι 1 彦、ム、円」
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37.3つの密

3つの密は、2020年(令和2坪)の新型コロナウイルス感染症拡大期に、集団感染の肪止のために総理大臣官邸、厚生労働省が掲げた標語.密閉・寉集・宙接を指し、二れらを避けることで
感染拡大を防ぐこと仁協力するよう国民に呼びかけた.3つの1密」、3密と表記されることもある。

経緯・概要
2020年3月1日、厚生労働当は新型コロナウイルスの感染拡大の予防策として「斬型コロナウイルスの集団感染を防ぐために」を公表Lた。これまでにクラスターが発生した場所の共通点

として、・換気が悪く・人が密に集まって過ごずような空間・不特定多数の人が接触ずるおそれが高い場所を峯げ、注意喚起をした。

3月18日、総理大臣官邸公式TW批引は、、換気の悪い密閉空間・多致が集まる密集場所・闘近で金話や完声をずる密接場面を避けて外出するように呼びかけ、3月19日には新型二
ロナウィルスの集団発生防止に関するチラシ↑密を避けて外出しましょう!」をHPに掲虹Lナ={徒に「3つの害を避けましょう Uに交亜}。
3月28白には、安部晋三総理大臣が記者会見で「3ウの密」を選けるように呼ぴかけナ=.

以来、「3つの密」は斬型ニロナウィルス拡火訪止の撫語として広く用いられているが、3月31日から4月1臼にかけて厚生労劉雀とUNEが新型コロナウイルス対策のため全国の利用者を
刻象に行0た謂査の第一回では、r3つの密」を避ける取り組みが十分ではない硯状が明らかになった。
・・・(wikrP●1ヨ「ヨつの宙」最終更新2020年4月ユ9日(水)07:45)

(いがらし・たろう=撞築評論家)

儷庫・医摂斬型コロナウイルス感染症について

国民の皆揮へ(予肪・相談)

風邪や季節性インフルエンザ封策と同樺にお一人お一人の咳寓チケットや手洗いなどの実施がとても莨要です。感染症封凱思努めていただくようお願いいたします。風邪症状があれぱ、

外出を控えていただき、やむを禍ず、外出される場合にはマスクを蒼用していただくよう、お願いしまず.集団感染の共通点は、特に、r換気が悪く」、「人が密に集まって過ごすような空間」、.
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(かと5・とおる=中国文学告)
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「木括定多数の人が接鮭するおそれが高い場所」でず,換気が腫く、人が密に集まうて過ごすような空間に隻団で集*る二とを遊けてください.

「新型コロナウイルスの集団発生肪止にご協力をおわがいします 3つの密を遜けましょう!①換気の悪い密閉空間②郵戲が集まる密集場所伺間近で会話や発声をする密接堤面
新型コロナウィルスへの封策として、ウラスター(集団】の発生を防止することが重要です。臼頃の生活の中で3つの「密」が重ならないよう工夫しましょう.3つの条件がモろう場所がクラ
スター(集団)尭生のりスクが高い!※3うの条件のほか、共同で使う物品には消毒などを行ってください、首相官邸・厚生労田省』

38.2020年(令和2年)4月28日ノ'01:ヨ2 / REUTER5

rNY市。一部烹道閉鎖L歩道拡張へ折型コロナの移勳制限中」

【=ユーヨーケ 27日ロイター]一米ニューヨーウ市のデづラジオ市長ほ27日、新型コロナウイルス感染拡大肪止に向けたロックダウン【罪市封額)指置が狂く中、市内の一部車道を通行
止めとし、歩行者に開放するほか、一時的な自転車用レーンを設置すると尭表した.夏が近づくにつれ、狭いアバートから外に出ようとオる市民が増え、外出時にソーシやル・ディスタン
シング(社会的1距畦)を雑持することが困藏になることが靈念されている.〒ブラジオ市長はr今後1力月かけ,64キロ分の軍道を開放し、危機が長引けば、最長160キロまで拡張す
、る」と述ぺた。人が集まりゃすい公園周辺の道箆を中心に開放する方針としたが、詳細には踏み込まなかった.市雛会のメンバーは当初、市民の珍動制限措置が冥詫されている間、車
道の1レーンを少なくしも歩行者や自転車に聞放する計画を提髮Lていたが、歩行者の安全などを巡り市警察なEから懸念の声が上がった二とで計画が修正された.米国ではサンコラ
ンシスコやデンバー、欧州ではイタリア・ミラノ、ドイツ・ペルリンなどで、車道を通行止めにし、痔道や自転庫レーンを拡張する措誕が実詫されている.〆

39.2020年(令和2年)4月29日水曜日長崎新聞筑3面【総合】

t第2波は欧州起諌国立感染研コロナウィルスのゲノム解析」

国内の新型コロナウイルス感染症は、中四・武漢から持ち込まれた第1派の感染拡大はほ1ま終息し、今は欧州で赤行Lているウイルス抹を起源とする第2塚が広がっているとする研武結
渠を、国立感染症副究所が28日までに発表した.感染雪から探取Lたウイルスのゲノム【全遺伝情報)配列のわずかな違いを解析Lた.チームぱ.国内墨者562人の検体を業めて調査。
潜外で豊録されている4511人分のデータと比較した。

[武淺からの排1無ほぼ熱息]

中園・武讓で発生したウイルス妹は、1~2月に日本に入り込み、各地でクラスター【感染老の集団)が報告されたが、既に封じ込めたとみられることが分かうた.クルーズ船「ダイヤモン
ド・プリンセス」の乗客乗員から見つかったウィルスは、鼠漢のウイルス抹と比ぺ1力所だけゲノム配列が交異Lていた.国内には広がっていないという.一方で武漠株から賓異L欧州で流
行しているウィルス抹が、白月中句までに旋外からの帰国老らが持ち込む形で国内に誰入.火都市圏から地方に「怨染ルート不明例」として拡散したとみられる。局研究所の黒田誠病匝休
ゲノム解折語究センター長は「第1派は保健所などの対応で抑え込めたものの、淘外旅行や3月の気の緑みによる外出などで、欧州経由の第2派が団内で大きく広がったようだ」と話してい
る.〆

40.2020年【令和2年〕5月10日日暖日日本軽済新聞凱1面記事

r新興慮感染、先逆国抜く世界に新たなりスウ 1日5万人〔チャートは諾るり

崇吐が軽済再聞へ勤き始めるなか、新興・途上国で新型コロナウィルスの感染が急増Lている.新規感染者数ぱ5月上句に先進国を逆転L、8日に1日5万人を超えた.ロシアは感染看数
が連白1万人を超え.プラジルは1白の死者数が米匡に次いで世界2位となった.脆弱な医療体制にもかかわらず、貧困屠の不満を抑えるため経焦再開を急いでおり、感染爆覺の是念が高
ま?ている.財政茎盤が不安定な新興・途上国の感榮拡大は_世界軽法へのりスクにもなりかねない.

世界保健橿関(WHO)のデ^をもとに、新型コロナの斬規感柴者数を国連の甚埠で先進国と新其・途上国に分類して集計した.先進国は4月上中町から4割以上減少したが、斬臭・途上
国は拡火が止まらない.ロシアは病院や軍で集団感染が相次ぎ、9日まで7日逼読で斬規感染宅数が1万人を麹えた.政府系研空楓関は感染源の64"が病院に集中すると指擴ずる.づ
ラジルも斬規感染宅力如万人を超え、1日あたりの死者数は米国に次ぐ2位で推秒,る.サンパウロ・・・・・アフり力・・・・南アフり力やカメルーン・ー・斬興・途上国は先進国に比ぺて公的
な医療体制が脆弱だ.感染拡大が医療崩壊、ひいてぱ死嵩の増加につながるりスクも高い.WH01二よると公的医療闘連支出は国内総生産(GDP)比で3帖と、先進国の8"を大きく下回る.
感染拡大が目立うロシフやブラジル、イラン、インド、メキシニはいずれも世界早均(6帖)を下回る.・・・・感染爆尭の危櫨に直面している斬興・述上国だが、それでも外出紫止の解畭や幽
店の嘗集再開をめざす勤きは磯を絶たない.3河に全土封鎮したインドほ感染者が比較的少ない2割強の地域で経法活動の再聞を杷めた.ブラジルのボルリナロ大統領ぱ斬型コロナを
「ナニだの風邪」と呼び、「外出自粛は経まや雇用を破壊する」と国民に呼びかける.ロシアは6日の閣隆で地方の感染状況を踏まえた行動制限の緩和を議跡。モスウワでは12日から建設煮
や製造業の再聞を認める.軽涛再開を急ぐ背景にぱ,財政や経済の磊さが島る.先進国のような手厚い補償や現金給付を提供できサ'.国民の不満が政府へ向かいやすい.イランは専門
家のr時期尚早」との讐告を押L切って行動制阻を緑和した.新興・途上国は外出規制などに伴う経廣封紫で財政赤字が膨らみ、これを不安視,る淘外マネーの流出を招いている.その緒
果、自国這貨の相場が下落L、削外慎務の宴鬢負担を高めるという悪備璋に陥っている.国際通貨基金(1MF)には100力国以上が緊急融資を求めている。新興.途上国の感染燭発を止
められなければ、世界の斬型コロナへの職いに終止持は打てない.削外慢務の不腫行などが広がれば、世昇経済にも大混乱が広がる懸含がある.医慌.紐請の両面でグローバルな支擢
体割の栴憂が京められている.
口新輿国の斬規愿染ペースが勢いを増している斬規感染者数(万人):先違国、新輿国【折れ線グラフ)ノ常計感染者数(万人:ロシア、プラジル、イラン、インド、メキシコ(折れ線グラ
フ)

口新興国は公的医侠が弱い一方、先進国も大型財政出動に籌走財政収支のGOP比(貼)一公的医療支出のGDP比("、2017年):先迄国平均、世界、イラン、ブラジル、ロシア、メキ
シコ、インド、斬典国平均【捧グラコ)

(サンパウロ=外山尚之、貢田和宏、真鍋和也)

キ

【出典:首相官邸HPより:2020年4月29日)

41,2020卑(令和2年)5月17日日曜日田本軽請新聞第2面{紛合1】

rr吐州型」世界で猛威コロナウイルス這伝惰報分析"17種に半月で窒冥封策明暗」

新型コロナウイルスの還伝情報を膜ぺることで、感段が世界にどう広がったかがわかるよラになってきた.吐州で症威をふるうたタイプが米ニューヨーク州やブラジル、アフり力、ロシフなど
に渡り、さらに感染を広げている.来国では欽州型のほか米国型も症誠をふるう.ほぽ半月ごとに査異し、米大学の解析では17種にのぽる.封笈の巧拙もわかるという.
.,

ウイルスのゲノム配列を調ぺると、感染軽路や至臭などがわかる.主に「中国型」r歓州型」「米国型」に分顛でき、それぞれの地域で爆疉的に感染が広がった.欧来の語究看らが作る国
際〒ータベース「GISAID」は恵妻から採取したウイルスのゲノム(逼伝子の謝体)を公聞中だ.5月上句までに5千人分のウィルスのデ^が集まった.二のデータの分析を集めた「ネウス
トストレイン」によると、1月中句に中国・武淺から中国型のウイルスが世界に拡吐し始めた.欧州では1月下句~2月上句、変臭Lた吐州型が無症状の旅行者を通じて各国に広がったとみら
れる.その蜑、ウィルスは寳臭を繰り返しながら3~5週間で国墳を蓮えていった.米国では、ニューヨーク州で欧州型が主澁だ0たが、他の州では賓臭Lた米国型が多く報告されている.
中国のほか、揮々なタイプが国内に入ってきており、それらが感染者の体内で融合Lて生まれたとみられる.米ドレクセル大学の研究チームはゲノム査翼の違いを「指紋ルいう形で分顕し、
17糧類になった.世界で感染岩が増えるにウれ、変臭のべースが上昇Lているという。斬型コロナ対笈が捜能したかどうかもわかる.国立感染症研突所は、3月以降に主に欧州型によっ
て全国に感染が広がったとの分折をまとめた.1~2月に中国から日本に入0たウィルスは封じ込めに成功した.その後、敗州で識行しているウイルスが帰国者らを通じて誠入し,封策が不
十分なまま都市部から全国に感染が広がうた.国内の感染者560人から操取Lた桂体のほか、国際〒ータペースの約4500人分の情報も加えた。ドレウセル大の無析では、大規槙な渡
航制限に踏み切った中国や誓港では、欧州型は桟出されていない.感染勗の黒田誠・感染研病啄体ゲノム解析研究センター長は「過ちを正Lく把楓する必要がある」と話す。衰具L快ける
と、感染力や毒性が高いウイルスが出現する恐れが高る.しかし、英ユニパーシティ・カレッジ・ロンドンのフランソワ・バルー教授は「毒性や感饗力を増Lたのかぞうかはまだわからない」と話
ず.伺教損らは約7500人分のウイルスを解折、変臭力"98力所あると突き止めた.ただ、ウイルスの擾詫面で重要な至北が生じたとは考えにくいという.一方で.感染が深刻な地域全て
で、ゲノムの幅広い多様性が硫かめられナニ.ウィルスが早い時期に世界に広がっていたことになる。毒性にっいては査具をみても、わからないことが多い.北京大学ぱ3月、新型コロナウ
イルスは「L型止「S型」の2つに分かれ、L型が膏性が高いと発表け"その徒,毒性を「裏付ける証拠はなかった」と修正した.確定するには、勵物や粧胞を使った実験で確かめる必妻があ
る. 〆・

口欧州では中国から入って変異したタイプが猛威をふるった(イタリアの病院の集中治療室)=AP 〆

、

42.2020年(令和2年)5月16日土曜日日本経済新聞第28面【読書】
『砂と人間」ヴフンス・バイ"一薯

原題=丁"O WOHd i" a G,aln (応崎百合訳、草思社・2400円)
▼薯者1才米国在住のジャーナリスト.ニューヨーク.タイムズ紙などに寄病.

〔都市化と畝望の行き着く所]尋墳の杢化や生活寓の拡大によって、野生生物を症主として突如人間にうぅる人獣共迺感染症が報告されるようになった.このたびのパンデミックも、急
速な都市化が背景にあるといわれる.では都市化とは何か。その歴史と今を見渡す優れたノンフィクションが刊行された.何千年にもわたる砂と人顛の関わりから現代の砂採掘現場まで、
r砂」をテーマに世界各地で取材を行い、文明の警容を描き切った大作だ.古代口ーマの建築材に使われた砂と砂利を慌料とするコンウリートが都市の土台となったのは19世紀.鉄筋ヨン
クリートの髭場を起点とする。砂浜や湖で採取した砂はビルの建築資材となり、道銘を橿い、人や物の涜れを変えた.砂はガラスの主原料として科学藻命も峯引した.顕撤航や望追鏡、デ
ジタル社会に欠かせない光ワフィバーやシリつンチップ、スマホの画面も砂でできている.良質の砂が眠る川や湖、海では争奪戦が組り広げられている.インドネシフでは24の島が消え、
ペトナムのメコン〒ルタは今世捉中に半分消滅するといわれる.近年、砂の需要が増すのぱシェール芯油の操掘現場だ。岩盤を裂く線に必饗な砂の採掘が送む米ウィス0ンシン州チベワ
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群では、地下水と鮒が壊滅的な影響を受け、反対運勳が起きた。「来来の世代に封する犯罪だよ」と住民は嘆く.碧君はバランス慰覚の優れた取材者で、砂で利益を得る雪を糾弾ずるわけ
ではない。だがーー・モの姿から諄かび上がるのは砂を求めた人問の庇なしの欲望の厩史である。目下、世昇最大の砂消費国は中国だ。気候変動で砂浅化が進み、内陸から多くが都市
に移住Lナ=.今や100万人都市は220超、都市人口は60年前の3倍だ.生態系への影響を顧みない開発で自然破壌が迄んでいる。ロロナ禍ほ起二るぺくして起きたと思わされた.全世
界が米国並みの薯らしをするには地球4個半が必要で、砂の枯渇は時間の問題だという。コンケリ【卜やガラスの代茜物はなく、消費量を溢らすしか道はない。国際的な連騰は急務であり.
本書は誕論に必聾な材料をふんだんに提供してくれるだろう。 (評)ノンフィウシヨンライター品相乗月

ロ『砂、と人類』【表紙写真)〆

43.2020年(令和2年)5月17日日曜日日本軽済新聞第26面【サイエンス】

サケは食卓の定番メニューだが、これだけ身近な魚でも広い痴のど二を詠いでいるのかわかっていなかったという。最近、サケの骨の中に各地の痕跡が記課されていることを日本の研究
チームが突き止めた。位置をたぞると、白本の1Ⅱでとられるサケの多くが米国アラスカ州に近いぺーリング樺の大陸棚まで回遊Lていた.イワシやウナギでも、「耳石」と呼ぷ耳の組織から行
動履歴が明らかになりつつぁる。魚たちが語ι」始めた「旅の記録」をもとに、末知の生態に迫る研究が始まった.

3月、淘洋研究開発機構などの研究チームぱ、サケの詳しい回遊ルートが初めて朋らかになったと発表Lた。長塊の末にぺーリング海の大陸棚にたどり差き、たうぷりとエサを食ぺて日本
に戻ってくるという.サケが白本近海からべ】りング満へ渡ることは捕擾謂査で知られていた。太平洋最北部にあるべーリング海の大陸棚まで到達しているかは不明だった. サケ

の回道ルートを探コてぃた研突チームが手掛かりをっかんだのは、海を詠ぐ婆の観察でも金地球測位システム{GP5」の活用でもなか0た。意外にも、旅の記録を秘めていたのはサケ自身
の背骨だコた.魚の骨の一都は拝輪を刻むように成長する。骨を轄切りにすると、中心に近づくほど若い頃に膏った環境の影響が残ウている。研究チームは・ーサケの脊誰骨をつくるコ
ラーゲンの中の元素を分析Lた.すると、稚魚や若魚、成魚の各時期に成長した部分で窒素分の比牢が違っていた.元素は、同じ榎類でも質量(董割がわずかに異なる「同位体ルいう兄
弟分がいる.窒素分の同位休の比串は、煤中のブランウトンの惨きによ0て海域ごとに吏わる.生物の活動が盛んな為は、俳せっ物や死骸が海底にたまっていく。堆積物の窒素分のうち.
軽い至棄は大気に出て行きやすく、重い窒素は栃底に殘る.浅い海では、海底の篁い窒素がプランウトンに取り込まれやすい。プランクトンを食ぺるサケの脊椎骨にも比牢の違いが最れる.
背骨の年代別の比牢と海域の比串を照らL合わせると、適去にどこの海を泳いでいたのかを較り込めた.モニで特定できたのが,日本からぺーリング海の大陸糊に至る回遊ルートだ.体
内の同位休を調ぺて詳Lい生態を觧明できれば、計画的な漁業にっながる.この手注は、他の魚の研究でも引う張りだこだ.寅京大学などのチームは、マイワシの耳石をっくる酸素の同
位体の比牢を調ぺ、過去に詠いでいた痴域の水温と塩分を明らかにした.耳石に賎ウていた記録とシミュレーション(摸擬実談)を組み合わせ、マイリシが日本の太平洋側の近海からまず黒

三ホンウナギの養殖にも役立ちモうだ.秉大の白弁厚太朗准教授はウナギの耳石を分析訓から続く潮の流れに乗0て稾に移動し、モこから北上する可椛性が高いことを裏付けナニ. 閉●●●,

し、詠ぐ場所の水温と、耳石中の酸素の同位体の比牢との閣係を見いだした.最大の関心は回遊経路だ.ウナギは太平洋の中央部に向かって回遊L産卵するとされるが、養殖後に放読L
たウナギが産卵場に向かっているのかわかっていない.養漬場の暖力乢、水温で育ったウナギが産卵場で臭つかれぱ、放まが資涼雜持に有効と分かる。完全養戴に必要な採卵などの技
術開共にもつながりそうだ.ネオジムという元素も、太平洋と日本海など海域ごとに同位体の比皐が異なる.現在は魚にネオジムが取り込まれる仕矩みを研突する段階だが、魚の生態解
明「こ生かせる日が来るかもしれない。 (尾崎達也)
口各地の痕跡が体に残る.マイワシの耳石.サウラマスの脊帷骨 1背骨の成分と一致する泡域から回道ルートを見ウ吋た稚魚期;海域A一若魚描:海域B一成魚期:海域C~回遊
ルート 1生態がわかれぱ計画的な漁秦や保全にもっながる生物ノ分析Lた場所/分析Lた元素/分か7たこと:サケ/脊椎骨のコラーゲン/窒素/ベーリング海の大陸梯まで回遊;
マイワシノ耳石ノ酸素ノ黒潮の柱きの誇れに紫った後で北上する:りボンスズメダイ/耳石/酸崇ノ海*と淡水が混ざる詞口で生息:マグロ/害椎骨ノネオジムノ研空中〆

喜鍾rサピエンス全史一文明の柵造と人類の幸福上」2016年9月30日初版発行薯者ユヴァル・ノア・ハラリ訳者柴田楼之溌行者小野寺優発行所株式会社河出害房新牡よ44

り

第1部認知革命第1章唯一生き延びた人顯種

第2章虐梢が儘力を可能にした
.

前章で見たとお吠サビエンスは一五万年前にはすでに業アフり力で暮らしていた也のの、地球上のモれ以外の堪所に侵出して他の人類種を絶滅に追い込み始めたのは、七万年ほど前に
なってからの二とだった.モれまでの八万年間、太古のサピエンスは外見が私たちにそっくりで、脳も同じぐらい大きかったとはいえ、他の人類掃に対して、これといった強みを持たず、とく{=
精巧な道具も作らず、格別な偉業は何一つ速成L孝かった.それどころか、サピエンスとネアンデルタール人との間の、証漠が残っている最古の遭遇では、ネアン〒ルタール人の縄張り
だったレヴァント絶方(訳注地中海凍岸の地方)に珍り住んだが、擢るぎない足場は築けなかった。敵意に満ちた先住民がいたり、気候が厳しかったり、地域特有の馴染みのない寄生生物
に出くわしたりしたのかもしれない.理由はなんであれ、サピエンスはけっきょく引き擾げ、ネアンデルタール人は中藁に君臨し読けた.学老たちはこのような乏Lい実援に照らして、これら
のサピエンスの脳の内部槽造は、おそら(私たちのものとは興なっていたのだろうと推測するようになった.太古のサぜエンスは凱かけは私たちと伺じだが、認知的能力(学習、記憶、意思疎
通の能力)は格段に劣っていた.彼らに英語を教えたり、キリスト教の教義が生Lいと信じさせたり、進化論を理解させたりしようとしても、おそらく無駄だっただろラ。逆に私たちにと?て、彼ら
の言語を習得したり、考え方を理解Lたりするのは至煮の索だろう.だがモの後、およそ七万年前から、ホモ・サピエンスは非常に特殊な二とを始めた。モの二ろ、サピエンスの複数の生活
撫団が、再びアフり力大陸を離れた.今回は、彼らはネアン〒ルタール人をはじめ、他の人類独をすぺて中東から追い払ったばかりか、地球上からも一掃Lてしまうた.サピエンスは寛くほど
短い期間でヨーロッパと巣アジアに連した.四万玉000年ほど前、彼らはどうにかして大陶啄を渡り、オーストラリ丁大陸に上陸した.それまでは人類が足を踏み入れたことのない大陸だ.
約七万年前から約三万年葡にかけτ、人類は舟やランプ、弓矢、針(暖かい服を棧うのに不可欠)を艷明Lた。茎術と呼んで甚L支えない最初の品々も、この時期にさかのぽるし【圓4のシユ
ターデル洞亙のライオン人間を参照のこと)、宗教や交易、社会的階層化の最靭の明白な証拠にしても同じだ.ほとんどの研究者ぱ、これらの前例のない偉業は、サピエンスの認卸的能
力に起こった革命の産物だと労えている。ネアン〒ルタール人を絶減させ、オーストラリア大陸に移り住み、シュター・3=ルのライオン人間を彫った人々は.私たちと同じぐらい高い知能を持ち、
創造的で、繊細だったと、研究者たちは言い切る.仮にシュターデル洞窟の芸術家たちに出会ったとしたら、私たちは披らの言語を晋得することができ、彼らも私たちの言語を習得することが
できるだろう。不思臓の国でのアリスの智盤から、量子物理学のパラドックスまで、私たちは知っていることのいっさいを披らに説明でき、彼らは自分たちの世界観を私たちに教えられるはず
だ.このように七万年前から三万年前にかけて見られた、新しい思考と意思疎通の方法の畳塙のことを、「認知菟命」という.その頂因は何だコたのか?モれは定かではない.最も広く信
じられている説によれば、たまたま遁伝子の突然査臭が起二り、サビエンスの脳内の配練が査わり、それまでにない形で考えたり、まったく新Lい種類の言語を使って意思諌通をしたりする二
とが可能になったのだという。その警具のことをr知烹の太の突詳慶臭」と呼んでいいかもしれなし、〔訳注知恵の木は「創世記」1こ出てくるエデンの園に生えていた木で、アダムとイヴはその
実を食ぺて「目が開け」た〕。なぜその交興がネアン〒ルタール人ではなくサピエンスのDNAに起こったのか?私建の知るかぎりでは,それはま口たくの偶然だった。だが、より重要なのは、
「知恵の木の突然警異」の原因よりも結果を理解することだ。サビエンスの斬しい言語のどこがモれ恬ど特別だコたので、乱たちは世界を征服できたのだろう?それはこの世で物の言語
ではなかった,どんな動物も、何かしらの言語を持っている。ミツバチやフリのような昆虫でさえ,裡雑なやり方で意思を疎通させる方注を知っており、食物のありかを互いに伝え合う'また.
モれはこの世で物の口頭言語でもなかった.顕人菰やサルの全種を含め、多くの動物が口顛言語を持っている。たとえば、サバンナモンキーはさまざ宗な鵠き声(コール)を使って意思を疎
通させる.動物学者は、ある鳴き声が、「気をつけろ!ワシだ!」という鷺妹である二とを突き止めた.壬れとはわずかに違う鳴き声は、「気をつけろ!ライオンだ!」という警皆にな
る.・・・・・

おそらく、「世話」説と「川の近くにライオンがいる」説の.両方とも妥当なのだろう。とはいえ、私たちの言語が持つ真に比類なき特徹は、人間やライオンにっいての情報を伝逢する能力では
ない.むしろモれは.まったく存在Lないものについての惰報を伝連する能力だ.見たことも、触れたことも、匂いを填いだこともない、ありとあらゆる種類の存在について話す能力があるのは、
私たちの知るかぎりではサビエンスだけだ.伝説や神話、神々、宗敏は、認知革命に伴って勿めて理れた.モれまでも、「気をっけろ!ライオンだ!」と言える動物や人類種は多くいた。
だがホモ.サピエンスは認知革命のおかげで、「ライオンはわが部族の守護霊だ」と言う能力を擾樗Lた.虚欄、すなわち架空の事物について語るこの能力こそが、サピエンスの言語の特徴
として臭彩を放っている。現宴には存衣しないものについて語り、r鍍の国のフりス」ではないけれど、ありぇないことを軌食前に六つも恬じられるのはホモ・サピエンスだけであるという点
には、比較的穿易に同意Lてもらえるだろう。サルが相手では、死桂、サルの天国でい(らでもバナナが食ぺられると頴け合0たところで、そのサルが持っているバナナを醸ってはもらえない.
だが、これはどうして重要なのか?なにしろ、虚槽は危険だ。血楕のせいで人は判断を誤ったり、気を逸らされたりしかねない.群に妖精やユニコーンを探しに行く人は、キノコやシカを探し
に行く人に比ぺて、生き延びる可能性が低く思える.また、捉在Lない守護神に向かって何時間も祈っていたら、モれは貴貫な時間の無駄遣いで、モの代わりに粕猟標集や戦酬、密通でもし
ていたほうがいいのではないか?だが虚構のおかげで、私たちはたんに物亭を想像するだけではなく、集団でそうできるようになった,聖害の天地創造の物語や、オーストラリア先住民の
r夢の時代(天地創造の時代)」の神話、近代国寂の国昼主蔓の神話のような、共迺の神籍を私たちは紡ぎ出すことができる。モのような神話ぱ、大勢で柔軟に櫑力するしいう空薊の能力を
サピエンスに与える。アリやミッバチも大勢でいっしょに熨けるが、彼らのやり方は融通が利かず、近親者としかうま(いかない。オオカミやチンパンジーはアリよりもはるかに柔畝な形で力を
合わせるが、少数のごく親宙な個体とでなけれぱ駄目だ.ところがサピエンスは、無敗の赤の他人巴著しく柔軟な形で協力できる.だからこモサビエンスが世界を支配L、アリは私たちの猫り
物を食ぺ、チンバンジーは勘物閏や研究室に閉じ込められているのだ.

、
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以上の筋喜きは、農業革命を計算違いとして説明するものだった.じっに説得力がある。歴史はモれよりはるかに属鹿げた計算違いに滴ちあふれている.だが、計算違い以外の可能姓も
ある、農耕への移行をもたらしたのは、棗な生活の探求ではなか0たかもしれない.サピエンスは他にも強い窯望を抱いており、それらを連成するためには、生活が厳しくなるのも厭わなかっ
たかもしれないのだ.科学者はたいてい、歴史の展開の頂因を軽漬と人口動態の客観的蔓園に求める.その恬うが、彼らの合理的で数学釣な手法に適Lているからだ.近代史の場合、
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筑5章晨制がもたらした繁激と悲劇
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一嬰なる介入革命の犠牲者たち・・
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が食糧木足あるいは人口増加による庄力に*うて引き起こされたわけではない二とを立証できる.だが、たとえばナトゥーフ文化の文書などないので、古代に取り粗むときには、物賃的側面
が最も重視きれる.文字を待たない人々が、経漬的な必要性ではなく信仰心に動機づけられていたことを証明するのは賊Lい。それでもごく稀には、匪然とした手倒かりが運良く見っかる
こともある。十力九五年、考古学者たちはトルコ南重部のギヨペクリ,テぺと呼ばれる場所で遺跡の発据を始めた。墨も古い層では定住地や家、日常的活動の形跡はまったく見られなかった、
と二ろが、見事な彫刻を施Lた石柱から成る記念碑的携造物がいくっも出てきた。ーつひとっの石柱は、最大で七トンあり、高さは玉メートルに逢した.近くの採石場では、削り出しかけの石
柱がーつ髭見された.重さは工0トンも紡った.全部で一0を超える記含碑的構造物が発掘され、最大のものは蓑L渡しが三0メートル近くあった.考古学者たちにとって、その手の記念
碑的建透物は世界中の遺跡でお馴染みで、最も有名な例はイギリスのストーンヘンジだ.だが、キ封ぺクリ・テべを調ぺた老古学考たちは,窯くぺき亭実を発見した.ストーンヘンジは紀元前
二五00年にさかのほり、発展Lた晨耕社会によって建設された。ところがギヨペグJ・テべに構造物は、紀元前九王00年ごろまでさかの催り、得られる証遂はみな、勢鼻採集民が建設し
たことを示している.考古学界はこの髭旦をにわかには受け害れられなかった、これらの携造物がこれほぞ早い時期までさかのほり.農耕以前の社会がモれを建設Lたことを確証する検査
結果が托炭いだ。古代の狩猟採臭民の能力と、披らの文化の擢雑さは、従来考えられていたよりもはるかに目覚ましか?たようだ.誇猟採集社会が、なぜそのような構造物を建設Lたり
するのか?それらには、明白な実用的目的はなかった。マンモスの届段堤でも、雨病りしたり、ライオンから身を毘Lたりする場所でもなかウた.モこで残るのが、竜古学妻には飾明の難しい、
何らかの謎めいた文化的目的のために建詮されたという説だ。モれが何であるにせよ、狩猟採集民たちは藁大な手間と昭をかける価値があると考えたのだ.ギョベウリ.テべの擢造物を塗詮
するには、異なる生活集団や部族に所属する何千もの葡猟拝集民が長期にわたって協力する以外になかった。そのような事案を雑持できるは、複雑な宗教的あるいはイデオロギー的体制
しかない.ギヨペウリ・テぺは、他にもあっと鷲くような秘密を抱えていた。遺伝学考たちは長年にわたウて、敢培化された小圭の起源をたどっていた。最近の発見からは、栽培化された小
麦の少なくとも一種、ヒトツブコムギがカラカダ丘陛に由来ずることが寝える。この丘陵は、ギョベウリ・テぺから約三0キロメートルの所にある.これはただの偶然のはずがない.ギョペク
り・テぺの文化的中心地は、人類による最初の小牽の競培化や小喪による人疲の最初の家斎化に、何らかの形で結びっいている可能性が高い.この記念碑的建造物群を建設し、使用した
人々を藁うためには、匪大な茎の食べ物が必要だった。野生の小喪の採集から集約的な小麦瀧培へと駒猟採集昆が切り暫えたのは、遭常の食糧供給を増やすためではなく、むしろ、神殿
の建設と運営を支えるためだったことは、十分考えられる。従来の見方では、開拓者たちがまず村落を築き、モれが繁栄Lたときに、中央に神殿を建てたということになってL寸訂だが、ギョベ
ウ小テぺの遺跡は、まず神殿が建設され、その鑑、村落がその周りに形成された二とを示唆Lている.

革命の犠牲者たち

45,害箪「点・鎮・面」2020年2月7日第T刷発行著老隈研吾晃行者岡本厚聾行所抹式会牡岩波婁店より

r点・棟・面」2020年2月7日第1劉発行著者隈研吾弗行き問本厘発行所詠式金社岩波書店

ーーーーはじめに

二0世紀を紺括し.批判Lようと考えて、r負ける建築」(二00四年)というテキストを婁いた.二0世紀は「勝っ建築」の時代であり、コンクリートという固く、強く、重たい素村を使って、理境
に誹つ二とを目的として、r桝つ建築」が大量生産されてきた。それに代わるものとしてのr負ける建築」を提案したのである.負けなけれぼならないことはわかコたけれど、どう負けたらよい
のだろうかという質問を、その磯.やまほざ受けた, 1負けなさいル麹念的に説教ずるのではなく、なるべく具体的に、現輿に即Lて藷ろうと思って害き始めたのだが、書き道めるうちに、ニ
0世紀のはるか前にさかのぼらなければ、「負ける方怯」が婆を現わさないことが明らかになってきた.作品の背後に畠る方法を探ると、靭期ルネサンスの建築家、ブルネレスキやアルペ
ルティが腸っ方法と負ける方庄のひとっの分水嶺であった.巣位が小さいということが.黄ける方生の茎本であった.しかし、小さいというだけでは充分ではないこともわかってきた.小ささ
のあり方にいろいろがあり、ーー点・繰・両というあり方がまさにモうなのだがー一石ころや繩い棒や布きれなど、抹々な小さな物運は、相互に埋め込み合い、相互にジャンプしながら、生き
生きと「負けて」いたのである.量子力学以降の新しい物理学の助けを惜りながら、そのように次元を埋め込み、ジャンプが起きるありさまを韻察すると、時間という問匙を抜きにしては、次禿
の転位が説明できないことがわかり、また、人間をモの小さな物運と伺一のレパルに陣ろしてこなけれぱならないことも、わかってきた.建筑が飾っていたというよりは、人間が物違の上位
のレパルにいたことで、その人間が作り、便う建萎が爵ってしまっていたのである.民主的な建築、社金に聞かれた建築ということをずっと考えてきたが、民主的であることも、この方法を用い
て語り、実現することができる予感を手に入れた。その方庄にっいては、これからいろいろと探素が進赴と考えて、方法序説という呼び方もしてみた.そのような思考を促Lたのは、倶が物
理的に大きな建隻を作らざるを褐なか0たという個人的な亭情で高る、物理的には大きくても、あり方としては小さく、r負けている」と人々が感じられるような建隻を作ることはできないだろう
か.モの方怯を見出すことができれぱ、拡彊L加速する世界の中でも、小さくてゆっくりとした物と共に生きていく二とができるかもしれない。人聞といラ小さく、弱く、はかない存在が、問じよう
な物達を"間とすることで、なんしか生き延びていけるかもしれない,モの状況、モのプレッシャーが倶の筆を後押LLた.

二0二0年一月

二0世紀ぱヴオリ江ームの時代

自分のやっている二とを一言でまとめると,ヴォリュームの解体ということになるのではないかと、最近考えるようになった.ヴォリューム(量塊)を、点.繰.面へと解休して、風通しをよくした
いのである.風通しをよくすることで、人と理填を、人と人をウなぎ直したいのである.そしてヴォリュームとは.コンクリート建集の属性でもあウた.コンウリート建築は、無意識のうちにヴォ
リユームを指向L、ヴォリユームになりたがるのである.砂利巴砂とセメントと水とを混ぜた、ドロドロとした液体を乾燥させ、固めたものがコンウリートなので、そもモも境=ヴォリュームだからで
ある.逆に、ひとっの塊(ヴォリユーム)「こなる二とを拒否Lた、バラバラとした.さわやかな物のあり方が、点・線・面である.「コンクリートから木へ」が生涯のテーマだと、僕は,'0と考え観
けてきた.二0世紀とは要約すれぼ工業化社金であり、コンクリートの時代であった.工婁化社会は、コンウリートιいう素材によって、実醸に建設されたし、問時にコンウリートという物質に
よって表象される社会であった.モの後、倶らが生きているポストエ集化の社会は、木という素材によって、様々な物違が作られるべきであるし、木によって叢象される牡会になるであろう.
モれは倶の予測であると伺時に、熱望である.だからこモ、二0二0年の東京オリンピック、パラリンビックのために建設された国立鼓技場は、全国から木を集めて、小さな木のピースを.ひ
とっづウ乎で組み上げるようにして作り上げた。そして、木を使うなら、可能な隈り、ヴォリュームとして閉じることを遷け、木牲特の、パラパラとした開放感を柞り出Lたいと考えた.-0.
五センチの幅しかない、点のように小さく、あるいは線のように細い寸法の杉の板で国立鯉技場の外壁は畏われた.全体は大きいが、慎らの目の前に島るのは、小さな点や繰で島る.
際の工享親場に立ち会えぱよくわかるのだが、ニンウリートは大きな填を作るのに秀した素材で島る.型粋を作って、そこにドロドロのコンクリートを諦L込みさえずれぱ、たちまちにして.閉じ
たヴォリユームが生成されるからで島る.鉄骨や木は、一糧の細長い線材で、線と線の間に隙間ができてしまい、ヴゞりユームを作り出すには、とても手間がかかる.線と鞭とをしっかりとつな
ぎ,その隙聞をひとっずウ丁寧に埋めていかなければならない.0ンクリートを使ってインスタントに生成された大きくて頑丈なヴォリュームの中に、可能な眠り多くの人間を詰め込むとい
うのが、二0世紀の差本的なライフスタイルであり、軽法システムであった。さらに空餌橿という便利なものが二0世紀に曼明されて、ヴォリュームの中の空気の温座を楠単に=ントロールす
ることが可能となり、空朗されたネ自然な密閉空間の中の生活を、人々は季植と側覚U島それ以前の時代には、ヴォリュームの外に色々な糧頻の幸擢があ?た.たとえぱ、路地を歩き
まわったり,靴側でゴロゴロするという率せは、ヴォリユームの外だからこそ可能な、揮かしい体験であった.しかし、二0世杞の人々は、ヴォリュームの外で起二る崇Lい二と、気詩ちいい二と
はすべて捨て、ヴォリユームの中に閉じ二もって、モれを崇せと思いこんだ.二0世紀とい3のは、ヴォリュームの控大を至上目的とする時代であった.槌界規模の戦争と、モの後の人口
燃宛によって、大量の住宅が必萎になった.都市の中心郁にはオフィス・スペースも大量に必蔓になった.大きなヴォリュームの空聞を、スピーディに建設することが、時代の饗請であった.
モんな、慌ただしく、粗っほい時代であった.企案は大きなオコイスを持っことを誇りとし、大きなヴォリュームの衆を所有ずることが幸福であると定磯された.その朝雑きわまりない時代にぱ、
ヴォリユーム作りが得意で、しかも仕事の早いコンクリートという素材が.おあっらえ向きだったわけで島る.さらに、建築が私有可能な亮買の剖象、すなわち高晶となったことがヴォリュー
ムの時代に拍軍をかけた.まわりと暖昧にっながうていて、ど二からどこまでが売買の対象かがわかり1こくいものは、価格計真が霊しく、禿買しづらい.奪や霊は亮貰しづらい.だから、はっ
きりと周辺から坊断された、閉じたヴォリユームになっていることが、商品に必蔓な蔓件であうた.コンクリートには暖昧さがなく、建築を商品化L、私有を確定するためには、最適な素材で
あった.かくして、二0世紀はコンウリートの時代となったわけである.

方法序説
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白本建擾の線とミースの隷

コンクリートが三次元ヴォリユームを作るのに向いているのに対して、日本の木造建築ほ線の建築である.すなわち一次元の翌築である。纛から伐り出しやすぃ長さ三一四メートル程度の
繰状(一次元)の木材を組み上げ、モの間を土壁や障子や換などの軽い建具で埋めて、遷明でコレキシブルな空間を作ってきた.だから、コンクリートより何貫にも手聞がかかる.象と隙の鰍
間を閉じるのが,大査だからである。実際のところ、日本の木還建築ぱ、完全に閉じているとは言いがたく、隙がパラパラと空中を漂っているだけともいえる.モの方が風通Lがよく、身体は快
適に感じた.逆にコンクリートで作られたヴォリュームの中に閉じ込められることを、日本人は好まなかった.冥際倶は、コンクリートの釋の中に入ると、息が詰まりそうになる.僕の身体がコン
クリートを受け付けナ'かった。一方、二0世紀の建築デザインのりーダーでありコンウリート建築のチャンピオンでもあるル.コルビュジエ(ーハハ七一一九六玉)ほ、日本を訪れ、桂隆宮を
見せられた時に「揮が多すぎる」とっぶやき、媛悪感を示したと伝えられている.繰と面のバランスが美しい袿離宮も.コンクリートの王者であり、ヴォリューム主藁者であった彼の目には、煩
雑なだけの建萎と映った.コルビニジエと並び称される、二0世紀の建築のもラー人のチャンピオン、ミース・ファン.デル.ローエ(ーハハ六一一九六九)は、コルピュジエιは封原的に、繰
の塗築家であっ,ニ.金匡製サツシという細い隙と、ガラスという面とを組み合わせて、ガラス張りの超高層建築の啄型を作ったのがミースである(図1).級り返Lの多い単疑な形処の超高屠ビ
ルを詐るのなら、鉄骨やサウシという韻と、ガラスや床板という面を、あらかじめ工塙で用霊し,モれらを現場で組み立てた方が、現場でコンクリートを鞄L込んで作るよりもはるかに簡単であ
る.コンクリートよりもスピーディーに、大きなヴォリュームを撲得することができる.ミースはその亭実にいち早く気がっき、繰と面との美しいコンポジション(槙成)をきわめて、二0世紀建擾
のもう一人のチ¥ンビオンとなった.実際に、超高用ピルは今でも、隷と面の相み合わせで作られていて、ミースの発明をニビーし読けている.しかLミースの作った空聞も、倶にと?てはあ
まり居心地がよくない.繰を主役にしたにもかかわらず.空間を効牢的に閉じるこしだけが優先されていて、日本の伝杭謹筑に存在していたような、点.線.面が自由に浮道する巣しさ、透け
感が全く感じられないのである.ミースもまた、閉じることを至上命令とする、二0世紀という時代の子であった.僕は空謂のよくきいたガラス張りの超高層ビルにいると、牢獄の中にいるよ
うに駆じる.ガラスで作れぱ、透け感があるというものではない.二0世紀をりードL、モダニズム建築を建築史全休の中に位置づけよラと試みた建隻史家、コーリン.ロウ(一九二0一九九)
は、「実の透明性」と「虚の透明性」とを区別して、二0世紀のガラス至上主戦に至鎧を嶋らした。ガラスを使えば自動的に透明になるという巣純、素朴な透明住仞追求を.彼は「実の透明性」
と呼んだ.ガラスを使わなくても、層状の空間楓成によって、背後に存在する、実腔には見えない空間を暗示する方法を、彼は「寅の愚明性」と呼び、高く評価した.ロウは「虚の透明性」の
例として、ガラスが大量に使われるはるか以前の、イタリアのマニエリスム期の建築家、アンドレ・パラ〒イオ【+五0八ーハ0)の建隻にっいて論じ(図2)、モの臭行きを示嵯する、洗隷され
た知的な空間携成を賢美Lている.しかし、「虚の透駒性」ということでいえぱ、ガラスを一切使うことがなかった明治以前の日本の伝杭木董建築に及ぷものはない.十二単のように何層
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にも重なウた層状の杢問構成,そして襖、障子などの可動建具の併用によコて醇L出される透明感は、パラディオも邇く及ばない。にもかかわらず、コーリン・ロウは、日本について言及L
ようとはしなかコた。ロウは、コンクリートと歓とガラスの時代を生きて、その制約の外側にある日本の伝翫建塞は、視界の中に入っていなかったのである.ロウほどのすぐれた匪史家でも、
二0世紀的な素材の制劫の中でしか、建築を考えよラとしなかったのである。

栴成のカンデインスキーから肌理のギブソンヘ

では、どうすれぱ、ヴォリュームの世紀から自由になることができるのだろうか。ヴォリュームの束辨から自由になり、物質空間の自由な轟れの中に、再び身を任すことができるのだろうか。
そのヒントを手に入れるために、点・線・面の可椛性を掘り下げて、ヴォリュームを分解する方法を探ろうと思った.点・線・面と向かい合う前に、倶白身にとっても思い出の探い、カンディン
スキー【ーハ六六一一九四四)の「点・線・面一一抽象美術の薑碍」を読み返Lた。二0世紀初顛の、最も先端的で乾合的〒ザイン教育機関で商ウたバウハウスは、一九二二年に画家カン
デーンスキーを招き、指諜的役割を期待Lた。アート、建聾、〒ザインという縦割り教育が当たり前と思?ている今日の目から見ると、バウハウスの教育方法は驚(ほどに横断的であり、中で
もカン〒インスキ】は、そのすべての領域を串刺Lにしようという意気込みに潰れていた.『点・線・面』は、彼のバウハウスでの伝説的講蓑をまとめたものである.俣は高校時代にr点・線・
面』というスタイルに直感的に惹かれて、このネを手にとった.当時、般画に蛤別に興味を惹かれていたのだが、絵画に対する科学的な議論、テキストがあまりに少なく、すべての絵画諸が主
観的でウェットであったことに不満を躯じ一§線・面というドライな数学的タイポロジーに吸い寄せられたのである。読後感は必ずしも芳L(なかった。非常に興味探い部分と、退屈な部分
が混在して、困惑した記憶がある。あらためて謹み返L、何がおもしろくて、何がおもしろくなかったのかがはっきりとした,カンディンスキ▼の中の構成主義的思考が鼻についたのである。す
なわち点.繰.面という三要素を用いたコンポジション分析が退屈であった。コンボジションの手法を列業L、分類し、それぞれがEんな心理的効果をもたらずかの分析が延々と続くことに、僻
易した。点と楓をこのように構成すると冷たい印象をもたらし、逆にあのよラに組み合わせると温かい印象を人々に与えるといった類いの、撫成と心理的な効果の相関についての細かい分析
が親くのだが、すぺてどうでもいい仁とに思えた.構成がどラであろうと、すなわち右に置こうが左に置こうが、あるいは大きい物を置こうが小さいものを置こうが、心理的効果の差はほとんど
ないように感じられナニ。心理は、全く別の物で動かされていると感じた。二0世紀の初頭、形態と心理との閏係の剥学的分析がヅームになり、現象学が生まれ.カンディンスキーがr点・
線・面』の中で展開した構成主鞍的分析も、その流れの中にあった。その糧の現煮学は科学をめさしながら、具体的な方法を見出すことはできないままに下火となった。そLT、ジェームズ・
ギブソン(一九0四一七九)「=よるアフォーダンス理論の豊場によって、疑似心理学的議論は、すべて色あせて感じられるようになったのである。ギブソンの1視覚ワールドの知覚」、『生怨学
的知覚システムーー感性をとらえなおす」は、現象学に引導を渡Lた.ギブソンは構成という概念を拒雑L、代りに肌理(テウスチュア)を問顛にした.生物の心理、行動が、斑境の構成によっ
てではなく、燈境の肌理によウて決定されるということを、実証的に突き詰めていったのである。頂境を点・線・面による「撫成」と捉えずに一鳥線・面が作るr肌理」として捉えることで、彼は、
世界と生物、理墳と心理との関係に深く、そして剥学的に分け入るこ巴ができたのである.

ギブソンと馳子

ギブソンは、世界を三次元のヴォリュームから解放したといってもいい.世界は連読ずるヴォリユームではなく、無数の点や隷の粗み合わせが作る、肌理の集合体であると彼は再定董した.
彼にそれができたのは、ひとつには心理学看としてスタートしながら、心理学の鰹昧性飽き足らず、生物掌へと踏み込み、生物の身休をぺースにして、その斑境認識の有様を把楓しようと註
みたからである.彼は生物の鯛嘆の推造にまで立ち入ることで、肌理といラ暖昧なものを科学化Lた.彼にとって、もうひとつの決定的な休叢は、第二次世界大戦中、空軍に従互し、パイ
ロットも這控と訓練に携わったことであった.三次元を高速で秒動するパイロットの身体が、いかにして空間を、そして距離を認知するかを研究することによつて、ギブソンは、身体と空間とを

つなぐ、科学的な方程式を見出Lた。パイロットほ世界の肌理を利用して、距離やスピードを測定Lていることをギブソンは溌見したのである。ギブソンはまず、人間がどのようにして、空間
の奥行き、対穿との距陛を測定Lているかに注目Lた.通常、左右の眼の視差を用いた立体視によって、人問は対象との距整を測定ずるとされてきた。しかし、高速で移動ずるバイロットは、
立休視を使うことができない。人聞は、空間に存在する点、線を用いて、空間の臭行きを測定し、自分の秒動する速度を計り、対象との距薑を測っていたのである。それゆえ、空間に、点
や隙などの粒子が存在Lないと、人間は不安になる。人間だけではなく、すぺての生物が、粒子のない世界には捜む二とができない,自分のまわりに數子がないと、自分と世界とをつなぐこ
とができないからである.生物には粒子が必亜なので畠る。斑境とは、点・線・面の檎成ではなく一鳥線・両が作る肌理であると、僕が考えるに至ウたきウかけは、ギブソンから与えられた.
肌理という概念を教わった二とで.点・榛・面が、従来の構弦主義的フプローチとは全く這った姿で、僕の前に發を現わしたのである,全く逆に、二0世妃の物顛に豊場したモダニズム建築
は、敦子の価値を認めず、白い抽叡的空間、ホワイト.キュープを指向Lた.しかし、そのような空間に放り込まれてしまったら、生物は生きていくことができない。実簸には、モダニズム建築
が追求した白い空間の中にも、家具、照明器具、小物などの様々な粒子がばらまかれていた。だから人間は.モダニズム建擾の中でも、生きながらえることができたのである.

主知主畦対ダダイスム

ギブソンに出合うことによ口て、アート1こおける擶成主義に対Lて、偶が抱いていた違和感の理由が解けた.二0世紀初顛、フートは二つの革命を休嚴したといわれる。ひとつぱ形態の革
命であるキュピスムで島り、もうひとウは色彩の革命であるフ*ーヴィズムであ0た。二つの革命によって、遇去のアートのすぺてのルールは破壊され、アーティストは完全な自由を渓得し
たはずであった.しかしキュビズムの革命の後、その主導壷であるビカソ(ーハハーーー九七三)とブラウウ(ーハハニーー九六三)ぱ、具象にとどまり、抽象に向かわなかウた。具体的な対
象物を描くといラ制約を外した途端に.どのような混乱と不毛が訪れるかを、ピカソもブラックも寮知していたからである。すぺての革命の直後に、携成という名の主知主義的徴慢が畳堤
する。アート1冨おける菟命でも、政治におげる革命でも、革命の腸者である斬エリート1含構戒という名の主知主義的蛍慢に陥る.新エリートは、メタ【上位)レベルに立つ特糧的な主体による構
成=計画で、世界を支配Lようとする。政治、経済において、主知主戦は計画と呼ぱれる.ソ連ほ計画糎沃の冥駿場であった.すなわち計画の混乱と不毛の実験場であった.一方、檎成
や計画と呼ぱれる「上からの」方法の不毛を禦知Lて、ピカソやブラックは具象にとだまった.栴成主鞍誕生と伺時に、アートの世界でダダイスムという運動が起きた.従来、ダダは第一次世
界大融によってもたらされた盧無的心情を柤底とする、旺成の常識に対ずる批判的、隙壊的運動だと捉えられ、一種のニヒリスティックな妄術運勤と見倣されてきた。しかし、その本質は
反主知主蔓であり、反柵成主蔓であった.特糧的な主体が全休を伸剛Lて、主知主載的に下位の部分を構戒し計画する行古への批判として、ダダイスムは偶然性を重視Lた.偶然性の尊
重とは、少Lも碓壊的ではなく、むしろ、自由に流れ続ける時間への徽意であづた,ニヒ1」ズムというより1=むしろ、地と的な挽点に基づく、目前の物質と時間に対する誠実な反応であった。だ
から、ダダイスムは、白用晶やウラフツマンシップ(職人の技能)に愛殖を示し、アートに対Lて下位と見られがちな、ダンスや映像などの応用茎蛎に関心を示Lた.慎がカン〒インスキーの
「点・繰・面」の半分を占める構成主義に対Lて違和感を覚え,同時代のダダイスムに共感を覚えるのは、ダダイスムの視点の.地上性と即物性に賛同するからである.一方で、カンディン
スキーを読み五すと、楕戒主蔓、主知主董を超える、新鮮な指擴も数多く布うた.た七えぱ点・線・面といラ分顎自体が相封的であり、決して絶対的な区分ではないという指摘である.点で島

ると思うていたものが、ある時突然に、線や面として出現するという指摘であり、面で乱るはずのものが、別の損間には点として出現Lうるといラ指摘である。さらに建築、牲圃、音楽という
分類自体が流勳的であると、カン〒インスキーは指摘する。モれらは相互に埋め込まれた闘係にあり、芸術にジャンルは存在しないと、カンディンスキーは宣言したのである.『点・憾・面」の
半分で、彼は従来の縦割りされた世昇を自由に横断し、論は王を駆ける属のごとく、領壊を破壊する.そして、領域磯壤の聖地といわれた先端的教育橿聞バウハウスはダダイスムとも深
い関連があウた。バウハウスで指導的役割を果たした趣築家テオ・ファン・ドゥ【スづルフ〔ーハハ三一一九三一)はダダイスムに深く閻わり、「倶は斬Lい精神という奪をまき散らす」ι櫨
椛主蔓の本山バウハウスには不似合いな、嶋悪的ボーズを示Lた。バウハウスが一九一九年に産声をあげたドイツのヴフイマールは,ダダイスム運動がスイスのチユーリッヒでスタートした

径に本拠地とした、ダダイスムの中心地でもあり、モこでダダイスト連は、澗と無調音楽におほれながら日々を遇ごしたのである。ダダイスムの存在が近くに畠ったそのおかげで、バウハウス
は領域を破壊する自由を獲得Lたともいえる.
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運動としての時間から.物質としての時間へ

絵画は空間に関する益術で罰り、音崇は時間に関する讐術だという思い込みぱ、全く通俗的な銘覚であり、どちらにも点(音符)・線・面というヴォキャプラリーを適用することで、そこから梅
られる軽験を伺冽に科学的に分析できると、カンディンスキーは主張した(鳳3)。音楽と建讐の親近性を指摘Lたのは、カン〒インスキーがぱじめてではない。最も早い例ぱ、ドイツ観念諭
を代表する哲学者ワリードリウヒ・シェリング【一七七五一ーハ五四)による「建築は空間における音楽」で畠るという定義であり、ゲーテ(一七四九一ーハ三二)「ネ「建築は無言のサウンド・

アートと呼んだらし、い」とコメントLて、サウンド・フ,ートという意味課長な言葉を残した。日本ではフェノロサ(ーハ五三一一九0八)が、藁師寺栗塔を「凍れる音棄」と評Lた。ワエノロサは、
白本美術をはじめて評価Lた西欧人の一人として知られるが、彼の父親はスペインの音峯家であり、フりゲート艦の舶上ピアニストとして渡米しているので、コエノロサは音楽と近い場所にい
た.しかL彼ら先人連の美Lい言葉は、趣美と音楽の親近性を指摘しているようでありながら、実は、脅崇は時間とともに流れ'祥え去るものであり、モれに反して、建基は凍らされたもの、す

なわち流れ去らぬように固定されたものであるとして、両者の対照性を強調してしまうよう1二、慎には聞二える.一方、カンディンスキーは、建築は少Lも固定されてはおらず、流動的.現象

的昇在であり、音楽と建隻の間に甚本的な差はないと考えた.芸術の諸領域を棋断する点,線・面という共迺概志の発見が、カンディンスキーによる領域破壊の引き金となった,点・篠・面と
いう道具は、モのようにして.様々な領域の壁を壊すために役立つのである。カン〒インスキーの領域破堰的分析はさらに、版画における修正という問覇へと馳展していく、修正とぱ、過去
に作ったものを修ず二とである.ずなわち時聞軸上の加其行岩である.カンディンスキーは修正という行告に焦点をあてることで、版画という平面芸術に対L,時間という要素を挿入すること

に成功した.時閏は、四つ目の次元といわれるが、カンディンスキーは二次元の芸術とされる版画に対して、四次元、ず,'わち時問軸を重ねたのである.平面益術の小部門であり、繍役で
あったはずの版画が、彼によって突然、時間の流れる大きな世界、宇宙の中へと解放されて、謹者は驚樗する.具体的には、時間軸を挿入することで、鯛板、木版、石板〔りトグラフ)の本
質的違いを、カンディンスキーは明らかにした.銅版画は甚本的に修正不可能であり、木版画では修正は制約の中で可能であり、石版画においては、石仁傷をつけずに、モの上に螢られ
る水と油の反美を利用することで、修正は制約なく無限で自由であると,彼は物質(金嵐.木、石、水.泊)と時間との関係性を記述Lた.実作者カンディンスキーだから二そ、物質と時間とを

縫い合わせる二とができたのである.多くの美術評論家は、できあがっナニ1死んだ」作品を見て、その中の構成を論じたり、モこに描かれた「対象」やr時間」を論じる。たとえぱ、この牲の中
には軟の夕暮れが描かれているというように.しかし実作者にとって、時間とはモこに描かれた対詠ではなく、作品を創造する二と自体が、時聞に対する緊張感溢れる介入なのである.言
い換えれば、実作者は、創作という生のプロセスの中を生きる.カンディンスキーは実作妻だからこそ、版画という小さな二次元の作品を使って、作鬢が、時間に対して様々に介入する様子を

記述できたのである。彼らにとって版画は死んだ作品ではなく、作者と共に時間の中を生き鰻けるのである.製柞のプロセスに昌を向けた途靖に、時間という意外なものが召喚された.す
なわち版画制作という現場に目を向けた途端に、物質というきわめて捉臭い地上的なものが.時間という形のない宇宙的なものと結びついたのである.銅板、木版、石板という三つのメ〒イ
アは、金属、水、石という物質と罪く関わっており、それぞれの物質は、それぞれ特別な手修きを経て、時間と関わっていくことが明かされる。筒聞の中に物質があり、物質の中に時間が

あることをわれわれは知らされる.跡間の中の物質、物質の中の時間というフィデフは.建築デリインに対して、従来存在しなかった画期的な視点を開くという手ごたえを僕は感じた。時間と
いう概念が、今までとは全く別の形で、建築の世昇に豊堀してくる予感があった。

足し算のデザインとしてのコンピユテーショナル・〒ザイン

カンディンスキーが版画の中に発見Lた重層的な時間概念は、ポストエ菓化壮会の、新しいデザイン手法、すなわちコンピュ^ーを駆使したパラメトリック・チ→十インの本冥を考える上でも、
多くの示唆を与えてくれた。一九九0年以降、コンピューターがどのように建隻のデザインを畜え、人間と建聾との関係を讐えるかという議論が、建築界を賑わせ、建蔓理論の中心となう

た.新Lい技術が、新Lいデザインを生むことで、建築の歴史が一新されてきた.古代から現代に至るまで、新しい技術が、新しい建築を開いてきたのである.二0世紀のモダ=ズム建窯
は、鉄骨とコンクリートによる大スパン楕造という新技衛の産物であった。だとしたらならぱ、コンビューター・テクノロジーはどんな建焚デザインを生むのか。コンピニテーショナル・デ→十インを
ルネサンス以降の揮々なデザイン乎法と比較して、大胆な襲理を行ラ建築史欺、マリオ・カルポ(一九五八ー〕は、ニンピユテーショナル・デザインによウて、建築〒"インが、引き算のデザ
インから、足し算のデザインへと劇的に転換したと矯破した。rアルフフペットモLてアルゴリズム霞記法による建築一ールネサンスからデジタル革命へ」の中で、コンピュテーショナル・〒ザ
インは単に図面(ドローイング)の描き方を変えただけではなく、ドローイング(回面)とフフゴリケーション(施工・制作)の統合を促Lたと、カルポは指摘Lた.すなわち,かつては園而の制作と
施工は分断されていたが、コンピューターによって、両看はひとつの連杭した流れ、すなわち描き絲け、作り幌けるひとつのシームレスな流れへと転換Lたと、カルポは見麹いた.建築とは、
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けることが可能であるとカンディンスキーが指摘したように、カルポはコンビューターが、珪摂を、修正のきかない銅版画から、永逗に杭く蜷正システム、ずなわち石と水と抽との対話の産物と
しての石版画システムへと転換Lたので胡る.カルポはアルペルティ(一四0四一七二)以前、0まりルネサンス以前の建築は、局じょうに足し算であったと整理する。施主と親方と職人が
共働Lて、建築というゆるい全井を作り綬け、直L籍けていたのである.そのゆるやかな世界に、革命的建斐家アルペルティが豊場L、挫築の方法を抜本的に変えてしまった。初期ルネサン
スを代表する建聾家であり、建築評論家でもあったフルベルティは、引き耳という新しい方法を導入し、竣工後の変更、修正を計さない「作家=アーティスト」という絶対者を生み出Lた。モ
の転換によ?て建讐が本未持っていた自由は交われ、廷築とは、建築家という絶封者の描いた回面を寓現するだけの、融通のきかない硬直Lたシステムになってしまったとカルポは指捷す
る.アルベルティ以降の長い不自歯な歴史を、ついにコンピユーターが打ち碓ったというのが、カルボの説である。アルペルティ以前には、描く人と作る人(職人)1=分断されず、もちろん封立
もせず、ゆるやかに連続的に建築は作られ続け、変更され続けていた.その濃密な人と樺々な物との討話、一体感が、コンピューターによるフフプリケーションにようて復活するだろうと、カル
ポは予言するのである.さらにカルポは、コンピューターの建築への導入も、当栃から、足し算をめざしていたわけではなかうたと振り返る。一九九0年代靭め、建築デザインにコンピニー
ターが導入され、パラメトけフウ・デザインという言葉が使われはじめた.コンピューターはただ、ぐにゃぐにゃとした、目新しい形態を創造するマシーンでしかなかった。力0年代以前、その梗
雑な影態を描くには、恐ろしく手間がかかうた。その1夢の形態」を冥現するための、便利なドローイング・マシーンとして、コンビューターは導入されたのである.モの意味で、一九九0年
代前半の、奇をてらった形態を特撤とずるコンピュテーシヨナル・デザイン【回4)1=、三0年代にアメリカで流行した流象形〒ザイン【圓5)の九0俸代版のりバイバルであったとカルポは厳しく
総括する.一九九五年以降、Πの領域において、ネットワークへの閏心が高まるのと併行して、コンピユテーシヨナル・〒ザインは、気二フェイズに突入し、形鵡の新奇さから、フフゾリケー
ション・プロセス【制作過程)へと閣心が移行Lた.描くことと作ることの墳界の消滅、挫工径も変化し談ける建擾へと関心が移った。モの時代を、カルポはデジタル・デザインの氣二期と呼ぷ
のである。カルポの二段階説の背景にあるのは、建讐史家レイナーリ(ンハム(一九ニニーハハ)にょる「第一檀拡時代の理論とデザイン」【一九六0年)という名著である.バンハムはー
九世紀から二0世紀までの人問と機揮との閏係を糊括し、声牽、車などの第一世代の権械とラジオ・テレビ、家電などの第二世代の援械との闘に、質的な差異があり、モの差異が当時の建
築デザインに対Lても大きな影響を与えたと蔓理した.カルポはそこからヒントを揚て、コンピューターという捜械の時代にも、二相があるあることを臭出Lたのである.コンビュ、÷ーショナ
ル・〒ザイン第二期、すなわち、足し算の時代が求める永邇の修正を可能にするためには、一度できたら硬く固まってしまって修正不可能なコンウリートは、全く適していなかった。コンウリート
は廸無デザインの中心的位置を失った.問時に.小さなピースのアグリゲーション(集積)によウて作られる、粒子的な挫築の追求が始まった.そしてモの新Lい波の中心人物の一人が倶で
あると、カルボは励ましてくれたのである.コンピュテーシヨナル・デザインの本質は、形態の革命ではなく、時間の革命だったというカルポの指摘が典味深い。形怨がすぺてに優先すると
いう考え方宣休がフルベルティ的であり、近代の産物なのである,フルペルティ「含ルネサンス最初の建築理論婁と呼ぼれるr建美論」(一四ハ玉年)を苓わし、このテキスNまモの後の建聾黒
に大きな影譽を与えた.〒カルトの「方注停説」(一六三七年)が哲学の世黒で果たしたのと詞様な役割を担った。アルぺJレティは形態を時間から分離け島モれは、時間と分かちがたくっな
がウた詫工(工事)といラ行古と、時間を無観しても成立ずる設計(計画〕といラ行告の切断でもあり、詣工の軽視であり、設計者【建築家)の絶対化でもあった.形態の世界だけの純粋な理論
を組み立てたt建聾釜」は.その純粋性ゆえに、テキストとしての曹遍性を撞得し、建築家は弛築界の絶対者としての地位を痩禍したのである.しかL今、形態のデザイン論から、時聞の
チザイン論への転換が起二りつっある.時間という流れの中で建美課を相対化し.物質毛人間もすぺてが、時間の中を漂う粒子であるとする世界披にわれわれは向帰しつつぁる.その意味
で本書は、ヴォリユームを解体する方怯の探求で市ると同時に、建摂蹴といラ存在を解体する方怯の提案でも島る。詩間を軸としてアルベルティ以前パの回帰をめざすカルボの于ザイン理論
は、ずでにカンディンスキーの版画論によって先取りされていたともいえる.

ブルーノ・ラトゥールと写真銃
倶らの設計の方法が、加算的であるといラ堤詰は、コランスの人類学者、哲学者であるブルーノ・ラトゥール【一九四七一)との間でも交わしたことがある。ラトゥールは、ANT(アウ
ター・ネウトワーケ・セオリー)と呼ばれる新しい世界観を捉示した二とで知られている.ラトゥールの上の世代のフーコー(一九二六一八四)、〒りダ【一九三0-.二00四)、ドゥノしーズ【一九
二玉一九王)に代表される脱構築の哲学考達は、特桂的主体【サブジエクト)の觧体は試みた.しかし、依然として、人間中心主蔓という西洋哲学の基本形からは抜け出せなかったと、ラ
トゥールは脱楕摂の哲学を批判的に総括ずる.生体の特権性、独善性をいくら批判Lても、フーコー違は人間しか見ていなかったといラのである.人間は様々な物と共に生きており、物違
と協働して、世界を廻している七いうのがラトゥールの説である、その物違を彼はアウターと呼ぷ.人間と物との間に上下はなく、,ぺてが世界を廻すアクターだというのが、ANTの蔓点である.
たとえぱ、われわれが道具という物を使って、材料という物を加工Lようとする時、われわれと物とは上下閖係にない.われわれが、物を使っているだけではなく、われわれ自身が物から教え
られ、物から指示されてもいるのだということを、ラトゥールは擢摘したのである.たとえぱ*を鋸で引く時,われわれは木にその堅さや粘性を教わりながら、鋸を動かしているのであり、人間
は解も含めたそのネットワーウの一員に過ぎないので商る.ラトゥールの弟子であるソフィー・ウダール(一九七一ー)が、ある日、虞の事務所を訪れ、慎が建繁を設計するプロセスを勗
究したいと印L出た二とをきっかけにして、ラトゥールとの交流が始ま?た。ラトゥールは以前、建築家レム・コールハース(ーカ四四一)の設計の方怯について珊究L、弟子のアルペナ.
ヤネヴフと連名で, Gル0 mo .'υ" a,1d 1 州力巾.k6 ヨ" bu"dm'$ moV61 an 角NT""、w of .rc"立e0ιUm を署わした(二00八年).ここでANTは、慢【an0との掛言禦
になっている。巨視的、佑鰍的な視点ではなく、鍬視的、地上的な蜂の眼から、建築ができあがっていくプロセスを眺めるという趣向である.脱檎築世代の哲学者連は、建築は大きく、しかも
固定されてしまった退回な存在で罰ると批判Lた.特楼的主体によってデザインきれた、巨大で勵かしようのない建築というヴォリュームが、脱橋築哲学の標的となった.しかしラトゥール運は、
蟻の幌点から建隻を眺めれぱ.建築は少しも固定されていないと発見するので布る.彼らはその蟻の眼を、ワランスの生理学者、工〒イエンヌ=ジュール.マレー(ーハ三0-一九0四)が発
明Lた写真銑【図6)に臓えた.写真銃を用いれぱ、勤いていると感じられたものが、止まってしまったように感じられる,蟻の眼は逆に、止まっていると感じられていた建隻を、突如、助き桜け、
童わり貌けるものとして、再曳見するための道具だというのである.だからタイトルが Giv. m..'uh すプ'わち写真銃とは逆の機能を持っ新Lい銃をくれ、なのである.ソワイー.ウ
ダールは実原に、一年聞に亘って倶らの亭務所に通い、痩鳳の設計のブロセスを蝿のようにして観察L読け、r小さなりズムーー人顕学者による「隈研吾」論1という本にまとめた.慎の峯務
所の中で、擾型、崇材サンプル、CAD(ニンビューター支擢設計)、カッターなどの物違と、スタッフ、外都のエンジニア、樗力事務所、施工会社の人間違が緊密なネットワークを作り、建摂が
設計され、論工され、汝工後も交わり読けていくさまを、ソフィーは蝉の醒からルボルタージュLた.慎らが作る建摂が、少しも固定されてはいないこと、すなわち僕らの建築は、様々なもの
が加算され辨ける堤であり、小さな敦干が流れ続ける場であることを、ソフィーは蛯見Lてくれたのである。ラトゥールとソフィーの蝋の眼が.時間と建築との閏標、人と物と建按とのM係に、
新Lい視界を閉いてくれた.

、

建隻と時間

批来の建築注でも時間と空間の接杭というテーマは魅力的であり、繰り返L準論されてきた.代表的なものは、カンディンスキーと同時期、二0世牝モダニズムの誕生に立ち会った、スィス
の建築史寡、ジークフリート,ギーディオン(ーハハハーー九六八)の「空聞・時間・建擾」である.ギーディオンの著作は、モダニズム建築の聖書といわれるぼどに、当特は高く評価された.ニ
0世紀初頭、空問と時聞の統合は、文化、芸術領域におけるづームであり、流行であったから、ギーディオンは遇大評価されたともいえる.きっかけはフインシュタイン(ーハ七九一一九
五五)であ0た.アインシュタインが物理学において、空間と時間の抗合理論杏完成させたのを畳けて、絵五においてぱ、臭なる時間をひとつの平面の中に統合Lようとする、キュビスムや
シユ】ルしアリスムが堤生した.建築において、ニルビュジエぱ、代表作サヴォア邸【一九三一年)の中心部に立体的回遊空聞を挿入して「建築的プロムナード」と呼び(図7.圓8)、モれこそ
が空間と時間の銃合のモデルであると説明Lた。ギー〒'オンがモれをさらに請張L、モダニズム建攘が時闘と空間とを接合したと、世鼎に喧伝したのである. アインシユタイン、

コルビユジエと同じくスイス人であったギー〒イオンは、モダニズム挫螢の背後に、アインシュタインの物理学が存在Lているかのように、巧妙に論を粗み立てた.しかし、ギーティオンのロジッ
クは幼稚で高うた.移勳のための装置一ースロープや繕段一ーをサヴォア邸のように、吹抜け空間の主役として蒄調すれぱ、空間と詩間とが接合されたというロジッウで島る.どこかで聞い
たことがある謹論である.運動する人や物を、ひとっの画面に貫ねて描けぼ、時間と空間を接合した二とになるとしたキュビスム牲画【圓9)の壊詮を、ギーディオンは建築に応用しただけであ
る.この手の埋論が二0世紀物甑にもてぱやされたということは、逆にいえば、当時の人々がいかに運動というものに熱狂していたかを教えてくれる.自動車、飛行機が豊場L、体験Lた
ことのない速度で運動することに、人々も芸桁家も圧倒されてL寸こ.時聞とは物の運動のことであり、それ以外の時間のあり方、時聞のあらわれ方にウいて考えようという余裕は、全く存在し
なかったのである.二0世紀釖臥の、この手の「運動=時間」論と比較して、カンディンスキーの版画論の視点は独創的であり,モの射程は自動車と飛行橿に触発された浅湾な謙行を越えて、
今日にも充分届くのである.

運動から時間を開放する
カン〒インスキーは一言でいえば、時間を遜動から解放したのである.製作の現場における.物質と時間と作者との金話に耳を壌ました結果、思いもかけない形で、時間というものの婁が
彼の前に立ち現われた.カンディンスキーと伺じようなことができたらという恕いが、債にもあった.様々な物質と会話し、物質がいかにして時間の中を流れ、時間がいかに物質に影写する
かを見っめ続ける倶の日常の中から、新しい時聞論を鈷ぎ出すことはできないだろうか.倶にとって、時間とぱ単なる運動ではなく、すぺての物質の中に内叢される存在であり、物質を道
じて、宇宙と時間とは分かちがたく、つながっている.氷や石といウた具体的物質が、時間の関数として空間の中を漂うのである.それは、ささいな壷見のようではあるが、長く宇宙的な射程を
持っ大きな馳見で島る。一方コルビユジエには、物質と時間をっなげようという発想は全くなかった.コルピュジエにとって、物質とは、抽詠的な白い柿を作るための裏方でしかなかった.
運動を誘晃する白い箱を生成すれば、その白い箱の中を、物体が運動法則に従って移動すると、ニルピュジエは考えナ=.多くの同時代人と伺じように、彼にとっては、這動こそが時間であっ
た.サヴォア邸の中心を頁通するスローブは、道動を象徴的に見せるための、白い背景,白いガランドゥでしかなかった.サヴゞア邸の背讐にあるこの時間認識は、アインシュタインという
よりは、そのはるか以前のアイザツク・ニユートン(一六四二ーー七二七)の蒔間認謙であっナニ。抽象的な空聞の中を、物休が運動法則に従って道勳することをニュートンは発見し、世昇を嚢
えた。しかし、一七世紀の話である.・・・ーしかし、コルピユジエの名讐のために、r初期のコルビュジエ」はニュートンカ学のレベルにあったと、付け加えたい。サヴォア邸は初期コル
ビュジエの代表作で島る.一方、ラ・トゥーレット修逼院(一九王九年)、ロンシャン札拝堂(一九玉玉坪)などの後期コルビュジェでは、もはや抽象的な白いガランドゥはめざされていない.
粗々しく不均一な肌理を持っ後期コルビュジエのコンウリートは、もはや背景ではない.話りかけ、それ自体が物質であることに目寛めた、覚醒した物質であり、風化し続け、腐り続ける物質、
時間とともに生き、過去の時間、未来の時閏をも内蔵Lた.課く豊かな物質である.彼がそのような物質製を撲得Lた大きなきっかけは、インドとの出会いであったと僕は恕像ずる.一九玉
一年からインドのチャンディガールの都市計画に橿わり、インドの赤土の上で、コルピュジエは斬しいコンクリート、斬しい物質と出会うので島る.少しも言うことを聞いてくれない不自由なコン
クリート、ザラサラとして不均一で粗々しいコンウリート.彼が知らなかったコンクリートがそこにあった,インドで、インドの物質と出会ったことを通じて、彼もまた、物質の中に内叢された時間を
畳見した【図10).インドのコルビュジエは、倶が捜そうとしている建築の高り方、建築と時闇との閏わり方に封Lて、大きなヒントを与えてくれたので島る.

カンディンスキーによる次元の超越と埋め込み

コルビユジエがインドと出会うはるか以前に、カンディンスキーは時間と物質と空聞の堆界を取り払おうとした.モれだげではなく.点.隙.面.ヴォリュームというカテゴリーの境界も沼し去ろラ
とした.役は、点・繰.面・ヴォリユームというチャプターに沿って世界を考察Lながら、伺時にモの四っの分類自身の無効化を宣言Lているので罰る.僕にとって最も斬鮮であうたのは、ヴォ
リユームにしか見えてなかった中世ヨーロツパのゴシツウ廻築が、冥は点を指向ずる「点の建築」であるという指摘である.カンディンスキーいわく、ゴシックには短く飾黒な、ピンと髪く音色が
聴かれる.それは空間的形態が、建蔓を包んでいる大気の中に解消し、その響きを失0てゆく逼渡的韻間を表現している.伺揮にして、中国註特の反りあがった厘担も、空中に漉滅する
寸前の点であると、カンディンスキーは指抽する(回11・図12).なぜ中国建叢が、あのような不自然ともいえる反りを指向するようになったのかという倶の長年の疑間に対し,カンディンス
キーは見事に解答を与えてくれた.中国の遷根は、空中に駐けようとして、どんどん反コていったのである.その意味で中国の屋粗は、コルビュジエのピロティと同糧の、浮遊願望を共有して
いたのである.カンディンスキーの分祈の先にあるのは、次元【ー、ニ、三、四次元すなわち点・練・面・時間)といラ枠組みの否定である.次元という井組みを用いて世界を理解しようとす
る、われわれの通俗的な思湾方注の.完全な破壊である.同様な碓壊を、黄子力学がすでに実践している.コルピュジエやギー〒イオンがフィンシュタインとの伴走を試みたように,僕も
また、新Lい物理学に目を向けてみた。するとそこには、世界理解のための、自由な道具が溢れていた.モの道具と付き合うことで、三ユートンカ学の世界認識をぺースとずるモダニズム建
藁に、風穴をあけることはできないだるうか。量子力掌の最大の難間のひとっが、三次元をはるかに超えた複数次元の存在である.日常の扇覚をもってしては想像もできない檀数女元の
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存在を仮定Lないと、宇富の様々な現象が説明できないと、量子力学は教える。たとえば、-0次元を前提としないと、宇室は説明できない。空問を定義する九次元に、時間という一次元を
ブラスLた、計一0次元で世界を定義Lないと、宇宙の様々な現魚の説明がつかないのである.通常の三次元空間の他に、六つの余剰次元が宇富の中に埋め込まれているとは、一体どう
いうことなのか。われわれの日常的な知覚を超える九次元空間を、一体どう理解Lたらいいのだろうか。素劫子論をりードする物理学者の大栗博司(一九六二ー)は、ホースとアリと鳥
の環えを用いて、次元の埋め込"をわかりやすく説明している.1廉に水をまくのに使うホースの上をアリが這い回うていると思ってく雌さい.アリにとって、ホースの表面はr縦」にもf横Jにも
行ける二次元空問です.しかし{中略}どこからか鳥が飛んできてホースの上に止まったとしたら、どうでしょうか。嵐の足はホースの太さよりも大きいので、縱方向にしか移動できません。【中
略)つまり、アリにとっては二次元空間のホースが、鳥に巴っては一次元空間にしか見えない。一次元のホースに耀に沿ってしか秒勳できない鳥には、横方向という「余剰次元」が感じられな
いのです」(「重力とは何かーーアインシュタインから超弦理論へ、宇宙の侵に迫る』)。

相対的な世界と有効理論

次元とほ、二のような形で自由に埋め込みが可能である二とを、大栗は田常的な風景を用いて、見事に鋭明する。言い換えれぱ、主体(嘉)と客体(ホース)との距離、そのスケールの差に
よって、次元は相対的に変化するというのが、量子力学によって提示された、新Lい次元観なのである.モのような相対鹸世界霞を、物理学は有効理論という語を用いて説明する.あらゆ
る理論は、一定のスケールを持ウコレームの中においてのみ有効であり、すぺての理論、法則は、一定のスケールの中でのみ成立する、限定的、相対的なものでしかないというモの考え方
を、豊子力学以降の物理宇は、有効理論と呼ぷ.われわれのまわりに、今でも普通に存在する、日常的なスケール,日常的なスピードの空聞の中で、ニユートンの法則は依熱として充分に

機蛇する有効理論である,フィシシュタインが豊堤L、あるいは量子力学が出現したからといって、ある阻定されたスケールの中での、ニュートンカ学の有効性が失われるわけではない.
量子力学は新Lい世界柱をもたらしただけではない.その量子力学的世界観さえ、ひとつの宥効理論にすぎないという相対的世界観をもたらしたことこそが、量子力学緩の物理学の最大の
遣成であると、僕は考える.正確さを期すれほ、有効理論とぱ,相対的にではなく、重層的に世界を把楓するための理論である。相討的というと、ひとつの平面の上に、いくつかのシステ
ムが並列的に横並びになっているわけではなく、重府的に望なりあっている。その真意は世界の相対性ではなく、重層性なのである。この「有効理論的」とも呼ぷべき相対的世界額は、侯

ら建聾家が扱う空間スケールの劇的拡大、多抹化という今日的現像とも、見事に対応L、響きあっている。慎らもまた、「有効理論的」1こ世界を把楓し、設計活動を行ウているのである.槿小
粒子の世界の類撰と、極大の宇宙の果ての観察が可能になったことで、物理学ぱ質的に転換けあ問じよラなスケールの変換が建築の担界でも起二りつつある。極大と極小との併存するそ
の新Lい深境を解き明かす新Lい理論的ツールを、僕はこの本の中で捜そうとしている。

建築の拡火
ーカ世紀以前の建築家は、Mサイズの建築を相手として仕事をしていた。一九世記以前、すなわち鉄骨とコンクリートが建築の主役となる以前には、作れる建隻の大きさには限界があった。
木造でも、あるいは石やレンガを積"上げる組橿造【メーソンリー)を採用Lた場合でも、作れる建築物の大きさには限界があり、建築家は、その限界の内側にあるMサイズの建築物Lか、作
ることができなかうた。建築とはMサイズの物体のことであり、Mサイズ以外の建築は、ありえなかった.ここでSではなくMが最抑にでてくるのには訳がある。Sとは小さな民家つまり、集
落であり、「建築」以前である。民家1巴は、建築尿という特楼的設計者は必要ない.建築がMサイズへと進化Lてほじめて、塗築尿が豊堤し、建築理論というものが隻場する。ルネサンス以降,
すなわちアルペルティ以降、建築が、絵画や、彫刻、音楽と並んで文化を擶成ずる重饗な領域と見做されることになるが、その時蹴諭された建築はS建築ではなく、M建隻であった。モもモも
ルネサンスの姪築家達は、$=民家や集落を無視して、建築を考え始めた. ELてMサイズの建簗は、部屋と呼ぼれるヴォイドの集合体であうた。部屋をどう配列し、どラ鞄み合わせるか
を考え、モの組み合わせた全体に、どのようなシルエットやスキンを与えるかが、建築〒ザインと呼ぱれた. Mサイズの建築とは、しム・コールハースが S 尼ι.Xιで提唱Lた榔念で
ある。この本以前、不思諾なことに、挫築界で、スケールに0いての本格的な思素は皆無であった。なぜなら、建築とは、技術、経済討制約によって、Mサイズである二とが火前提であり、しや
XL(エウストラ・ラージ)の建築など、想定の外にあったからである。Sもまた、建築家違の幌野の外にあった.レム・コールハースはその大前提が崩壊Lた径の建隻のあり方を思考した、最切

の建隻家であった.疉想の転換のきコかけは、日本、中国などでのアジア体蛙であったと、僕は想像する.

金融資本主義のXL趣損

レムが出合コた日本は、一九八0俸代のバブル時代の白本であった.彼はその枯別な時代と堤所に招かれ、当時のヨーロッパでは想憶できないような、奇想天外なプロジエウトに携わった
のである。突如到来した金融資本主蔓に翻弄されたバプル時代の日本は、当飾の世界の常樺を逸脱したスケールとスピードを有ずる軽法を体験し、新しい経済に対ずる抵抗力のないまま
に、無數のナイーヴなドリーム,プロジェクトが立ち上げられナニ.レムは磯崎新【一九三一ー)がプロデューサーとして、イケイケのディべ自ツバーと世界の建築家をつないだ、橿岡のネウサ
スワールド(回13)に呼ぱれ、アジアという従来の常崖が通用Lない新しい場所で、M建笈の時代が熱わり.XLの建築が始まりつつある二とを、冥感Lたのである。そもそもレムは、金融
資本主義時代の斯Lい建築に閏心があった、産案資本主菱の建築のチやンピオンル・コルビュジエであ0た巴すれぼ、レムは金酷資本主義の建攘のチャンピオンをめさして、そのキャリアを
スタートした.大恐慌(一九二九年)直前に計面された奇想天外の建築一ーエンパイア・ステート・ピル(一九三一年)、ウライスラー・ビル(一九三0年)、ダウンタウン・アスレチッウ・ウラブ(ー
九三0年)の中に、ポスト資本主義の建隻のヒントを求めて、彼は1錨乱のニューヨーウ」を書き、藁々しいデピューを飾った.金融饗本主鞍に支配される現代という時代のヒントが、大恐慌直
前のニューヨークにあることを、レムは発見したのである。レムと共にロンドンのAAスクールで学んだ左人、ザハ,ハ〒イッド【一九玉0一二0一六)は、レムが立ち上げた設計事務所OM
Aの設立メンパーの一人で島り、レムと伺時に、六恐慌前の通称アール・デコ建築から多くのヒントを楊て、最終的に、九0年代以降の金融資本主轆建築の〒イーヴフとなっナ=.彼女は、系京
の新国立熟技堪の箔一回のコンべの入賞者でも罰った。「島なたが、無人島に一冊の本を持っていくとしたら、何の本を詩っていくか」というインタヴューでの質間に対して、ザハはt銘乱の
ニューヨーク』と答えた.その筈えはザハとレムのつながり、そして二人と金融資本主義との関係を暗示している。大恐慌直前の一九二0年代のニューヨーウで、金融饗本主轤が一僻の
花を咲かせた。レムがr鍔乱のニニーヨーウ」の中で取り上げたアール.デニ鳶摂というアダ花である.株価、不動崖価枯は高麟し、建築家は奇妙な形鵡と、奇想天外なプログラムを待つ巨大
建美に酔いしれた.その寄妙で美Lい花は,一九二九年の金酷大恐慌で、無残な形で飛U敞り、堅実で勤勉な匡業箕本主碧時代が到来したのである。モの逹業資本主職のチャンピオンが、
ニンウリートのコルピュジエと、鉄骨造のミースだった七いうわけである。レムは大恐慌直前のフダ花とも見える建藝の中に、プラザ合意(一九八玉年)以降の金尉資本主義時代の建蒸の
ヒントが砺れていることを売見Lて、「銘乱のニューヨーウ」を書いた。拡大L、巨大化Lた世界は、もはや置案責本主義というスタティックなシステムでは支えきることはできないと彼ば予測し

て、一九二0年代に目を向けたのである.経法の〒ジタル化とネットワーク化によって、金融資本主薯はゾンビのようによみがえった。モのゾンビに身を嬰ねるしか、膨張Lた世界を支える途
がない二とを、レムやザハは予知Lていた.ゾンピとして復活した金酷箕本主蓑に最もフィットする建擦スタイルを、彼らは発見し、その時代の寵児となった。バヅル期の凪本、そしてその挨の
中国、他のアジアの諸国の巨大でウレージーなプロジェクトが、レムにそれを気づかせ、S.肌LXιを書かせ、彼らを二0世紀末のスターの座にのぼらせたのである。モして倶もまた、
SからXLへと至る超階層的スケールを持う膨張世界の行く末を考えざるを得なかった。しかし、レムのように悲観的に儀悪的に、その膨張置界の行く末を描くのではなく、量子力学的、有効
理論的に解き明かそうと考えたのである。われわれが蹴墳とともに生きるために必妻なのは、主知主義的方紘の碓綻を、レムのように偽晃的に笑うことではない.偽悪は不毛であり、理実逃
避である.謙れ続ける現実の物質と時聞と共に流れる、柔軟なダダイスムが今二そ必要なので島る.

建隻の膨張と斬しい物理学
、

ニュートンの物理学は、ルネサンス的なMサイズ建築から、崖案藁命的なLザイズ建築へのジャンプと併走した.歴史的に見ても、ニュートン物理学は産業革命の引き金となり、崖業革命に
よって、Mサイズ建築からLサイズ建纂への転換が引き起こされナニ,ロンドンの万納のために建設されたウリスタル・パレス(ーハ五一年、「点」図24参照)は、その転換を急徴する.Mサイズ
のものだけを建聾だと考えていた当時の人々の眼に、クリスタル・バレスは建箪にぱ見えなかった。鉄の柱やガラスの枠などの工業部材をでたらめに寄せ隻めてできたガランドウにしか見え
なか口た.コンクリートと鉄によって、小さな郁屋の集合体でしかなかった建築の中に、柱がなく美井の高い大空間が出現し、建築は、強築家違の意思に反してMサイズからLサイズへと転換
したのである.ニュートンの物理学の基本は、ガランドウの抽象空間の中を、ニュートンカ程式に従って物休や人間が運勤ずることである.之ンケリートと鉄が可能にした抽象的な大空間
の中を.物や人が自白に通動tる様子は、まさにニュートン物理学モのものであった.ラトゥールが提唱LたANTの斬Lい地乎力、ら見返してみると、抽象的空聞の中を、物や人が静動すると
いうイメージは、西欧的な人闇中心主義と、深く結びついているよラに感じられる。運動の単なる背景と見做されたガランドウの拍象的空間を、AMTは、一援のフィクションであるとして批判し
た。物と人とはからみあい、影雲を与えあいながら、運動方程式では解きょうのない、複雑な網を作りあげており、その網こモが、世界の実態であると,AN丁は教える。コルビュジエが、運
動を凱融化するためにデザインした、サヴォア邸の吹抜け空間、あの「建築的ブロムナード」と名づけられた吹症けは、素朴な、牧歌的なMサイズ挫纂であったと倶には感じられる。サヴオア

邸の後、エレペーター、エスカレーターなEの二0世紀初頭の新技術の誓及にょコて、運動の魅としてのヴォイドは巨大化L.ニュートン物理学が発見したヴ庁イド、ガランドウは、世界中に拡
散し、環境を破壊したのである。ルネサンス的M建築から崖業資本主義のL建築への転換が、単にスケールだけの問題ではなかったように、産糞資本主鞍のしから金胎資本主義のXLへ
の転換も、スケールの転換である以上に、都市と生活の質的な大転換であウた.そこでは、まず、搬地という制約が撤廃された.櫨数の敷地をまたぎ、モの間を損切っていた道路や鉄遭
さえも含んで、新Lい巨大な敷地が生み出された.小さな土地、細い道路をも蝕合した六本木ヒルズや藁京ミッドタウンのよラな大規槿開発によってXL建聾が出暁L、XL生活がスタートした
のである.路地も垣根もすぺて捌え去っナニ。これぱ峯に、敷地の面積が増えたといラ量的な転換だけを意味しない.敷地が痩合されるということはまず、それを可蛇にするだけの、金融的
な流動性が出現したということであり、また、モれを司能にするだけの政治と経法の、痩戲の国家をまたぐ調整、結託が出現Lたということである。政治と軽済が超領域的に結託Lなくては、
金融資本主義の不安定なシステムを、安全に運用することができなくなうた.ポスト産案資本主義とは、まさにそのような誠勵性と結託の時代であった。流勵性によるスケールの超越が、

アジアというr古い」場所で起二った二とぱ、少しも偶然ではない.西壁が涯い時聞をかけて摂き上げてきた民主主畦的なシステムは、軽汚の流動性、政治と経済の結託にプレーキをかける.
西欧的個人主義を尊重する限り、Mからしへの転換が精いっぱいであったともいえる.アジアという古い場所に保存されてきた独裁的な全体主蔓の中ではじめてUよ敷地を超え、既成のルー
ルも叢律もすべて超越Lて、XLへとジャンプできたのである.このXL状況に対応する斬Lい物理学が量子力学であウた.XLとは,ただの巨大さではなく、極小から極大までの擢数のス
ケールの混在、ELて重層を意味する。その重層こそがXLであった.西欧的民主生義、法治主義の下では決して出現Lなかった混在と重層とが、フジア的全体主薩の中で、はじめて地上に
出現したのである。アジアの参入によって出硯Lたそのカオティックな状況は、ニュートン物理宇では説明できないだけではなく、アインシュタインの物理学でも説明できない.アインシュタ
インは、空間と時間とはひとつのものであり、圧倒的スピードの中では空間も時閏も伸び縮みすることを示した。そして、その時空の伸び縮みは、E=mo,という美Lい方程式ですぺて証明で
きることを、見事に示したのである.アインシュタインは空間・時間という枠組みを否定し、その二っの轡界のボーダーを壊したが、その抗合された斬しい世界にも、依然として悲則は存在する
とした。その鴛味でフィンシュタインは、充分に保守的であうた。しかし、現代の量子力学は、すべてを説明できる法則など、もはや存在しない二とを明らかにした.極小、極大を観測ずるこ
とが可能にな?て、モれらを較合する法則が存在Lないことを、量子力宇が僕らに突き付けたのである。それは物理学という学問自体の自己否定であったとい0てもいい。物理学とほ、法則
を探り、方親式を壷見することが目的の学問であったからである。アインシュタインは、モの意味で、古典的な物理学の最終形であり、物理学に対する白鳥の歌でもあった。その逆に、量
子力学は、怯則に基づいて、何かを計拝して予測するという科学的態度自体を吾定け翫物理学は、モの学問自体の大前提を墨失L、量子力学以降のアナーキーな物理学は、アインシュタ
イン以前のあらゆる物理学と、決定的に訣別するのである。

.

(ユ.Y / 9q )

進化論から重層壗へ
ではその新しい物理学は、どのような新しい建築と併走するのだろうか。新Lい建聾は、どのようなヒントを、斬Lい物理学から畳け取ることができるのだろうか。新しい物理学の最も興味
深い点は、進化論的な諭理携造との訣別である.レム・コールハースの S 肱ι.Xι.の論理構造は差本的には逆化論的であり.喧撒的である.小さな建築が次第に火きくなってM、しと

拡穴し、さらにアジフの豊場によってXLまでに爆疉的に膨張し、世界は終宋的、絶望的状況に陥ったという、進化論をべースとずる悲短である.それほ世界の理状に封して批判的とも見
えるが、新しいアジア的状況、その混乱、混沌に対する、ヨーロッパのエリートの嘆き節でもあ0た。レムの世代は、しぱしばこのようにぺシミスティックな論調で、現在の都市、建築を枇判する。
たとえば、磯崎斬の都市論、建藁譲も、甚本的には園じ悲観的トーンで語られる.すなわち世界は次第に拡大したあげく「=、終末に向かって急降下Lていて、もはや敷いはなく、一方自分だ
1十州.壮19キ1F諸1二空低1.フ'」.、る誓堵"怠名ナ堆仁ト「十島ナ1,Z,.rの強実閻状淵f三"子';入主,1.曲妥声h.る"叶の隊m瞳笥宴遷キ樹偉的に目下tの州抽島0)旛U口フ7瓢冬. A牛m接
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半でXLと遷遇Lてしまった磯崎やレムの世代の建擾家としては、二の書きぶりでいいのかもしれないが、彼らが自分だけを被害者に仕立てあげてなぐさめ、救出したとしても、そもモもXL状
況の中で建築家としτスタートLた僕らの世代には、なんの敦いにもならない.まして住ぱ、レムがXLの元凶とするフジアに生まれ育っている,XLを他人亭のように突き放し、笑い飛ばすこと
など、とてもできない。僕はアジアといラ現実を受け入れ、アジアに生まれた自分という現矣を受け入れた上で、アジアを批判し、フジアの可能性と未交を考えようと思う。俣が新Lい物理
学に興味を持っのは、その論理が小さい物から大きい物へと進化するという直線型、進化論型ではなく、大きい物の中にも小ささを晃見し、ELて小さい物の中にも、大きさを廃見しようとす
るからである.極小から極スまでの重層性を許容する寛容性、極小から極六を自由に行き築するスビード感覚が、新Lい甥理学のぺースとなっている。小さい物はいつでもわれわれの近
くにあり、いつでも近くに引き寄せることができ、匝接触れることができる.世界は大きい物へと一方的に進化しているわけではなく、大きい物がより六きくなり、速い物がより達くなるほど、僕
らは小さい物、ゆっくりとした物に魅了され、引き寄せられてしまう。大きい物と小さい物との間で、慣らは坂動し続けている.量子力学的な蓋煙性は、高尚な学悶の世界の中の出来事ではな
<、偉らの日常感寛そのものなのである.そして実辰のところ、建嬰はどんどん大きくなっていく一方で、,bあるデザイナーの関心は、小さい物へと向かっている。火きい物を効半的に詐る
ことが二0世紀の建疑家の目的であったとするならぱ、小さい物一一建築の点・繰・面一ーと人間の身体の間の対話、相互作馬が、建築テザインとテクノロジーの中心課題となってきた,小
さくて織細な物遣を使って.自由でやさしくてやわらかな空間を作りあげてい(テウノロジーが、次々とめばえてきたのである.偶が小さなバヴィリオン、家具や力ーテンなどのプロダウトをデ
ザインすることで試みているのは、まさに、この極小宗XSの復活である。

超弦理論と音饗的建築

それは、ルネサンスによるMの壹塙、辿聾家という枯穐的存在の煮場以前の状態への回帰である。ラコアエル(一四ハ三一一五二0)以前の状鱈への回掃をめざしたヴィケトリア朝のラ
ファエル前派;そしてモの後絶者たるウィリアム・モリス(ーハ三四】九六)らによるア【ツ・アンド・クラフト逢動の復活といってもいい.アーツ・アンド・ウラフトはSへと戻ろうとしたが、ノスタル
ジーという厘にからめとられてしまった。Sにとゼまらず、XS、XXSに分け入っていくことで、ノスタルジーとも訣別できるかもしれない.この極小と極大とが董層ずる新Lい量子力学的な理
墳を整理L、その理境の中で生き抜く途を探るのが本婁の目握である.モの際、大きなヒントを与えてくれたのが、超弦理論(3UP田一5t"0宮仙00捌)であった.従来の棄粒子論は、崇粒子
という小さな点が、宇宙の単位だと考えた.しかしウォーウ、光子、電子,ニユートリノなぞの様々な小さな素敦子が次々と疉見され、もはや素粒子が宇宙の葺本単位であるとは考えにくくなっ
た.その困雛を打開するために、オぺての粒子はストリングス【弦)だと考える超弦理論が生まれた.バイオリンの弦が、振動することによって様々な音を峯でるように、弦は時にウォ^の音
色を妻で、時仁ニュートリノの音色を婁でると.超弦理論は考える.超弦理論によって、世界は物質の集合体ではな(、弦が発する様々な音素の集合休となった.建築もまた、音楽の集合体
として、理解することはできないのだるうか.それはカンディンスキーによる、音崇と建夷との読合の椎承でもある.すぺてが撮動であるとすることで、超弦理論は、点といラものが宿命的に
持つ困鯉を克服Lた。実のところ、点は様々な困難を抱えていナニ。点と点が近づきすぎると、引力は距離の二乗に反比例するという物理法則1=よって、点の相互に劃く力が無阻大になり、計
真不能となって、物理宇をはみ出してしまう.その困難が、弦により、音棄により、克服されるのである.$.XSと向かって、単純に小ささを追末Lてい(と、点の困蛙に必ず突き当たってしまう.
モこに振動とりズムという概念を導入することで、倶らは点というもののジレンマから解放される.禦築を点として定韻しても、隷と定義しても、すぐさま様々な蠢問に直面する.なぜなら点
も隷も,幅や厚みを持たないから、それをいくら足Lていっても、建聾という物質の坑には到達できないからである.点と線の困致を回遍して、建聾をヴナリュームとして定蔓しようというのが、
西洋建築の基本的な構えであうた.二0世紀ヨーロッパに畳場Lたモダニズム挫築も、塗貧をヴォリュームとして定轤Lた点において.西欧建摂の正統な嫡子であった.その結果、建美はコ
ンウリートで作られた、退屈な三次元ヴォリュームへと退行して、量子力学的自由は失われてしまったのである。しかし娠動する弦という考えを導入すれぱ、点・線・面は、いかようにも拡張
することが可能となり、建築も都市も超えて、世界へと到違していくことができる.点・繰・面を物質にも、そして空間へも、そして宇宙へも控張Lていくことが可能となる.物質もまた点.棟.面の
掘勤であり、音色であり、りズムであると考えると、挫萎も、そして都市も全く違ったものに見えてくる.

、■罰

ドゥルーズと物質の相対性
撮勤という撫念を導入することによって、点・擦・面を自由に横断することが司能となり、色、固さ、質感、量みさえも、振動の結果として説明することができる.カンディンスキーはもちろん超
弦理論を知るわけもなく、振動という考え方も持ち合わせていなか?た.しかL彼は音棄を深く知?ていたので、庫駆的に、'点・繰・面をひとつの速読的な振勣として、ひとつにつなぐことができ
たのである.ジル・ドゥルーズの、固体と液体の相対性に関する論考は、カン〒インスキーの延憂繰上にある.ドゥルーズは船と波の例をひいて、液休であったはずの水が、ある時は固体
として出現,ると指檎した.「物体は、ある硬さの産合とともに、ある謙動性の崖合をもっている、あるいは物休は本質的に弾性をもつというべきなのだ.物体の弾性的な力は、物質に作用
する能動的な圧飴力の表現だからである.船の速塵によっては、波は大理石の壁のように硬くなる.絶対的な硬さといラ源子論者の仮説も、艶対的班動性というチカルトの仮説も、有限の物
体という形態であったり、点の形態をとり無隈であったりするにしても、分劃可能な最小限を設定することによって詞じ誤謬を共有するのだから、なおさらびったり一致するのである」(曇一ーラ
イプニッツとバロッウ)ドゥルーズは、物質とぱ善本的に相対的なものであると認識して、寸立すでに見たよラに、相封的というよりは、重層的という言禁を使った方が適切だろう.SからXL
への世界の膨張が、実は世界の拡大ではなく重雇化であったように.物質自体もまた亜雇化Lていることを,ドゥルーズは権摘リ島物質は点でも擾でも面でもヴォリュームでもなく、駐として
,捉えるぺきであると.ドゥルーズは論を進める.そして製とは.振動の別名に他ならない.「これはまさにライプニツツが、箕異的な文章を書いて脱明Lていることである.〔中略)連綬釣なも
のの迷官は、柔らかい砂が砂粒に分解されるように独立の点に分解されるーつの線ではなく、むしろーつの布あるいぱ紙切れであって、モれは無隈の霊に分割され、あるいは曲線的運動に
分解され、モのおのおのは堅牢な、あるいは樫調的な周囲によって限定されるのである.「運続的なものは、砂が耽に分割されるようにではなく、紐切れや布が製に分割されるように分割さ
れるのである.二のようにして物体は決Lて点や最小のものに分解されるのではなく、無隈の霊が存在L、ある讐は他の髪よりさらに小さいのである.」(中略)迷宮の最小要素とは畏であり、
決してーつの都分でぱない点などではなく、緑の岸なる末蟻なのだ.」【同上).ドゥルーズの物賃論で注目ずぺきぱ、彼がバロック建築にインスピレーションを得て、このユニークな物質譲
を風聞Lている点である.バロッウ研空の定本ともいえるヴエルコリンの「ルネサンスとバロッウーーイタリフにおけるバロック様式の戒立と本貫に間する研突」【ーハハハ年)をドゥルーズ
は引用し、最終的にはバロッウ建築こそ、無数の髪の集合体であるという結論に到渡する.カンディンスキーがゴシックに点を見出したように.ドゥルーズはバロッウに繰を見出L、隙の媛
動を聞き出し、ヴ才りユームであると思われてきた石の建築を、無数の績の集含体として再定義した。ヴォリュームを指向するはずの石という堂たい物質が、モの物理的制約に反して、点・
隷・面を臭ではじめるというバロウクのジやンプが.ドゥルーズを触発Lた.ではモの先、いかにしたら、弦、豐の撮動の物密に立ち入っていけるのだろうか.いかにしたら、ゴシックでもバ
ロックでもない,現代の音色を発見L、雲かせることができるのだろうか、倶はまず閏き耳をたてて、弦から尭せられる音色に耳を遣まず.物質が臭でる音に耳を澄ます.弦を弾いてみて
は音を聞き、またそれを自分の身体の臭に折りたたむ.次にまた、そっと弦に触れて、鳴らしてみるのである.それを無限に繰り五すしかない.斬Lい晋色の饗く一瞬を求めて、それをただた
だ繰り返すだけである.音棄寡とは、それを繰り返す忍耐力を持った人間の別名である.モして物質が響であるとしたならば、縢築象もまた、蛮峯家である.最も必妻なことは、聞くことであり、
聞き読けることである.すなわち、受動的であり忍耐を継続することである.本婁では、点・榛・面という三っのカテゴリーに分けて、弦の娠動を記述Lた.点・楓・面と分類オる二とが本書の
自的なのではなく、むしろ全く逆に、それらがすべて撮動であり,モの理われで罰り、モれゆえに決Lて点・繰・面と切り分けることができないことを、明らかにしたいのである.
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大きな世界と小さな右ころ

建蟻における点というと、まずは石ころを思いつく.そもモも大地の中で、石は巨大なヴォリューム、すなわち境として存在しナ=。石=大地といってもいい(らいに、そのヴォリュームほ大きくて
茎い.そのままでは人間の手には負えないので、石は切り劃まれる.人間によって切り出される二ともあるし、白然の力によって砕かれて石ころになることもあるが、いずれの塙合でも、石は
点として、われわれの前に立ち現れる.点になってはじめて、人間という、やわで小さな存在でも石を扱うことができるようになる.石のことを考えはじめると、世界と人間との関係が見えてくる.
世界がいかに大きく、人間がいかに小さく、弱く、頼りないかが見えて(る.点という小さな存在になった石を、再び積み上げていく檎迄システムを組積造(メーソンリー)という。世界を小さく
切り分けて、再び棚み上げ組み合わせて大きくするという面倒なことを.人間は鰻り返してきた.モれが建美という行岩の本質であった.組稿造は、木造と対比される.古代ギリシャ.ローマ以
来、西吐の建築の基本は組積造であ0た。フジアでは、ホ造が主療であう,=,組領造ぱ点を積み重ね、木造は繰を組んでいくので、その意味で、二っの世昇の方法ぱ対照的に見えるか
もしれナ'い.しかし、実際には、古代ギリシャの建蔓もそもモも木造であった。ギリシャ人は纛の太をすべて伐ってしまい.木材がとれなくなったので、モれに代わって石による組素造が主流に
な0た.火山性の豊かな土壌の日本と具なり,ギリシャの土は痩せていて、纛林を再生する力がなかうたことが原因であった.しかし、*造であったことの痩跡は古代ギリシャ過跡の様々
なディテールに残されている.アジアの木造建築に特徽的な、執状の都材【垂木)で屋根を支える峯現【圓"を,パルテノン神殿をはじめとする古代ギリシャ建築の中で発見する二とができる
(図2).細い断面形状を持つ石を使って.垂木の記憶、木造の記憶、導の記憶が巧みに再琉されている.ギリシャの神殿は、茎本的に、垂匝な柱が馳する強いモニュメンタリ〒'に依存L
ていた.柱の列が作り出すりズムによって、建築の全休を銃制Lようと試みた.その意味でギリシャ趣築とは柱の麹萎であり、垂直な隷の建攘であコた.モして、柱というヴォキやブラリーが、
モもそも木造趣擾に由来することは間這いない.舜の*を伐?てくれぱ、そこに一本の柱ができるからである。一方、巨石を使って柱にすることは、巨石が頻繁に用いられた古代といえども容
晃ではなかった.それゆえ、建攘の啄点は、舜の木を伐り出して、柱を立てることだと、繰り返し唱えられてきた.「啄初の小屋」と名づけられたイエズス会神父ロジエの牲(図3)は、理在で
もしぱしば、建美の教科書の巻頭を飾る.轟の木はどうやら、人間にと?て特別な存在だったのである.人間という生物がそもそも纛の中で匠生し、弄に怯奔Lて生活Lていたからかもしれな
い。古代ギリシャ建婆は玉つのオーダー(桂)を葺本ヴォキやゴラリーとしているが、そのひとつであるドリス式の柱(圓4)1こ1=、欄艮を思わせる細い溝が切られてぃるし、コリント式の柱の瑛
都には、なんと7ーカンサスの葦が彫られているのである(圓5).ギリシャ建蒸とぱ、轟の再現モのものであった。
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点

ギ」」シャから口ーマへの転換
そのように近寄って細部を眺めると、石という点の纂合体と見える古代ギリシャ挫築も、隷に俄存する建築であった二とがわかる。点と線の填界は暖昧であり、扣互が埋め込みあう闡係に
ある.線と点との間を綿れ勳く、この歳細な古代ギリシャ建築が、モれを引き継いだ古代口ーマになると、ヴォリュームの建築へと交身してしまラ.ローマの牡会、軽決が、大きなヴ"りユーム
を必要としたからである.小さな都市国象詳であった古代ギリシャと、世界帝国となうた古代口ーマとでは、必蔓とするヴォリュームが、桁違いだったのである.古代口ーマはギリシャから多く
の二とを学び、そのスタイルを継承Lたが、ローマ人は柱よりは壁の表現を生誇とし、その巨大でマウシブな壁に、りズムを作り、援動を発生させるために、ピラスターと呼ばれる付け柱を、申
L訳捉度に壁の表面に取り付けた{圓6}.

点の集合としてのシーグラム・ピル

二0世紀にも、古代口ーマと同じことが起こった.ヨーロッパという「小さな塲所」からスタートしたモダニズム建築は、ギリシャの神殿と同じように、線を大畢にし(園フバルセロナ.バヴィリオ
ン.設計:ミース・フフン・〒ル・ローエ.1929年・図日繰が作り出すりズム)、柱という繰が作るりズムで、建築という全体をまとめあげようとした.しかし拷一次世界大戦後,経済の中0が
ヨーロツパからアメリカへと秒勤するのと併行して、ヴォリュームの拡大が社会の目標となり、建築〒ザインのテーマとなっτいった.ヨーロッパは古代ギリシャと同じような1小さい増所」で高り、
ア〆り力は古代口ーマと同じように「火きな塙所」であった.場所が移動することで、デザインも甃化した.二0世紀は、古代史を繰り返Lた.古代口ーマの付け柱のように、ミース・フフン・デ
ル.ローエは巨大ヴォリュームに付け柱を能Lて、大きくなりすぎた建贅になんとかりズムを与え、紡制しようとした【園9 シーグラム・ビル.設計:ミース.フフン.デル.ローエ.195白年・釦10
シーグラム・ピルの石に付け柱を足したディテール).ミース自身がヨーロッパからアメリカへと活財嵐点を移したが【一九三ハ年)、彼の秒住は、建擾表現の中心地が、ヨーロッパからフメリカ
へと移ったことを隷微ずる.ミースはこの秒動の意味と本質を正確に理解し、アメリカというr大きな場所」へ自分のデザインを遜充させて、付け柱を発明したのである.ミースのシーグラ
ム.ピル【一九玉ハ年)1含、超高屡建蟻の傑作といわれたが、建聾史寡のレイナー・バンハムは、シーグラム・ピルは組積造の現代化に凧功したがゆえに、モダニズムの傑作になったと見抜
し寸二.組積造では,槙む剛位となる石のひとっひとウが.はっきりと認識できる.そしてその単位(点)「含、人間の身体が取り扱うことのできるサイズを、超えることができない.すなhち、人聞
の身体が、組猪造の坐位となる点の大きさ巻規定している,点のインティメート【親宙)なスケールが、組稿造建聾寺人間にとって鎮しみやすいものとしている.問じように、シーグラム,ピルの
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ガラス・カーーラ、ン・ウォールはブロンズ製のフレームによって、小さな点へと分割されている。ガラスのない石の壁面にミースが貼り付けたづロンズのフレームは、単なる付け柱ではなく、ピル
全体を、小さな点の集合体とする手段であることを、バンハムは見症いた。石職人の子どもとして生まれたミースは、超高層ピルを、組積造の羊怯を用いて、ヒューマンな点の集合体へと吏
質させたというのが、バンハムの説である.バンハムのシーグラム論がきっかけとなって、僕は点について考えはじめた.ミースが行ったような工夫は、古代にも多く臭出ずことができる.
闇覆造の堰合、点と点が充分に宮蒼Lなくては撞塾を支えることができないので、隙問なく蹟み上げていった結果、全体は重たいヴオリュームとして出現してしまう。点を基本単位としている

にもかかわらず、でき師がったものからは、点の軽やかさが感じられなくなうてしまう.モの危険を避けるため、古代ギリシャでも口ーマでも、石と石の間の旦地をV型にカットLて、石と石との
間に多きな影を作ったり(回")、石の表面を粗く仕上げることで(図12)、ひとつひとつの石を独立した点として感じさせようという工夫が行われた.ミースには、郵くの先這がいたのである.
ミースはさすがに石駆人の子どもであり、西欧廻築の蛇子であった.

石の美術館の点への挑戰

石は本質的には点であるにもかかわらず、つながりやすく、ヴォリュームになりやすい。やっかいな集材である。その困雛な棄材にはじめて画面することになったのが、芦野石の石切塙を持
つ白井石材と一緒に作うた、石の美術館(二000年X園1幻である.石をテーマにするミュージアムなので、どうしてもこの土地の石である芦野石を使って敬Lいと、強く要望された。石は
ヴォリューム巴いう降穿に落ち込みやすい范隆な素材なので、それまでの俣はず?と石を避けてきた。 日本の建築差革法の組独造の頑をよく読み返Lてみると、組碩造の規定自
体が暖昧であることに無かされた。壁の長さと厚みの自安が決めてあるだけで、根拠ははっきりしない.その基準でやうてきて、今まで壊れなかったから火丈夫だろうという、経験主義的な暖
昧な基準Lかないのである.

点からヴォリュームへのジャンプ
それは、日本の建築姜牟注に隈った暖昧さではなかっナニ。組糧造の建築が、どう地霞に耐えているかは、計氣によ0て確認されているわけではなく、軽験に依存していたのである.点という
小さな物を積みあげ大きなヴォリュームが生まれるということ自休が、いまだに軽験に頼らざるを得ないほどに、神秘的な行揚だからである.小さな点が、六きなヴォリュームになるためには、
魔衛釣なジャンプが必要なのである.ニー世紀でも、人は魔術に頼って点を敗り扱っている。一方、柱や梁のようなフレームでできた建萎擢造は、計算がたやすい。繰ぱ計算可能なので
島る.だから二0世紀には、フレーム【繰)の建築が主流となった(回16).フレームならば,二0世紀の稚拙む計算技術でも計算が可能だったからである.施行のレペルが上がったように、
計算のレベルもまたアップし、その方法もまた童化してい.つた.モもそも、一九世紀以前には、楕造計算という概念がなく、すぺてが軽駿に怯存していた.一九信紀までのヨーロッバは組積造
に支配されてぃて、点の集合である組蘓造ぱ、そもそも計算が不可能であったという事情もある.昆0世紀に入り、ヨーロッパの建築にも、鉄骨やコンクリート製の柱などの線が導入され、構
造計算という作粛が始まった。当勿は、建築を単耗なフレームと見倣して計算する、フレーム解析だけが可詑であうた,ラーメン撫造(図17:ラーメン楕造)と呼ぱれる単純なコレームしか計、
算することができず、建築家も、計算の限界に素直に従って、ラーメン講造の建摂を量産Lた.計算の限界が、現冥に制限を与えていたのである。点と執の数を増やして、ラーメン携造よ

りも視雑なフレームを、有限要素法という方注で計算することができるようになったのは、それほど昔のことではない.コンピユーターのおかげで、有限蔓素法、個別妻素法、粒干法へと、計
算はさらなる進化を遂げてきて、やっと粒子'すなわち小さな点を取り扱えるまでになってきたわげである.粒子が隻合Lたような僕の建築デザインは、モのよラな新しい計算技術に、裏から

石の美術館は、色々な意味で、侯にとってターニング・ポイントであ0た。まずモこで、石という物貴と遭遇Lた。石という絶球生謡の遅にまでつながる探支えられているのである。

い世界と何き合うきっかけとなった.萱たいヴォリュ.ムになりやすいという、やっかいな悪癖をもつ芯に出会ったことで、逆に、点の急味、点の価憧を意識Lはじめた.石は僕に、点の世界の
肝を聞いてくれた。
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プルネレスキの青い石

次に、フィレンッツェ郊外の石切場で採れる、やや青みの入ったグレーの砂岩、ピエトラ・セしナとの出会いがあった.ピエトラ・セレナは、点の世界を、さらに課めてくれた.ピエトラ・セレナの
石吻場を持つ石属のサルバトーレが、ビエトラ,セレナを使って小さなバヴィリオンを作って畝しいと、わざわざイタリアから訪ねてきたのである.スーツケースに詰めてイタリアから選ぽれたピ
エトラ・セレナは.清らかな石、という慧味で、その名の通りの膏灰色の落ち精いた色合いで、一目で好撃を持った。アップルの創案者スティーブ,ジョブズはこの右を特呂11に好み,すぺτ
のアップル・ストアの床を、このビエトラ・セレナで仕上げるように厳命した.歴史をさかのぼると、この石が建讐で果たした役割は、意外なほどに大きく、深い。ルネサンス最初の建築家と
いわれ、ピエトラ・セレナの石切塙に近いフィレンツェをぺースとして活躍したワイリッポ・づルネレスキ【一三七七一一四四六)が、この石を好んで用いたのである.しかもブルネレスキは、モれ
までには雅も試みなかったユニークな方怯で、この石を用いた,まず彼は、ピエトラ,セレナで構迄フレーム(柱・梁・アーチ)を巌現し、そのフレームの隙間を、白い藤喰塗りのプレーンな壁で
埋めたのである。あたかも白い紙の上に青いぺンで線のフレームを描くよラにして、実際の建撰が作られた.寓厳にぱ、ブルネレスキの建築は、当時の一般的な楕法システム、オなわ
ち組積造の壁で支えられている。フレーム撹造で支えられているわけではない。コンクリートや鉄でできた構盛フレームが建築を支えるようになるのぱ、一九世紀以降である。フレーム携造と
はずなわち、錬の構造であった.しかし、一九世紀以前のヨーロッバでは、石やレンガを積み上げて作る組薪造が生流であり、一五世紀のブルネレスキもまた,組積造という技衛酌な制約の
中で、組積造独特の、重たく、閉じたヴ才りユーム建按を作らぎるを掃なかったのである。しかし、ゴルネレスキは、その制紬の坤で、隷の建築を夢恕していた.彼の頭の中には、来るべき
線の建隻の時代が見えていたに違いない.だから彼は.白い漆嘘の壁の上に.ピヱトラ・セレナを用い、細い線を描いたのである。ビ土トラ・セレナ独特Φあの青みを高びたグレーの色胴は、
シャープな隷を描くのにふさわしいもので郵0た。白い紙の上に青いインキで線を描いたよラな、数学的で抽象的な印象を、披は建築に与えようと試みた。鉄骨の線の建築が作られるはるか
前に、彼はピエトラ・セレナの脊白い色を制用して、線の建簸を違成したのである(回22 捨子保育園,設計:プルネレスキ.1445年).ブルネレスキの次の世紀を生き、全盛期ルネサン
スの中心的存狂であったミケランジェロ(一四七軍一一航六四)も、局じように、ピエトラ・セレナを好んだ'世界で最も美Lい階段とも坪ぱれる、ラウレンツィアーナ園書館のホールの階段
では、白い壁の上にピエトラ・セレナを用いて描かれたフレームの中に、ピエトラ・セレナの青い踏段が捍いている(圓23 ラウレンツィアーナ園宴館ホール.設計:ミケランジュロ.1552年).
ブルネレスキもミケランジェロも共に、組積造という当時の技桁に枸束されながらも、宋来にやってくるであろうフレーム楕造の時代、すなわち緑の時代を予告するような、線の建隻を作?た.
彼らは隷の預言者であった。その〒言に最も適Lた物質として、プルーグレーの冷たい凧をしたピエトラ・セレナが選ぱれたのである.そして、彼らの活躍したフィレンツェの近くの山から、この
石は切り出されていた.建築嵳の数学的、抽叡的な発想と、彼らの地元の口ーカルな素材とを、神が結びつけた。建聾はそのようにして、ローカルな場所と早宙をつなぎ、物質と概念をつなぐ
のである.彼らの予言の通り、フレームの時代は三00鼻後に到来Lた。鉄骨やコンクリートのフレームによつて建隻を支え、フレームの聞をガラスや壁で埋めていくという趣築〔園24 ク

リスタルリtレス,設計:バクストン.1B51年)が、一九世紀慢半以談の、西獣建築の主旅となうた.繰の技術によって超高屡建聾は可蛇になり、二0世紀の都市と文明が生まれたのである.
ブルネレスキとミケランジエロがピエトラ・セレナを用いて描いた予言は、数百年の長い射程を有していたので罰る.
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プルネレスキの点の実験

ヴォリューム【組積造)から隙へという流れのパイオニアであったブルネレスキは.繰に挑戦Lただけではなく、点に関Lても輿味課い実駿を行っている.彼の代表作といわれ、ドーム建築に
技術的なブレーウスルーをもたらしたことで有名なフィレンツェの大喪堂、サンタ・マリア・〒ル・フィオーし大聖堂の上の大ウーボラ(ドームX晒25)は、点の可能性に挑んだ大規槙な実験で
あった(一四三六年).柱のないダイナミックな内部空間と、美へと延びる豊徴的な外観を同時に達成する手段として、古代からたくさんのドームが作られてきた.右やレンガιいう小さな点
を精み上げ、大きなヴオリュームを獲掃する手段として、すなわち点とヴォリュームとをつなぐ贋術的な手法として,ドームという工注が古代より重宝されてきた。しかし、石、レンガの重量

が、ドームの大きさを制約した,石もレンガも、素材の重量に比較して、点と点とのモルタルを用いた接着面の茜座が弱く、自萱によって崩壊してしまうのである。点といえども重量が島った.
そ二に点の建築の、定命的な欠蕗があった.中世においては三0メートル以上の直径を持つドームは不可能と考えられていた。すなわち、点をヴォリュームへとジャンプさせ昇華させるにも、
物理的な限昇が存在Lたのである.石やレンガという点は、L、くら工夫をこらして積み重ねても、その三0メートルという限昇を超える二とができなかった。その限界を盤え、点の症命を超
えたのが、ルネサンス発祥の地であるワイレンッエの大聖堂サンタ・マリア・デル・コイオーレの大ウーポラであり.それを成L迷げたのがブルネレスキという天才であった。直径三0メートルの
こぢんまりとした中世的なドームでは、織雑産案と金融菓によってイタリフの紐湊的、文化的中心となった二の「花の都」には、いかにも物足りないと、請り高きワイレンツェ人は奪えたのである.

まさに二0世紀の超高屠建隻へとつながるヴォリューム至上主襲が、新興都市フィレンツェにめぱえたのであった.まず.フィレンツェ政府はドーム・デザインのコンべを行っナニ(一四ーハ
年).ブルネレスキが槌出した大胆なアイ〒イアは、賀否の火激論を呼ぷ画期的なものであり、彼はコンぺの巽者ιなった.彼自身は大聖堂全体の完成を見ることはできなかったが、彼の提
案をぺース巴して、死緩、数々のハードルをクリアして、コイレンツェは、直径四三メートル、高さ7二0メートルの花の都にふさわしい大ヴォリユームを獲得Lたのである。それほどに披の提案
の難勗度は高く、先見的であったということもできる.大クーポラを可能としたのは、りブ(フレーム)付きの二買ドームというアイデアであった(図26).りブ=纏を介在させることで、点とヴォ
リュームとを階屠的につないだのである.プルネレスキはそもモも、繼の可能性に最初に気がついた建摂家であった.線に対する関心執芳は、ゼエトラ・セレナの緑のっフサードを持った
捨子保育阻(一四四玉年)をはじめとして、彼のすべての作品に見てとれる。線を媒体にすれば、点とヴォリュームとがスムーズに?ながることを、ブルネレスキは、直感的に理解して、寸翫
その直後に具体的なヒントを与えたのは、古代口ーマの線の建築との遭遇であった.ブルネレスキは、クーポラのコンぺが正式に告示された後、古代口ーマの還跡を訪れ、古代口ーマの
オーダー{ドリス式、イオニア式、コリント式などの柱}について勗空を行った。そこで彼は、古代口ーマ挫摂が、構造的にも、デザイン的にも、柱という線を用いて、巨大なヴォリュームを実現L
たことを発見するのである。古代口ーマ建讐は、世界帝国口ーマという巨ス化した社会が要綱する大ヴォリュームを獲得するために.古代ギリシャで生まれた繰のフイティアを、最大限に展
開した。のっぺりとなりがちな巨大な壁面にはビラスターと呼ばれる粒が取り付けられ(本章園6参照)、二瑞建て以上の建聾の形態をまとめあげるため、ジャイアント・オーダ【と呼ばれた、

階をまたぐ巨大な柱を、ローマ人は発明した(回27).ジャイアント・オーダーという長い線によって、高く大きな建物も、間垂びすることなく、りズミカルにデザインすることが可能となった.古代

ローマ人は、拡大する社会が要謂する巨大なヴォリュ「厶を、長く強い繰によって解いたのである。ブルネレスキは口ーマ遭跡を鉢れて、榛を尭見L、それ妄フィレンツェの緊急課題であう
たコンぺに応用した.サンタ・マリア・デル・フィオーレの中で、練は様々に組み合わされ、編まれることによって、建物の強度を上げた。まず、木材(まさに線)六0本を帯鉄(またしても線)とボ
ルトで結合Lたりングを作り、りングという隷によってドームの底部を締め付け、ド】厶が水平方向にばらけることを防いだ。強度を嵩めるため、りブ付のドームは二重に重ねられた(回28)。

リブ(綾)を二重に橿み込むことで、ドームは直程三0メートルという限界から解放され、外側のドームは.圧倒的なヴォリューム【高さ一二0メートル)を痩得する二とになったのである.点の
弱さが繰によって克服され、隷は緬まれることによって、さらなる強度を捜得Lた。まさに繰を編む技術によって成長Lた識雑産業の街フィしンツェにふさわしい、しなやかな建鰻的馳明であっ
た.
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ブルネレスキの帰納法

ブルネレスキのコンぺ提案のもうーつの新しさは、是墻を作らないで、ドームを柞るという画期的工法にあった。たとえりブという線を、点とヴ才りユームをつなぐ媒介として導入したとしても、
リブとりブの間は、柤気よく点(レンガ)で埋めていかなければならない。だうしても最後ぱ、点とヴォリュームを強引につなぐというジャンプが必要となる.その宿命的な困難を、づルネレスキ
はどう克服したか。微小な点ι砂利、砂、セメント)を一気にヴォリュームへとジャンプさせる一種の魔術的工法が、二0世紀の最も一般的な建築工法となウた現場打ちコンクリートであった。
しかもこの工法を用いれぱ、石やレンガをひとつひとつ手で積み上げるという手間を当くことができた.その意味で、コンクリートは尻術的であると同時に、怠慢な工法でもあっナエ。二0悩
紀建築は、魔術と怠傾を結合させることに成功Lた。だからこモ、二0世紀の人々は熱狂し.麻案に依存するように、コンクリート建筑におぼれたのである.合理的であるかに見えるが、実は
魔術と志慢を愛するこの時代に、コンクリート1*うってつけの素材であった.コンクリートは一瞬にして、夢の誠を人々に隻供してくれた.コンウリートで堅牢な城を建て、私有するという行告仁、
二0世紀の人々は冥様なほどの憤黙を示したのである。 ELて実は、コンクリートにおける点からヴォリュームへのジャンプは、仮設足場(圓29)と呼ばれる.芝居の黒子のような補助的
建築、補助繰によって、はじめて可能になったのである.仮設足場がなけれぱ、決してコンウリート建美を作ることはできず、贋法は起こらなかった.そして、線(鉄バイプ)を縄むだけで篤単に
仮設足場が製柞できたからこモ、現堪打ちコンウリートという魔術的工法が二0世托を支配することになったわけである.仮設足場という作られて、用が終われぱ消えてゆく線の建擦が、点
をヴォリュームへとジャンプさせたのである。しかし、ドームを作る塲合、ドームと同じ大きさの木製の仮段足場をドームの下に建て、モの上に木でドーム型の型枠を作って、さらにその上
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にレンカを区いていか存けれは写らない。垂直な坐を横む時の足塲よりモ、は々かに倒気な作纂が必妾で易つた。その結果、工畢中はドームの円剖空間全怖か、伽誰足場で埋めつくされて、

足場の轟のような有様になる.この足場と型砕を作るという面倒なプロセスを、いかにしたら害略できるかに、づル才、レスキは禦敢に挑んだのである.彼の解法は、レンガをずらしながら票
んでいくという、斬新な方法であった.レンガは点とはいえ、大きさが島るから,少Lずらして、上のbンガが下のレンガよりわずかにはり出すように柄む二とができる.これをどんだん繰り遮し
ていけば、最終的には、昔ながらの翫のような足場がなくても、大きなドーム(ヴォリューム)を建詮することができるのである.いわば点であったはずのレンガを、ずらしの手法によって、繰と
して用いたのである【回ao).これは、致学における帰軸法を烹起させる画期的な方法であった.nで成立することが、Π十1でも成立することを示せば、あとはそれを無銀に組り返せばい
いというのが、帰納怯の論理構造である。ブルネレスキは、建築における帰納法を髭明したのだともいえる。

建集における演拝注と帰納注
塗築にも演採的アプローチと、帰鞆的アプローチとがある.二0世記のコンウリート建築は演拝的であった。まず、全体の形のイメージがあって,その形を実現するために.部分を構成する
素材やモの結合の〒イテールが結論される.部分は全体に服従しなければならない.コンクリート建築では、すぺての部分が全体に従属していた.一方、ブルネレスキの方法は、部分か
ら全体へと到達Lよラとずる帰納法であ?た.部分の性質、モの限界を微底的に洗い出Lた上で、その部分と部分とが繋ぎ合わされて、上位の段階へと昇っていく。モの作業を積み重ねて
いった末に、時として、〒恕もしていなかったような全休が出現する.それが帰輸泌という方法である.帰納班は時として、驚きに満ち澁れ.想橡を超えた結果を連れてくる.之ンウリート綾の
建築では演鐸的方怯ではなく、帰納注が多用されるよラになるだろう.コンビユテーシヨナル・〒ザインが可能とする加算的建擾は、帰劫法と相性がいいからである.プルネレスキは帰粕
怯の効果を知0ていた。点を帰軸法的に拡張して練に到連し,線を媒体としてヴォリユームへと到運Lた.縛といラものの効果を熟知し、理を徹底釣に活用した.それは櫨が金細工飾として、
そのキャリアをスタートしたことと関係があるように、僕は想像ずる.彼はそもそも、趣擾ではなく、金細工の技術を学んだ。石やレンガが本質的に点であるのに封し、金属とは、本質的に執で
畠る.その軽験が彼に親の魔術を數え、彼ほ繰の力を、建築の世界へと持ち込んだのである.プルネレスキ以降の建筆の歴史は、金属という斬Lい物賞の参加によって閣かれていった.
金属が参加する二とで、歴史ぱ大きく転換していった。金属と線とは、切っても切れないものだったからである。錆鉄の柱をはじめとする、鉄が作る線によって大空間の創造が可能となり,建
築空間のスケールは拡大Lていった.ドイツの宰相ビスマルケ(ーハー五一九八)が残Lた「鉄は国家なり」という言葉は、金属の作る線がいかに人間の空間の拡大に役に立ったかを物語っ
ている.実際に一九世紀のドイツの躍進において、鉄は大きな役割を果たした.一見金属とは関係がないように見えるコンウリートだが、冥は、内部の歓筋がなくては、コンウリート構造は成
立Lない.砂、砂利、セメントの粉などの小さな点を.鉄筋という線が東ねているのである.建築の近代化とは、建葵の「金属化」であり、「謹化」であった.その筑一歩が、金細工師ブルネレス
キの建築家への転身であった.コイレンツエの六聖堂で足場を省略するために、ブルネレスキは、レンガ自体をデザインL直Lた.彼は湾くて、しかもサイズの火きなレンガを焼かせた.そ
うすると、レンガとレンガとを大きくずらずことが可能となり、そのずれが、次のレンガの持ち出L(キャンチレバー)を可能にする。日本ではコンニャクレンガとも呼ばれた二の肩平なレンガは、
点でありながら.少しだけ.線へと近づいたレンガである.さらに、ブルネレスキは、ハリンボーン(にしんの骨)とも呼ぱれるジグザグ状の積み方を導入して、レンガ伺士の接蒼の強度を増
している(図31 サンタ・マリフ・チル・フィオーレ大聖堂のへりンボーン).へりンボーンもまた、点の中にこウそりと隷を謀入する巧妙な手法で高る.この工夫により、にしんの骨が1ミLんの肉
に差し込まれたように、点の集合体はさらに粘り強いものになったのである.どういう形状の骨(線)を挿入すれば、最も強靭で柔軟な身体を形成できるのかを学習Lた結果が、へりンポーン
であった.生物のしなやかさを、彼は建築に導入Lたともいえる.彼は金属から、そのしなやかさを学んだに違いない.ブルネレスキは、このずらしの手注を、ドームの水平の円亜にそ0て
回転する形で実行した(園32 ドームに挿入されたへりンポーン).回転を利用することで、ちょっとしたずらしが、一周するうちに大きなずれ、持ち出しを生み、足塙を全く用いない軽済的な方
法で大きなドームを葹工することが可能となウたのである。

/メタボリズムと点
/隷と呼ぺるほどに薄い石 .....

日本の瓦と中舌の瓦

ピエトラ・セレナとの出会いで、ブルネレスキの点や様との枯闘を再発見したように、新しい材料との出会いは、慎らを斬Lい段階へと導いてくれる。材料はいつも、僕らにとって、他者とし
て出現ずる.他者と向き合い、がっぷりと四つに組むことで、償らは次の地平へと雀むこしができる.中国の民家に住われている亙も、その章味で倶にとコては他者であった.中国の瓦に出
金って、点の建築の、次のステージが始まった.中国で建築をデザインすることは、決して易しくない.日本流の高い精度を求めると、必ず失敗ずる.詫工の精塵以前に、現塙に持ち込ま
れる材料のバラツキが激しくて、ほとんEの白本の建簸家は、搬入された不揃いの材料を見て、途方に暮れてしまう.侯も最物に中国で仕事を始めた頃は、同じように、何崖もがっ4儿、
打ちのめされた.しかし、ある日、考え方が変わった.むしろ、モのバラツキを生かしたデザインというものがあるのではないかと、考えをーハ0度転換したのである.そう考えはじめると、
中国で仕事をずることが楽Lくなった.やがて、よりバラツキが激Lいものを捜Lはじめるようにな?た.モの中でも、一番気に入っているのが、中国の民霞に用いられるバラッキの激しい瓦で
ある.杭州と新津の二つの蔓術館で、この中国瓦の可艶性を徹底して追求した.二っの堤所とも、敷地のまわりには典型的な中園の田園風景が広がっていた.瓦で厘根を葺いた、青な
がらの民家が、風景を携成する善本単位となっていた.近寄うて瓦を鯉寮Lてみると.興味深いほどに、色、形、寸法がパラついている.その田顕風景の中に.時々白い煙があがってぃ
た.瓦を燐く野焼害の窯が出,煙だった.野っ匝の中に、レンガと土で小さな窯を作り、モこに鳶をくぺて瓦を焼くのである.今でも、あのようにプリミティづな方法で瓦を焼いているから、あの
美Lいバラツキが生まれるのである.一方、日本の屋柤瓦は、ほどんどが大工場で、機樵を用いて焼成される.当然バラツキはほとんどない.バラッキはあってはいけない.白本人の凡
帳面さと、高い工真技術とが連動して、中国の五とは対照酌な精座、均一性に到達Lてしまったのである.そのせいで、日本の民家の艮柤の表情ほ.すっかりのっぺりとしたものになってし
まった.瓦はそもそも生きた点であり、点の作るりズムが、置担に表憎、スケール艘を与えていたはずなのだが,工業製品となってしまった日キの買は、少しも点を舵じさせない.日本の亙里
擢は、屋根を灰色に鬢っただけに見え、点のりズム、点の置勵感はど二にも存在Lないのである.瓦の形状が、こののっぺり感に帖をかけている.そもそも、屋根瓦は曲面に成型して煉い
た陶板を上向き、下向き、交互に組み合わせることで、雨水を防ぐというシステムであった(園48).酉欧でもアジアでも、この善本形からスタートLている.日本では、平五の上に戟る丸瓦の
断面の曲串をきつくして、凹両と凸面の陰影がよりはっきりでるようにした組み合わせを本瓦と呼び、奈良時代以来、本亙は日本の都市景観を構成する善本素材のひとつとなってきた(園4
9).しかし、訂戸時代の延宝二年【一穴七四年)、近江の瓦工、西村玉兵衝正輝が、丸亙と平亙とを一体化Lた桟瓦と呼ばれる合理的、荘晴的システムを究明した,桟瓦は別名、舗略亙
とも言われ、硫かに施工の能率を高めたが、その近代的な建築材料の豊塙以降、日本の屋根は、すっかり陰影、メリハリを失ウて、のっ礼りとしたものにな?てしまったのである(国50).桂
瓦ι才、明治以降の工案化によって、さらに表憎を均一化させ、白本の鼠根は、さらに退屈なものとな?てしまった.点のきらめきとりズムとが、日本の屋根から,そして白本の景椴全休から,
すうかり失われてしまったのである.そののっべりした景艘にラんざりしていた僕の目に、中国の瓦が尭する点のバラッキぱ、奇跳のように蔓しく生き生きとしたものと映っナ=.中国の山の
中で建擾を作るなら、この野焼きの瓦を主役にしたいと、宙かに思っていたのである.

点の階層化とエイジンヴ

抗州の中国美衛学腕艮甍博物蚊(二0一玉年)の敷地は、もともと茶畑であ?た.茶畑独特のゆるやかな料面に寄り帋うような建築を作って、屋根をすべて瓦で葺二うと考えた.しかし、瓦
で葺きさえすれぱ、自動的に、景寂になじんだ建物ができるというわけではない.ひとっの屈根が大きすぎると、モの而の大きさに比較して.それを欄成するひとっの点、すなわち一個の五の
サイズが小さすぎ.いかにひとっひとっの点1こランダムなバラツキがあったとしても、点は大きな面の中に埋没して、のっぺりとした印象を与えてしまう。その危険を避けるため、大置榎を作る
のではなく、民家と問じようなスケールの小さな屋楓を巣位とし、その小さな墨糧が熱敗に集合した、村のような風景を作ろうと考えた【図5τ).小さな屋根の中に置くと、バラッキのある瓦ぱ
全体に埋もれずに、しっかりと独立した点として、自分の存晝を主張Lてくれるだろう(本章扉写真)。点の建摂を作る時に霊要なのは、点と全体のバランスである.償はしぱしぱ点を諾屋化L
て、段階的に全体へとっなげ、憲境へとつなげていく.小さな屋根の下には、小さな菱形の平面形をした空間が集合Lていて.その小さな空間が、茶妃の融妙に傾斜Lた地影を、三角形
分割の手怯でなぞっている,趣築が全体として大きかったとしても、踏層化の方注を上手に用いれぱ、生き生きとした点のきらめきを失わずに、小さな点と、六きな全体とがゆるやかにっなが
ることができる.一妻苦労したのは、宣を使って、外光をコントロールするスウリーンのディテールだった.・ーー小さくて独立Lた点が、ランダムに集碩し、ひとっの煮のような、霞のような
優昧なスクリーンを楕成するのである.バラツキがあり、汚れがあり、悔みがあり、〒ニポコしているということは、それだけ点が自由であり、点がより点らしいということでもある.点をより自
由な存在として、解放Lてやろうと考えるならば、汚れを歓迎L、旛みを峯しまなければならない.それは、建物ができた磯にっいてくる、長く、予想のっかない時間に対Lて、開かれた建築
を作るということである.完成した後に、様々に汚れ、傷んだとしても、最初からバラついた点は、エイジングを許客し、飲み込んでくれる.きれいで、整然としすぎた建築は、汚れを許穿し,'い。
現代の日本建藁は、モの不寛容な方向に向かって進化L、モの紘県、日本の都市は汚れを許客しない.居心地の悪い理墳となってしまった.カンディンスキーほ、石版画は永還に修正が
可能であり、加算的で、永還に完結Lないと指拙け、バラついた点の建篤もまた、汚れや傷を最物から内蔵しているがゆえに、建物の捷工という閉じた時間に封じ込められることなく、永遭
の詩聞へと開かれている.石版画と同じように。汚れや悔は、道填を自由に、やさしくする.

/ポリタンクとトビケラ /液体で点をつなぐ

自由な点としての三負形

杭州の博物館では複雑な地形を三角形を単位として分割した.四角形ではなく三角形を単位とする二とで、どのような棲雑な曲面でも、三角形の集合休として近似できる.モの意味におい
て、四角形は面であるが三角形は面であると伺時に、点の自由さを持っている.四角形は不自由であり、三角形は自由である.建築は通常、四角形を単位として作られる.乎面も、立面も、
四角を単位として、建築は作られてきた.しかし、四角形は融通がきかないということに気づいた建築家が何人かいる。フランク.ロイド.ライト(ーハ六七一一九五九)ほ、自然の啄理に善
づく建築を探々な形で試み、三角形の可能性に注自していた.ライトの影響を曼けたバックミンスター,コラー【ーハ九五一一九八三)や、ルイス.カーン(一九0-一七四)も、三角形に大きな
関心を抱いていた(図55・園56・図57).三人の簀穫には、一九世紀のアメリカに起こった、トランセンデンタリズム(超越主董)と呼ぱれる思想の流れがある.トランセンデンタリズムの自然
への素拝、自然と精神の嫡和の追求は、三角形といラ幾何学へと辿り芦いた.トランセンデンタリズムは.R.W.エマソン(ーハ0三ーハニ)や,「ウォールデンーー轟の生活」(ーハ王四
年)で自給自足を提唱したH.D.ソロー(ーハー七一六二)らによ?て一九世紀の壷業化直前のフメリカで創始された思想だが、彼らは宗教的にはユニタリアニズムに近く、同じ(プロテスタ
ントの一派で、動勉な禁歓生括を重視するカルヴィニズムを徹底的に批判した.一方、コルピュジエをはじめとする、ヨーロッパのモダニズム運動を主導Lた建摂家還は、カルヴィニズムと近
い位置にあった.コルビユジエの生まれたスィスの山中のラ・ショー=ド=フ才ンは、南仏のカルヴフン派の人々力t、迫害を匙れて辿り幣いた土地といわれている.マックス.ウ里ーバーは、
『プロテスタンティズムの倫理と資本主荏の耽神」(一九0四一0玉)の中で、カルヴィニズムの禁数主義が、近代資本主義の起涯にあることを指摘した.またカルヴィニズムの信徒が大きな
ガラス惑を好んで、神に対して何物も隠さないことを心掛けたことと、モダニズム建築の大きなガラス窓との聞連性もしばしぱ指摘される.カルヴィニズム、近代資本主睦、大きなガラス、四角
形が一方に島り、もう一方の極に、トランセンデンタリズムの資本主義批判、礬の生活、三角形が封崎Lていたのである。近代という時代は、モのよラな楓造を有していた.「(幼稚園では)
基盤目のテーブルが布0た.この"ユニット・ライン"の上で、私はとりわけ決らかな楓のホのブロックで作られた四角(立方体)や、円(球)や、三角(四面体または三脚台)で遊んだ.深紅の厚
紙の六0度一三0度の三角形で、短い辺がニインチ、そして片面は自色、私の想橡から生まれたパターンーーデリインーーは、およモこのような滑らかな三負形の部分であった」(rライトの
遺言』)と、ライトは三錆形に闡心を括った啄初的体験を述ぺている.ELて教育者であった母から幼い頃に与えられた、ドイッの教育家フリードリッヒ.フレ^ル(一七八二」一八笠二)の遊
具を、「講らかな形のよい橿の木片を窺み上げる、その感触はその隆決して指から消えることがなかった」{「自伝一ーある芸術の形成」}と振り返る.コレーペルの道具は、四角形の巍何
学をべースとする立方体、直方体だけで擢成された通常の碩木とは違って.多角形や球のブロッウを含んでぃた.モれがいかにライト1=とって意味を持っていたかは.二の言禁からも窺い知
る二とができる.まさに三角形といラ点の感触は、ライトの詣先1思生涯残り読けたのである.
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隙路の砂利という自由な点
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点の大きさにウいて,大きなヒントを与えてくれたのは、鉄道の枕木の下に敷かれた砂利の寸怯にまっわる研究である.鉄道のレール、枕木、砂利とが重層する二とで、軍体の荷重は分散
され、大地というやわらかなものに、ダメージを与えることがない.レールにおいては、まず線状の歓がしなることで荷重を分散L、その力が枕*という線に伝篝され、枕木にかかった擶重は,
その下に數かれた砂利によって分散される.その階屡的な力の分散にようて、地面は窪んだり、裂けたりすることがない.ここで貫要なことは、砂利が接着されることなく、それぞれの砂利
が自由に動き、自由にずれることである.砂利が拘東された点ではなく、自由な点であることによって、砂利の山全体が、クツシヨンの役割を果たしているのである.この自由を保証するの
が、砂利の大きさである.枕ネの下に砂利の代わりに砂を敷くと、砂という小さすぎる点の集合体は、力を分融させることができず、有重は集中Lてしまうて、地面にダメージを与える。経験の
積み靈ねによって、最も適切で経法的な点の大きさ、すなわち砂剥のあの大きさに到達したのである.このエピソードは自然と翌築の関係を考える上で、大きな示唆を与えてくれる。大地
という自然と、車体に乗っている人間との間に、様々な点と線とが介在L、その二つをスムーズに、そして階層的につなげている。建築もまた同揮にして、自然と人間をスムーズにつなげるも
のでなければならない。就木の下に敷かれた砂利が理想である。モの砂利のように、一見、自由でゆるやかでありながら、実際には見事なクツシヨンとして、その二つをつなぐ建築を作ること
ができないだろうか。ヨンウリートのようにガチガチのものを介在させるのではなく、様々な自由な粒子を嫉介として、この小さくてやわな身体を、自然という大きなものにつなげていきたい,民
主主義的な建築があるとしたならぱ、線路の砂利のようなものではないかと、僕は考える。あのように自由で、あのようにしなやかなものである.

凝散性とサハラ砂漠

市松模様のような、点がバラパラと浮いているような状態を、撃散的状態と呼ぶことがある。俄の恩師である望築家の慌広司(一九三六一)は、そもそも数学で用いられていた撃散と
いう言禁を建聾の世昇に持ち込んだ。頂先生ぱ、教鞭をと0ていた夏京大学の学生と、世界の辺墳の集落を調査L、その配置を圓面化し、そこから朱来の都市,来来の建築のヒントを得よう
と試みていた.その集落或究で、原先生は蚊学的手法の建築への応用を試みた.これは、レヴィ=ストロース(一九0ハーニ00九)が、その文化人類学的調責において、数学から多く
仂ヒントを褐たことに倣ったのかもしれない,集落ιは雁術的なほどに魅力的である。生の生活と掠族があり、生き生きとした建築が存在している.もし、数学のような客類的な武暑を拷たず
にそこに乗り込んでいくと、たちまちその魅力に捕えられ、理性を失ってしまうことを、レヴィ揣ストロースも原先生も審或していた.学生であ0た慎らと原先生は、一九七八年の冬、西7フ
り力、サハラ砂漠周辺の集落を、二か月かけて共にジープで旅し、調査Lた.旅の途中、慌先生はさかんに雑散という言葉を使った。サハラ周辺の集落は、小屋が隙間をあけながら集合する、
コンパウンド住居という形式で知られてぃる【回65・園66)。この地域では一夫多妻制が一般的な蜂姻形鱈であり、夫はモれぞれの妻が住む小皇を日ごとに廻?て、その中の一軒で食事を
して、妻や予ども遣と泊まる。それぞれの妻に付属する小屋が、中庭を中心として、ゆるやかに雑然と集合する形態を、匝先生は嘉散的集落と呼んだ。点と点が距離を置いて、ゆるやか
に雑然と集合している状態が離散的であり,その対極にあるのが、点と点が密茄して、隙間のない状恕である.離散的状態こそが、人問関係の理想であり、すぺての点が密鴻した状態の究
極がファシズムではないかと、砂漠を旅しながら慣らは課詰した。朱来の建築は、サハラのコンパウンドのように、離散をめざさなければいけないと、砂漠の中で、火を囲みながら、僕らは語
り合うた。麗散的なもの八の憧れ、すなわち点への閲0が、このサハラの旅で、倶の心の中1=めぼえた.離触という数学の榔念を用いて建築を考え始めると、数学や量子力学が、建築を
労える上での、大きな武"になることを冥感した.離散致学は、現代の数学の中の望蔓な分野であり、世界を連銑体ではなく、バラパラとした馳子的なものと捉えた途蛙に、世界の新Lい貌
が見えてくることを、僕は数学から教わウた.離敞は単に建築の平面的な配置に闡わるだけではなく、素材もディテールも、建築のすぺての領域に適用できる据念であった。そして,離散
とは、点の別名に他ならない.

コルピュジエのヴォリューム、ミースの線

二0世紀の建築史は、ヴォリニームと故との、抗争の歴史で罰ったと見ることもできる。二0世紀靭頭に建築の世界に革命をもたらし、モダニズム建築をりードLた二人の巨匠、ルコルビュ
ジエとミース.フ丁ン.〒ル.ローエは、それぞれヴォリュームと緑を休現し、この時代の建築デザインの二つの極相を見せてくれる。人口と経湊の爆発が要求する巨大なヴォリユームを、安価
にスビーディーに獲得するためには、柱と梁、すなわち垂直の繰と水平の線とを組み合わせた立休枯子が、最も効率的な解注であ0た。省やレンガなどの小さな点を、ひとつずつΥ寧に積
み上げて作る伝統的な工法一一粗請造一ーに代わって、柱、梁という線的な要素を組み合わせる緯の工法が、二0世紀以降の近代社会のデフォルトとなったのである.コンウリートで局
面を作るシェル犠造やドーム梧造も、二0世紀に開蝿されたが、体育館や教会のような閉じた形態を持っ特殊な建瘻向きの、特殊な解法であって、二0世紀の】触的な建築は、線を粗み合
わせる立体格子に頼?た.その立体格子の時代の中で、コルビュジエは商えて、コンクリートを用いたヴォリュームの謹現を極めた.建築をヴォリユームとして〒ザインする二とで、この時
代のり^ーたらんとしたのである。r鷺築とは光の下に纂められた立休(ヴォリューム)の硝讐で島り、正確で、壮麗な演出である.」【r建築をめざして」)と彼は建築を定義L、ヴォリュームヘ
の情熱を告白する。二0世紀以前の西欧を支配Lた、古代ギリシャ・ローマ以宗の古典主義建按が、オーダーと呼ぱれた柱=線の建築であったことへの反発が、コルビユジエを練から通ざ
け、ヴ才りユームへと向かわせた.二0世艶が巨大ヴォリュームモのものを必要とするなら、モのヴォリュームをストレーHこコンウリートで表現しようというのが、コルビユジエの、潔い戦略
だったわけである,建築はヴォリュームであると定養した途端に,建築がよくいえば自由になり、悪くいえば畢力的になる。コルピユジエは、ヴォリユームの特徴を熟知L、ヴォリユームを使い
倒し、時に暴力的造形を厭わなか0た.コルビュジエのヴォリューム指向は、晩年にはさらに過激化L、最終的にはロンシャンの礼拝堂(一九五五年X回"やインドのチャン〒イガールの
新都市建設(「方法序鋭」団10参照)のような、「ヴォリュームの丁ート」へと建築を昇藁させた。今までの建築が到連Lたこしのない自由を、コルビユジエはヴォリユームの力を惜りて、実現L
たのである.彼が牲離官【図2)を棄内され、「練が多すぎる止はき捨てるようにつぷやいたという先述のエビソードは、ヴォリユーム派の彼が、圧倒的な練の建聾を見せられた時の、当然
の反応であった.ーカ、ドイッ霞現主義建築を代峯ずるづルーノ・タウト(ーハハ0-一九三八)は、一九三三年の彼の誕生日、玉月四ヨに桂離宮を案内され、「生涯で最良の誕生日」と塞き
残し、実際に滂詑の涙を読した.タウトは、コルビュジエやミースのような評価を受けることがなく、時代を牽引するりーダーともならな?た.タウトほ.二0世紀そのものに背を向けていたよ
うに感じられる.コンクリートのヴォリュームに背を向け、鉄骨の武号な線にも背を向け、頼りないほどに犠細な桂瀧宮のネの繰に、心を奪われてしまったからである(回3).それほどに、榎
細で悔つきゃすい人間であり、建鱗家であ0ナニ.タウトが日本に残した唯一の住宅作品、日向邸(一九三六年X図4)には、彼が好んだ縦細な線が溢れている。細い丸竹を無数に並ぺ壁を
作り.同じく細い竹を縄んで漁り火をモチーフとした不思調な照明嬰具をデザインLた(図5〕.アメリカ流の鉄骨の線、工案の隷に憧れていた当時の日本人は、タウトの幟如で白由な隷を全く
理解せず、妓は失意のうちに日本を去った.もう一人の二0世紀の巨匠ミースは、コルビュジエとは逆に、ヴォリュームを避けて、撒を槿めた.ミースはタウトのようなロマンチストではな
かったので、金属という二0世紀的な曇材を用いて、美Lい隷を描くことを極めた.金属の隷をあらゆる填所で反復し、二0世妃という時代が必要とした超高層ピルの巨大なヴ*りユームを、
隠蔽L、空に融かしていうた。ミースは巨大なヴォリュームを、線によって処理ずる方法を発見したことで、二0世紀のチャンピオンとなうたのである。モの美Lい線を作るためには、アメリ
力の工業力が必要であうた。ミースぱモの工婁力を味方とするために、アメリカに移住Lたのではないかとさえ、勘ぐりたくなる。戦前のドイツでパウハウスの校長まで務めたミースは、ナチス
に追われて、一九三ハ年、アブリカに珍った。第二次世昇大戦後、ドイツに帰る遍択肢があ0たにもかかわらず、ミースはモのままアメリカに残った.当時のアメリカが、線で裏われた巨大ヴォ
リュームを最も必饗とし、その工案力だけが、ミースの蔓しい總を蜜現Lてくれたから、披はアメリカに残ったのである.その意味でいえぱ、ミースにとコて、二0世紀とは決定的にアメリカ
の時代であり、ミースはそれを否定せず、モれに乗じた.一方、コルビュジエはアメリカに渡ることをせず、ヨーロッパという塙所にとどまり、アメリカ的なるものを否定L銕けた.コルピユジエは
超高層ビルに関心がなかったわけではない。三00万人の現代都市【一九二二年X圓6)、ヴ*アザン計画(一九二五年X圓7)、輝く都市(一九三五年)をはじめとし、超高膚が乱立オる、
乱景ともいえる都市改造プロジェウトを繰り返し尭峩しナニ。コルビュジエは真剣に超高層を股計したいと望み、当時のフランスの知樺人は、パリを壊Lてまで超高屡を辿てようとしたコルビユジ
工を冷英した.づランス人から見れば、パリを超高屠で破壊しようとするニルビュジエは、スイスの片田舎からやってきた、フメリカか5けしの交人に見えたのかもしれない.しかし、一方でコ
ルビュジエは「二斗ーヨークの摩天樓は小さすぎ、そして多ずぎる」と批学ルた【『伽藍が白かったとき」).巨大ヴォリュームぱ大いに結楕であるが、工場で作った金属の単調な鉄でヴォリユー
ムを隠蔽するような、アメリカの隷、ミース流のごまかしを、コルピュジエは欺廟と昆倣Lたのである。コルビュジエはコランスで超嵩序を実現することもなかったし、またアメリカにも受け入
れられなかったが、モの代わりに、彼はフランスともアメリカとも全く具なり、全く刈照的な場所、インドへと向かった.一九五一年からインドの斬都市チャンディガールの計画に携わり、高齢を
ものともせず、計二三回、灼熱の現場を訪れている.インドという場所でば、隷を用いてヴォリュームを化粧するアメリカ的なコスメティック、隠蔽は、全く無効であった。当時のインドにはまっす
ぐな穎を作る技術など存在Lなかった。コンクリートで作った荒々しいヴォリュームを、赤い大地の上に投げ出すしかない。その赤い大地の上で、二0世紀のアメリカとは対極的な方法を、コ
ルビュジェは晃見したのである。インドとの枯闘は、コルピュジエ自身にと?て大きな出来事であっただけではなく、その後の世界の建築〒ザインに決定的な影饗を与えた。プルータリズム
ι野主主義〕と呼ぱれる、荒々しいコンウリートの壺現は、チやンディガールがきっかけとなった。ブルータリズムは日本の戦徒の建築にも大きな影響を与え、木目のきつい杉板型粋で打設L
た荒々しいコンウリートは,戦後の一時期、日本の公共建隻の制服になった.巍何学に支配された美Lい白い箱=サヴォア邸に代表される前半期のコルピュジエ以上に、径半生の野室な
コルピュジエは、二0世紀に六きな影響を与えたと、慎は考える。なぜならぱ、どんな荒々しい大地にも挫隻を建ち上げられることを、コルビユジエはチやン〒イガールで示したからである.イ
ンドの赤土の上にも現代建築が成立しえることを示して、コルピュジエは、どんな火地の上にも、現代の人間が、力強く生き生きと生活できることを示した。それは世界のすぺての場所に希望
を与える、希望の建築であった.前半生のコルビュジエがりードLたモダニズム建築は、慢界を画一化しよラとずる工案化社会の、インター・d、シヨナル建築であった.一方、後半生の彼の

建纂は、世界の多操化の途を示L、世界のすぺての場所に希望を与えた.インターナショナルではなくワールド!フーキテクチュアであった.倶はコルビュジエのコンクリート建築をたびたび批
判Lてきたが、チャン〒イガール以降の=ルビュジエからは、様々な形で影妻を受けた.チャン〒イガールには、二0世紀を超える何物かが、存在していた。

線

/市松棧様と倹約

丹下儘三のずれた裸

チ市ンディーガールのコルビュジエとは企く別のやり方で、多様性の途、大地と?ながる途を探ったのが、凹本の丹下檀三(ーカーΞ一二00五)であった.彼は、コルビュジエともミースと
も別の方法を用いて、アメリカ筑、工棄化牡会流の線の建築を、超えようとした.丹下ぱそのヒントを、日本の伝紐建按から得た.昏川県庁会(一九玉A年X図田では、コンウリート製の柱
と梁を、接点をずらしながら組み合わせた。すなわち二っの線を、一点で交わらせずに、ずらして纏合Lたのである.日本の伝統木斌建築では、しばしば繰と隷を、ずらして組みとげる(国
9)。いわば、材木という線の上に、もう一本の材木をそっと叢せる。ずらすことによって、材木に欠き込みを入れる必蔓がなくなり、モの結果、断面の欠損が起こらないので、一本一本の材木
ずなわち繰の強度を保つ二とが可能となる.しかも接点はずれていても、力はスムーズに伝違される=とを、日本の大工は経験的に理解Lてし寸立日本の木造はずらしの木造で師ったといっ
てもいい.業と隷が一点で交差する、西吐流の力Jレテジアン・グリッド(〒カルト流の直交グリッドX圓10)とは別のやり方で、揮が纏まれていたのである.西欧の近代の数学と工学のぺー
スにな0ていたのば、きまじめなカルテジアン.グリッドである。しかし、接点をずらすことで線はより軽やかに自由になり、空間に勵きが生まれることも、日本の大工は知っていた.モしてずら
しによって、纏材と珪材とが分柿され、繰が面とならずに線のままにとどまり、軽やかさ、透明感が生まれてくることも.大工は熟知Lていたのである.カルテジアン・グリッドが図式的で、幼稚
な幾何学に依拠していたのに対し、凹本のずらしの木盗は、軽験主義的であり、しなやかであった。丹下もまた、線のずれの効果を知うていた。日本の伝故木造建築の、挫点のずれた
〒イテールを、丹下はコンクリートに翻訳した.コンクリートを用いても、コンクリートのヴォリュームの中に埋没しない、自立した軽やかな練を描けることを、丹下は呑川県庁余で証明Lた.
さらに読けて、業京オリンピッウィー九六四年)のためにデザインされた国立代々木起技堤では、巨大なコンウリートの垂直の線が、大地から天に向かってまっずぐに宮ち上げられ、モの二本
の巨大な柱から、スチール製のケーブルが帛られる.ケーブルの陸はコンウリートの繰とは比較にならないくらいに細く、しかも重力を受けて英しく力一づし、人々を圧倒した,丹下は一気に
「世外のタンゲ」となうた.コンウリートでは決して遅成できない細く美しい線が、ミースが趙高層に貼り付けたアメリカの工業力の匝隷と宅戻なる美しくしなやかな線が、丹下によってはじめて
引かれた。吊り柵などの土木斯塗物でしか用いられることのなか?た鉄製のやわらかいケーブルを,あえて建聾に使うことで、二0世紀の建瓢の歴史の中に、生き物のような自由な練が出
現したのである.代々木盤技場では、二本の柱の問に梁を渡されたメイン・ケーブルから、さらに繊細な細いケープルが分岐し、ぺたっとした面となりがちな屋楓が、鞍の集合体として再生
された.それは日本の屋額の歴史に、新しいーページを開くものでもあった.丸亙と早亙を一体化した桂瓦(図")の鼻明以降、日本の屋根から英Lい繰が失われた.さらに、西敗からフ
ラット・ルーフが輸入され、B本の景観の基本であった屋根の美は、消えていっナニ。丹下はオリンピッウというハレの煮台で、日本の屋根を取り戻L、屋根の線を取り戻すことに成功したのであ
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る(図12).

線からヴォリュームへと退化Lた日本建擾
しかし代々木鎧技場の後、すなわちオリンピックという祭りの後、日本建築は再び、撒を失っていった。ずべての窒築をケーづルによって解くことはできないからである.ミースが超嵩屠ピル
に用いたシャープな撒以上に、ケープルで吊られた屋担は高価であった.オリンピックという世紀のイベントのための.例外的な坪単価fコスト)の、特殊な霞技場だからこそ、ケーブル構造が
可能となり、線は英Lく舞うことができた.一九火四年の祝祭の径の日本建築は、線の建築からヴォリュームの建築へと転換した。あるいは退化した。坪単価においても、プログラム仁お
いても、r誓通の建築」に適した「昔通の解怯」が祭りの後の社会から要請されたのである。亜京だけではなく,津々浦々の地方都市にも、大量の「告通の建築」を塗てなければならないと
いう、高度成長期の社会の美請があった.建聾を建て続けることで経法を諮L、政治を廻すしいう「土建政治」システムが.オリンピッウ以降、本格的に、就封を始めたからである.公金をおし
みなく注ぎ込んで「普邁の建築」を建てる二とをエンジンとして、政治、経済をはじめとずる,日本のすぺてが廻りはじめた.そのシステムがし?かりと廻り紐けるためには.「晋通の建擦」1=、
周囲に埋もれない、しっかりとしたアイ〒ンテ'ティを与えなけれぼならない.公金をつぎこんだことを正当化する、ぱ0きりとしたキャラクターが必要とされた.ヴォリュームの集合体にならざる
を拐ない「署通の建築」に、環填に埋もれない、誰にでもわかりゃすい個性を持ったより著遍姓のある〒ザインが求められたのである.代々木鮭技場のような、天才によるアクロバティック
な線のダンスではなく、もコと堅実で確実に建築にアイデンティティを付与するシステマティックなデザインを社会が必要としたのである。その要龍に見亭に答えたのが、丹下健三の二人の弟
子、磯崎新と黒川艶章であった.その二人の名前がここで挙がって、意外だと想われる読者も多いだろう.二人は共に、堅実ともシステマティックともほど通い、弦烈なパーソナリティを持
つ、茎祈家として知られたからである.しかし、作品を冷静に分析すれば、彼らが線ではなく、ヴ才りユームの建築家であコたことが見えてくる.彼らは般何学を巧妙に窮使Lて、コンクリー
トの重たいヴォリユームを整え,モこに、強いキャラウター,アイデンティティを与えてい0たので罰る。礁峅はキユーブ(立方体)を用いて遇常のコンウリート廻築を統制し、抽殊な記念碑へ
と仕立て上げた(団13).キューづとは、古代ギリシャ・ローマの伝銃を組承する、ヨーロッバの古典主義建築の中心的手法であった【園14).ヨーロッパの建痩家達は、ギリシャ伝来のプラト
ン巍何学を用いて、鈍重になりがちな組頂造建築を、光り輝く記念碑へと転換Lてきたのである.撫崎は、モの西欧ゆずりの強力な武暑を用いて、コンウリートの鈍重な塊を、詠撤的な記念
碑へと転換Lてみせた.一方の黒川は,磯峅に封抗して、円並という嶺何学的形態を多用し、固じように、ヴォリュームにアイ〒^イティを与えた【園15)。黒川は、メタボリズムのカプセル
建聾で、一産挫折を経駿した.モの挫折の後に、ギリシア・ローマ以辛のプラトン立体へと回帰し、保守化Lて社会に受けいれられたのである.プラトン立休で制御された磯岫謙、黒川流
のヴ才りユームは、たちまちにして、あらゆる建築家、建築設計事謬所、建設会社設計部の手本となった.なぜなら、プラトン的ヴォリュームこそ、最も樓倣Lやすく、最もコスト.パフ才ーマンス
のよいシステマティッウな方法だったからである.この方按で作られた建塞は、しばしぱハコモノと郷撞された。ハコモノという命名は、ヴォリニームという方法の本質を突いた絶妙のネーミング
である.襖崖成蔓期の壮会、政治、経済システムと、塗築デザインとの共謀を言い当てた、見事なネーミンヴであった.ポスト丹下の日本現代建築は、二のようにして線を捨て、ヴォリューム
へと退化し、安易な量産体制へと走ったのである.ハコ化によって政治、経済と併走したのである.

木の小置からの出発
慎自身が建築を宇びはじめた一九七0年代の佳半は、まさにハコモノ全盛の時代で島った.磯怖と黒川が、モのハコモノへの流れのりーダー、プロパガンダとして輝いていた.彼らは華麗
な言説で、ハコモノを正当化Lて、建隻界のスターとなった.木迄建葺の新しい可椛性を挨る内田祥哉(よしちか)教授(一九二玉一)、辺墳の集落研究で知られる原広司教授に供が惹か
れ、彼らの下で学ほうと思ったのは、コンクリートの量たく閉じたヴォリユーム感に対Lて、体質的に違和感を覚えたからである.内田兜生が語る日本の木造も.頂先生が虜となった辺境の集
落も、ヴォリユームの時代とは全くなじまない美物であった.それらは乱雑な線の無合体のように見えて、ハコモノから最も連い、自由でアナーキーな臭物に感じられた.

ガウチイの隷

先述の通り、一九七ハ年の冬、仮先生と共に、二か月のアワり力集落調査の旅に出た【図1田。四轄駆動車を二台、船でパルセロナの離へ送った。冬の期間の地中海ぱ、シロッコと呼ば
れる南からの季飾風が弦すぎて、アフり力の対岸、スペインにしか、コンテナ船がつけられなかった.その風のおかげで、バルセロナでガウティ【ーハ五二ーー九二六)の実物をはじめて
見る二とができた.実物を目のあたりにして、ガウディの印象が変わった.コンクリートの重たいヴォリュームに、ランダムに割ったタイルを貼ウた造形(図17)の印象が強すぎて、ガウディは
ヴォリニームの人に見え、敬這Lていた.しかL実識のガウディの作品は、細く權細な線で満たされていた.特に、鋳鮫の造形が蔓しかコた.父競が銅細里の靴人であったというだけのことは
ある.金属を用いたディテールが樹細で、コンクリート{ニタイル貼りのガウディというイメージは崩れ去った.中でも気に入ったのは、実際のヤシの集から型をとったという透明感のあるスク
リーンであった.ヤシの業の練の.細さと鋭さが圧倒的であった【図18).植物ιいう存在が、線の原理の糎底にあることを、ガウ〒'は直感的に理解していたのである.植物は糠によって
地中から水を吸い上げ、葉まで運ぷ.隷によって休を主え、体を雑持する.棲物とは揮の集合体であった。アー」レ・ヌーヴォーからガウディに至る世紀末の建築家たちは、そのようにして植物
に惹き?けられ、石とレンガによるヴォリュームの建築に代わって、椎粒な隷の建篝を作りはじめた。しかし、次の世代のミースを填にして、栖物の隷は失われ.アメリカの工案の楓に取っ
て代わられたのである.倶は工業の線から、桂物の棟へと戻ろうとしているのかもしれない.ガウディやアール・ヌーヴォーの世紀宏が生んだ楓細な雑は、産業革命、ELて一九世紀的な工
案の線に対する一種の批判であった.しかしモの生命の楓の寄命1=きわめて短命で、斬たな二0世紀の工煮の線が、ガウティの線を圧倒し、消去してしまったのである.

点描画法
バルセロナからマノしセイユまで章で走り、マルセイユ挫から丁ルジェ甫行きのフェリーに乗った.アルジェから内陸に向かい、0ルピュジエが誕した街とも伝えられるガルダイヤに泊まった.
遠くから見ると、缶というよりは、小さな丘に屍えた.近塞ってみると白い小さな箱が集合L、請み霊な、て、ひとつの丘のような形状を作っていることがわかった(図19).もともと島った自然
の丘の上に、長い時間をかけて、白い小さな箱を建て親けた結果、地形と人工物の中聞のような、有撫的な集落が生成されている.点描首法で地形を描いたような集落だと感じた.集蒐を
楕成するひとつひとつの住宅が小さいから、自然と点描画注になるのである.ずっと後になって、コンピユテーショナル・デザインのバイオニアである建藁家のグレウグ・りン(一九六四一が.
倶の建築を点描画法の建築と評Lた【「点猫画法」「sD」三九八号)。デジダル技注の担本は.小さな点による近似なので、グレッグが点描画怯に関心を持ったのは、当然である.コンビュ
テーシヨナル・〒ザインが話脳となった一九プL0年代以前に、恒が点描面法に目覚めたき?かけは、ガルダイヤであった。自熱というものの本質に、人間が迫ろうとした時に.点描画班が
生み出された.印象主董の価尿のスーラ【ーハ王九一九一)が、ノルマンディーの淘を描こうとした時に、点描画法を発見Lたといわれている(園20).海とは形態ではない.点がキラキラと点
濫オる状愈にこモ、海という自熱の本質があることを、スーラは発見し、点推画怯に到運したのである.一方、山には形態というものが存在するから、帖郭で山は描ける.しかし、瘤という
のは、テクスチユアとその交化であるから,形態には頼ることができなかウた。倶が建憂で試みようとしていることに、スーラの方法は近似している.建築を形態から解放し、ノルマン〒イーの
海のような、光の点滅へと逗したいのである.ガルダイヤから、さらに南に下ってサハラ砂渓を越えてからが、集幕調峯の本妻となった.砂漠が終わると、草伍が始まる.いわゆるサバン
ナと呼ぱれる気候帯で、砂漢と熱帯雨林の中間に広がる巨欠な熱帯軍頂である.砂渓は通追するだけで、人が住めはしない.サバンナに入ると、人の気配がしてきて、次から次へと集落に
出くわす.茎本的には小屋を草匝にぱらまいたような、コンパウンドと呼ばれる形式の、大家旋のための住宅である。サバンナの住宅は、甚本は、日干Lレンガを積んで作った、小さな閉
じた箱の集合体である.サバンナの住居は、甚本は、日干Lレンガを積んで作った、小さな閉じた箱の集合休である.配置、配列は離散的で硲かにおもしろい。しかし、近づいて、地面の
視点から眺めれば、症は閉じたヴォリユームであり、亘かった.

熱帯雨林の細い纏、

しかし、熱帯雨林に入り込むと、住宅を作る基本材料が植物となり、憩築は軽く、透明になる.細い線が集落の主役になるのである.閉じたヴ才りユームの世界が終わって.開かれた線の世
界が始まったのである.しかもモれぞれの繰が、慎らの日頃見慣れている、鉄やアルミの繰よりもはるかに細い.ホの枝やツル、ヤシの葉で犠成されているから、細いのは当たり前で島る.
慎が生まれた大倉山の家で慣れ親しんだ一0センチ角の*村より、はるかに細く雑細な繰の世昇が、熱帯雨林にはあうた。出会?たことのない細い繰の豊場で、集落の況置も形態も眼
中から消えてしまい、どうでもいいことに思えてきた.植物で紹んだカゴの中で、亙と影を感じながら、昼寝をしているような気括ちょさが島った.子どもの頃、母親が夜になるとカヤを吊った二
とを思い出しナ=.蚊をよける目的で、樓物の繊雑を楓んで作?たのがカヤで、植物の昏りと肌ざわりがあって、カヤの中にもぐりこむ一瞬は至福であった.〒ども時代の僕にとっての、最嵩の
一鯛で高った.線が乱雑だろうと不捕いだろラと、あの細い植物の線に囲まれている熱帯雨林の人々はとても幸せモうに見えた.サバンナの硬に訪れた熱帯雨林休験が、慎を新Lい縁の世
昇へと導いてくれた.高産成長の建築ブームの中で,纏崎新と黒川紀章らのりーダーシップによってうち捨てられた隷の建築を、もう一度復活させるための重蔓なヒントを、サハラの旅で手仁
入れるこしができた.しかしサハラの旅のりーダーであった原先生は、熱帯雨赫の植物の致にはほとんど閲心を示さなかっナ=.そこには甚の興味のある蝕学が、一切存在Lないように感
じられたのかもしれない.しかし.慎にとっては、熱帯雨林ぱ新Lい数学の宝庫に感じられた。磯島、黒川とぽ1ま同世代の原は、乱雑でノイズだらけの軍カゴ建築には輿味を示Lてくれなかっ
たのである.噴もまた、コンクリートのハコモノを作らなければならなかった世代の宿命からは逃れられなかったのだろうかと、慎は不詣慎な想禄をめぐらしだ。

モダニズムの隷と臼本建撰の縦
耀崎、黒川、原の世代が隷を散崇したのは、彼らがモダニズム建築の武骨な隷しか、知らなかったからである.石やレンガを積む組積造の重さを打開するために、モダニズム建擾は揮を用
いた。コンクリートや鉄骨で總を作り、モの繰でフレーム(骨枯)を粗むことによって、透遇性があり、拡張可能な、コレーム・システムが二0世紀に完成された.しかし、フレームと線の間に
は大きな痛たりがある.コンウリートた鉄で,柱や梁を作り、コレームを作ることが、モダ冨ズムの基本だった.先述Lたように、二0世紀の幼稚な擢造計算技栃でも、柱と梁を組み含わせて作
るフレーム権造ならぱ、計真することができた.柱と柱の間癌は一0メートル前後が最も効串的で、それをコンクリートで作ると、柱はーメートルXーメートル程度のサイズとなる。梁の高さも
約ーメートル袈座になった゛ーメートル角というごつい寸班が、モダニズム建擦の桝準的なサイズであった.組碩迭は抜け出したが、かえって武骨で段風景な空間であった.その武骨なフ
レームが可能とする一0メートルX-0メートルの広さの無牲の空間が、工業化牡会の二ーズに合致Lた.-0メートル舟の抽象的な空間を用意して、その間を物や人が白由に運動すると
いラのが、二0世紀という時代の要語だった、無柱の空間の中の自由な移動は、ニュートンカ学の亨そのものである.抽隷的なガランドウ空聞の中を、運動方程式に従って物が移動する
というニユートン誇の物語である.二0世紀になって、建築はやっと一七世紀のニュートンカ学に追いついたともいえる.挫築は、いっも遅れてやってくる.哲学者や数学宅の夢に、何百年後
にやっと追いつ(宿命であった.翌築は臭手であ0た.やっ乞ニニートンに追いっいたモダニズム建無の、ーメートルのフレームは.コンクリートの牢獄のように、倶には感じられた.黄号
なフレームぱ、二0世耗に一気に増殖L、世界の都市を穫いつくした.人間の身体という織細でやわなものと比ぺて、高まり1=威圧的なフレームであった.都市からも家からも、ヒューマンな
スケールは痕え、人々は太いフレームにおびえながら、二00年以上肋のニュートンの、カビの生えた夢と暮らすことになうた.それに比較すると、田本の伝柱的な木造建築を携成する
繰は、はるかに様細で、人間の身体を脅かす二ともなかった.柱も梁もおおむね一0センテ内外の断面寸怯を持っていて.甚さも三、四メートルであった.一人で充分に運ぺる大きさと量さの、
裳粧なやさしい線で、空間のすぺてが構成されていた.そんな美Lい繰の技術、デザインが日本には眼っていたのである.

伝銃論争と縄文の太い線
戦緩日本のモダニズムは、最窃から日本の伝統建築に聞心がなかったわけではない.戰後物期のモダニズム建萎の、*や戴で作うたフレームの縦細さは、今見ても新鮮である。丹下自
身、前川団男亭襄所時代に担当した岸記念体育館(一九四一年X図21)や、成城に建てていた自邸(一九玉三年X図22)は、日本の伝銃木造の細い繰仁迫ろうという意欲作で畠る.しか
し、代々木蝕技塙の細いケーブルを最後にして、日本の建聾森たちは細い繰を高れ、ニンウリートのごついフレームへと、一気に施れていった。その転換には伝統蹟争という戦裟の建摂
昇を揺るがした一九主0年代の大論争も一役貿っていた.戦後初期の細い線のモダニズムは弥生的で、柔弱で畠り,白本文化のもうひとっの源識である縄文の力強さに戻らなけれぱいけ
ないというのが、白井最一(一九0五一八三)ら縄文派の主張であり、弥生湿は押され気味であった.丹Tの弟子の胤碕は、師の対姪にある白井の縄文的でヴォリューミーなデザイン{図2
3)に影豐を受けながら、ポスト代々木のヴォリュームの時代をりードしていったのである.縄文派の代曇は「爆発」のアー庁イスト、岡本太帥(一九一ーー九六)であった.その後、一九七0年
の大矗万博で、丹下健三設計のお祭り広場のスペース,フしームを、岡本の太い隷=太陽の塔が突き破った【図24)。ブロ〒ユーサーであった丹下は、岡本を呼んだが、諾果的に爆晃を黙
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認し、許Lたので詞る。丹下は弥生であることに引け目を感じ、丹下自身が弥生を超えようとしていた.日本の歓鋼産実の粋を尽くして建設されたスペース・フレームの線を、縄文がぶち破う
たので罰る,高戻成長の日本が、イケイケの太い錬によってりードされていくことを、間本の「太L、」モニュ〆ントは見事に象徴している.伝蒜論争は、独からヴォリュームへと傾斜していく高度
成長期の白本廷築の予告編でもあコた。その高度成長の「太い」日本の中で、細い線を追及Lていたのは、「和の大家」と呼ぱれる建築家達だけであった。吉田五十八【ーハ九四一一九
七四)、村野雇吾tーハ九一ーー九八四)は、丹下、磯畍、黒川遅とは別世界の、いわば伝統釜能の担い手のような存在と認識され、料亭、茶室、高組住宅を設計する姑殊な建築家として、
建讐界の外側に置かれていたのである.高度成長期の日本は,モのような形で、日本の伝杭建築の細い線を排除してきたのであった.「和の火家」の追求Lた細い線は、今日から見ても、
驚く1孝どに繊細である。そして単に穫細であるだけでなく、彼らは現代の素材を用いて、さらなる細い線を追究していた。・・・丹下、碓崎、黒川に代表されるモダニストの建築家達の闡心
が、ヴォリュームに美Lいシルエットを与えることにしかなかった「方で、吉田や村野は、現代の素材を使って、縦細な点・鞍・面を作ることに排戰L続けていた(図27).その意味で彼らこそ
がモダニストであった.特に礒碕、黒川が西欧省典主藝にならってハコへと回帰した後には、吉田や討野の方が前衛であると侯は感じた.しかし、彼らの知恵と達成を、建築界は無視Lたの
である.

移動する日本の木造の殺

白本の伝統宋造の繰は、単に細いだけではなく、自由に秒動できるものでもあった.これは驚くほどに末来的な手法でもあった.まず生活の至化に応じて、裡、障子などの線で捕成された
建具を、自由に勳かすことができた。二のシステムは、二0世紀の才フィス空間を支配した可動問仕切りシステムの、先取りでもあったし、モれ以上にはるかに軽量で洗糠されたものでもあっ
た.さらに驚くべきことには、建物を支える生要楕造である桂さえ,その完成径に、自由に動かすことができたのである.その物密は日ネ建築の屋根裏にあった.天井ι屋根との間に和小
屋と呼ぱれる、木のジャングル・ジムのような骨粗みを挿入するこ七によコて、屋根全体にしっかりとした剛性を与え、屋担がしっかりと固められた【図28}ので.それを支える細い柱は、完成
後に自由に秒動することができた.二の鷲くぺきコレキシづルなシステムが、一四世紀のB本で完成したのである.移動できる柱は、世界に例がない.西敗における建築の近代化は、壁
を消去L、柱と梁のフレームによって大空間を確保することであった.それがモダニズム建築が追求したワレキシビリティであり、生活の自由であった.しかし、日本の木造建聾は、そのはる
か先をいコてぃたのである。間取りを変える時に、柱の位置まで動かしてしまうのである.ニュートンカ学のスざっぱな空間と太い柱の代わりに、日本の柱、梁は一0センチ角前後の細さで
あり、しかも固定された空間の代わり1こ、変化できる柔軟な空間を擾栂Lてし寸鳥太くて動かない隷伊レーム)の代わりに、細く繼細な動き回る線を、日本人はすでに一四世紀に手に入れて
いたのである.二0世紀モダニズムの硬直Lた大空間を超えようとした時、日本の伝銃木造のシステムは大きなヒントを与えてくれた。

芯おさえと面おさえ

さらに,日本の伝統朱釜において興味深いのは、柱や梁といった線を.壬の穎の中心線、すなわち芯で捉える方法】一芯おさえーーとその繰の輪郭で捉える方法一一面おさえーーを向居
させ、旦事に使い分けていたことである(図3"。そもそも古来、日本のスエぱ、芯おさえで図面を描き、芯おさえの考えで建築を施行していた.民家では、丸太をモのまま使ったり、ま
がった材木をモのまま梁に使うことが多かったので(図32)、芯おさえでないと、モれらの「生きた線」を使う二とができなか?たからである。日本の伝銃木造はr生きた繰」からはじまった.縄
文の竪穴式住居以来のr生きた繰」である。しかし、畳の出現によって状況が蜜わった.平安時代の神殿作りの住居においては、床は板敷が基本で、畳は家具のように,あるいは座布団
のように板の上に置かれていた(図33)。さらに室町時代、床に畳が数きつめられるというスタイルが生まれた.限定された狭い空聞を快適に有効に使おうとすれば、畳を敷きつめた方が効
牢的だったので畠る。畳をぴっちり敷きつめるとなると、柱の芯ではなく轄郭、すなわち柱の面が、柱の芯よりも霊要になってくる.柱の面と面によって規定され、限定される平面の中に、畳を
隙間なく敷きつめなければならないからである。二の生活様式の蜜化によコて,芯おさえの建築から,面おさえの建築へという転換が起二?た、人々が高密廣に集う都市からこの変化は
胎まった。限られた空閻に効皐的に畳を敷きっめるには、芯おさえよりは、面おさえの方が、現実的で軽済的だったのである。京間と呼ばれる畳の敷き方は、畳の寸怯を三尺一寸監分X六

尺三寸といラ基準寸法で固定L、それにあわせて、柱の位貫を決定Lていく.すなわち面おさえの原理F善づいて趣築の全倖が決定されている。この方紐に甚づけぱ、引コ越Lの時も伺じ畳
を持?ていくことができる.一方、江戸間と呼ばれる手法は、柱の芯の聞を、約三尺、穴尺、九尺という舞皐寸法で決定L.それによって作られた平面計画を、だましだまL畳で埋めていく.当
然畳はイしギュラーな寸法になってしまうので、引っ越Lの時、畳を持ち運ぷことはできない.京邦の方法は都市的であり、近代的であうナニ。一方、江戸の方怯は田園的であり、民家的であっ
た。日本では、この早つの方法は共存L.巧みに使い分けられていた。繰にも太さがあり、壁にも厘みがあるという理実を、日本では芯おさえと面おさえ七いう二つの方怯の共存によって、適
宜,解快していたのである。そして江戸においても、京都においても、日本の大工は建築の部位に応じて.芯おさえと面おさえを使い分けている。現代の白本の大工も、二つの方法を使い分
けるこ七で、痩雑な現実に対Lて柔軟に対応しているのである。一方の西欧でも、線に太さがあり.壁に厚みがあるという現宴は、撞婆家を悩ませ続けた。この問題を中世の彊築家(エ
匠)逹は、連続ずるアーチを、二本の対になった柱で支えるツィン・コラム(図a4)や、細い柱が東ねられて太い柱となったように見える、ゴシッウ教会の東ね柱(図36)で解決LてL寸厶枢数
の柱を束ねて用いれぱ、柱が反復するグリッド・システムと厚い壁を支えるアーチ・システムとを共存させることができたのである。柱に太さがあり、壁に厚"がある.という現冥を、中世の建笈
欺ほ雑を集合させる二とで解いたのである.しかし、ルネサンスという時代を拓いた先述のブルホレスキは、この解決を嫌った。サなわち人聞の脳が楕想する捕象的な難何学と、物質に
よって桝成されτいる現冥との間に定命的に存在するギャップに対し、ブルネレスキは槿めて敏感な建掛家だったともいえる.赦はそのズレを要崇の断片化という今白から見ても前衛的な方
法で解いた(図3田.フーチや柱などの要崇は時として、コラージュ牲画のよラに断片北をされて、空間を漂うのである.この方法は、様式に対する無知からくるものだと当時から枇判された
が、披は図式的、観念的にしか思考できない人間が、物質で構戒された複雑きわまりない世昇を生きる時の宿命的な困難、モの悲劇、喜劇をはじめて類在化した.プルネレスキ本人は、こ
の困殻を断片化によって無決L、一方.臼本の大工は、このギャッブを、芯おさえと面おさえの共存によって解決し;中世の工匠はツィン・コラムや業ね柱によって解決Lた.慣が最も惹かれ
ているのは、撒を無数に並べるゴシックの棄ね柱である.
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広重の夕立の細い鞭

凹本の伝杭太造が長い時聞をかけて塵いてきた細く、移動ずるする線を、再び取り戻すことはできるだろうか.あるいは7フり力の黙帯雨林の革のカゴのような細い線を、現代の建築に導
入するこ巴はできるだろうか。細い線が復活Lた時どのような建築が生まれ、どのような都市が生まれ、人間と隷とはどのような闡係を取り結ぷことになるのだろうか.僕がこの課題を危弾
して、最初に線に取り組んだのほ、那珂Ⅲ町風頭広重美釿館【二000年X回07}であった.浮世絵画尿の歌川広重(一七九七一ーハ五ハ)の英衛詑の設計を依頼され、広登の作品を哥
究し、広萱にとウていかに繰が重要であるかを知っナニ.大きなきっかけを作0てくれたのぱ広重の代表作「大はしあたけの夕立」(名所江戸百景H図3日)である.「大はしあたけの夕立」の
線は、釜術の世界に革命をもたらした二人のアーティスト1こ、絶大な影響を与えた。一人は印象派の巨人であるヴィンセント・ヴァン・ゴッホ(ーハ玉三一九0)であり、もラー人は、二0世
紀のモダニズム建築の巨匠であり、建築の透明化をめざすムーヴメントの最物の一歩を踏み出Lたアメリカの建攘家、コランク・ロイド,ライトである。ゴッホは、「大はしあたけの夕立」を油
彩で槙写L(園39)、自分が尊融ず'るメンターの一人として、同じ"ランダ出身の大画家であるレンプラント、同時代のセザンヌと同格に、はるか烹方の島国の浮世絵画家、広重の名を拳げ
ている.あまり1こも唐突な形で、ゴッホは広貫を称賛Lた。一方のライト1き、広煮、岡倉天心という二人の日本人との出会いがなかったら、冑分の趣築は生まれなかったと書き残している。
中でも、「大はしあたけの夕立」を含む江戸名所百景シリーズは、ライト1=とって特別な作品群であった.r(名所江戸百景は)風景画のアイ〒アの中では今までで最も偉大なものである.芸術
の歴史の中でも全く独自のものである」(一九五0年のタリアセンで行われた謂演から)とまで、ライトは絶箕Lた.では「大はしあたけの夕立」の何が、この二人の革命的窪術家を引き寄
せるのだろうか。タ立の雨の線に秘密があった。一九世紀までの西欧の画法は、重たいヴォリュームの支配する重たい世界であったと二人は感じ、ヴォリニームを解休Lようと苦闘した。
その二人が、広重の線と出会い、広貢をヒンジとして、新Lい世界へと錘み出Lていコたのである. r夕立」の線を、細かく点検してみよう.一番乎前に、タ立が隷で描かれ、その繰の業に
よ?てひとつのレイヤーが出現する。ヨーロッパ絵画の薔本手法である透視図怯によらずに、薄いレイヤーの貫ね合わせによって、空間に三次元的臭行きが与えられている.ルネサンス
に畳場Lた遇視園法の基本は、近く」こあるものを大きく描き,還くにあるものを小さく描くことで罰る。還近法と呼ぱれるその手法によって、三次元の奥行きが容勗に表理されるよラになった.
一方の広意ぱ、握視図法と全く別の方怯によって、空間の輿行きを表現したので島る。「タ立」では、川を漉る拙は、通くに向かっているのにもかかわらず、橋の幅が小さくならない.同じ橘の
ままで対岸に到連する。そして大梱の摺析は粧い繰で楕成された晝明なスクリーンとして描かれる.繰が創造する透明性によって,111の手前側と向こう側との距准イ奥行きが麦現される。大
橿が細い木材を粗み合わせて作った木避の橘だから,橋を遺明なスウリーンとして表現することが可能となったので畠る。木造の柵と透明性は、深く、分かちがた(結ぴついている.木造と空
間の奥行きは結び0いている。日本は木造の国だからこそ、透視園怯を必要としなかったともいえる。さらに二こで注目すべきことは、雨という自然現象が、直隙という数宇的で抽象的な
拝在に置き換えられていることである.この置換ぱ、きわめて棄洋的なものであり、伝統的な西欧絵画においては起こりぇなかったと、美術史家連は指檎する。自然とは理昧で、つかみどこ
ろがない,形のない存在であり、かちっとした幾何学的形態を持つ人工物とは、モもモも対照的で具質なものであるというのが、西欧雑面の大前提であウた。自然と人工とは対立し、人工は
上位にあって、自然は下位に位置するという白然観が、西敗雑画の茎本となっていたのである.一九世紀の茜欧粧画で、「自然の発見」が起こったといわれる.モの「自然の発見」の中心
人物.イギリスの画家ターナー【一七七五一ーハ五一X図40)やコンスタブル(一七七六一ーハ三七X図41)は、それまで絵画の対象となることがなかった自然モのものに注目L、自然を
雑画の主投の地位にまで引き上げた.しかし、風景画家と呼ばれる故らの描く自然は、依然として明確な形態を持たない、暖昧でほんやりとした存在であった。ターナーやコンスタブルの方
諏のぺースは、船や建聾物などの明訣な形態を持つ対象と、形がなく暖眛な自然現象との対比【コントラスト)であった.自然とは、人間のコントロールの及ぱない、得休のしれない暖昧なも
のであるという、一糧の人間中心主義的な徴慢が、モの対比の背緩に存在していたのである。風景画家違も、その人間中心主義を超えることはできなかった.一方、広重の「大はしあた
けの夕立」の中では、構も雨も,同じように織何学的で抽象的な直線で描かれ.モこには人間対自然という対比も、人工物が上で自然が下という、人間中心生襲的なヒエラルキーも存在しな
い.人工と自然というカテゴリー自体が、そもそも存在せず、すべてが等価で平等な存在として、伺一早面上に配置され、重尾するのである。烹西における自然観のこのような相違に関す
る研究は数奉く存在する.たとえば、西欧人の脳は、虫の音を一糧の不快な雑音として認識し、逆に日本人は、音楽も虫の音も、脳の問じ都位で処理するといった頴の研究で畠る。そ二に
深入りするのが本論の目的ではない。しかし、「大はしあたけの夕立」の線から見える、人工と自然を局列に扱う方法ほ、広貫美術館の隷の線の〒ザインに六きなヒントを与えてくれた。自然
とは何か、人工とは何かということを考える、大きなき?かけとなった.
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タ立の建築

広重作品を収蔵展示する広重美術館は、「タ立」のような建築としてデザインしなけれぱならないι考えた.「タ立」Φ雨は、どのようにしたら建築化できるだろラか.まず、敷地の裏に広がる
ハ溝山系から刈リ出されたハ溝杉という蔓しい杉を、建築の材料と決めた.建螢の近くにある木材を再上の材とするのは、日本の大工の伝鞍的方法である。裏山の土と気候とから生まれた
繰と、山据に立っ建築を楕成する棟は、同一の温度、湿度、日照条件に置かれる。山で擇れた木を使えぱ、ネジレ、ソリなどの狂いが生じにくい。裏山と建築の中に伺時に存在する二つ
の繰が、同じ温産と湿度を持?空気の中で、共振するのである.綾とは抽象的な存在ではなく、生き物なのである.モの棟の共振に耳を漫ましているうちに、裏山の杉の木立から建美、EL
て室内へといラグラデーションが、目に浮かんできた.自然から人工物、さらに身体へという、ゆるやかなヴラデーションを作れないだろうか.広重の「タ立」の中で、補、柵、川、対蝉の纛へと
向かってしイヤーが重なるように、裏山の杉林から、このちっぽけな身体へと至るグラデーションを、レイヤーの重なりにようて作れないだろうか。モもそも日本の建築は、グラ〒ーションと
してチザインされてきた。線で撫成された、一適の透明な建具【ガラス戸、簾、障子)がレイヤーを携成し、自然と身体との間をゆるやかに調停Lていく。さらに自身の体のまわり1こも、衣服と
いうレイヤーの集合体が介在し.やわな身体は丁寧に守られる。+二単は、レイヤーの究極の姿で訪った.奥へ奥へと引き込むようなグラデーシヨンが、人々を時に外へ、時に内へといざな
い、人々の生括をやさしく包み込み、保腰するので島る。白本において建無は、厳重な囲いからぱほど還い、ゆるいレイヤーの連鎖であった.まず裏山の最も近く、自然の最も近く1冨、杉
を鋸で製村した線を並べた(圓42).・・・広重は線の質というものに対して、異常なほどに神経質であった.摺り既によって創造される木版画という芸衛が、そもそも隷の質に全面的に
依存Lていたからである。木版画においては摺り師というもうひとりの作者が存在した。撲り師が魚をどう表現し定華するかで、摺りあがりは鷲く「孝どに異なった表惰を見せる。木という素材の
やわらかさを最大限に用いて.広篁と摺り師は、糠というものに対Lて、驚くほどに多揮な畳情を与え読けたのである.カンディンスキーが版両から多くを学んだように、版画は点・績・面の
扱いに封して、多くのヒントを与えてくれる。版画を作る作業にぱ多くの他者が介在L、ラトゥール的にいえば、多くのアクターが参加するからで畠る.摺り節もアクターであり、木版の木も顔料
も水もアウターで高った,アウター逹の様々な協力、抵抗を通じて、作老は形態や色彩の背後にある点・隷・面の秘窪に触れるのである.同じ(広重による系海道玉+三次の中の「庄野」
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、透14q」を兄れば.個七かいかに線0」買といっモω「こ」たわつたかを見てとれ令。線U」工さωわTか亨遅L、1こよつて、美打さか壮現され、半皿ω中1ミ昌列πか出坑す令.繰乞月いτとん李排

態、どんなシルエツトを描くかに腐心した西欧の画家達と、繰の質自肆に牲意を集中した広並の手法は対槿的である.「庄野」で描かれているのは、形態でも色彩でもなく、繰の重屠だ吋で岳
る.それが冥際の庄野とどんな閲係があるかはわからない。広重は「庄野」という題材を借りて、線の実験をしていたのであり、線と世界との閏保を探っていたのである。 このよう

にグラデーシヨナルに線を変化させ、穆瓢の違う線でレイヤーを作りながら.自然と身体とを、外と内とをスムーズにっなげようと試みた。透視回注を持たないアジア、必要としないアジアでは、
二の手怯を、長い時間をかけて洗親させてきた。絵画においても、建築においても、透視回法によらずに具行きが墨現され、身体と世界とがスムーズにつながれていったのである。広趣はそ
れを見事に使いこなした.昆果、西欧のゴッホやライトが震掘するまでに練を使いこなしたのである。

V&A・ダンティの線描両法

広貫美術館を設計Lながら、自熱の線と人工の隙の差は何だろうかという問馴に突き当たウた。広重美蛎館の碁本原理は、裏山の杉の木の生の荒々しい線、木立の生の線から、最も
内伽のレイヤー、和紙の裏に影としてだけ存在する抽叡的な細い線へと至るグラデーシヨンで島る。縄文から弥生、平安、数寄屋へというグラ〒ーションといコてもいい。杉の木立は樹皮がつ
いたままで、しかも、ランダムな配列を持?ている.ランダムな線の意味と効果を.広重は熟知Lていた.雨を描く時に、広量は均一な細い繰が作るシンプルなりズムの中に.ランダムな揮を
まぎれ込ませた.広重は自然といラものの本質がバラつきにある二とを理解Lていて、角度の違う繰を、雨の中にまぎれこませ、練を雨へと昇華させたのである.人の描いた線が、自然へと
楼身を遂げたのである。スコツトランドでヴィケトリア&アルバート博物館の分館、V&A・ダンディ(二0ーハ年X回4引を設計Lた時に、この方注を応用Lて外堅を〒"インLた。ダンディ
はテイ川の河口に位置する街で、V&Aの融地は、街の南のエッジにあり、ティ川の珂口に面していた.われわれは、川にはり出すようにして、建築をデザインLた.臭際に建築の一都を、
水の中に挫てたのである.通常、自然の脅威から建築を守ろうとずる結果,廸築は自然とは距雄を置いて建てられ、自熱とは異質の毛の、違う領域に属ずるものとしてデザインされる.
自然と建築との差臭、距竃の強調が、西欧の建筆〒ザインの基本であった.差具を示すために、建無を甚壇と呼ばれる台で持ち上げ、ピロティという名の柱で浮かしたのである.ビロティを
生み出した二0世紀のモダニズム建築も、西欧の方法の正銃的な鱗子であった。しかし住らは、建築を川の中に建てることで、自然と人工との中間釣な物を作り、自然011)と街をシーム
レスにウなごうと考えた.西欧建築を支えてきた、自燃と人工との対比を否定L、自然と人工とを境目なく、ゆるく、やわらかくつなげよう巴試みたのである.では、どのような形鵡が.自然と
人工の中間物にふさわしいだろうか.ヒントを与えてくれたのは、グンディの北仁位置する、スコットランドのオークニー諸高の海岸の崖であった【図47).大地と水の棲点に、純粋な鑁何学は
存在しようがない。大地も水も多くのノイズを包含Lているから,モの接点である崖は、必熱的にゆがみ、バラつき、畢れるのである.嵩からそそり立っ崖は、海と離との長い"いの結果、幼
雅で図式的な製何学から逸脱し.髪一ーすなわちランダムな練の集合体へと到達する.自由で複雑なその線は.広重の雨のように、無数のノイズを包含する.その崖のように粗くランダ
ムな建奘を、淘と陸の境に建てようと考えた. このダンディのウォーターワロンH=、かつては倉庫群が並び、人の気配のないさびれた堤所だった.ヱ業化杜会が世界中に作り出
した、人工物の磯骸であった。その自然と人工とのはざまの空白に、自然と人工の中間的な存在を作ることで、街と自熱をっなぎ直した.津から多くのことを学ぴ、広重の夕立からも多くのヒ
ントをもらって、ダンディの街はもう一度、川とつながり、自然と接合された.

生きている隷と、死んだ線

線の自由について考えていく時、奉くのヒントを与えてくれたのは、イギリスの社会人類学者、ティム・インゴルド〔一九四ハー)によるtラインズー【隷の文化史』というテキストであ?た.
インゴルドは無には二種類あると整理する.彼はひとっうい糸(小角ヨd)と呼び、もうひとっを軌跡n閏0.)と呼ぷ。モもそも彼は隷にっいて思索Lていたわけではなく.美話ι'ρ.och)と歌ι,。
"喜)とが、どのようにして区別されるかに関心があ,島音崇とは西欧において、そもモも言語芸術として理解されていた.言葉と音とは区別されず、音稾の本質は言葉の響きにあると考えら
れてι寸之しかし、ある時から、琶崇とは言語的要景を取り除いた無言歌であると認識され、音稾は言葉を失い、言語は音晝失って沈黙したのである.謹ぱモの軽斡について思素するラちに
記述(W市ln宮)という行料が、その沈黙を生んだのではないかと思い至る.局じように、ひとくちに線といっても、すべてを包含する自由な糸(小閏.d)と、その糸の動きをっラットな二次元へ刻
印、記述した結果で畠る軌跡a坤0.)との、二種類の線があると考えはじめた.インゴルドによる總の区分は、「方注序説」1ミ記した、量子力学における、績の二つの定輕を躬貴きせる.小
さなアリにと?て、ホースという繰は縦にも横にも動ぎ回るこ巴のできる自由な空間であるが、鳥という大きな生物にとっては、一方向にしか珍動のできない、不自由な空間だった.現代の量子
力学はこのようにして、練を相封的に定義L,次元とい3存在自体を、相対的に定義L喧Lたので畠る。インゴルドも伺じようにして、糸と軌跡の二穫類に、繰を区分した.モの区分法は、
量チカ学における線の区分とは徴抄に興なっている。量子力学は、線と主件との相対的な大小聞係によって、線を二つに分類した.一方のインゴルドは、時聞という概念を導入することで.
自由で生成され枝ける生きた線と、亭後的に、生成の刻印として取り残された死んだ線とを区分Lたのである.この対比は、白本の伝統木造における、芯おさえと面おさえの対比も恕起さ
せる。悲おさえで定藍される木材は生きた線である.一方、面おさえで定靴される木材は平決な表面を持つ、製材されて殺された隷で栃る.

筆蝕論の繰
しかし、線の生と死は、それほど明確なものだろうかと、撲は考え始めた.婁家の石川九掃〔一九四玉一)の筆蝕謹の枝心は、象の生と死の填が、インゴルドはいうほどに明確でないと
いうことである.貞体と筆を用いて、白々、線との会話を繰り返Lている実作劉ξからこモ、棟の生と死との境に分け入って、モの境界に、直接触れることができたのであろう.石川は西洋
の硬筆(ペンやボールペン)と薫洋の軟筆(筆)とでは、蕪を描くという「ふるまい」と、その結果で島る「痕跡ルの間の闡係が臭なると指梼するけ筆触の椛造一一書くことの現象学」).西洋の
硬筆の場合、尖ったエツジで硬い対象に悔をっけるので、柞者は自由にふるまっているかのような磨覚仁路る.一方、業洋の軟筆の場合は,加えた力と反晃する力との間に、あモび=ズレ
が発生することが前提になっている、い?てみれぱ、西洋における婁かれた線は、行為の痕跳で島り、死んだ隷である.モれに対して廩洋の線は、主体と客休とのズレゆえに、死にきれない
雑、生き続けている.住生朗の悪い練であると、倶ほ感じる.右川は昌、インキの色にっいても案及する.西洋のインキの黒色は、その中に濃淡をみっけだすのが困雑であり、それゆえ
に書(といラ行協の痕跡として、すなわち死んだ縁として認牒される.一方、業洋の墨は、モの中に雲淡があり、カスレがあり、線は死にきれずに、生きながらえている.西肆と棄洋との櫨の塾
異を、倶ぱ石川から教わった.東洋においては、生と死ずら暖昧であり、死んでしまコたはずの無の中にも、生命があり、息の音が聞こえるのである.
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生と死の境をさまよう線

旧軽井沢の白樺の嚢の中に僕がデザインした、風通る白樺と苔の纛チャペル(二0一五年X園5"で、生きた線、死んだ線の畏異について様々に思考し、実験Lた.纛の中で、白樺は文
字通りの生きた緯として大地から生々しく立ち上がっている.モの白揮を伐操した姿のまま、建築を支える柱として利用しようと考えた.樹皮のついたままの生きた楓の東を槙造とした建隻を
建て、生きた繰を、生きた線そのものの白樺の轟の中に、入れ子のように隠すのである.そうすることで、生きた線と、死んだばかりで死にきれていない線とを併置し、生と死の墳が、そして自
骸と人工との壊が、いかに暖昧で不破かであるかを示したのである。栃木県の八溝杉の肱に立っ広重美術館では、杉の製材で作った線から、和粧でくるんだ榛へと至るグラ〒ーションに
よ0て、背徒の纛と建隻ιの境を消L、生きた線と少Lずっ死に向かうて壇ざかる線とをグラデーショナルに配置け立その操作によって宜然と人工とを溶かし込もうと試みた.軽弁沢の白樺
林の中に立つチャペルでは、その試みをさらに一痔進めて、樹皮のついたままの白掃の幹を、そのまま建隻に持ち込昇、死の額域に属すると考えられている建築を、生の痛壊へと送り返し、
建築に生と死との填をさまよわせようと試みたので師る.・・ーこの特殊な繰でできた人工の轟と、周囲に広がる生きた白捧の森が作りだす線のりズムを同調させるこ巴に庸心Lた.本物の
纛のランダムなりズムが、建築化された白揮の繰のりズムへと,坑なく、知らず知らずのうちに珍行Lなければならない.白様の生と死について考えているうちに、木というものが、生きな
がら実ぱ少Lずっ死んでいるという大峯なこ七に気がウLサム木が成長し孝幣を重ねていくということは、ホの中に死を少しずっ薯えることであり、死を罫えて、死の領分を増やすことによって、
木は風水に耐える彊い身休を作り、厳しい自然の中で生きながらえている.木は死めことによって、生きる.木は革よりも、死んでいる.木は伐られた後も、温度、湿度の変化に佑じ、伸ぴ
縮みをし、呼吸をし.あたかも生きているようである.ヒノキを伐ると、香りが立ちあがり、ヒノキは討'生きていると叫ぷ.筆で描いた東洋の書のように、ホという線もまた、生死の境を漂うので
ある,柱の配憧と伺様に、あるいはそれ以上に大事だと考えたのは、大地の連読性である。白押の釋の地面を種いつくしている苔を、チャペルの中の床にも、そのまま廷長Lようと試みた.
いわぱ童内に大地を延長しようとした.室内に廷長された苔庶の上に、アクリルでっくられたぺフチが配置される.透明なぺンチは、床の連俵性を邪崖Lない.身体を支える床、甚皐となる床
面、すなわち大地が連続していくことが、何よりも貫要だと毒えた.生物によって、身体を支える床面がいかに重要で高るかは.ジェームズ.ギプソンの丁フォーダンス理詮の核心である.
生物は、左者の自の立体視によって空間の奥行きを測定しているφではなく、基羊となる水平面の上の、様々な粒チや隷を用いて、空聞の奥行きを知り、空聞の広がりを測定L、空間を自
分のものとしていることを、ギブソンは曼見した.茎皐面が存在オることによコて、モの面に属サる点や榛がひとっの音稾を奏で、そこにりズムが生まれる.甚準面がなけれぱ、いかに点や隷
が存在Lようとも、りズムも音崇も生まれず、生物はその斑境炎自分のものとすることができない.モの理境を生きることができない.日本の伝統建笑の床に刻まれた棟一ーたとえぱ畳の
へり、貼板と貼板との權ぎ目の意味を、ギブソンのアコオーダンス理謎は、見事仁説明する.綻無台の一枚の床板はーハ尺幅と決まっていて、能面によってほとんε視界を遮られた能役雪は、
足裏で床の撒の感触を確かめ、その繰の数を数えながら、自分の位置を測定し、次の一歩を踏み出していく.畳に茎峯寸注があるのは、引っ姦Lの詩や部厘の面積の測定に便利だから
というだけではない.空間の奥行、物と自分との距離を一慢で測定し、自分の居場所を確認するために、是は同一寸注に作られ、畳のへりという隷によって、空間が自分のものとなるのであ
る。モのために畳のへりは、布でできた繰によって聲調され、さらに畳に目を近づけれぱ、蘭草の雑雑でできたもうひとっの線の京が出現して、自分の位置惰報、歩いている速度を、さらに高
い精度で、倶らに教えてくれるのである.

9q

限りなく細い力ーポン.つフイバーの線
石川県能美市の、日本海に面した敷地に宜っ品一bo(二0一五年)1=、慎らが到違した最も細く識細な橡である.小栓に近い樺織崖業の企業から、コンクリート三階趣ての、日本淘の
浜辺にたつ、古いオフィスEルの耐震補強が求められた.・・・・カーポン・ワフィバーの線1才、鉄骨を用いた武骨な耐震補強とは逆に、コンウリートの貫たい建築に、櫨細でやわらかな霞
情を付け加えてくれる.コンクリートの柱や梁が詐る武骨なフレームと比ぺると、カーボン・フフィバーはウモの糸のよラにも見える.ウモの糸は細いだけではなく、やわらかくしなやかであり、
粘りがある.モんな生命にも似た繰で建築を作れたら、ガウディやアール・ヌーボーがめざして挫折した、生きている績を復活できるかもしれない.ウモの糸が曲面を描きながら、大地と建美と
をつなぎ、モの曲面はオーロラのように、日本洛の空と大地との間を漂うのである【図53)。

寓岡倉庫の絹のような糠
カーボン・フフィバ[の細い繹で擾われたf.-b0は、丹下健三が果たせなかった斬Lい繰の趣擾の、半世耗援の敗者復括戦といってもいいだろう.丹下はH型語や1型鯛で覆われた、ミー
ス流の綾の建築を超えよラと考えた。ミースが完成させた二0世紀派の鞍の鐘築は、アメリカがりードLた工案化牡会一ーコンクリートと鉄の文明一ーの制服となった.=ンウリートも内都の
歓筋という隷がなければ毎貫を支えることができず、地盆に耐えることもできない.コンクリート建墨とは、砂判や砂や石灰岩なEの大地を碑いたような点を、鉄で支ねた塊である.その意味
で、二0榿紀のエンジンとなったコンウリート建聾も自動蹴崖系も,共に主役は鉄という硬い隙であった.振り返ると、金細工飾としてキャリフをスタートしたブルネレスキが、金鳳から總を
学び、線を用いてコイレンツエの巨火ドームを饗現した時に、挫築の近代はスタートLた.づルネレスキの縁からミースの銭骨フレームの超高層へと至る近代建築史は、金属の隷を主役として
繰り広げられた、繰の歴史そのものであった.近代国家と鉄とは、モもそも近代という時代と鉄とは、切っても切れない関係にあっナニ.では、金属の績に代わる錬はないだろうか.そろそろ
金属の揮を卒実してもいい頃である.カーボン・フフィバーに出合0た時、そんな忍いに一気に火がっいた.もし、金属を辛稟できたならぱ、意匠的にも榧造的にも金属に依存Lていたルネサ
ンス以降の建築を、,1の流れへと転換することができるかもしれない。fa-b0では、コンウリート挫萎の檎強に力ーボン・ファイバ^用いたが、寓闇倉庫の耐震補強(二0一九)では、槿紀
なフレームを持?木造建聾を、さらに織細な力ーボン・ワフィバーで補娃Lた(図54).絹の街、桟雑の街であった群馬県寓岡で、鍋豐物の倉庫として、-00年以上前に木造の寓圖倉厘が
建てられた.糸による耐霞捕盆は、富岡に最もふさわしい解決であるように感じられた。木造建築の耐震補弥は、思0た以上に鯉Lい.筋交い(ブレース)といわれる料めの都材を入れる
のが最も一般的な方法であるが、ごっい木の筋交いで捕強すると,木造建聾の縦細なイメージが崩れてしまって、すぺてが台無Lになる.鉄製の組い筋交いで補強するのも、容晃ではな
い.鉄という材料は、木に比べて重たいので.重たい鉄で補強ずると、建物自体が薑くなってしまい、モの重さに耐えるために、よりごっい嚴の筋交いが必妻になる.モんないたちごっこの悪
循環にはまって、*造の犠紙さは完全に失われてしまう.木造建築のすばらしさは、木という軽い駕を使いながら、絶震にも耐える強い構迭体を作れるところにある.重たい鉄を組み合わ
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せると、この軽やかでやわらかい平和な秩序が、酸壊されてしまう.カーボン・ワ丁イバーのような軽くて性い素材を使えぱ、木造建築はモの軽さを保ウたままで、地震に耐える強さを獲得ずる
ことができる。冨岡倉庫では、檎造エンジニアの立尻愚宗さんと一緒に、最も効畢的な木造の繍諸を考えた.江尻さんは力ーボン・ファイバーと木が相性のいいことを知うて、ずでに京都
の清水寺や長野の苦光寺で、カーボン・フフィバーを用いた文化財の補強を行うている。国宝や重要文化財の補強の場合、補強部材を見せないことが重蔓である.屋根裏などの見えない
ところに力ーポン・ファイバーは用いられる。しかし、冨岡倉厘では、あえて力ーボン・ファイバーの線を見せることにした.白い力ーボン,ファイバーの執が、アヤトリのようにして、空中を走る
(回55).鉄やステンレスのワイヤーではフャトリはできない。なぜなら、アヤドJの糸が折れる部分から、鉄やステンレスは破断してしまうからである。接点に別の金物を挿入Lないと、繰と線
がコながらず、親の楓造が破罷する。カーボン・フフィバーは、まさに糸そのものであるから、接点が弱点とならずにアヤトリができる.アヤトリの目由としなや力、さを,そのまま宴際の建築の
中で実現することができる。接点に別のジョイントを入れなけれぱならない「鉄の繰」は、接点に拘軍された不自由な線で、自由な繰とはいえない。逆1里自由につながってぃくアヤトリの線
は、インゴルドがrラインズ』でその価値を発見した.生きた線である。痕跡としての線ではなく,しなやかに空中を走り,舞う線である.生きながら、しかも新しい豊何学を追求するのがアヤドJ

という線である.建築が金属を辛案し、生きた糸で建笑を竹れる日を芽みて、償らは冨岡倉庫でアヤトリをした。絹の街富岡で、報の新しい歴史を開二うと駄みた。

リートコエルト対ウレルケ

二0世紀の恨晃する人口と柱済を収容する'火きなヴォリュームの確保を目的として、剛性と粘性と気密性にすぐれた、ニンクリートという素材が選ばれた。しかし、ヴォリュームを然体Lて、
風通Lのよい、軽やかな空間を作ろうという試みも、併行Lて起動Lていた。オランダの若き建集家達が結成したデ・スティールーースタイルーーという名のグループは、河い面を用いて
ヴォリュームの解体を試みた.デ・スティールの中心人物、塗擾家のへりツト・リ【トフエルト【ーノVV、ーーカ六四)1幸、シュレーダー邸(一九二四年X図1)で、ヴォリュームの微催的な解休
を行い、建築界に大きな衝峯を与えた.そもモも家具職人の子として生まれ、自らも家具礁人としてスタートしたりートフェルト【図2・圓3)だからこモ、面の珪隻をやすやすと実現できたともい
える。建睡はヴォリュームとして閉じる必要があったが、家具はそもそも、その必要はないからである。冬の気候の厳しい西敗では、建無は閉じることが大前提だった。一方、「家の作りやうは、
冨をむねとすパし」(r徒然草』第五十玉段)の日キでは、閉じることが建聾の要件ではなかった.リートフエルトはその保守的な西欧において、家具の世界から、薄い画による柵成という方
法を教わった.面と面、面と鞍を組み合わせれぱ、閉じていなくても家其になる.面と隷を使って、身体や物を支えるこしができれぱ、家具として成立する.建築と身体との間にも、そんな自由
でゆるい関係があってもいいと、リートフェルトぱ考えて,シュレーダー邸という「大きな雲具」1こ到遣Lたのである.リートフェルトの構成主謹的な椅子より、僕がさらにおもしろいと思うのは、
リートフェルトと同世代のオランダの建築尿、ミケル・亨・クレルク(ーハハ四一一九二三)が晨家の生活にヒントを得てデザインLた、蔓紐を用いた木製の槽子である(回4).やわらかな謹で
できた肘掛けは、体にしっくりとなじむ。ウレルクやその弟子のピエト・ウラメル(ーハハーーー九六一)は、オランダの茅茎の展獄の素朴さと、近代の生活とを接合しようと試みた(図5).白
本のモダニズム・デザインのパイオニアであり、分准派を立ち上げた堀口捨己(すてみX一八九玉一一九ハ四)も、ウレルク達のデザインに多大な影響を受けている。堀口は一九二0年に東
京大学の建築学科の同級生と共に、日本で最初の近代挫築道動を立ち上げた.茅葺と近代的な箱とを組み合わせた紫烟荘【一九二六年X図6)を発表L、若き矢才の豊場として、戰前の日
本の建築界に衝撃を与えた。クレルクも堀口も、工集化という、時代の大きな流れに封する枇判として、モダニズムを捉えていた.すランダでも、白本でも、茅葺は当時の慶家で一般的であっ
た。茅葺の自然さ、素朴さを取り戻すこ巴が二0世妃という時代、そしてモダニズムのテーマであると、かれらは考えていたのである.しかし、その径のモダニズム建築は、工案化を全面的
に肯定L、コンクリート巴嚴による大量生産の建築へと一気に傾斜していった.第二女世界大戦緩から高庄成長期にかけて.二人の提案Lたしなやかな面や線は、すっかり忘れ去られてし
まった.丹下健三らの次世代は、堀口を、時代遅れのヒニーマニストとして否定し去ったのである。堀口は挫折の中で、奈良の慈光院に二もって、茶室の扇究に投頭し、研究者として大きな業
績を残Lたが、建築家としては寡作であった.クレルクが農具にインスピレーションづいていることを髭見することができる。椅子の肘掛けに使われている口ープは、美しさとは無閏係に、
一見、だらっと垂れているように見えるが、モこにひとたび腕を戲せると、ロープは身体を支えてビンと延び、ロープという生きた線と、身体という生きた物体とが、生き生きとした会話を始める
のである.リートフェルトの硬い面からは褐られなかった物と身体との会話が、クレルクの家具からは聞こえてくるのである.

面

ミース封りートフ匡ルト

シュレーダー邸は、二0世紀物期のモダニズム建築群の中では、圧倒的に軽やかである.初朔モダニズムの傑作を挙げろといわれれぱ、通常はル・ニルビュジエのサヴォア邸【一九三一
年、r方法序説」図7参照)とミース・コフン・〒ル・ローエのバルセロナリ{ヴィリ才ン{一九二九年、「点」図7参照〕の冬が業がる.しかし、点,繰,面巴いう視点で建築を見直した時、シュレー
ダー邸の軽やかさは、他の二つを凌駕している。サヴォフ邸は、線と面の建擾というよりは、浮かんだヴォリュームであった。二0世紀のスタンダードであるヴォリューム建婆を、単に浮か
しただけと捉えることもできる.捍かしただけで特別のものだと鰯覚させたことに、コルビュジエの天才があったという言い方もできる。しかし、浮かしたことで、かえって空間としては貧Lいもの
になった.コルビュジエがモダニズム廻築の重要な手法として捷唱した空中庭園は、大地との閏係は薄く、周囲の森とは切断され、貧尋で段風景である.コルビュジエを訴えたサヴ今7邸の
クライアントの気持ちはよくわかる.にもかかわらず、「ヴォリュームの世紀」であ?た二0世紀には、この寒々とした住宅が、火傑作とたたえられたのである.バルセロナリ{ヴィリオンの柱
のディテールを見れぱ、ミースがヴォリュームの解体に、四味という以上の執念を持っていたことは、間違いない。著通の人には柱は纏であると見える。しかLミースには,柱も鈍重なヴォ
リユームに見えていた.重さを支え、地震に耐えなければならないのだから,当然桂も太さが必要となる.ミースはそれが許せなかった.歓骨の柱を、角バイプではなく、わざわざエッジの立っ

た十字型断面とオることで(図7)、柱のヴォリューム感は簿れ.エッジのシャープな繰が眼を刺激する。ヴ才りユームとなりかねない鉄の柱を、ミースは細い總とすることに成功した.バル
セロナ・バヴィリオンの壁もかなり禪い.まず石の下地となるレンガを、普通とは逆の向きで積むことで、トータルで一七センチの厚みの、石とぱ思えないような薄い堅を作った(國8)。通常、レ
ンガやコンクリートの壁の両側に石を貼り付けると、三0センチ袈度のぽてっとした壁陣になってしまう.ミースの石壁はその操準寸怯の半分の薄さである。二0世紀における面の建擾として
は、突出して薄い.石工の子として生まれ、石の使い方を熟知したミースだからこモ、石の壁を常識的な収まりでほ考えられない獄どに湾くすることに成功L、薄い石壁が張り詰めるような緊
輩感を空間に与えたのである。しかし、いかにミースでも、シュレーダー邸の家具を思わせるような酵さにはかなわなか0た.石工が、獄具臆人の作り出す薄さにかなわなかったともいえ
る.しかし、モのシニレーダー邸の薄い面さえも、慎にとっては厚すぎ、硬すぎるように感にられた.そして、面や繰の組み合わせ方(栴成)を工失Lて、全体を軽やかに見せようとする、シュ

レーダー邸の構成主蓑的な形態操柞も(本章図1多照)、その主知主養的で人間中心的なわざ七らしさが鼻についた.栴成主鞍とは、二0世紀のヴォリューム主轤を鳳蔽するための、苦
L紛れの発明ともいえる。点・線・面が自由に軽やかに組み合わさり、あたかも踊っているようにふるまうが、楕成が自由であればあるほど、作家といラ絶対者の窓意的な身握りが際立ち、主
知主蔓的ないやらしさが鼻にっく。惰成するエレメントの重さや厚みを、構成主鞍がかえって強調Lてしまう.カン〒インスキーのr点'線・面』中の、構成主義的な方紘を詳述した部分が、退屈
でいやらしく感じられたように。

サハラで出会口たべドウィンの布

ティム・インゴルドがrラインズ』の中で指摘したように、繰には、軌跡としての隷n間06)と、糸としての線nhroad)の二種類が莇る。クレルクの抽子の肘掛けに用いられた藁の口ープは、生
きた隷であり、インゴルドの言う糸である.問じように、面にも二つの種類があると倶は醒じる.ひとウは軌跡としての面、すなわち、何かの痘跡を記述した死んだ面、もうひとつは、空間の中
を自由に舞う、生きた面である.リートコエルトの面は、薄くはあっても、死んでいるように、侯には感じられた.一方、僕の捜Lている生きた面は、量子力学の超弦理論の比喩を用いるならぱ、
弦のような自由さをもって、粒子と波の二重性の間を振動L親ける西である.しなやかな面を作り出すには、単に面を薄くするだけでは不充分である。何らかの力、作用を受けて、踊り出
すようなしなやかさを持った面を建纂に諄入することができれば、面を道具に用いて、重いヴォリュームの解体ができるかもしれない。モんな風に考えてぃた時、大学院時代、サハラ砂痩
での調査旅行で幽金った、ペドウィンのテントの記憶が突熱よみがえった.木の枝でできた細い支柱を砂に突き刺L、モの上に布を架け渡しただけの筋単なテントである.避牧の民ぺドウィン
は、枝と布をラクダに輩んで、サハラを旅していた.テントの薄い襲が、サハラの厳Lい気候に耐え、遊牧生活を支えていた.原広司教捜串いる僕ら六人の集落調査隊も、問じくテント族で
あった.プラスチックの粧い支柱とナイロン優の布を組み合わせた日本製の小さな〒ントを単に積んで、慣らぱ、ペドウーンに低ってサハラ砂漠を縦断Lたのである(図9)。日本製テントは
コンパクトにたたむことができて.モぜりティという点ではすぐれていたが、ペドウィンのテントに枢かれてお茶をふるまわれた時に、モの布の作る藁Lさ、快遜さには、とてもかなわないと感じ
た.布が、ベドウィン文化の中0を占めているように感じられた.布は砂の上に何貫にも敷きつめられ、布の床が、彼らの身休と砂漠との関係詮を定轄ずる.冬の夜の砂漢は、かなり濯度が
薄ちるが、ベドウィンは身体と砂の間に布を量ねる二とで、身休をやわらかく支え、気温の査化に対応し、やわでちっぽけな身休の近傍に、薗のような価域を形成する。布が火地と彼らの身体
との関係を定畦し、柱によコて堂えられた再い一枚の布が、牲らと砂漠との閣係を定程するのである。布はぺドウィンの日常のすぺてに入り込んでいた。当時、世界的に笈行のラジカセは,
砂漢の民にとっても必需品のようだ.たが、そのラジカセを肩から換けるためにデザインされた布のバッグはあまりに崇敵で、ひとっ憾ってもらえないかと傾んだ.あの布のバッグに入れられ
た途端に、安っぼいうジカセが別のものに見えた。布というしなやかな面は、生活を転換し、世界を査身させる力があった。

'

ゼンパー対ロジエ

一九世紀の最も量要な趣築理論家、ゴットワリート・ゼンパー【ーハ0三一七九)は.究という面、すなわち織物に対し、そして緬むという行為に対Lて.異常と思われるほどに高い閲心を寄
せ、独自の建築理論を打ち立てた。建婆は骨組み(フレーム)からスタートしたとする青え方が、ルネサンス以降の西欧の建築獄を主配していた、すなわち、撒を強固に組んだコレームを
慎コて、建築を説朋し、建築を作ろうとする論理である.フレーム主義の代表は,丸太の骨組みから建擾は始まったとするロジエ神父のr建築試論」(一七玉三年)である。先述の通り、ロ
ジエの絵はいまだに、多くの建婆の教判婁で、建築の始まりを説明するのに使われているσ点」図3参照).そして今日でも建築楕造の主流はラーメン楕造である【「点」図17参照).工亭現
場に建てられた、柱と梁のラーメン楕造のワレームを見るたぴに、ロジエのフレーム主藍がいまだに建築の基本であり、人間が作る環境を支配していることを突き付けられているようで、暗い
気持ちになる.日本の伝鞍木造楕造は、柱と梁の組み合わせなので、ラーメン構造と思われがちだが、実はモうではない。すなわちフレーム構造ではない.ラー〆ン損造とは違コて、柱と
梁の接点は,がっちり固められてはおらずー一剛接合ではなくーーボルトも釘も使わずに、材料問士を欠き込んで、組み合わせているだけである.すなわちゼンバー流にいえぱ、柱と梁とが
燭んであるだけである.そんなゆるいジョイントが、なぜ地霞国で生き理ったのだろうか。その物密は、柱と染の間を土壁,楓間、襖、障子をぱじめとする揮々なやわらかな装置でつないで
きたことにある。日本の土琵ほ、組積透の石やレンガと違0て、やわらかであり、柱や梁ともゆるく接合されていて、地霞がきたら簡単にひびが入コてしまうような、頼りないもので。あった.し
かし、この頼りなさによって、地震力を吸収してし寸二.このゆるく暖昧なシステムで、日本のホ造建築は地震に耐えてきた。ガチガチに固めないほうが耐震性が高いという解答に、日本人は軽
験を霊ねて勉り着いたのである.柱と柱の聞に存在Lていたこのようなやわらかな装債が.最近は注目され、柱間装置という特別な名前で呼ぱれるようになっナニ。ヨーロッパでも、ライン川
の谷には大きな断層があ?て、地霞が起二るが、二の地域でも、木造の柱と梁の間を、土彊で埋めたやわらかな構造シス〒厶が主流となウている。かの地の人々もまた、地震の経験を霊ね
たことによって、日本の木透と同じ知恵に到違したのである。近代の建築がフレーム主轆、すなわち幼稚な園式主義に支配される前には、世鼎には多様な織物建築が存在L、人々は織るよ
うに、やわらかな建婆を作ってきたので罰る.一方ゼンパーはロジエ流のコレーム主義を否定L、建築はワレームではなく、橿いであり織物であると定轆け立コレームがなくても橿いは成
立ずると、ゼンパーは考えた。彼は脱フレーム主義のパイオニアだったのである.ゼンバーがモう考えるようになったきっかけは、一九世紀最大の国段イベントであった万国博覧会で展示
された、辺境の集落であったと考えられている。クリスタルリ(レスで開力、れたロンドン万博(ーハ王一年)の農示デザインに携わったゼンパーは、宴監の原始的な住居に触れて大きな衝畢を
受けた.倶がべドウィンの布の住居に衝撃を畳けたように、ゼンパーは西歓の外部に位置する、辺境の集落に出会う二とで、織物の重要性に気づき、織物主叢を生"出した.ゼンバ」の父
親が纖維閣係のビジネスをしていたことも閏係していたかもしれない.父観が扱っていた布は、辺壇の布ほどには、自由でしなやかなものではなかっただろうが。
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フラー・ドームと建築の民主化

ひとっのストーリーが描けたならば、あとは技術的にモれを解決するだけである。小さなユニツトを組み合わせていって、ドーム状の建築を作る実験は、アメリカの天才的建築家で、〒ザイ
ナーでも島り思怨黒でも畠ったバツクミンスター・コラーが綬り返L行っていた。フラーは、四角いハコのような建憂を堰モラとした先違で、建讐から軍まで僖広くデザインL、学生時代からの僕
の儘れのヒーローでもあっナニ。廻摂獄という絶対的な存在が、特異な造形の證築をデザインするという、ヨーロッパ的でエリート生赦的な建摂家像をワラーは批判L薪けた.アルベルティ以降
の詰捲的な建葵家俺を壊そうとし,軍の根の建錢、建築の民主化をめざして、一生闘い続けた.r宇宙船地球号」というのも彼の造語で、地球環墳の危擾をいち早く唱え、その解決のために
は.最小の物質を使コて、最大限のヴォリュームを喪俣することができるドーム建築が最適であると主張した.得意の数学を聖使して、正一二面体と正二0面体が、ドーム構迭に適している
ことをフラーは証明し【図21)、誰もが自分で作れる民生的建築というアイ〒アを実証するために,学生違と一緒に、ワークショップというやり方でたくさんのフラー.ドームを廸詮Lた(回2
2).ーー.しかし、実瞭やってみると、フラーがいうほど、フラー・ドームを作るのは簡単ではなかった.フレームを加工して正一二面体や正二0面件を作るのはとても難Lいし、ジョイント
都分の肪水も弱点で、フラーの予測1孝ε、フラー・ドームは昔及ずる二とはなかった.モントリオール万博【一九六七年)のアメリカ館(図23)などの、特殊な用迭の建物のための、姑殊な建築
技術という位置づけに終わってしまった.,ドーム建築という課馴を、ロジエ的なフレーム生義で解こうとしたことに、フラー・ドームの限界があったと慎ほ感じる.フレームとは国式であった.
そのロジエ流のフレーム主襲は主知主鞭的な図式主義であり、複雑にからみあったこの世界を、フレームという乱崇な自式で簡略化Lて、無理やり計真に当てはめようとする.フレームに簡
略化すると、瓢の中で解けたように錨覚Lてしまうが、ユレームと理冥との間には大きなギャツプがあり、現実を栴成する揮々な小さな物這がコレームの問からボロボロと砂のよラにこぽれ落
ちてしまうのである。しかし、フレームに穎らずに、小さな章をそのままどんどんっぎ足しただけでドームができるなら、フラーがめざした究極の民主的建按に、一歩近・づけるのではない
か.."ーフラー自身が作ったワラー・ドームの骨に比べて、昔通の章の骨は、はるかに華客で細い。まさに脅(フレーム)がなくて、橿いだけの挫築に見える.なぜそんな細い骨で、ドーム
を支えられるのだろうか.

テンセグリティで地球を敦う
立尻さんは、骨と腰が駄け合うて一種のテンセグリティ構造を形成するから、普通の章を支えるあの細い骨で直径玉・三メートルのドームを支えることができると、自身満々であ0た。テ
ンセグリティ楕造もまた、バツクミンスター・コラーが提唱Lた、効率性がきわめて嵩い矢才的な楕造システムである.,ーーまさに彼は現代の地球環境の危橿を予告していた。モの有阻な
贇源を長持ちさせるためには、物賃の効牢性を墨大限に高めなければいけないと、フラーは考えた.ある物質(たとえば鉄)を撫造材料として使う時、最も効半が高いのは、それを引っ張り材
として使うことである.輩でできた細いワイヤーを引っ張り材として使えば、重たい石を吊り上げることもできる.しかL圧縮材(例えば柱)や曲げ材(例えば饗)として鉄を使うと、効牢ぱはるか
に落ちてしまう.太くてごっい鉄の乗でないと、重い石を支えることはできない.しかし、だからといって、ワイヤーだけだと,だらっとしたままで地面から立ち上がれず、建築にならないそこで、
引っ張り材(ワイヤー)と圧縮材【柊)とをうまく組み合わせれば、最も効串性の高い建築ができることを、フラーは発見Lて、モの携造システムのことをテンセグリティ桐造と呼んだ.テンシ,ン
(引っ張り)を活用して到違する、インテグリティ【柱合)システムなので、彼はモれをテンセグリティと命名したのである(図27).この魔法の撫造システムを上手に使えば、まるで無重力状態
の中に建っ建築のようなものが実現する.・ー・・石のような点をっみあげていくやり方だと、どうしても亘たい建隻になってしまうのだが、隷を使い、しかも繰の張力を使うという溌想の転
換だけで、このよラに軽やかな構造休ができるのである.テンセグリティが挫隻の匪史を埜り変えるような予底があった.しかし、なぜか、自分のフラー.ドームには、このテンセグリティ携
塾を採用していない.コレームだけでドームを支えて、コレームとフレームの間を、頭やガラスで埋めるというのが、ワラ】・ドームの携迄システムだった.填やガラスは栴造には役に立ってい
ない.あの矢才ワラ】といえども、つレーム主義からは譲れられなかったともいえる。フラーは市らゆる面で、二0世紀を超えようと労え、挫折L続けた人であった.短期間で諸工可能で超
ローコストな(当時、六五00ドルでできることを充り物にした)、プレハブ式のドーム型住宅、ダイマキシオンリ、ウスを髭亮した力q一九四五年X図29)、飾りのっいた昔ながらの四角い家を
好む二0世紀のアメリカ人からは受け入れられず、たちまち倒産に追い込まれた.つラーは早く生まれすぎた人間であった。二0世紀を超える夢をたくさん持っていたが、二0世紀の技衛
の隈界.ノ、々の趣味の限界で、夢はっぶされた.フレーム主蔓をぺースとするフラー・ドームも.結局二0世紀という時代には受け入れられなか?た.僕らは、フラーの思慈を使って、コ
ラーの実該を超えようとした.すなわち、フラー自身のテンセグリティーを借りることで、フラー・ドームのフレーム主義.ロジエ主睦を超えようとした.燦らのテンセグリティ.ドームのミソは、通常
のテンセグリティが、木=繰を引0彊り材として使っているのに対し、膜=面を引コ張り材として使ったことである.糸を使づたテンセグリティは、細い糸がほとんど見えなくなるので、アクロバ
ティツクな透明感がある.倶らは逆に、面を引っ張り材として使う二とによって、内外を仕切る材料としての順ではなく.犠造材料としての裏、撰造材料としての面の可能性を発見する二とがで
きた。きわめて剛い面が、建築を支える携造材になり.素材の節約が可能となるのである.

細胞のテンセグリティ

テンセグリティーという考え方は、生物学の世昇でも注目されている,ドナルド,イングバー【一九五六一)という細胞生物学者が、鞍胞はテンセグリティ楕造をしているといいだしたのであ
る.一九七0年代、イエール大学の学生であった櫨は、細胞をぺトリ皿に叢せると、ぺたっとっぷれてしまうのに、モれに配素を入れて凪から敵すと、丸くふくらむのを見て、理由を考えはじめ
た.その数日後に、捜ぱ偶熱、〒ザインの摂菓でフラーのテンセグリティ構造にっいて教わった.勘のいいイングバーは、モのふくらんだ細胞こそ、テンセグリティに違いないとひらめくのであ
る.細胞を、中にジエルがJ、0たただの風船だと考えると、このふくらむ現象が説明できない.しかし、細胞の中に、粧胞骨格という名の、タンパウ概雑群が作る三次禿の網目構達が陣れ
ていたのである.この網目の引う張りイテンシヨン)を利用Lて.細胞は形を保ってし寸立モれぞれの粘胞は、'焦点棲着斑と呼ぱれる点を介して、細胞を囲む甚質に接着してぃるので、細胞の
外都の力学的環境がりアルタイムで、タンバク織緯のネツトワークを介して、細弛の隅々に伝わる仕組みだったので島る.この仕組みは、倶らがフランクコルトに建てた茶室の二枚の填と、そ
の間をっなぐ糸(綜)の閏係によく似ている(図30).細胞は猶立した点ではなく、面の引っ張り力、面の中に漕んでいた糸の引っ張り力を媒介として、相互にっながりあい、重力のある世
界の中で形を支え、重力と折り合いをっけていたのである.ワラーが素来の犠造システムとして提唱Lたテンセグリティとは、モもモも、生物の芸本鳳理でもあうたのである.再びゼンバー
とロジエの歳えを用いれば、生物は骨【フレーム)を構造とオると考えていたロジエ主蔓的生物楓に代わって、点・執.面がネットワーウ的にも銃合したものが生物の体を支えているという、ゼ
ンパー主程的生物鍾へと,生物学も向かっている.コラーは、建纂の未棄を予言Lていただけではなく、生物学においても、予言的役割を果たした.イングバーを媒介にして、フラーのテンセ
グリティが、生物学の燈界にもひとっの転換をもたらしたのである.・・,・この特別な章を玄関の傘立てに置いておけぱ、どんな災害が起きても、それを持って逃げれぱなんとか助かると
考えると、ちょ?七安心できる,やさしい章の叡が、仲間を守ってくれるに連いない.しなやかな布の力が、そんな安心感を与えてくれる.傘の家にはフレームといラピつぃ写在がないので、衣
服にくるまれたような安心蛤がある.白い談で榎われた空間は、白くやわらかな光で満たされて、症されるようなやさしい空間になった.ゼンパーとフラ」とサハラ砂漢の知庫が一帖になって、
ミラノで花が開いた.

八00年亀の方丈雇

賦長明(ーー玉五頃一ーニー六)が『方丈記」を書いてからハ00年がたったことを記念して、r現代の方丈庵」をデザインして(れないかといラ依穎が、突如舞い込んだ.敷地は鴨長明が
実際に薯らしていたという京都、下鴨神社の境内である,長明ぱ下鴨神牡の雨宜、鴨蔓継の次男で島った.小さく貧Lい家こそが素晴らしいという、「方丈記1の思想には、昔から興味が
あうた.戦乱、天変地具、飢柾が相次いだ厳しい時代と、挫折にっぐ挫折であコた怯自身の人生が.長明の思恕、長明の建萎鍛を生んだ.災害が亘なるひどい時代が、傘の家を生むきっか
けとなったように、ひどい時代、ひどい理墳から、新Lい建損が生まれる.「ゆく河の流れは艶えずして、しかももとの水にあらず.よどみに浮かぶうたかたは、かっ消えかっ結びて、久しくとゞ
まりたるためしなし.世中にある人と楢(すみか)と、又かくのごとし。たましきの都のうちに、楓を並ぺ、甍を争へる、高き卑しき人のすまひは、世々軽て尽きせぬ物なれど、是をま二とかと尋
めれば、昔しありL蹴はまれなり.或は去卑にモ)幌けて今年作れり.或ぱ大家滅びて小象となる.住む人も是に問じ。所もかぱらゞ、人も多かれど、古見し人は二三十人が中に.わづかに
一人二人なり0朝に死に、タに生る、ならひ、たゞ水の泡にぞ似たりける」(「方丈記」)。慎が一卦臭味を持ったのは、蔓明自身が、実際に巷動可能な、一推のモバイルハウスに住んでい
たという伝説である.彼は方丈(三メートル角)の小さい家を理想としただけではなく、彼の小さな衆は、台車に乗せて、運搬可能だ?たという,単に小さいだけでぱなく、運搬可能な、究極のモ
バイルハウスを作って二そ、墨明の思想に師えたことにならないか。八00卑後の方丈庵を作るプロジェウトは、そのようにスタートした.長明の過激なモバイルハウスの臺は、笠であった
という説がヒントをくれナニ.木のワしームは分解Lて台車に乗せられるが、さすがに土壁の方は、運搬できない.笠なら、くるくると丸めて、簡単に台車に乗せることもできるし、軽いので、手に
抱えて運ぷこともできる.披は木のフレームと控を組み合わせて作った家に住んでいたからこ壬、きっと簡単に運搬力tできたのではないか.彼なりに線と面とを上手に組み厶わせて、モバイ
ルハウスを作っていたに違いない.現代版の筵の家は作れないだろうか.笠の代わりに探L当てた材料は、目FE(エチレン.四コッ化エチレン共重合体)という名の新Lいタイプの堰材
だった.もともとは濃室の累材だったという出自がおもしろかった。ErFEは、混室のような、安価で手軽な趣築を作るための、安うぼい素材だと思われていたが、軽くて、装くて、透明で、耐候
性にもすぐれているので、近年、駅や空逢、スタジフムなぞの大型建築の屋根に使われるようになっている。従棄の垣の欠点を克服したEFEは、ガラスの轟明性を詩っ、しなやかな倶で
罰った.残された課題は、どのような構造休で.この膜を支えるかである.木でフレームを組んで、それを訂FEでくるむのならば簡単だが、それだと、長明の時代とあまり変わらない.木の
フレームも、結檎なごっさになってしまうので、ロジエ謙のコレーム主艦から脱Lたとはいえない.ハ00年もたっているのだから、現代の方丈腔にふさわしい、フしームのない携造システムを
用いて、ゼンパー流の様物のような小屋を作る実験が始まった.その時ひらめいたのが、海に住むナマコの身体を支える楕造システムである【圓33)'ナマコはご存じのよラにグニャグ
ニャの生き物であるが、rグニャグニやなのに骨の高るヤツ」と呼ぱれることも島る.なぜならぱ、ナマニは譽桟動物のような骨格を持たない代わりに、庄膚の中に、票撤鱗でしか屍えないよう
な.無数の骨片を露し持っているからである.庄皮の帳力と号片の圧縮力をうまく利用する、テンセグリティの遣人が、ナマコだったわけである。「グニャグニャなのに骨のあるヤッ」の脱力感
たっぷりの携造シス〒厶は.ロジエ主蔓的な古くさい号格を奘い飛ばしているようで、きわめて未来的なものに岳じられた.倶らは、頼りない1まざに小さくて細し、(=0ミリX三0ミリ)木片
を骨とすることにした.三枚の避明な訂FE に、モれぞれ別バターンで、木片=骨片を貼り付けるところがモソである(図34).別パターンの骨を持?三枚を重ね合わせることで、フニャフ
ニャであった面が、突如として壁のように堅く、しっかりしたものに変身する.これもまた一種のテンセグリティ構造である.木片という硬い繰問士がっながることで.蝋の張力が有効に封きは
じめ、細胞がテンセグリティで形を保うていたように、襲の形が保たれるのである。小さな木片を貼り付けているだけだから、一牧一枚の寝はウルクルと、筵のように丸めることができ、腔に抱
えて、簡単に持ち運べる(図35).甚明も,モんな風に笈を抱えて、荒れた都市をワラワラとさまよっていたのかもしれない.その三枚の頭を貫ねるのに、金風ボルトでも擡蒼剤でもなく、抽
力磁石を使ったと二ろが、もうひとウの究明である.ポルトやのりを使うと、組み立て、解体に時聞がかかる。磁石だ?たら、一羅で、組み立ても解体も可能である.墨石のっいている面と面と
を貫ね合わせることで、尋や霞のように突然出現し、突然消え失せるモバイルハウス、八00抹後の方丈庵(二0一二年)ができあがった(園36).この住力磁石は,「点」の章で紹介した
イタリア、フィレンツエの山の中のピエトラ・セレナの山も持っ石屋、サルヴフトーレから教わった.彼は弛力磁石を使って、石を壁に取り付けるために実験を重ねていた.従来、石はモルタル
かポルトを使って、昌ンクリートの壁に取り付けられてきた.しかし、これだと石を簡単にはがすことができず、一座貼ったら取返Lがっかない.磁石を使えぱ、取り付けも、解体も簡単で、石を
悔っけること支ない0引っ越ず時も、石だけ外して、新しい家にまた問じ石を使うことができるというのが.サルヴフトーレのフィデアだった.硫かに移動する内菰という考えはおもしろくて、方
丈盟的ではある.しかし、石だけ運べても、家自体が軽々と手に抱えられないと、現代の方丈庵とは呼ぺない。点{磁石}・線(木片).面【訂FE)が連動してはじめて方丈庵となる.下鴨神
社の境内に出現した現代の方丈庵は、あまりに送明で軽やかで、うっかりする巴通り過ぎてしまうほどの淡い存在であった.細い木片が、バラパラと下鴨神牡の纛の中に漂っているようだっ
た.あのひねくれ者の長明も,このさりげなさなら、嚢のネ陰から、きウと喜んで倶らを見ていてくれるのではないか. T鴨神社に出理したカゲロウのようにはかない建擾は、ErFEを用い
た面の建築であると同時に、茜力磁石を用いた点の趣築で島り、木片を骨とする線の建蟻でもあ0た.点・線・面が響き布い、相互に埋め込み島いながら、人間のまわりを浮遵し、身体を守っ
てくれる. r方丈記」からハ00年たって、時代は再びかなり厳しいこしになっているけれど、だからこそ倶らはもう一度、現代の盤を抱え、しなやかでやさしい面を抱えて、この荒れた世界
を、歩きはじめなければいけない.
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46.否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』(2020年(令和2年)3月24日火曜日養生所を考える会代表
池知和恭)、並びに当該計画に包含する『原遺跡担保計画』『原遺跡応用計画』について、私達人類、又、人類の概念と

行為、並びに人類に関係する事象、並びにその他の事象、並びにその関係性に於いて、当該事象、並びに当該事象のあら
ゆる変化に関し、蓄積し、可逆性を内包し、以って、恒常的に、柔軟に包含し得る、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原造跡計画』{こついて、第一義に、地球の大地と地球の大気と宇宙に関する事
象である、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』について、私達人類の歩みを示唆する、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』について、私達人類、'又、人類の概念と行為、並びに人類に関係
する事象、並びにその他の事象、並びにその閏係性に於いて、第一義の事象のうちに、之を、柏対的重層的に包含する故
に、私達人類が、豊かであり、幸福である,、と認識し得る事象を包含し、又、再生産し得る、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』について、『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人

類の活動の空間の形成』(2020年(令和2年)4月23日木曜日養生所を考える会代表池知和恭)を包含する、と規定し
ます。

私達当会は、皆様に、当該の『原遺跡計画』を計画し実行する事、を提案し要望します。

[仮定]

私達当会は、私達人類の活動の空問について、宇宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての機能を、相対的重層性、離散
的配置、レイヤー、交織、と仮定し、同時に、人類を纏う生物生命体、と仮定し、宇宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての
機能、その相対的重層性、馳散的配置、レイヤー、交織、と、人類、即ち、纏う生物生命体、との、双方を階層的に接続する
事象である、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の非意図として、人類の意図の空隙、である、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』(2020年(令和2年)3月24日火曜日養生所を考える会代表

池知和恭)並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空問の形成』(2020年(令和2年)4
月23日木曜日養生所を考える会代表池知和恭)1こ於ける、宇宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての機能、につぃて、
之等は、集まりながら、同時に籬れている、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類
の活動の空問の形成』について、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)蔓延に係る新常態(ニュー・ノーマル)に適合
する、と仮定します。

私達当会は、私達人類の活動の空間について、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよりも、
点・線・面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体(私達人類の活動の空間)を支えている、と仮定しま
す。

私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空問について、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とずると考えるよ
りも、点・線・面(様々な要索)がネツトワーク的にも統合したものが生物の体(私達人類の活動の空間)を支えている、と仮
定し考察し様々な行為を選択すること、を提案し要望します。
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旦」盡窒二二会

0私達人類の生命体としての存在、否定され得る人類としての私達人類の在り方、その姿、又、その痕跡

私達当会は、宇宙と人類の閧係について、人類がその能力の限りを尽くして宇宙を改変したとしても、宇宙の総体とその在

り方は何ら変化しない、その一方、人類は、宇宙の極めて一時的で限定的な関係性を前提に、その生命体としての存在を
得ている為に、宇宙の極めて一時的で限定的な関係牲の微細な変化で、人類の生命体としての存在を消失する、と仮定し
ます。

私達当会は、嘗て、私達人類が、私達人類の活勳の空問に、否定され得る人類としての私達人類の在り方、その姿、又、
その痕跡を、部分的、非意図的であったにせよ、否定せず整理する二となく之を受容し、遺存してきた、と仮定します。

私達当会は、今、私達人類が、私達人類の活動の空間に、否定され得る人類としての私達人類の在り方、その姿、又、
その痕跡を、否定し整理し消去し又は美化するならぱ、私達人類は、私達人類自身の存在について、その在り方を偽り、
即ち、自らの虚妄により、自らを脆弱な事象とする、と仮定します。

0私達人類の現在と過去、

又、『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空問の形成』

私達当会は、勳物の行為とその社会について、個体の記憶とより限定された個体間の伝達をその構造とすると仮定する処、
人類の行為とその社会について、人類の個体の記憶と人類の個体問の伝達と記憶の手段により人類の社会上に伝達し記

憶し得るあらゆる過去をその構造とする、と仮定します。

私達人類の、人類の個人又は社会に於ける、私達人類による、あらゆる様々な過去、並ぴに、蓄積に対する、意図又は非

意図を契機とするあらゆる様々な経緯と方法に係る消失又は改変又は忘却に由来する、人類の行為とその社会に関係す
る偏倚した構造は、それでも、現生人類他様々な地球に関係する生命を支持し包含し続ける宇宙と地球の自然、又、生命
体としての人類の構造に、一致し得るでしょうか?

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びにr否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人

類の活動の空問の形成』について、現代の人類の行為とその社会に関係する構造に関し、私達人類に対し、人類の個体

の記憶と社会上の又環境への記憶、過去、蓄積、又、その認知、認識、解釈、関係を媒介させ、地球に関係する生命を支
持する宇宙と地球の自然、又、生命体としての人類の構造に、一致させ、又は、近似させる試行で勗る、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人
類の活動の空間の形成』について、人類の活勤の空問に関し、現生人類の出現以来、又、近代への道程と共に試みられ

た、概念的存在としての人類に係る活勳空問、から、身体的存在としての人類に係る活動空問、への、自覚して行う、転換、
転回、又は、還元である、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人

類の活動の空間の形成』について、人類の活動の空間として、人類の活動をその空間に内包しつつ、伺時に、その公共の

空問としての構造に於いて、又、その空問に包摂する人類の心理に於いて、新型コロナウイルス感染症に於けるクラスター

(集団感染)発生の要素とされる、「3つの密一①換気の悪い密閉空間②多数が集まる密集場所③問近で会話や発声
をする密接場面」、を解消する要素を内包する、と仮定します。

0私達人類の過去の蓄積と継承、現在、未来

私達当会は、私達人類について、他の生命体と異なり、私達人類の知性によって、個体の個別の生命に由来する私達人
類に関係する過去に関する記憶の蓄積を、その集団に於いて、共時的通時的に、私達人類の時空を超えて、蓄積し継承し、
これを引見し体験し、引用し得る処に、生命体としての特異性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類の現在、並びに、予定し得る未来、について、全て、私達人類に関係する過去に関する記憶、又は、
その過去に関する記憶の蓄積と継承によって、構成され構造されている、と仮定します。

私達人類の私達人類に関係する過去に関する記憶の蓄積とその継承の媒休は、多様です。生命体としての身体、個体

の心的な記憶、言語を媒介する個体の認知と認識、画像と言語と文字を媒介する他者への伝達、印刷や装置や土木や建
築などの技術、技術の成果たる事象、任意の集団、社会、地域、国家、遺跡、自然イ観察、思惟、行為、論理、発見、発明、
革新、解釈、哲学、宗教、思想。
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私達当会は、私達人類に関係する過去に関する記憶、又は、その過去に関する記憶の蓄積と継承、又、その媒体、につ
いて、之を、私達人類の意図と非意図に於いて、一旦、破壊し、滅失すれぱ、之を、修復し回復する二とは、不可能であり、

私達人類の記憶と時空から永遠に失われ、私達人類の存在の可能性に於ける欠失となる、と仮定します。

私達当会は、私達人頚の意図と非意図に於いて、私達人類の記憶の蓄積とその継承、又、その媒体、を破壊し滅失する
ことについて、私達人類、又、私達人類と宇宙と自然の関係性、を破壊し滅失することであり、又は、私達人類、又、私達

人類と宇宙と自然の関係性、その一部の破壊と滅失を、一挙に、又は、日々、累積することであり、私達人類の存在の可

能性に於ける欠失を、一挙に、又は、'日々、累積ずること、であると仮定します。

0私達人類の以前

私達当会は、私達人類の思惟や行為に価値がある、その以前に、私達人類、又、他の共時的通時的な事象の存在、同
時に、その相互の関係性に価値がある、と仮定します。

0私達人類の存在を埋め込む宇宙と地球の自然

私達当会は、私達人類について、私達人類の概念が、如何に、宇宙と地球の自然を逸脱し、又は、逸脱Lようとしても、私
達人類の存在は、宇宙と地球の自然に埋め込まれているので、之を逸脱する二とはできない、と仮定します。

0私達人類の、私達人類による、私達人類の事象の保全、継承、受容

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類が、これ等の金ての事象を、人類の意図、乃至、非意図に於いて、保
全し、継承し、即ち、受睿すること、を提案し要望します。

0人類と親密な(インティメイト:1ntimate)関係を具現した、丁寧な、行き届いた、人類の活動の空問、人類の世界、地方

私達当会は、例えぱ、物理的には小さく、且つ、あり方としても小さい、「負けている」と人々が感じられるような土木と建築

による、同時に、宇宙と地球の自然と遺跡、人類の存在と世代を超える、長期的な、過去、即ち、時間軸、又は、基盤、前提
条件としての宇宙と地球の自然、に編み込まれ、且つ、生命体としての人類の身体のあり方と大きさ、並びに、存在性の連

続、に呼応する、人類と親密な(インティメイト:intimat.)関係を具現した、丁寧な、行き届いた、人類の活動の空間を、実
態として、形成できる可能性が、人類の世界、就中、地方にはある、と仮定します。

0私達人類たる生命体にとって、取捨し選択する必要がない事象の揺動と揺動の軌跡としての全体

宇宙と地球の自然の全ての事象の関係性の揺動と揺勳の軌跡としての人類の活勳の空間、就中、私達生命体としての人
類が知覚し認識できる限定的な形態乃至時空が、例えぱ、自然であり遣跡である、と仮定します6

私達当会は、宇宙と地球の自然の全ての事象の関係性の揺動と揺勵の軌跡としての全体のうち、とりわけ、私達生命体と

しての人類が知覚し認識できる限定的な形態乃至時空は、私達生命体としての人類が、生命体である為に、必要不可欠
最小限の事象である筈、と仮定します。

私達当会は、私達生命体としての人類が知覚し認識できる限定的な形態乃至時空は、私達人類たる生命体に於いて、そ

の非意図に於いて、既に、取捨し選択した事象である、と仮定し、最早、私達人類たる生命体にとって、その意図又は概念
に於いて、之を、取捨し選択する必要がない、と仮定します。

0近代、科学、普遍、特異、作家性、周辺としての個別性多様性と例外、効率

私達当会は、近代から現代にかけて、私達人類が、科学が人類の問題を解決すると考え、私達人類に於ける権力が、政

治から科学へと移転したとされる時代、その私達人類の行為について、私達人類は、選択たる抽象の方法に基づき、普遍

との概念を設置し、之を希求し、同時に、事象の個別や多様について、特異たる作家性芸術性としての評価によって、之を
代表させ、之によって普遍を補足し、人類の選択と行為としての総体を体系的に調整しょうとするシステムを創出した、と仮
定します。
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私達当会は、普遍と特異たる作家性芸術性としての評価による人類の行為への包括的で体系的な選択の意図に関するシ
ステムにつぃて、私達人類は、当該システムの下で、普遍と特異たる作家性芸術性としての評価の周辺、即ち、個別で多

様な事象の実態や例外とする事象を、考察の対象の範囲外と認識してきた、と仮定します。

私達当会は、普遍と特異たる作家性芸術性としての評価による人類の行為への包括的で体系的な選択の意図に関するシ
ステムについて、集団たる人類の要求に応える事象に対して、簡便に選択し行為できる道筋、即ち、効率への休系、として

のシステムである、と仮定します。

私達当会は、普遍と特異たる作家性芸術性としての評価による人類の行為への包括的で体系的な選択の意図に関するシ
ステムにつぃて、私達人類が、私達人類の近代として認識する事象を形成するシステムである、と仮定します。

0私達人類の過去の記憶からの逸脱、緊急事態

私達当会ぱ、私達現代の人類について、私達人類が、宇宙と地球と人類の自然と意図について知っていることはごく僅か
であるにも閏わらず、私達人類は、創造や発明や競争として、又、忘却により、私達人類にとって唯一確実である筈の、私

達人類の過去の記憶、時に、その蓄積、を逸早く逸脱しようとし、又、意図せずとも逸脱する、と仮定します。

私達当会は、私達人類が、創造や発明や競争の結果として、又、忘却の結果として形成する、私達人類にとって唯一確実
である筈の、私達人類の過去の記憶、時に、その蓄積、を逸脱した事象について、確実を欠き、不安定であるとすれぱ、常

に、これ等に関連する全ての事象が、緊急事態の許にある、と仮定します。

0私達人類の蒐集

私達当会は、私達人類の行為たる蒐集について、皇帝と国王のシステムでは、人類の命と人類の存在を消費して人類に
関する士地を蒐集し、宗教家のシステムでは人類の知性を消費して人類を蒐集し、資本家のシステムでは人類に関する差
異を消費して人類のシステムである資本を蒐集し、人民のシステムでは人類の経験を消豊して人類の記憶を蒐集する、と
仮定します。

私達当会は、私達人類の行為たる蒐集について、人類の蒐集の契機は、人類の生存の知恵の過剰と、それぞれの蒐集
のシステムのそれぞれの主体のそれぞれの栄耀栄華と緊張感(th削1:スリル)への麻薬である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の行為たる蒐集について、任意の人類による、特定の人類のシステムの蒐集である、と仮定します。

私達当会は、人類の行為たる蒐集、任意の人類による、特定の人類のシステムの蒐集について、特定の人類のシステム

のプラットフォーマー(運営者)になることであり、その権力を掌握することであり、他者たる人類を支配し得る事象を獲得す
ることである、と仮定します。

0私達人類の問題解決、生命科学と思想・哲学

私達当会は、人類の問題解決に関する人類の社会の根源的な事象、社会的共通資本について、"人類のことは人類に聞

げ'と仮定し、生命科学と思想・哲学がその事象、社会的共通資本となる、と仮定します。

0新常態(ニュー・ノーマル)

新常態(ニュー・ノーマル):私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され褐る人類として

の人類の在り方を顕現する人類の活動の空問の形成』について、私達人類による様々な事象への理解と大気たる通風と

人類の尊厳と人類のソーシャル・ディスタンシングと人類のにぎわいを同時に包摂し得る人類の活勤の空問である、と仮定
し、之を、提案し要望します。
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・近代の方法としての人工として形成されるヴォリュームの解体(時に解消)、又、閉じた空間から解放された空間への還元
の方向性(ベクトル)の形成

枠組み、概念、抽象、さらに、細部、実態、具象、ヘ

・地球上に現生人類が出現する以前と以降の自然、並びに、地球上に現生人類が出現して以降の、現生人類の活動の痕

跡、即ち、時に自然と人工に対する改変、即ち、活動の結果、即ち、遺跡一一遺跡の保存と活用と継承

ーー意義、価値、さらに、存在、在り方、ヘ

・フレキシビリティ:私達当会は、あらゆる現生人類とその状況に最も柔軟に対応できるシステムについて、之を、類型と

しての現生人類出現以前以降の宇宙と地球の自然である、と仮定します。私達当会は、類型としての現生人類出現以前

以降の宇宙と地球の自然について、現生人類が出現して以降20万年~15万年程のあらゆる現生人類とその状況に、又、
現生人類出現以前以降のあらゆる地球に関する生命体とその状況に、可能な限り、柔軟に対応し、又は、之を包含し、継

続させてきた、その実枝がある、と理解します。

ーー改変、変容、さらに、過程、原点、ヘ(可逆性)

・時空と行為と思想'哲学の開放

と ーーA

5/23

(共時的通時的又認識上の開放:グローバル時代若しくはポストグローバル時代の事象)

ーー科学との側面では、私達人類の個体の科学的論理的態度の成熟と科学に依存しない姿勢の両立

呪術的様式と危機管理の関係性への認識
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0私達人類の活動の空問の形成について

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類

の活動の空間の形咸』について、私達人類の活動の空間に於ける、離散的配置又はレイヤー/グラデーション/肌理(テ
クスチャー)/階層/クッションによる空問構成、ひいては、私達人類の活動の空間に於ける、私達人類の、三次元のカル

テジアン・グリット並びに透視図法/遠近法たる概念に依拠する空間把握の無効化、並びに、空間の構成に於ける構成的な
ヴォリュームの解休と解消でもある、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、配置と機能の交錯、編み込み又は織り込み、を主調とする雛散的空問の形成、同時に、
空間の分断又は囲い込み又は閉鎖と機能の集約又は集中を主調とする構成的なヴォリュームの形成の解体によって、画
一的で分断され同時に閉塞的な空問の印象と実態を解消し、さらに、共時的に、開放的で連続的で多様な変化に富む、透

明感のある又は軽快な又はりズミカル又は音楽的な又は自由な様々な空問の印象と様々な作用を顕現する、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、空問の情報を、視覚、聴覚、喚覚、味覚、触覚等の感覚のうち、主に、視覚から摂取す

ると考え得る処、感覚上の全体の大きさと部分又は要素たる、例えぱ、概念上の構成としての点、線、面、又、存在上の配

置やレイヤー/グラデーション/肌理(テクスチャー)/階層ノクッション、との相対的な大きさの関係は、私達人類の当該
の空問に対する認識上の印象又は私達人類にとっての当該の空間に於ける関係上の作用を主調的に支配し得る、と仮定

します。

私達当会は、私達人類の活勳の空間並びに人類の活動、行為について、地球の又その土地の大地が基準面である、と

仮定します。

(ー・ーしかしミースの作った空間も、僕にとってはあまり居心地がよくない。線を主役にしたにもかかわらず、空問を効
率的に閉じることだけが優先されていて、日本の伝統建築に存在していたような、点・線・面が自由に浮遊する楽しさ、透け
感が全く感じられないのである。ミースもまた、閉じることを至上命令とする、二0世紀という時代の子であった。僕は空

調のよくきいたガラス張りの超高層ビルにいると、牢獄の中にいるように感じる。ガラスで作れぱ、透け感があるというもの

ではない。二0世紀をりードし、モダニズム建築を建築史全体の中に位置づけようと試みた建築史家、コーリン・ロウ(一九
二0一九九)は、「実の透明性」と「虚の透明性」とを区別して、二0世紀のガラス至上主義に警鐘を鳴らした。ガラスを使え

ぱ自動的に透明になるという単純、素朴な透明性の追求を、彼は「実の透明性」と呼んだ。ガラスを使わなくても、層状の空
間構成によって、背後に存在する、実際には見えない空間を暗示する方法を、彼は「虚の透明性」と呼び、高く評価した。

ロウは「虚の透明性」の例として、ガラスが大量に使われるはるか以前の、イタリアのマニエリスム期の建築家、アンドレリξ

ラディオ(十五0八ーハ0)の建築について論じ(図2)、その奥行きを示唆する、洗練された知的な空間構成を贊美してい
る。しかし、「虚の透明性」ということでいえぱ、ガラスを一切使うことがなかった明治以前の日本の伝統木造建築に及ぶ

ものはない。十二単のように何層にも重なった層状の空間構成、そして襖、障子などの可動建具の併用によって醸し出され
る透明感は、パラディオも遠く及ぱない。にもかかわらず、コーリン・ロウは、日本について言及しようとはしなかった。ロ

ウは、コンクリートと鉄とガラスの時代を生きて、その制約の外側にある日本の伝統建築は、視界の中に入っていなかった
のである。ロウほどのすぐれた歴史家でも、二0世紀的な素材の制約の中でしか、建築を考えようとしなかったのである。:

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波嘗店方法序説日本建築の線とミースの線 PO07.PO08)
(・ーーギブソンは構成という概念を拒絶L、代りに肌理(テクスチュア)を問題にしナニ。生物の心理、行動が、環境の構成

によってではなく、環境の肌理によって決定されるということを、実証的に突き詰めていったのである。環境を点・線・面によ

る「構成」と捉えずに、点・線・面が作る「肌理」として捉えることで、彼は、世界と生物、環境と心理との関係に深く、そして科

学的に分け入ることができたのである。.『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店方法序説構成の
カンデインスキーから肌理のギブソンへ P010・P011)

(ギブソンは、世界を三次元のヴォリュームから解放したといってもいい。世界は連続するヴォリュームではなく、無数の点
や線の組み合わせが作る、肌理の集合体であると彼は再定義した。彼にそれができたのは、ひとつには心理学者として

スタートしながら、心理学の暖昧性飽き足らず、生物学へと踏み込み、生物の身体をべースにして、その環境認識の有様を

把握しようと試みたからである。彼は生物の網膜の構造にまで立ち入ることで、肌理という暖昧なものを科学化し

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店方法序説ギブソンと粒子 P011)●●■■■雫
、0

(市松模様のような、点がパラパラと浮いているような状態を、離散的状態と呼ぷことがある。僕の恩師である建築家

の原広司(一九三六一)は、そもそも数学で用いられていた雛散という言葉を建築の世界に持ち込んだ。原先生は、教
鞭をとっていた東京大学の学生と、世界の辺境の集落を調査し、その配置を図面化し、そこから未来の都市、未来の建築

学生であっのヒントを得ようと試みていた。その集落研究で、原先生は数学的手法の建築への応用を試みた。 .....

た僕らと原先生は、一九七八年の冬、西アフり力、サハラ砂漠周辺の集落を、二か月かけて共にジープで旅し、調査した。
旅の途中、原先生はさかんに離散という言葉を使った。サハラ周辺の集落は、小屋が隙間をあけながら集合する、コンパウ

ンド住居という形式で知られている(図65・図66)。この地域では一夫多妻制が一般的な婚姻形態であり、夫はそれぞれの

妻が住む小屋を日ごとに廻って、その中の一軒で食事をして、妻や子ども達と泊まる。それぞれの妻に付属する小屋が、中
庭を中心として、ゆるやかに雑然と集合する形態を、原先生は離散的集落と呼んだ。点と点が距雜を置いて、ゆるやか

に雑然と集合している状態が雛散的であり、その対極にあるのが、点と点が密着して、隙問のない状態である。離散的状態

( J9 /》・q )
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こそが、人問関係の理想であり、すべての点が密着した状態の究極がファシズムではないかと、砂漠を旅しながら僕らは議

論した。未来の建築は、サハラのコンパウンドのように、離散をめざさなけれぱいけないと、砂漠の中で、火を囲みながら、
離散数学は、現代の数学の中の重要な分野であり、世界を連続体ではなく、パラパラとした粒僕らは語り合った。 ■●●■,

子的なものと捉えた途端に、世界の新しい貌が見えてくることを、僕ぱ数学から教わった。雛散は単に建築の平面的な

配置に閏わるだけではなく、素材もディテールも、建築のすべての領域に適用できる概念であった。そして、雛散とは、点の
別名に他ならない。:『点,線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点離散性とサハラ砂漠 PI04・PI06)

日本の伝統木造娃築では、しぱしぱ線と線を、ずらして組み上げる(図9)。いわば、材木という線の上に、もう

一本の材木をそっと載せる。ずらすことによって、材木に欠き込みを入れる必要がなくなり、その結果、断面の欠損が起こら
ないので、一本一本の材木すなわち線の強度を保つことが可能となる。しかも接点はずれていても、力はスムーズに伝達さ
れることを、日本の大工は経験的に理解していた。日本の木造はずらしの木造であったといってもいい。線と線が一点で

交差する、西欧流のカルテジアンウ、りツド(デカルト流の直交グリッドX図10)とは別のやり方で、線が編まれていたのであ

る。西欧の近代の数学と工学のべースになっていたのは、きまじめなカルテジアン・グリッドである。しかし、接点をずらすこ

とで線はより軽やかに自由になり、空問に動きが生まれることも、日本の大工は知っていた。そしてずらしによって、線材と

線材とが分節され、線が面とならずに線のままにとどまり、軽やかさ、透明感が生まれてくることも、大工は熟知していたの
である。カルテジアン・グリッドが図式的で、幼稚な畿何学に依拠していたのに対し、日本のずらしの木造は、経験主義的で

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線丹下健三のずれた線あり、しなやかであった。 .....

P115・P116)

(広重の夕立の細い線

日本の伝統木造が長い時間をかけて磨いてきた細く、移動するする線を、再び取り戻すことはできるだろうか。あるいはア
フり力の熱帯雨林の草のカゴのような細い線を、現代の建築に導入することはできるだろうか。細い線が復活した時どのよ

うな建築が生まれ、どのような都市が生まれ、人問と線とはどのような関係を取り結ぶことになるのだろうか。僕がこの課

題を意識して、最初に線に取り組んだのは、那珂川町馬頭広重美術館(二000年X図37)であった。浮世絵画家の歌川
広菫(一七九七」一八五八)の美術館の設計を依頼され、広重の作品を研究し、広重にとっていかに線が重要であるかを

知った。大きなきっかけを作ってくれたのは広重の代表作「大はしあたけの夕立」(名所江戸百景X図38)である。「大は

しあたけの夕立」の線は、芸術の世界に革命をもたらした二人のアーティストに、絶大な影響を与えナ=。一人は印象派の
巨人であるヴィンセント・ヴァン・ゴッホ(ーハ五三一九0)であり、もう一人は、二0世紀のモダニズム建築の巨匠であり、建

築の透明化をめざすムーヴメントの最初の一歩を踏み出したアメリカの建築家、フランク・ロイド・ライトである。
では「大はしあたけの夕立」の何が、この二人の革命的芸術家を引き寄せるのだろうか。タ立の雨の線に秘密があった。

一九世紀までの西欧の画法は、重たいヴォリュームの支配する重たい世界であったと二人は感じヴォリュームを解体しよ
うと苦闘した。その二人が、広重の線と出会い、広重をヒンジとして、新しい世界へと踏み出していったのである。「タ立」

の線を、細かく点検してみよう。一番手前に、タ立が線で描かれ、その線の東によってひとつのレイヤーが出現する。ヨー
ロッパ絵画の基本手法である透視図法によらずに、薄いレイヤーの重ね合わせによって、空間に三次元的奥行きが与えら

れている。ルネサンスに登場した透視図法の基本は、近く1こあるものを大きく描き、遠くにあるものを小さく描くことである。

遠近法と呼ばれるその手法によって、三次元の奥行きが容易に表現されるようになった。一方の広重は、透視図法と全く別
の方法によって、空問の奥行きを表現したのである。「タ立」では、川を渡る橋は、遠く1こ向かっているのにもかかわらず、橋

の幅が小さくならない。同じ幅のままで対岸に到達する。そして大橋の橋桁は細い線で構成された透明なスクリーンとして

描かれる。線が創造する透明性によって、川の手前側と向二う側との距離、奥行きが表現される。大橋が細い木材を組み
合わせて作った木造の橋だから、橋を透明なスクリーンとして表現する二とが可能となったのである。木造の橋と透明性は、
深く、分かちがたく結びついている。木造と空間の奥行きは結びついている。日本は木造の国だからこそ、透視図法を必要

としなかったともいえる。・ーーしかし、「大はしあたけの夕立」の線から見える、人工と自然を同列に扱う方法は、広重美

術館の線の線のデザインに大きなヒントを与えてくれた。自然とは何か、人工とは何かということを考える、大きなきっかけと
なった。.『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波喜店線広重の夕立の細い線 P136・P140)

(・・・ーこのようにグラデーショナルに線を変化させ、種類の違う線でレイヤーを作りながら、自然と身体とを、外と内と
をスムーズにつなげようと試みた。透視図法を持たないアジア、必要としないアジアでは、この手法を、長い時間をかけて洗

練させてきた。絵画においても、建築においても、透視図法によらずに奥行きが表現され、身体と世界とがスムーズにつな

がれていったのである。広重はそれを見事に使いこなした。結果、西欧のゴッホやライトが震擢するまでに線を使いこなした

のである。:『点,線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波喜店線夕立の建築 P143・P144)
(・・一生物によって、身体を支える床面がいかに重要であるかは、ジェームズ・ギブソンのアフォーダンス理論の核心で

ある。生物は、左右の目の立体視によって空間の奥行きを測定しているのではなく、基準となる水平面の上の、様々な粒子

や線を用いて、空問の奥行きを知り、空間の広がりを測定し、空問を自分のものとしていることを、ギブソンは発見した。基

準面が存在することによって、その面に属する点や線がひとつの音楽を奏で、そこにりズムが生まれる。基準面がなけれぱ、

いかに点や線が存在しようとも、りズムも音楽も生まれず、生物はその環境を自分のものとすることができない。その環境を
『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線生と死の境をさまよう生きることができない。 ●●昌●■

線 P153・P154)

(杭州の中国美術学院民芸博物館(二0一五年)の敷地は、もともと茶畑であった。茶畑独特のゆるやかな斜面に寄り添

うような建築を作って、屋根をすべて瓦で葺こうと考えた。しかし、瓦で葺きさえすれぱ、自動的に、景観になじんだ建物がで

きるというわけではない。ひとつの屋根が大きすぎると、その面の大きさに比較して、それを構成するひとつの点、すなわち
一個の瓦のサイズが小さすぎ、いかにひとつひとつの点にランダムなバラツキがあったとしても、点は大きな面の中に埋没
して、のっぺりとした印象を与えてしまう。その危険を避けるため、大屋根を作るのではなく、民家と同じようなスケールの小
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さな屋根を.単位とし、その小さな屋根が無数に集合した、村のような風景を作ろうと考えた(図51)。小さな屋根の中に置くと、
バラツキのある瓦は全体に埋もれずに、しっかりと独立した点として、自分の存在を主張してくれるだろう(本章扉写真)。点
の建築を作る時に重要なのは、点と全体のバランスである。僕はしぱしぱ点を階層化して、段階的に全休へとつなげ、環境
へとつなげていく。小さな屋根の下には、小さな菱形の平面形をした空間が集合していて、その小さな空間が、茶畑の微

妙に傾斜した地形を、三角形分割の手法でなぞっている。建築が全体として大きかったとしても、階層化の方法を上手に用
いれぱ、生き生きとした点のきらめきを失わずに、小さな点と、大きな全体とがゆるやかにつながることができ

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点点の階層化とエイジング P089、P090)る。 ●●●■●■

(杭州の博物館では複雑な地形を三角形を単位として分割した。四角形ではなく三角形を単位とすることで、どのような複

雑な曲面でも、三角形の集合体として近似できる。その意味において、四角形は面であるが三角形は面であると同時に、点
の自由さを持っている。四角形は不自由であり、三角形は自由である。建築は通常、四角形を単位として作られる。平面

も、立面も、四角を単位として、建築は作られてきた。しかし、四角形は融通がきかないということに気づいた建築家が何
人かいる。・フランク・ロイド・ライト(ーハ六七一一九五九)は、自然の原理に基づく建築を様々な形で試み、三角形の可能
性に注目していた。ライトの影響を受けたバックミンスター・フラー(ーハ九五一一九八三)や、ルイス・カーン(一九0-一七
四)も、三角形に大きな閏心を抱いていた(図55・図56・図57)。 『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾●●●■●

岩波書店点自由な点としての三角形 P093)

(点の大きさについて、大きなヒントを与えてくれたのは、鉄道の枕木の下に敷かれた砂利の寸法にまつわる研究である。

鉄道のレール、枕木、砂利とが重層することで、車体の荷重は分散され、大地というやわらかなものに、ダメージを与えるこ
とがない。レールにおいては、まず線状の鉄がしなることで荷重を分散し、その力が枕木という線に伝達され、枕木にかかう

た荷重は、その下に敷かれた砂利によって分散される。その階層的な力の分散によって、地面は窪んだり、裂けたりするこ
とがない。ここで重要なことは、砂利が接着される二となく、それぞれの砂利が自由に勳き、自由にずれることである。砂
利が拘束された点ではなく、自由な点であることによって、砂利の山全体が、クッションの役割を果たしているのである。

この自由を保証するのが、砂利の大きさである。枕木の下に砂利の代わりに砂を敷くと、砂という小さすぎる点の集合体は、
力を分散させることができず、荷重は集中してしまって、地面にダメージを与える。経験の積み重ねによって、最も適切で経

済的な点の大きさ、すなわち砂利のあの大きさに到達したのである。このエピソードは自然と建築の関係を考える上で、
大きな示唆を与えてくれる。大地という自然と、車体に乗っている人問との問に、様々な点と線とが介在し、その二つをス
ムーズに、そして階層的につなげている。建築もまた同様にして、自然と人問をスムーズにつなげるものでなけれぱならな

い。枕木の下に敷かれた砂利が理想である。その砂利のように、一見、自由でゆるやかでありながら、実際には見事なクッ

ションとして、その二つをつなぐ建築を作ることができないだろうか。コンクリートのようにガチガチのものを介在させるのでは
なく、様々な自由な粒子を媒介として、この小さくてやわな身体を、自然という大きなものにつなげていきたい。民主主義的
な建築があるとしたならぱ、線路の砂利のようなものではないかと、僕は考える。あのように自由で、あのようにしなやかな

ものである。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点線路の砂利という自由な点 P1仇、PI03)

(広重美術館を設計しながら、自然の線と人工の線の差は何だろうかという問題に突き当たった。広重美術館の基本
原理は、裏山の杉の木の生の荒々しい線、木立の生の線から、最も内側のレイヤー、和紙の裏に影としてだけ存在する抽

象的な細い線へと至るグラデーションである。縄文から弥生、平安、数寄屋へというグラデーションといってもいい。杉の木
立は樹皮がついたままで、しかも、ランダムな配列を持っている。ランダムな線の意味と効果を、広重は熟知していた。雨を

描く時に、広重は均一な細い線が作るシンプルなりズムの中に、ランダムな線をまぎれ込ませた。広重は自然というものの
本質がバラつきにあることを理解していて、角度の違う線を、雨の中にまぎれこませ、線を雨へと昇華させたのである。人の
描いた線が、自然へと変身を遂げたのである。スコットランドでヴィクトリア&アルバート博物館の分館、V&A・ダンディ

(二0一八年X図46)を設計した時に、この方法を応用して外壁をデザインした。ダンディはテイ川の河口に位置する街で、

V&Aの敷地は、街の南のエッジにあり、テイ川の河口に面していナこ。われわれは、川にはり出すようにして、建築をデザ
インした。実際に建築の一部を、水の中に建てたのである。通常、自然の脅威から建築を守ろうとする結果、建築は自然と
は距雛を置いて建てられ、自然とは異質のもの、違う領域に属するものとしてデザインされる。

自然と建築との差異、距敲の強調が、西欧の建築デザインの基本であった。差異を示すために、建築を基壇と呼ぱれる
台で持ち上げ、ピロティという名の柱で浮かしたのである。ピロティを生み出した二0世紀のモダニズム建築も、西欧の方法
の正統的な嫡子であった。しかし僕らは、建築を川の中に建てることで、自然と人工との中間的な物を作り、自然UIDと
街をシームレスにつなごうと考えた。西欧建築を支えてきた、自然と人工との対比を否定し、自然と人工とを境目なく、ゆるく、
やわらかくつなげようと試みたのである。では、どのような形態が、自然と人工の中問物にふさわしいだろうか。ヒントを
与えてくれたのは、ダンディの北に位置する、スコットランドのオークニー諸島の海岸の崖であった(図47)。大地と水の接
点に、純粋な幾何学は存在しようがない。大地も水も多くのノイズを包含しているから、その接点である崖は、必然的にゆが
み、バラつき、暴れるのである。海からそそり立つ崖は、海と陸との長い闘いの結果、幼稚で図式的な幾何学から逸脱し、
袰一ーすなわちランダムな線の集合体へと到達する。自由で複雑なその線は、広重の雨のように、無数のノイズを包含す
る。その崖のように粗くランダムな建築を、海と陸の境に建てようと考えた。 このダンディのウォーターフロン岡●●早●

トは、かつては倉庫群が並び、人の気配のないさびれた場所だった。工業化社会が世界中に作り出した、人工物の残骸で
あった。その自然と人工とのはざまの空白に、自然と人工の中問的な存在を作る二とで、街と自然をつなぎ直した。崖から
多くのことを学び、広重の夕立からも多くのヒントをもらって、ダンディの街はもう一度、川とつながり、自然と接合された。
『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点 V&A・ダンディの線描画法 P144.P148)
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・スケールについて

私達当会は、視覚上の全体の大きさと部分又は要素の大きさの関係は、例えぱ、何を視覚上の全体とするかその範囲、即
ち、スケール、によって相対的に変化する、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、何を視覚上の全体とするか、即ち、スケールは、視覚の主体の回転の移動や、水平の移動や、垂直
の移動によって変化し、移動の速度やその変化は、スケールとその変化の質を変容する、と仮定Lます。

私達当会は、例えぱ、視覚上の日常的なスケールは、自身の姿勢、又、身休的な周辺、近景、中景、遠景、によって規定さ
れ、高所からの跳望、遠望や偏瞰は、また、性格の異なる規定を形成する、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、例えぱ、私達人類を主体として把握する場合と私達人類以外の事象を主体として把握
する場合で、スケールは変化すると認識することができる、と仮定します。

・私達人類の現代に於ける活動の空間について

私達当会は、私達人類の現代に於ける活動の空問について、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定さ
れ得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』が、私達人類の活動の空間に於ける、私達現代

の人類の生命の行為としての、創造性、快適性、活動の効率、の発現を定義する、と仮定します。

0人類の思念、行為、又は、集団としての文化が、人類の知の体系、即ち、学術、学としての科学、技術、又は、社会的生

産形態、に先行する、との仮定

(前章で見たとおり、サピエンスは一五万年前にはすでに東アフり力で暮らしていたものの、地球上のそれ以外の場所に
侵出して他の人類種を絶滅に追い込み始めたのは、七万年ほだ前になってからのことだった。それまでの八万年間、太古
のサピエンスは外見が私たちにそっくりで、脳も同じぐらい大きかったとはいえ、他の人類種に対して、畢れといった強みを

持たず、とく1こ精巧な道具も作らず、格男1リ創阜業は何一つ達成しなかっナこ。それどころか、サピエンスとネアンデルタール
人との間の、証拠が残っている最古の遭遇では、ネアンデルタール人の縄張りだったレヴァント地方(訳注地中.海東岸の地

方)1こ移り住んだが、揺るぎない足場は築けなかった。敵意に満ちた先住民がいたり、気候が厳しかったり、地域特有の馴
染みのない寄生生物に出くわしたりしたのかもしれない。理由はなんであれ、サピエンスはけっきょく引き揚げ、ネアンデル

タール人は中東に君臨し続けナこ。学者たちはこのような乏しい実績に照らして、これらのサビエンスの脳の内部構造は、
おそらく私たちのものとは異なっていたのだろうと推測するようになっナこ。太古のサピエンスは見かけは私たちと同じだが、

認知的能力(学習、記憶、意思疎通の能力)は格段に劣っていた。彼らに英語を教えたり、キリスト教の教義が正しいと信じ
きせたり、進化論を理解させたりしようとしても、おそらく無駄だっただろう。逆に私たちにとって、彼らの言語を習得したり、

考え方を理解したりするのは至難の業だろう。だがその後、およそ七万年前から、ホモ・サピエンスは非常に特殊なことを
始めた。その二ろ、サピエンスの複数の生活集団が、再びアフり力大陸を敲れた。今回は、彼らはネアンデルタール人をはじ

め、他の人類種をすべて中東から追い払ったぱかりか、地球上からも一掃してしまった。サピエンスは驚くほど短い期問で
ヨーロッパと東アジアに達しナニ。四万玉000年ほど前、彼らはどうにかして大海原を渡り、オーストラリア大陸に上陸した。

それまでは人類が足を踏み入れたことのない大陸だ。約七万年前から約三万年前にかけて、人類は舟やランプ、弓矢、針
(暖かい服を縫うのに不可欠)を発明した。芸術と呼んで差し支えない最初の品々も、この時期にさかのぼるし(図4のシュ

ターデル洞窟のライオン人間を参照のこと)、宗教や交易、社会的階層化の最初の明白な証拠にしても同じだ。ほとんど

の研究者は、二れらの前例のない偉業は、サピエンスの認知的能力に起こった革命の産物だと考えている。ネアンデルター

ル人を絶滅させ、オーストラリア大陸に移り住み、シュターデルのライオン人問を彫った人々は、私たちと同じぐらい高い知
能を持ち、創造的で、纎細だったと、研究者たちは言い切る。仮にシュターデル洞窟の芸術家たちに出会ったとしたら、私た

ちは彼らの言語を習得することができ、彼らも私たちの言語を習得することができるだろう。不思議の国でのアリスの買険

から、量子物理学のパラドックスまで、私たちは知っている二とのいっさいを彼らに説明でき、彼らは自分たちの世界観を私
たちに教えられるはずだ。このように七万年前から三万年前にかけて見られた、新しい思考と意思疎通の方法の登場の

ことを、「認知革命」という。その原因は何だったのか?それは定かではない。最も広く信じられている説によれぱ、たまたま
遺伝子の突然変異が起こり、サピエンスの脳内の配線が変わり、それまでにない形で考えたり、まったく新しい種類の言語

を使って意思疎通をしたりすることが可能になったのだという。その変異のことを「知恵の木の突然変異」と呼んでいいかも

しれない〔訳注知恵の木は「創世Z己」に出てくるエデンの園に生えていた木で、アダムとイヴはその実を食べて「目が開け」
た〕。なぜその変異がネアンデルタール人ではなくサピエンスのDNAに起こったのか?私達の知るかぎりでは、それは

まったくの偶然だっナこ。だが、より重要なのは、「知恵の木の突然変異」の原因よりも結果を理解することだ。サピエンスの新

しい言語のどこがそれほど特別だったので、私たちは世界を征服できたのだろう?それはこの世で初の言語ではなかっ

だ。どんな動物も、何かしらの言語を持っている。ミツバチやアリのような昆虫でさえ、複雑なやり方で意思を疎通させる方
法を知っており、食物のありかを互いに伝え合う。また、それぱこの世で初の口頭言語でもなかった。類人猿やサルの全種

を含め、多くの動物が口頭言語を持っている。たとえぱ、サバンナモンキーはさまざまな鳴き声(コール)を使って意思を疎
通させる。動物学者は、ある鳴き声が、「気をつけろ!ワシだ!」という意味であることを突き止めた。それとはわずかに違
う鳴き声は、「気寺つけろ!ライオンだ!1とい弓警告になる, ■■'●●
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おそらく、「噂話」説と「川の近くにライオンがいる」説の両方とも妥当なのだろう。とはいえ、私たちの言語が持つ真に比類
なき特徴は、人間やライオンについての情報を伝達する能力ではない。むしろそれは、まったく存在しないものについての

情報を伝達する能力だ。見たことも、触れたことも、匂いを嘆いだこともない、ありとあらゆる種類の存在について話す能力

があるのは、私たちの知るかぎりではサピエンスだけだ。伝説や神話、神々、宗教は、認知革命に伴って籾めて現れた。

それまでも、「気をつけろ!ライオンだ!」と言える動物や人類種は多くL寸鳥だがホモ・サピエンスは認知革命のおかげで、
rライオンはわが部族の守護霊だ」と言う能力を獲得した。虚構、すなわち架空の事物について語るこの能力こそが、サピエ

ンスの言語の特徴として異彩を放っている。現実には存在しないものにっいて語り、『鏡の国のアリス』ではないけれど、
ありぇないことを朝食前に六つも信じられるのはホモ・サピエンスだけであるという点には、比較的容易に同意してもらえる

だろう。サルが相手では、死後、サルの天国でいくらでもバナナが食べられると請け合ったところで、そのサルが持っている

バナナを譲ってはもらえない。だが、これはどうして重要なのか?なにしろ、虚構は危険だ。虚構のせいで人は判断を誤っ
たり、気を逸らされたりしかねない。森に妖精やユニコーンを探しに行く人は、キノコやシカを探しに行く人に比べて、生き延

びる可能性が低く思える。また、実在しない守護神に向かって何時問も祈っていたら、それは貴重な時問の無駄遣いで、そ

の代わりに狩猟採集や戦闘、密通でもしていたほうがいいのではないか?だが虚構のおかげで、私たちはたんに物事

を想像するだけではなく、集団でそうできるようになった。聖書の天地創造の物語や、オーストラリア先住民の「夢の時代(天
地創造の時代)」の神話、近代国家の国民主義の神話のような、共通の神話を私たちは紡ぎ出す二とができる。そのような

神話は、大勢で柔軟に協力するという空前の能力をサピエンスに与える。アリやミッバチも大勢でいっしょに働けるが、彼ら

のやり方は融通が利かず、近親者としかうまくいかない。オオカミやチンパンジーはアリよりもはるかに柔軟な形で力を合わ
せるが、少数のごく親密な個体とでなけれぱ駄目だ。ところがサピエンスは、無数の赤の他人と著しく柔軟な形で協力でき

る。だから二そサピエンスが世界を支配し、アリは私たちの残り物を食べ、チンパンジーは動物園や研究室に閉じ込められ

ているのだ。:『サピエンス全史一文明の構造と人類の幸福上』2016年9月30日初版発行著者ユヴァル・ノア・ハラ

リ訳者柴田裕之発行所株式会社河出書房新社 Yuval Noah H討討I SAPIENS : A Brief Hlst0瑠 of Huma
hkind 第1部認知革命第2章虚構が協力を可能にした P34・P40)

(以上の筋害きは、農業革命を計算違いとして説明するものだった。じつに説得力がある。歴史はそれよりはるかに馬鹿

げた計算違いに満ちあふれている。だが、計算違い以外の可能性もある、農耕への移行をもたらしたのは、楽な生活の探
求ではなかったかもしれない。サピエンスは他にも強い願望を抱いており、それらを達成するためには、生活が厳しくなるの

も厭わなかったかもしれないのだ。科学者はたいてい、歴史の展開の原因を経済と人口動態の客観的要因に求める。そ

のほうが、彼らの合理的で数学的な手法に適しているからだ。近代史の場合、学者はイデオロギーや文化といった非物質
的要因を考慮に入れざるをえない。証拠書類があるので、嫌でもそうするしかない。文書や宴簡、回想録がたっぷり残って
いるので、第二次大戦が食糧不足あるいは人口増加による圧力によって引き起こされたわけではないことを立証できる。だ

が、たとえぱナトゥーフ文化の文書などないので、古代に取り組むときには、物質的側面が最も重視される。文字を持たな
い人々が、経済的な必要性ではなく信仰心に動機づけられていたことを証明するのは難しい。それでもごく稀には、歴然

とした手掛かりが運良く見つかることもある。十九九五年、考古学者たちはトルコ南東部のギョベグノ・テぺと呼ぱれる場所

で遺跡の発掘を始めた。最も古い層では定住地や家、日常的活動の形跡はまったく見られなかった。ところが、見事な彫刻
を施した石柱から成る記念碑的構造物がいくつも出てきた。ーつひとつの石柱は、最大で七トンあり、高さは五メートルに達

した。近くの採石場では、削り出しかけの石柱がーつ発見された。重さは五0トンもあった。全部で一0を超える記念碑的
構造物が発掘され、最大のものは差し渡しが三0メートル近くあった。考古学者たちにとって、その手の記念碑的建造物

は世界中の遺跡でお馴染みで、最も有名な例はイギリスのストーンヘンジだ。だが、キョベクリ・テぺを調べた考古学者たち
は、驚くべき事実を発見した。ストーンヘンジは紀元前二五00年にさかのぼり、発展した農耕社会によって建設された。と

ころがギョベクリ・テぺに構造物は、紀元前九五00年ごろまでさかのぽり、得られる証拠はみな、狩猟採集民が建設したこ

とを示している。考古学界はこの発見をにわかには受け容れられなかった、二れらの構造物がこれほど早い時期までさかの

ぼり、農耕以前の社会がそれを建設したことを確証する検査結果が相次いだ。古代の狩猟採集民の能力と、彼らの文化の

複雑さは、従来考えられていたよりもはるかに目覚ましかったようだ。狩猟採集社会が、なぜそのような構造物を建設し
たりするのか?それらには、明白な実用的目的はなかった。マンモスの屠殺場でも、雨宿りしたり、ライオンから身を隠した

りする場所でもなかった。そこで残るのが、考古学者には解明の難しい、何らかの謎めいた文化的目的のために建設され

たという説だ。それが何であるにせよ、狩猟採集民たちは莫大な手間と暇をかける価値があると考えたのだ。ギョベグj・テ
ぺの構造物を建設するには、異なる生活集団や部族に所属する何千もの狩猟採集民が長期にわたって協力する以外にな

かった。そのような事業を維持できるは、複雑な宗教的あるいはイデオロギー的体制しかない。ギョベクリ・テぺは、他に
もあっと驚くような秘密を抱えていた。遺伝学者たちは長年にわたって、栽培化された小麦の起源をたどっていた。最近の

発見からは、栽培化された小麦の少なくとも一種、ヒトツブコムギがカラカダ丘陵に由来することが窺える。この丘陵は、ギョ

ベクリ・テぺから約三0キロメートルの所にある。二れはただの偶然のはずがない。ギョベクリ・テぺの文化的中心地は、

人類による最初の小麦の栽培化や小麦による人類の最初の家畜化に、何らかの形で結びついている可能性が高い。この

記念碑的建造物群を建設し、使用した人々を養うためにはイ雁大な量の食べ物が必要だった。野生の小麦の採集から集約

的な小麦栽培へと狩猟採集民が切り替えたのは、通常の食糧供給を増やすためではなく、むしろ、神殿の建設と運営を支

えるためだったことは、十分考えられる。従来の見方では、開拓者たちがまず村落を築き、それが繁栄したときに、中央に神

殿を建てたということになっていた。だが、ギョベクリ・テぺの遺跡は、まず神殿が建設され、その後、村落がその周りに形成
されたことを示唆している。:『サピエンス全史一文明の構造と人類の幸福上』2m6年9月30日初版発行著者ユ
ヴァル・ノア・ハラリ訳者柴田裕之発行所株式会社河出害房新社 Yoval NO.h H討ヨrl sAPIENS : A BHef Hlst
Ory of.Humanklnd 第2部農業革命第5章農耕がもたらした繁栄と悲劇聖なる介入 P118、P121)

ルネサンス最初の建築家といわれ、ビエトラ・セレナの石切場に近いフィレンツェをべースとして活躍したフィリッ.....
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ポ・ブルネレスキ(一三七七一一四四六)が、この石を好んで用いたのである。しかもブルネレスキは、それまでには誰も試
みなかったユニークな方法で、この石を用いた。まず彼は、ピエトラ・セレナで構造フレーム(柱・梁・アーチ)を表現し、その

フレームの隙間を、白い漆喰塗りのプレーンな壁で埋めたのである。あたかも白い紐の上に青いぺンで線のフレームを

描くようにして、実際の建築力q乍られた。実際には、ブルネレスキの建築は、当時の一般的な構造システム、すなわち組
積造の壁で支えられている。フレーム構造で支えられているわけではない。コンクリートや鉄でできた構造フレームが建築を

支えるようになるのは、一九世紀以降である。フレーム構造とはすなわち、線の構造であった。しかし、一九世紀以前のヨー
ロッパでは、石やレンガを積み上げて作る組積造が主流であり、一五世紀のブルネレスキもまた、組積造という技術的な制

約の中で、組積造独特の、重たく、閉じたヴォリューム建築を作らざるを得なかったのである。しかし、ブルネレスキは、

その制約の中で、線の建築を夢想していた。彼の頭の中には、来るべき線の建築の時代が見えていたに違いない。だから
彼は、白い漆喰の壁の上に、ピエトラ・セレナを用い、細い線を描いたのである。ピエトラ・セレナ独特のあの青みを帯びた
グレーの色調は、シャープな線を描くのにふさわしいものであった。白い紙の上に青いインキで線を描いたような、数学的で
抽象的な印象を、彼は建築に与えようと試みた。鉄骨の線の建築が作られるはるか前に、彼はピエトラ・セレナの青白い色
を利用して、線の建築を達成したのである(図22 捨子保育園,設計:ブルネレスキ,1445年)。ブルネレスキの次の世
紀を生き、全盛期ルネサンスの中心的存在であったミケランジェロ(一四七玉一一五六四)も、同じように、ピエトラ・セレナを
好んだ。_世界で最も美しい階段とも呼ぱれる、ラウレンツィアーナ図書館のホールの階段では、白い壁の上にピエトラ・セ
レナを用いて描かれたフレームの中に、ピエトラ・セレナの青い階段が浮いている(図23 ラウレンツィアーナ図書館ホール.
設計:ミケランジェロ.,1552年)。ブルネレスキもミケランジェロも共に、組積造という当時の技術に拘束されながらも、未

来にやってくるであろうフレーム構造の時代、すなわち線の時代を予告するような、線の建築を作った。彼らは線の預言者
であった。その予言に最も適した物質として、ブルーグレーの冷たい肌をしたピエトラ・セレナが選ぱれたのである。そして、

彼らの活躍したフィレンッエの近くの山から、この石は切り出されていた。建築家の数学的、抽象的な発想と、彼らの地元の

ローカルな素材とを、神が結びっけた。建築はそのようにして、ローカルな場所と宇宙をつなぎ、物質と概念をつなぐのであ
る。彼らの予言の通り、フレームの時代は三00年後に到来した。鉄骨やコンクリートのフレームによって建築を支え、フ
レームの間をガラスや壁で埋めていくという建築(図24 クリスタルリξレス,設計:パクストン'1851年)が、一九世紀後半

以降の、西欧建築の主流となった。線の技術によって超高層建築は可能になり、二0世紀の都市と文明が生まれたのであ
る。ブルネレスキとミケランジェロがピエトラ・セレナを用いて描いた予言は、数百年の長い射程を有していたのである。

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点ブルネレスキの青い石 P065・P067)
建築の近代化とは、建築の「金属化」であり、r線化」であった。その第一歩が、金細工師ブルネレスキの建築家へ●■■■●

『点・線,面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点建築における演繹法と帰納の転身であった。 画閉亜●●.

法 P075)

私達当会は、私達人類の社会的生産形態が'私達人類の文化を規定し、形成する、というよりは、私達人類の思念、行
為、又は、集団としての文化が、私達人類の知の体系、即ち、学術、学としての科学、技術、又は、社会的生産形態、に先

行する、と仮定します。

0身体能力の延長に伴走する人類の活動の空間の在り方と人類と諸事象の関係性の再確認と再生産に伴走する人類の
活動空間の在り方について

(カンディンスキーが版画の中に発見した重層的な時間概念は、ボストエ業化社会の、新しいデザイン手法、すなわちコン
ピューターを駆使したパラメトリック,デザインの本質を考える上でも、多くの示唆を与えてくれた。一九九0年以降、コン

ピューターがどのように建築のデザインを変え、人問と建築との関係を変えるかという議論が、建築界を賑わせ、建築理論
の中心となった。新しい技術が、新しいデザインを生むことで、建築の歴史が一新されてきた。古代から現代に至るまで、新

しい技術が、新しい建築を開いてきたのである。二0世紀のモダニズム建築は、鉄骨とコンクリートによる大スパン構造
という新技術の産物であった。だとしたらならぱ、コンピューター・テクノロジーはどんな建築デザインを生むのか。コンピュ
テーショナル・デザインをルネサンス以降の様々なデザイン手法と比較して、大胆な整理を行う建築史家、マリオ・カルポ
(一九玉八ー)は、コンピュテーショナル・デザインによって、建築デザインが、引き算のデザインから、足し算のデザイン

へと劇的に転換したと看破した。『アルファベットそしてアルゴリズム表記法による建築一ールネサンスからデジタル革命

ヘ』の中で、コンピュテーショナル・デザインは単に図面(ドローイング)の描き方を変えただけではなく、ドローイング(図面)
とファブリケーション(施工・制作)の統合を促したと、カルポは指摘した。すなわち、かつては図面の制作と施工は分断され

ていたが、コンピューターによって、両者はひとつの連続した流れ、すなわち描き続け、作り続けるひとつのシームレスな流

れへと転換したと、カルポは見抜いた。建築とは、いまや完結したひとつの作品ではなく、変更L続け、修正し続ける、不断

のシステムへと変わり、それを彼は足し算のデザインと命名しナニ。石版画は永遠に修正可能であり、永遠に足し続けるこ
とが可能であるとカンディンスキーが指摘したように、カルポはコンピューターが、建築を、修正のきかない銅版画から、永

遠に続く修正システム、すなわち石と水と油との対話の産物としての石版画システムへと転換したのである。カルボはア

ルベルティ(一四0四一七二)以前、つまりルネサンス以前の建築は、同じように足し算であったと整理する。施主と親方と
職人が共働して、建築というゆるい全体を作り続げ、直し続けていたのである。そのゆるやかな世界に、革命的建築家アル

ベルティが登場し、建築の方法を抜本的に変えてしまっナこ。初期ルネサンスを代表する建築家であり、建築評論家でもあっ
たアルベルティは、引き算という新しい方法を導入し、竣工後の変更、修正を許さない「作家=アーティスト」という絶対者を

生み出した。その転換によって建築が本来持っていた自由は失われ、建築とは、建築家という絶対者の描いた図面を実
現するだけの、融通のきかない硬直したシステムになってしまったとカルポは指摘する。アルベルティ以降の長い不自由な
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歴史を、つぃにコンピューターが打ち破ったというのが、カルボの説である。アルベルティ以前には、描く人と作る人(職人)
は分断されず、もちろん対立もせず、ゆるやかに連続的に建築ば作られ続け、変更され翫けていた。その濃缶な人と様々な
物との対話、一体感が、コンピューターによるファブリケーションによって復活するだろうと、カルポは予言するのである、
さらにカルボは、コンピューターの建築への導入も、.当初から、足し算をめざしていたわけではなかったと振り返る0一九九
0年代初め、建築デザインにコンピューターが導入され、パラメトリック・デザインという言葉が使われはじめた0コンピユー
ターはただ、ぐにゃぐにゃとした、艮新しい形態を創造するマシーンでしかなかった。九0年代以前、その複雑な形態を描く
には、恐ろしく手問がかかった。その「夢の形態」を実現するための、便利なドローイング.マシーンとして、コンピユーターは
導入されたのである。その意味で、一九九0年代前半の、奇をてらった形態を特徴とするコンピユテーシヨナル'デザイン
(図4)は、三0年代にアメリカで流行した流線形デザイン(図5)の九0年代版のりバイバルであったとカルボは厳しく総括
する。一九九玉年以降、1Tの領域において、ネットワークへの関心が高まるのと併行して、コンピユテーシヨナル'デザイ
ンは、第二フェイズに突入し、形態の新奇さから、ファブリケーシヨン・プロセス(剖H乍過程)へと関心が移行した0描くことと作
ることの境界の消滅、竣工後も変化し続ける建築へと関心が移った。その時代を、カルポはデジタル'デザインの第二期と
呼ぶのである。カルポの二段階説の背景にあるのは、建築史家レイナー・バンハム(一九ニニーノVUによる『第一機械
時代の理論とデザイン』(一九六0年)という名著である。バンハムは一九世紀から二0世紀までの人間と機械との関係を
総括し、汽車、車などの第一世代の機械とラジオ・テレビ、家電などの第二世代の機械との間に、質的な差異があり、その
差異が当時の建築デザインに対しても大きな影響を与えたと整理した。カルポはそこからヒントを得て、コンピユーターという
機械の時代にも、二相があるあることを見出したのである。コンピューテーシヨナル・〒ザイン第二期、すなわち、足し算
の時代が求める永遠の修正を,可能にするためには、一度できたら硬く固まってしまって修正不可能なコンクリートは、全く適
していなかった。コンウリートは建築デザインの中心的位置を失った。同時に、小さなピースのアグリゲーシヨン(集積){こよっ
て作られる、粒子的な建築の追求が始まった。そしてその新しい波の中心人物の一人が僕であると、カルポは励ましてくれ
たのである。コンピュテーショナル.〒ザインの本質は、形態の革命ではなく、時問の革命だったというカルポの指摘が興
味深い。形態がすべてに優先するという考え方自体がアルベルティ的であり、近代の産物なのである。アルベルティはルネ
サンス最初の建築理論妻と呼ぱれる『建築論』(一四八玉年)を著わし、このテキストほその後の建築界に大きな影響を与
えた。デカルトの『方法序説』(一六三七年)が哲学の世界で果たしたのと同様な役割を担った。アルベルティは形態を時問
から分離した。それは、時聞と分かちがたくっながった施工(工事)という行為と、時間を無視しても成立する設計信十画)と
いう行為の釖断でもあり、施工の軽視であり、設計者(建築家)の絶対化でもあった。形態の世界だけの純粋な理珊を組み
立てた『建築論』は、その純粋性ゆえに、テキストとしての普遍性を獲得L、建築家は建築界の絶対者としての地位を獲得し
たのである。しかし今、形態のデザイン論から、時間のデザイン論への転換が起こりっつぁる。時間という流れの中で建
築課を相対化し、物質も人間もすべてが、時間の中を漂う粒子であるとする世界観にわれわれは回帰しっつぁる0その息
味で本婁は、ヴォリュームを解体する方法の探求であると同時に、建築家という存在を解体する方法の提案でもある0時問
を軸としてアルベルティ以前への回帰をめざすカルボのデザイン理論は、すでにカンディンスキーの版画碣によって先取り
されていたともいえる。.『点.線.面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店方法序説足し算のデザインとして
のコンピュテーショナル・デザイン P018・P023)

私達当会は、汽車、車などの第一世代の機械にっいて、身体能力の延長である、と仮定し、ラジオ'テレビ、家電などの第
二世代の機械にっいて、私達人類と諸事象の閼係性の再確認と再生産である、と仮定します。

私達当会は、汽車、車などの第一世代の機械、即ち、身体能力の延長に伴走する私達人類の活動の空間の在り方にっ
いて、事象の集中を基軸とする人工として形成されるヴリュームの生成である、と仮定し、ラジオ.テレビ、家電などの第二
世代の機械、即ち、私達人類と諸事象の関係性の再確認と再生産に伴走する私達人類の活動空間の在り方にっいて、事
象の雛散的定置を基軸とする人工として形成されるヴリュームの解体で在り得る、と仮定Lます0

0人類の身体性の回復

(ー.ーたとえりブという線を、点とヴォリュームをっなぐ媒介として導入したとしても、りブとりブの問は、根気よく点(レン
ガ)で埋めていかなけれぱならない。どぅしても最後は、点とヴォリュームを強引にっなぐというジャンプが必要となる0その
宿命的な困難を、ブルネレスキはどう克服したか。微小な点(砂利、砂、セメント)を一気にヴォリュームへとジャンプさせ
る一種の魔術的工法が、二0世紀の最も一般的な建築工法となった現場打ちコンクリートであっナニ。しかもこの工法を用い
れぱ、石やレンガをひとっひとっ手で積み上げるという手閼を省く二とができナニ。その意味で、コンクリートは魔術的であると
同時に、怠慢な工法でもあった。二0世紀建築は、魔術と怠慢を結合させる二とに成功した。だから、こそ、二0世紀の
人々は熱狂し、麻薬に依存するように、コンクリート建築におぽれたのである。合理的であるかに見えるが、実は魔術と怠
慢を愛するこの時代に、コンクリートはうってっけの素材であっナニ。コンクリートほ一瞬にして、夢の城を人々に捉供してくれ
た。コンクリートで堅牢な城を建て、私有するという行為に、二0世紀の人々は異様なほどの情熱を示したのであ

『点.線.面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波婁店点ブルネレスキの帰納法る。 ●●●●■.

P071・P072)

(二0世紀の爆発する人口と経済を収容する、大きなヴォリュームの確保を目的として、剛性と粘性と気密性にすぐれた、
コンクリートという素材が選ぱれた。しかし、ヴォリュームを解体して、風通しのよい、軽やかな空問を作ろうという試みも、併
行して起動していナこ。オランダの若き建築家達が結成したデ・スティールーースタイルーーという名のグループは、薄い
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四Xよ、シュレーダー邸(一九二四年X図1)で、ヴォリュームの徹底的な解体を行い、建築界に大きな衝撃を与えた。そもそ

も家具職人の子として生まれ、自らも家具職人としてスタートしたりートフェルト(図2,図3)だからこそ、面の建築をやすやす

と実現できたともいえる。建築はヴォリュームとして閉じる必要があったが、家具はそもそも、その必要はないからである。冬
の気候の厳しい西欧では、建築は閉じる区とが大前提だった。一方、「家の作りやうは、夏をむねとすべし」(『徒然草』第五
十五段)の日本では、閉じることが建築の要件ではなかった。リートフェルトほその保守的な西欧において、家具の世界

から、薄い面による構成という方法を教わった。面と面、面と線を組み合わせれば、閉じていなくても家具になる。面と線を
使って、身体や物を支えることができれぱ、家具として成立する。建築と身体との間にも、そんな自由でゆるい関係があって
もいいと、リートフェルトは考えて、シュレーダー邸という「大きな家具」に到達したのである。リートフェルトの構成主義的

な椅子より、僕がさらにおもしろいと思うのは、リートフェルトと同世代のオランダの建築家、ミケル・デ・クレルク(ーハハ四
ーー九二三)が農家の生活にヒントを得てデザインした、藁紐を用いた木製の椅子である(図4)。やわらかな線でできた肘
掛けは、体にしっくりとなじむ。クレルクやその弟子のピエト・クラメル(ーハハーーー九六一)!ま、オランダの茅葺の農家

の素朴さと、近代の生活とを接合しようと試みた(図5)。日本のモダニズム・デザインのパイオニアであり、分離派を立ち上
げた堀口捨己(すてみX一八九五一一九八四)も、クレルク達のデザインに多大な影響を受けている。堀口は一九二0年

に東京大学の建築学科の同級生と共に、日本で最初の近代建築運動を立ち上げた。茅葺と近代的な箱とを組み合わせた
紫烟荘('九二六年X図6)を発表し、若き天才の登場として、戦前の日本の建築界に衝撃を与えた。クレルクも堀口も、エ

業化という、時代の大きな流れに対する批判として、モダニズムを捉えていた。オランダでも、日本でも、茅葺は当時の農家

で一般的であっナこ。茅葺の自然さ、素朴さを取り戻すことが二0世紀という時代、そしてモダニズムのテーマであると、かれ
らは考えていたのである。しかし、その後のモダニズム建築は、工業化を全面的に肯定し、コンクリートと鉄による大量生

産の建築へと一気に傾斜していった。第二次世界大戦後から高度成長期にかけて、二人の提案したしなやかな面や線は、
すっかり忘れ去られてしまった。丹下健三らの次世代は、堀口を、時代遅れのヒューマニストとして否定し去ったのである。

堀口は挫折の中で、奈良の慈光院にこもって、茶室の研究に没頭し、研究者として大きな業績を残したが、建築家としては

寡作であった。クレルクが農具にインスピレーションを得てデザインした木製の椅子を今見ると、そこには工業化の論理
には収まりきれない人間の論理、身体の論理が息づいていることを発見することができる。椅子の肘掛けに使われている

ロープは、美しさとは無関係に、一見、だらっと垂れているように見えるが、そこにひとたび腕を載せると、ロープは身体を支
えてピンと延び、ロープという生きた線と、身体という生きた物体とが、生き生きとした会話を始めるのである。リートフェルト
の硬い面からは得られなかった物と身体との会話が、クレルクの家具からは聞こえてくるのである。:『点・線・面』2020年

2月7日第1刷発行隈研吾岩波喜店面リートフェルト対クレルク P163・P165)
(シュレーダー邸は、二0世紀初期のモダニズム建築群の中では、圧倒的に軽やかである。初期モダニズムの傑作を挙
げろといわれれぱ、通常はル・コルビュジエのサヴォア邸(一九三一年、「方法序説」図7参照)とミース・ファン・デル・ローエ

のバルセロナ,パヴィリオン(一九二九年、「点」図7参照)の名が挙がる。しかし、点・線・面という視点で建築を見直した時、
シュレーダー邸の軽やかさは、他の二つを凌駕している。サヴォア邸ぱ、線と面の建築というよりは、浮かんだヴォリュー

ムであった。二0世紀のスタンダードであるヴォリューム建築を、単に浮かしただげと捉えることもできる。浮かしただけで特
別のものだと錯覚させたことに、コルビュジエの天才があったという言い方もできる。しかし、浮かしたことで、かえって空問と

しては貧しいものになった。コルビュジエがモダニズム建築の重要な手法として提唱した空中庭園は、大地との関係は薄く、

周囲の森とは切断され、貧弱で殺風景である。コルビュジエを訴えたサヴォア邸のクライアントの気持ちはよくわかる。にも
かかわらず、「ヴォリュームの世紀」であった二0世紀には、二の寒々とした住宅が、大傑作とたたえられたのである。バ
ルセロナリ{ヴィリオンの柱のディテールを見れぱ、ミースがヴォリュームの解体に、興味という以上の執念を持っていた二

とは、問違いない。普通の人には柱は線であると見える。しかしミースには、柱も鈍重なヴォリュームに見えていた。重さを

支え、地震に耐えなけれぱならないのだから、当然柱も太さが必要となる。ミースはそれが許せなかっナこ。鉄骨の柱を、角
パイプではなく、わざわざエッジの立った十字型断面とする二とで(図7)、柱のヴォリューム感は薄れ、エッジのシャープな線

が眼を刺激する。ヴォリュームとなりかねない鉄の柱を、ミースは細い線とすることに成功した。バルセロナ・パヴィリオン
の壁もかなり薄い。まず石の下地となるレンガを、普通とは逆の向きで積むことで、トータルで一七センチの厚みの、石とは

思えないような薄い壁を作った(図8)。通常、レンガやコンクリートの壁の両側に石を貼り付けると、三0センチ程度のぽ
てっとした壁厚になってしまう。ミースの石壁はその標準寸法の半分の薄さである。二0世紀における面の建築としては、突

出して薄い。石工の子として生まれ、石の使い方を熟知したミースだからこそ、石の壁を常識的な収まりでは考えられない
ほどに薄くすることに成功し、薄い石壁が張り詰めるような緊張感を空間に与えたのである。しかし、いかにミースでも、

シュレーダー邸の家具を思わせるような薄さにはかなわなかった。石工が、家具職人の作り出す薄さにかなわなかったとも

いえる。しかし、そのシュレーダー邸の薄い面さえも、僕にとっては厚すぎ、硬すぎるように感じられた。そして、面や線の組

み合わせ方(構成)を工夫して、全体を軽やかに見せようとする、シュレーダー邸の構成主義的な形態操作も(本章図1参
照)、その主知主義的で人問中心的なわざとらしさが鼻についた。構成主義とは、二0世紀のヴォリューム主義を隠蔽す

るための、苦し紛れの発明ともいえる。点・線・面が自由に軽やかに組み合わさり、あたかも踊っているようにふるまうが、構

成が自由であれぱある啄ど、作家という絶対者の窓意的な身振りが際立ち、主知主義的ないやらしさが鼻につく。構成する

エレメントの重さや厚みを、構成主義がかえって強調してしまう。カンディンスキーの『点・線・面』中の、構成主義的な方法を

詳述した部分が、退屈でいやらしく感じられたように。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店面
ミース対リートフェルト P165・P16幻

私達当会は、二0世紀の、建築のヴォリュームの形成に関する、レンガ積みからコンクリート現場打ちへの建築工法の転
換につぃて、之を、一気にヴォリュームを出現する魔術的事象であり、手間の省略と、怠慢の工法であるとすれぱ、同時に、
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私達当会は、私達人類の現代に於ける活動の空間について、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定さ

れ得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空問の形成』が、私達人類の活動の空間に於ける、私達人類
の身体と環境、自然との関係性、又、スケール、又、人類の思索と行為、に於ける、身体性の回復へのジャンプを包含して、
之を定義する、と仮定します。

0人類の活動の空問における演繹法と帰納法

(建築にも演繹的アプローチと、帰納的アプローチとがある。二0逆紀のコンクリート建築は演繹的であった。まず、全体
の形のイメージがあって、その形を実現するために、部分を構成する素材やその結合のディテールが結論される。部分は

全体に服従しなけれぱならない。コンクリート建築では、すべての部分が全体に従属していた。一方、ブルネレスキの方
法は、部分から全体へと到達しようとする帰納法であった。部分の性質、その限界を徹底的に洗い出した上で、その部分と
部分とが繋ぎ合わされて、上位の段階へと昇っていく。その作業を積み重ねていった末に、時として、予想もしていなかった

ような全体が出現する。それが帰納法という方法である。帰納法は時として、驚きに満ち溢れ、想像を超えた結果を連れてく
『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点建築における演繹法と帰納法 P0乃、P074)る。 ●●旦●●

私達当会は、私達人類の活動の空間の形成について、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る
人類としての人類の在り方を顕現する人類の活勤の空問の形成』1こ於いて、まずは演繹的アプローチよりも帰納的アプ
ローチを採用する、と仮定します。

0人類の活動の空間と人類の活動の空間に於ける人類の意図の空隙

ブルネレスキ以降の建築の空問の歴史は、金属という新しい物質の参加によって開かれていった。金属が参加●●●■■

することで、歴史は大きく転換していった。金属と線とは、切っても切れないものだったからである。鋳鉄の柱をはじめとする、
鉄が作る線によって大空問の創造が可能となり、建築空間のスケールは拡大していった。 『点・線・面』2020年2●■●●●

月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点建築における演繹法と帰納法 P074)

『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活勤の空間の形成』以降の私
''
.....

達人類の活動の空間の歴史は、宇宙と自然と遣跡群という新しい空間性の参加によって開かれていった。宇宙と自然と遣
跡群が参加することで、歴史は大きく転換していった。宇宙と自然と遺跡群ど'土地の造形"とは、切っても切れないものだっ

たからである。個別の遺跡や遺跡群をはじめとする、宇宙と自然と遺跡が作る"土地の造形"によって人類の意図の空隙の
存在が可能となり、私達人類の活動の空問の在り方とスケールは相対的に重層化していった。

,,
●●●畢●

私達当会は、私達人類の活動の空問について、宇宙と自然と遺跡群の存在と時にその雛散的配置、人類の意図の空隙

の存在によって、人類の活動の空間の在り方とスケールを相対的に重層化した私達人類の活動の空間の実態を例示でき
る、と仮定します。
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0未来へと、永遠の時問へと開かれている空問

バラツキがあり、汚れがあり、傷みがあり、デコボコしているということは、それだけ点が自由であり、点がより点ら●●■●●

しいということでもある。点をより自由な存在として、解放してやろうと考えるならぱ、汚れを歓迎し、傷みを楽しまなけれぱな
らない。それは、建物ができた後についてくる、長く、予想のつかない時問に対して、開かれた建築を作るということであ
る。完成した後に、様々に汚れ、傷んだとしても、最初からバラついた点は、エイジングを許容し、飲み込んでくれる。きれい
で、整然としすぎた建築は、汚れを許容しない。現代の日本建築は、その不寛容な方向に向かって進化し、その結果、日本
の都市は汚れを許容しない、居C寸也の悪い環境となってしまった。カンディンスキーは、石版画は永遠に修正が可能で
あり、加算的で、永遠に完結しないと指摘した。バラつぃた点の建築もまた、汚れや傷を最釖から内蔵しているがゆえに、建
物の竣工という閉じた時問に封じ込められることなく、永遠の時問へと開かれている。石版画と同じように。汚れや傷は、環
境を自由に、やさしくする。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波喜店点点の階層化とエイジング
P092、P093)

私達当会は、私達人類の活動の空間にっいて、人類の活勳の空問が、"未来へと、永遠の時間へと開かれている"とは、
人類の活動の空間の性質が、人類の活動の空問上の様々な改変に対し、可逆性を維持しているとの状態である、と仮定し
ます。

私達当会は、私達人類の活勳の空間について、人類の活動の空問が、"未来へと、永遠の時間へと開かれている"とは、
人類の活動の空間が、地球と宇宙の自然と人類の関係性、又は、その変化、を柔軟に許容し、包含するとの事態である、と
仮定します。
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化、を柔軟に許睿し、包含ずる、とは、人類の活動の空間の性質が、人類の活動の空間上の様々な改変に対し、可逆性を

維持しているとの状態である、と仮定します。

0可逆性との事象

私達当会は、私達人類の任意の特定の"保存、保全、継承、保護サニる行為について、当該の事数の性質や形態や存在

の"可逆性"を維持することである、と仮定します。

0生きた造形と死んだ造形、並びに、生きた人工と死んだ人工

(・ーーインゴルドは、時間という概念を導入することで、自由で生成され続ける生きた線と、事後的に、生成の刻印として取

り残された死んだ線とを区分したのである。この対比は、日本の伝統木造における、芯おさえと面おさえの対比も想起さ
せる。芯おさえで定義される木材は生きた線である。一方、面おさえで定義される木材は平滑な表面を持つ、製材されて殺

された線である。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線生きている線と死んだ線 P150)

私達当会は、自然と人工の造形について、日常に人類が知覚しうる時閻という概念を導入し、自由で生成され続ける生き

た造形と、事後的に、生成の刻印として取り残された死んだ造形、を仮定します。

私達当会は、自然の造形について、時間の経過と共に、刻々と、生成し出現し枯死し崩壊する、生きた造形、人工の造形

について、人類の動作の刻印として取り残され固定された、死んだ造形、と仮定します。

私達当会は、人工の造形について、日常に人類が知覚しうる時間という概念を導入し、人類の所期の意図による規定を逸

脱し、新しい事象や局面や性格が自由に生成され追加され変化し続ける生きた造形、人類の所期の意図による規定に依
存し、人類の動作の刻印として取り残され固定された死んだ造形、の二つを仮定します。

私達当会は、西欧の石やレンガによる組積造や日本の伝統木造建築やバックミンスター・フラーの圧縮材と引っ張り材に

よるテンセグリティの構造(接点ががっちり固められてはいない.載せる、積まれた、組まれた、編まれた、織り込まれた構
造)、又、肌理(テクスチャー)、の崩壊と修築や欠損や改築や動揺や経年その他の変化、又は、之を許容し包含する様式
において、人類の所期の意図による規定を逸脱し、新しい事象や局面や性格が自由に生成され追加され変化し続ける生き

た造形、ラーメン構造やフレーム構造などの剛接合の構造について、又は、人類の所期の意図による規定の逸脱を許容し
ない様式において、人類の所期の意図による規定に依存し、人類の勳作の刻印として取り残され固定された、死んだ造形、
と仮定します。

私達当会は、日本の伝統的な工法による石垣や、遺跡、遺跡である"土地の造形"について、"生きた造形"である、と仮

定Lます。

.

(建築における点というと、まずは石ころを思いつく。そもそも大地の中で、石は巨大なヴォリューム、すなわち塊として存

在しナニ。石=大地といってもいいくらいに、そのヴォリュームは大きくて重い。そのままでは人間の手には負えないので、石
は切り刻まれる。人問によって切り出されることもあるし、自然の力によって砕かれて石ころになることもあるが、いずれの

場合でも、石は点として、われわれの前に立ち現れる。点になってはじめて、人間という、やわで小さな存在でも石を扱う益

とができるようになる。石のことを考えはじめると、世界と人間との関係が見えてくる。世界がいかに大きく、人問がいかに小

さく、弱く、頼りないかが見えてくる。点という小さな存在になった石を、再び積み上げていく構造システムを組積造(メー
ソンリー)という。世界を小さく切り分けて、再び積み上げ組み合わせて大きくするという面倒なことを、人間は繰り返してきた。

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波喜店点大きな世それが建築という行為の本質であった。 ●■●■■

界と小さな石ころ P053)

(それは、日本の建築基準法に限った暖昧さではな.かった。組積造の建築が、どう地震に耐えているかは、計算によって
確認されているわけではなく、経験に依存していたのである。点という小さな物を積みあげ大きなヴオリュームが生まれると

いう二と自体が、いまだに経験に頼らざるを得ないほどに、神秘的な行為だからである。小さな点が、大きなヴォリュームに
なるためには、魔術的なジャンプが必要なのである。ニー世紀でも、人は魔術に頼って点を取り扱っている。:『点・線・面』

2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波害店点点からヴォリュームへのジャンプ P061)

日本の伝統木造建築では、しぱしぱ線と線を、ずらして組み上げる(図9)。いわぱ、材木という線の上に、もう■●■●●

一本の材木をそっと載せる。ずらすことによって、材木に欠き込みを入れる必要がなくなり、その結果、断面の欠損が起こら

ないので、一本一本の材木すなわち線の強度を保つことが可能となる。しかも接点はずれていても、力はスムーズに伝達さ

れることを、日本の大工は経験的に理解していた。日本の木造はずらしの木造であったといってもいい。線と線が一点で

交差する、西欧流のカルテジアンウ'りツド(デカルト流の直交グリッド)(図10)とは別のやり方で、線が編まれていたのであ
る。西欧の近代の数学と工学のべ「スになっていたのは、きまじめなカルテジアン・グリ、ソドである。しかし、接点をずらすこ
§^A.1N゛●,●,^甲,●L ,.■^.J-'●^^■●,^.●●一●^^●^,゛'」ー,-1-. E ^^、申 '"雫 J-、●^^^■^.,'.ー.゛^,● ^,◆, ●^ E^●
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とで線はより軽やかに自由になり、空間に勤きが生まれることも、日本の大工は知っていた。そしてすらしにょって、線材と

線材とが分節され、線が面とならずに線のままにとどまり、軽やかさ、透明感が生まれてくることも、大工は熟知していたの

である。カルテジアンウ'りツドが図式的で、幼稚な幾何学に依拠していたのに対し、日本のずらしの木造は、経験主義的で

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線丹下健三のずれた線あり、しなやかであった。

P115・P116)

それに比較すると、日本の伝統的な木造建築を構成する線は、はるかに繊細で、人間の身体を脅かすこともな●●●暑■

かった。柱も梁もおおむね一0センチ内外の断面寸法を持っていて、長さも三、四メートルであった。一人で充分に運べる大
きさと重さの、繊細なやさしい線で、空問のすべてが構成されていた。そんな美しい線の技術、デザインが日本には眠って

いたのである。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点モダニズムの線と日本建築の線 P12力

9y

私達当会は、"生きた造形"について、人類の身体的スケールを造形の原点とする、と仮定します。

0這跡:死にきれずに、生きながらえている空間と事象:その継承
.

(・ーーー方、東洋の墨は、その中に濃淡があり、カスレがあり、線は死にきれずに、生きながらえている。・ーー東洋におい

ては、生と死すら暖昧であり、死んでしまったはずの線の中にも、生命があり、息の音が聞こえるのである。:『点・線・面』2
020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線筆蝕論の線 P151)

私達当会は、遺跡について、そこに濃淡があり、カスレがあり、空間と事象は死にきれずに、生きながらえている。東洋に

おいては、生と死すら暖昧であり、死んでしまったはずの空問と事象の中にも、生命があり、息の音が聞こえる空間と事象
である、と仮定します。

゛■

しかし、一方でコルビュジエは「ニューヨークの摩天楼は小さすぎ、そして多すぎる」と批判した(『伽藍が白かっ■●■■昌

たとき』)。巨大ヴォリュームは大いに結構であるが、工場で作った金属の単調な線でヴォリュームを隠蔽するような、アメリ
力の線、ミース流のごまかしを、コルピュジエは欺臓と見做しナニのである。コルビュジエはーー・一九五一年からインドの

新都市チャンディガールの計画に携わりーー・インドという場所では、線を用いてヴォリュームを化粧するアメリカ的なコスメ

ティック、隠蔽は、全く無効であっナこ。当時のインドにはまっすぐな線を作る技術など存在しなかった。コンクリートで作った
荒々しいヴォリュームを、赤い大地の上に投げ出すしかない。その赤い大地の上で、二0世紀のアメリカとは対極的な方法

を、コルビュジエは発見したのである。インドとの格闘は、コルピュジエ自身にとって大きな出来事であっただけではなく、
その後の世界の建築デザインに決定的な影響を与えた。ブルータリズム(野生主義)と呼ばれる、荒々しいコンクリートの表
現は、チャンディガールがきっかけとなった。ブルータリズムは日本の戦後の建築にも大きな影響を与え、木目のきつぃ杉
板型枠で打設した荒々しいコンクリートは、戦後の一時期、日本の公共建築の制服になった。幾何学に支配された美し

い白い箱=サヴォア邸に代表される前半期のコルビュジエ以上に、後半生の野蛮なコルビュジエは、二0世紀に大きな影
響を与えたと、僕は考える。なぜならぱ、どんな荒々しい大地にも建築を建ち上げられることを、コルビュジエはチャンディ

ガールで示したからである。インドの赤土の上にも現代建築が成立しえることを示して、コルビュジエは、どんな大地の上に

も、現代の人問が、力強く生き生きと生活できることを示した。それは世界のすべての場所に希望を与える、希望の建築で
あった。前半生のコルビュジエがりードしたモダニズム建築は、世界を画一化しようとする工業化社会の、インターナショ
ナル建築であった。一方、後半生の彼の建築は、世界の多様化の途を示し、世界のすべての場所に希望を与えた。イン
ターナショナルではなくワールド・アーキテクチュアであった。 チャンディガールにほ、二0世紀を超える何物かが、存●■■●●

在していた。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波喜店線'コルビュジエのヴォリューム、ミースの線
P113)

私達当会は、遺跡について、その遺跡たる空間と事象に於いて、ごまかしと欺噂によって、存在と構造を分断し又破壊し、
又は、表層と肌理(テクスチャー)を化粧してコスメティック、隠蔽するならぱ、濃淡があり、カスレがあり、死にきれずに、生き
ながらえている、生と死すら暖昧であり、死んでしまったはずの空問と事象の中に、生命があり、息の音が聞こえることは、
二度となく、事象が遺跡の本源的な意義に於いて継承され、伝えられることは、事象の断絶により、不可能となる、と仮定し
ます。

私達当会は、遺跡について、私達人類は、私達人類には遺跡を化粧する方法など存在しない、その遺跡としての荒々し
いヴォリュームを、その土地の大地の上に投げ出すしかない、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類は、私達人類には遺跡を化粧する方法など存在せず、その遺跡としての荒々し
いヴォリュームを、その土地の大地の上に投げ出すしかないことを自覚し、その土地の大地の上に投げ出す時、ようやく、
後の人類に、事象が遺跡の本源的な意義に於いて継承され、伝えられることが、事象の連続と共に、可能となる、と仮定し
ます。
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0人類:纏う生命体

私達当会は、私達人類について、まず革や布を、次に、建築を、集落を、環濠を、個体や気体や液体を、環境として、自然

を、個体の自身に引き寄せて、時に、組み換え、又は、改変し、纏う、特異な生物生命体である、と仮定します。

私達当会は、纏うという生物の行為について、甲殻類や蛭形動物の一部が自然の部分を纏い、哨乳類では鯨轍剣昌蹄目.

鯨凹歯類、海豚を含む)が海を纏うとも考え得る他は、私逵人類に特異な行為である、と仮定します。

私達当会は、纏うという私達人類の行為について、複数の個体に共有する二とができず個体に係る行為であり、食物が消
費であると異なり、保有、又、個体の所有に係る事象であり、私有の概念の契機である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、陸上に棲息する哨乳類のうち、体毛を喪失し同時に柔弱な皮膚を有する、特異な生物で
ある、と仮定します。

私達当会は、纏うという私達人類の行為について、私達人類の文明のうち、言語が人類の身体能力に附随する情報の交
換と共有の拡張又概念の再生産たる情報の変容としての追加事象であり、道具の製作が人類の身体能力の延長としての

追加事象である処、火の使用が人類の身体に由来しない追加事象であり、纏う行為が人類の身休の弱点を補填する追加

事象である、と仮定し、それぞれ私達人類にとって特異な性格を有する追加事象である、と仮定します。

(ティム・インゴルドが『ラインズ』の中で指摘したように、線には、軌跡としての線(tmce)と、糸としての線(th内日d)の二種
類がある。クレルクの椅子の肘掛けに用いられた藁の口ープは、生きた線であり、インゴルドの言う糸である。同じように,、

面にも二つの種類があると僕は感じる。ひとつは軌跡としての面、すなわち、何かの痕跡を記述した死んだ面、もうひとつは、
空問の中を自由に舞う、生きた面である。リートワエルトの面は、薄くはあっても、死んでいるように、僕には感じられた。ー
方、僕の捜している生きた面は、貴子力学の超弦理論の比喩を用いるならぱ、弦のような自由さをもって、粒子と波の二重

性の問を振動し続ける面である。しなやかな面を作り出すには、単に面を薄くするだけでは不充分である。何らかの力、
作用を受けて、踊り出すようなしなやかさを持った面を建築に導入することができれぱ、面を道具に用いて、重いヴオリュー

ムの解体ができるかもしれない。そんな風に考えていた時、大学院時代、サハラ砂漠での調査旅行で出会った、ベドウィ

ンのテントの記憶が突然よみがえった。木の枝でできた細い支柱を砂に突き東1し、その上に布を架け渡しただけの簡単なテ
ントである。遊牧の民べドウィンは、枝と布をラクダに積んで、サハラを旅していた。テントの薄い膜が、サハラの厳しい気候
に耐え、遊牧生活を支えていた。原広司教授率いる僕ら六人の集落調査隊も、同じくテント族であった。プラスチック.の細い

支柱とナイロン膜の布を組み合わせた日本製の小さなテントを車に積んで、僕らは、ベドウィンに倣ってサハラ砂漠を縦断し
たのである(図9)。日本製テントはコンパクトにたたむことができて、モビリティという点ではすぐれていたが、ベドウィン

のテントに招かれてお茶をふるまわれた時に、その布の作る美しさ、快適さには、とてもかなわないと感じた。布が、ベドウィ

ン文化の中心を占めているように感じられた。布は砂の上に何重にも敷きつめられ、布の床が、彼らの身体と砂漠との関係
性を定義する。冬の夜の砂漠は、かなり温度が落ちるが、ベドウィンは身体と砂の問に布を重ねることで、身体をやわらかく
支え、気温の変化に対応し、やわでちっぽけな身体の近傍に、繭のような領域を形成する。布が大地と彼らの身体との関係

を定義し、枝によって支えられた薄い一枚の布が、彼らと砂漠との関係を定義するのである。布はべドウィンの日常のす
べてに入り込んでいた。当時、世界的に流行のラジカセは、砂漠の民にとっても必需品のようだったが、そのラジカセを肩か

ら掛けるためにデザインされた布のバッグはあまりに素敵で、ひとつ譲ってもらえないかと頼んだ。あの布のバッグに入れら
れた途端に、安っぽいラジカセが別のものに見えた。布というしなやかな面は、生活を転換し、世界を変身させる力があっ

た。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店面サハラで出会ったべドウィンの布ヤ168・P170)

(一九世紀の最も重要な建築理論家、ゴットフリート・ゼンパー(ーハ0三一七九)は、布という面、すなわち織物に対し、そ
して編むという行為に対して、異常と思われるほどに高い閲心を寄せ、独自の建築理論を打ち立てた。建築は骨組み(フ

レーム)からスタートしたとする考え方が、ルネサンス以降の西欧の建築家を支配していた、すなわち、線を強固に組んだフ

レームを使って、建築を説明し、建築を作ろうとする論理である。フレーム主義の代表は、丸太の骨組みから建築は始

まったとするロジエ神父の『建築試論』(一七五三年)である。先述の通り、ロジエの絵はいまだに、多くの建築の教科書で、

建築の始まりを説明するのに使われている(「点」図3参照)。そして今日でも建築構造の主流はラーメン構造である(r点」
図17参照)。工事現場に建てられた、柱と梁のラーメン構造のフレームを見るたびに、ロジエのフレーム主義がいまだに建

築の基本であり、人間が作る環境を支配していることを突き付けられているようで、暗い気持ちになる。日本の伝統木造

構造は、柱と梁の組み合わせなので、ラーメン構造と思われがちだが、実はそうではない。すなわちフレーム構造ではない。
ラーメン構造とは違って、柱と梁の接点は、がっちり固められてはおらずー一剛接合ではなくーーボルトも釘も使わずに、材

料同士を欠き込んで、組み合わせているだけである。すなわちゼンパー流にいえぱ、柱と梁とが編んであるだけである。そ

んなゆるいジョイントが、なぜ地震国で生き残ったのだろうか。その秘密は、柱と梁の問を土壁、欄間、襖、障子をはじめ
とする様々なやわらかな装置でつないできたことにある。日本の土壁は、組積造の石やレンガと通って、やわらかであり、柱

や梁ともゆるく接合されていて、地震がきたら簡単にひびが入ってしまうような、頼りないもので。あった。しかし、二の頼りな

さによって、地震力を吸収していた。二のゆるく暖昧なシステムで、日本の木造建築は地震に耐えてきナこ。ガチガチに固めな

いほうが耐震性が高いという解答に、日本人は経験を重ねて辿り着いたのである。柱と柱の問に存在していた二のようなや
わらかな装置が、最近は注目され、柱間装置という特別な名前で呼ぱれるようになった。ヨーロッパでも、ライン川の谷に

は大きな断層があって、地震が起こるが、この地域でも、木造の柱と梁の間を、土壁で埋めたやわらかな構造システムが主
流となっている。かの地の人々もまた、地震の経験を重ねたことによって、日本の木造と同じ知恵に到達したのである。近
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代の建築がフレーム主義、すなわち幼稚な図式主義に支配される前には、世界には多様な織物建築が存在し、人々は織
るように、やわらかな建築を作ってきたのである。一方ゼンバーはロジエ流のフレーム主義を否定し、建築はフレームで
はなく、覆いであり織物であると定義した。フレームがなくても覆いは成立ずると、ゼンパーは考えた。彼は脱フレーム主義
のパイオニアだったのである。ゼンパーがそう考えるようになったきっかけは、一九世紀最大の国際イベントであった万
国博覧会で展示された、辺境の集落であったと考えられている。クリスタルリ(レスで開かれたロンドン万博(ーハ五一年)
の展示デザインに携わったゼンパーは、実際の原始的な住居に触れて大きな衝撃を受けた。僕がべドゥインの布の住居に
衝撃を受けたように、ゼンパーは西欧の外部に位置する、辺境の集落に出会うことで、織物の重要性に気づき、織物主義
を生み出した。ゼンパーの父親が繊維関係のビジネスをしていたことも関係していたかもしれない。父親が扱っていた布は、
辺境の布ほどには、自由でしなやかなものではなかっただろうが。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波
書店面ゼンパー対ロジエ P170.P172)

0概念的な人類の空間と身体的な人類の空問

私達当会は、概念的な人類の空間、又は、空問との関係性の理想にっいて、移動距離ゼロ、到着時問ゼロ、の密着空間と、
自身の空間上の位置の自由である、と仮定します。

達当会は、身体的な人類の空問、又は、空問との関係性の実態にっいて、人類が知覚する距離と時間により形成される
空問に雛散的に人類が知覚し想定し得る様々な事象を相対的重層的に包含L、様々な事象は、人類の概念にとって契機
又は根拠を形成し、私達人類は、事象との関係に於いて、人類自身のうちに人類が豊かと認識し得る世界を形成し、蓄積
してきた、と仮定します。

0 "分格"(又、"総格")との仮定

私達当会は、任意の物体、又は、事象は、その相対的重層性によって、人類の各それぞれの個体に対応し異なる特異な
特定の関係性の群を形成する、と仮定します。

私達当会は、任意の物体、又は、事象に関する、その相対的重層性により、人類の各それぞれの個体に対応して形成する
異なる特異な特定の関係性の群を、"分格"と仮称し、存在の全体に集合する"分格"の総体を想定して、之を、"総格"、と
仮称します。

私達当会は、任意の物体、又は、事数の"総格"について、任意の物体、又は、事線に関係する人類によって多種多様多
岐に亘り、同時に、常に変化する処、人類は、之を、把握することができない(主知的に把握することができない)、と仮定し
ます。

ゞ/

私達当会は、例えぱ、"生きた造形"と"死んだ造形"と"分格"と"総格"にっいて、"死んだ造形"よりも"生きた造形"に
於いて、より多くの豊かで変化に富む多様な"分格"と"総格"が出現する、と仮定します。

/

(仏ノーベル賞作家カミュの「ペスト」の発行部数が白本で100万部を超えるなど、感染症を扱った文学作品が注目されて
いる。「優れた文学作品には、未曽有の出来事に出合ったときの様々な人々の性格や心の動きなどが『一般論』ではなく、
具体的に描かれている。そこのあるのは共感だと思う」と話す。人々が自宅に籬もる時問が増えた。「コロナ関連を中
心に、周りでは膨大な情報が飛びかっている。しかし、対処の術のない情報、過剰な情報は、不安を与えっぱなしにする。
それに対し、文学は読者に抱かせた感情に責任を負っている。そこに、心を落ち着かせる作用があるのでは」危機の時
代に求められる小説には「現実を忘れられるような作品と現実に向き合った作品がある」と考える。もっとも、自らの書き
方は変わらないという。「コロナ禍の前に婁いた作品が今になって無効になるようでは、何かが聞違っていたということ。作
家は自分が信じるものを執筆するしかない」と強調する。 「東日本大震災後も日本人の価値観が変わる二とが■●■圏●

期待されたが、自己中心主義が進むなどむしろ反勤的にさえなった。しかし台風被害など災害・災厄は続く今後も感染症
の流行は起きるだろう。いまや刷E日常』が当たり前になった。これまで私たちが考えていた『日常』ほたまにしか訪れない小
康状態だと覚悟し、りスクとの向き合い方や医療体制のあり方を考えなくてはいけない」考え方次第でピンチはチャンス
になるという。「(人は関わる相手によって別々の人格『分人』を持っという)『分人主義』を私が思いっいたのは、アイデン
ティティー」の問題に悩んでいたときだった。今回のコロナ禍でも(インターネット上で会話する)『オンライン飲み会』といった
動きが広がっている。自分もやってみたが意外に楽しかった」。新たな文化を生み出す機会にもなると見る。先日、海外
の友人とオンラインで話をしていたとき「分人」が話題になった。「それまで彼は『分人』という概念がよく分かっていなかった
が、コロナ禍で閉じこもり、ピンときたらしい。会う人が限られたことで自分の『分人』数が減り、違和感を覚えたのだろう。強
制的にそうした事態に追い込まれていることが問題なのですが」講演、イベントの中止や子供のケアに頭を悩ませっつも、
小説執筆に集中する日々だ。(編集委員中野稔):18.2020年(令和2年)5月18日月曜日日本経済新聞第2
4面【文化)ι文化1 連載特集『コロナと創作(1)文学が描く危機下の共感「非日常」価値観変える力』作家平
野啓一郎氏)
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0空問のデザインについて

私達当会は、空問のデザインについて、私達人類の空間認識に於ける、様々なスケールの変化を包含する、様々な事象
の全休と部分の関係性の生成、同時に'事象の"分格"の生成と"総格"への考察である、と仮定します。

0新型コロナウイルス感染症(COVID-19)蔓延に係る新常態(ニュー・ノーマル)1こ関して

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類
の活動の空問の形成』について、新型コロナウィルス感染症(C0ⅥD-19)蔓延に係る新常態(ニュー・ノーマル)に適合
する、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類
の活動の空間の形成』について、離散的事象・、即ち、隙間をあけながら集合する、距敲を置いて、ゆるやかに雑然と集合す
る、人々や事象が、集まりながら、同時に哉れている、空問に於いて密閉と密着と密接を回避する、事象を顕現する、と仮
定します。

日本列島の上に人はどのように住まうのか。

(日本にとっては横浜港に停泊したクルーズ船の集団感染がプロローグとなり、今や列島全体がクルーズ船と化した。2月
に報道を見ながら思い出したのが、18世紀から19世紀にかけて、イギリスの川岸や海岸に係留された監獄船である。監
獄に囚人があふれ、廃船を活用したが、衛生状況が悪く、多数の死者が出たという。クルーズ船は横倒しの超高層ビルより
も大きい乗り物だ。が、空母でも感染が発生したように、一度、閉鎖された環境で感染が始まると、手に負えない。一方で陸
地との隔雛や機動性ゆえに、病院船も注目されている。実は空気の流れが、病院建築の重要な課題として認識されたの
も、衛生観が変化した18世紀に湖る。ウィルス学の登場前だが、腐敗した空気は害を及ぼすと考えられたからだ。その結
果、18世紀末には呼吸する機械としての病院デザインが、建築家によって提案されている。白色を好み、「衛生陶器」と
郷楡されたモダニズムの建築も、健康を重視した。例えぱ、ル・コルビュジエの有名なサヴォア邸は、本体を持ち上げるピロ
ティが、じめじめした地面と切り離すことで風通しを良くし、屋上庭園は日光を浴びる運動を想定している。彼がパリの中屠
の町並みを否定したのも、集合住宅を高層化すれぱ、足元の開放が可能となり、都心に緑地や公園を増やし、衛生的な都
市が成立するからだ。しかし、現状はりスクが高い都市モデルよりも、フランク・ロイド・ライトが提唱した田園に分散居住す
るブロード・エーカー・シティの方がオンライン社会に適合するだろう。災害や戦争と違い、ウイルスは建築を物理的には破
壊しない。人だけを攻撃する。したがって、ピカピカの都市に人が不在のシュールな風景が出現した。建築の立場からは、
廃壗を復興させるような貢献はできない。ただし、被災直後の避難所や仮設建築の方法論は使えるだろう。中国・武漢で綬
時のうちに建設された巨大な仮設病院も記憶に新しい。日本では、圧倒的な病床不足を解消すべく、すでに軽症者をホテ
ルで受け入れたり、幕張メッセなどの大規模施設を臨時病院に転用することが検討されている。横浜の武道館に収容され
たネツトカフ工難民に対し、飛沫感染予防をかねて、坂茂は災害時に活躍した紙管の間仕切りシステムを持ち込んだ。こ
れから台風や地震が発生した場合にも問題になる二とだが、避難所で人が密集できないのが、新型コロナウィルスの厄介
なところだろう。従来、人が集まるのは、良い建築であると、無条件で考えられていた。しかし、その前提が完全に覆ったの
である。新しい空問モデルとして想起されるのが、2003年の藤本壮介の安中環境アートフォーラムのコンぺ最優秀案だ。
これはアメーバのような輪郭の建築であり、空間の形式として説明すると、多方向に突きだすひだ状の空間が並ぷが、それ
ぞれは中央に向けて開く。ゆえに、隣の空間とは壁で仕切られているが、対面する空問は遠い。つまり、集まりながら、同時
に離れている。これは実際に住宅で応用されたように、スケールを変えたり、かたちを調整することで、様々に汎用できる空
問モデルのように思われる。、口犯罪者を乗せてオーストラリア行きを待つ英国の監獄船 09世紀初頭、木版画)=GR
ANGER.COM/アフ口提供(図版)(いがらし・たろう=建築評論家):2020年(令和2年)5月12日火曜日日
本経済新聞第34面【文化】【文化1 連載特集『疫病の文明論⑥変わる建築空気の流れ、重要な課題に衛生観
反映するデザイン』五十嵐太郎)

(緊急事態宣言は39県で解除されたものの首都圏などでは続いている。自粛ムードに慣れてきたとはいえ、さすがに閉塞
感が増してきた。 二こでは日常の生活様式についてではなく、「東京への一極集中」というマクロの問題を考えること■●●●●

人類の歴史とともに古いパンデミックは人口密集、つまり、大都市の問題であうた。1665年からロンドにしたい。 ■●■●●

ンではぺストにより約10万の命が失われた。椙獺化ようけつ)をきわめる感染症のもたらした惨状を「ロビンソン.クルー

ソー」の著者ダニエル・デフォーは、「ペスト」(1722年)で克明に描いた。大都市は生命にとり危険なところだという20世
紀初頭までの常識を、われわれはいつのまにか忘れていたのではないだろうか。巨大地震のりスクに加えて、感染症りスク
の深刻さを新型コロナ禍は突きつけた。関東大震災a923年)の後、生粋の江戸っ子だった谷崎潤一郎は関西に「1ター
ン」した。日本列島の上に人はどのように住まうのか。19世紀末に始まり、戦後に加速した「東京への一極集中」は今なお
続く。これを是正すぺく政府が旗を振っても効き目はいまーつだ。しかし、強いられた異常な環境下で急速に進む「オンライ

ン化」と、大都市の感染症りスクへの再認識は、やがて新たな歴史的Uターンを生み出すかもしれない。(与次郎) :2
020年(令和2年)5月20日水曜日日本経済新聞第19面【マーケット総合幻〔大機小機〕『コロナと東京一極集
中』)
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0軽々と手に抱えられる、私達人類の活動の空間

私達養生所を考える会は、私達人類の活動の空問について、私達人類が軽々と手に抱えられるような人類の活動の空

閻を創出できないか、と考えます。

(鵯長明(ーー五玉頃一ーニー六)が『方丈記』を書いてから八00年がたったことを記念Lて、「現代の方丈庵」をデザイ

ンLてくれないかという依頼が、突如舞い込んだ。敷地は鴨長明が実際に暮らしていたという京都、下鴨神社の境内である。

長明は下鴨神社の需宜、鴨長継の次男であった。小さく貧しい家こそが素晴らしいという、『方丈記』の思想には、昔から
興味があった。戦乱、天変地異、飢鮭が相次いだ厳しい時代と、挫折につぐ挫折であった彼自身の人生が、長明の思想、

長明の建築観を生んだ。災害が重なるひどい時代が、傘の家を生むきっかけとなったように、ひどい時代、ひどい環境から、
新しい建築が生まれる。「ゆく河の流れは絶えずして、しかももとの水にあらず。よどみに浮かぷうたかたは、かつ消えかつ

結びて、久しくとゞまりたるためしなし。世中にある人と栖(すみか)と、又かくのごとし。たましきの都のうちに、棟を並べ、甍

を争へる、高き卑しき人のすまひは、世々経て尽きせぬ物なれど、是をまことかと尋ぬれぱ、昔しありし家はまれなり。或は
去年にぞ)焼けて今年作れり。或は大家滅びて小家となる。住む人も是に同じ。所もかはらず、人も多かれど、古見し人は

二三十人が中に、わづかに一人二人なり。朝に死に、タに生る、ならひ、たゞ水の泡にぞ似たり(ナる」(『方丈記』)。僕が

一番興味を持ったのは、長明自身が、実際に移動可能な、一種のモバイルハウスに住んでいたという伝説である。彼は方
丈(三メートル角)の小さい家を理想としただけではなく、彼の小さな家は、台車に乗せて、運搬可能だったという。単に小さ

いだけではなく、運搬可能な、究極のモバイルハウスを作って益そ、長明の思想に応えたことにならないか。八00年後の

方丈庵を作るプロジェクトは、そのようにスタートした。長明の過激なモバイルハウスの壁は、筵であったという説がヒント
をくれた。木のフレームは分解して台車に乗せられるが、さすがに土壁の方は、運搬できない。筵なら、くるくると丸めてイ簡

単に台車に乗せることもできるし、軽いので、手に抱えて運ぷ二ともできる。彼は木のフレームと筵を組み合わせて作った家

に住んでいたから二そ、きっと簡単に運搬ができたのではないか。彼なり1こ線と面とを上手に組み合わせて、モバイルハウ
スを作っていたに違いない。現代版の筵の家は作れないだろうか。筵の代わりに探し当てた材料は、ETFE(エチレン・
四フッ化エチレン共重合体)という名の新しいタイプの膜材だった。もともとは温室の素材だったという出自がおもしろかった。

ETFEは、温室のような、安価で手軽な建築を作るための、安っぽい素材だと思われていたが、軽くて、強くて、透明で、耐

候性にもすぐれているので、近年、駅や空港、スタジアムなどの大型建築の屋根に使われるようになっている。従来の膜の
欠点を克服したETFEは、ガラスの透明性を持つ、しなやかな膜であった。残された課題は、どのような構造体で、この

膜を支えるかである。木でフレームを組んで、それをETFEでくるむのならぱ簡単だが、それだと、長明の時代とあまり変わ
らない。木のフレームも、結構なごつさになってしまうので、ロジエ流のフレーム主義から脱したとはいえない。八0_0年も
たっているのだから、現代の方丈庵にふさわしい、フレームのない構造システムを用いて、ゼンパー流の織物のような小屋

を作る実験が始まった。その時ひらめいたのが、海に住むナマコの身体を支える構造システムである(図33)。ナマコは

ご存じのようにグニャグニャの生き物であるが、「グニャグニャなのに骨のあるヤツ」と呼ぱれることもある。なぜならぱ、ナマ
コは脊椎勳物のような骨格を持たない代わりに、皮膚の中に、顕微鏡でしか見えないような、無数の骨片を隠し持っている

からである。皮膚の張力と骨片の圧縮力をうまく利用する、テンセグリティの達人が、ナマコだったわけである。「グニャグ
ニャなのに骨のあるヤツ」の脱力感たっぶりの構造システムは、ロジエ主義的な古くさい骨格を笑い飛ぱしているようで、き

わめて未来的なものに感じられた。僕らは、頼りないほどに小さくて細い(二0ミリX三0ミリ)木片を骨とすることにした。

三枚の透明なETFE に、それぞれ別パターンで、木片=骨片を貼り付けるところがモソである(図34)。別パターンの骨を
持つ三枚を重ね合わせることで、フニャフニャであった面が、突如として壁のように堅く、しっかりしたものに変身する。これも
また一種のテンセグリティ構造である。木片という硬い線同士がつながることで、謨の張力が有効に働きはじめ、細胞がテ

ンセグリティで形を保っていたように、膜の形が保たれるのである。小さな木片を貼り付けているだけだから、一枚一枚の膜

はクルクルと、筵のように丸めることができ、脇に抱えて、簡単に持ち運ぺる(図35)。長明も、そんな風に筵を抱えて、荒れ

た都市をフラフラとさまよっていたのかもしれない。その三枚の膜を重ねるのに、金属ボルトでも接着剤でもなく、強力磁

石を使ったところが、もうひとつの発明である。ボルトやのりを使うと、組み立て、解休に時間がかかる。磁石だったら、一瞬

で、組み立ても解体も可能である。磁石のついている面と面とを重ね合わせることで、霧や霞のように突然出現し、突然消
え失せるモバイルハウス、八00年後の方丈庵(二0一二年)ができあがった(図36)。この強力磁石は、「点」の章で紹

介したイタリア、フィレンツェの山の中のピエトラ・セレナの山も持つ石屋、サルヴァトーレから教わっナこ。彼は強力磁石を

使って、石を壁に取り付けるために実験を重ねていた。従来、石はモルタルかボルトを使って、コンクリートの壁に取り付け

られてきた。しかし、これだと石を簡単にはがすことができず、一度貼ったら取返しがつかない。磁石を使えぱ、取り付けも、

解体も簡単で、石を傷つけることもない。引っ越す時も、石だけ外して、新しい家にまた同じ石を使うことができるというのが、

サルヴァトーレのアイデアだった。確かに移動する内装という考えはおもしろくて、方丈庵的ではある。しかし、石だけ運べて
も、家自体が軽々と手に抱えられないと、現代の方丈庵とは呼べない。点(磁石)・線(木片)・面(ETFE)が連動してはじめ

て方丈庵となる。下鴨神社の境内に出現した現代の方丈庵は、あまり1こ透明で軽やかで、うっかりすると通り過ぎてしま
うほどの淡い存在であった。細い木片が、パラパラと下鴨神社の森の中に漂っているようだった。あのひねくれ者の長明も、

このさりげなさなら、森の木陰から、きっと喜んで僕らを見ていてくれるのではないか。下鴨神社に出現したカゲロウのよ

うにはかない建築は、ETFEを用いた面の建築であると同時に、強力磁石を用いた点の建築であり、木片を骨とする線の建

築でもあった。点・線・面が響きあい、相互に埋め込みあいながら、人間のまわりを浮遊し、身体を守ってくれる。『方丈

記』から八00年たって、時代は再びかなり厳しいことになっているけれど、だからこそ僕らはもう一度、現代の筵を抱え、し

なやかでやさしい面を抱えて、この荒れた世界を、歩きはじめなけれぱいけない。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発
行隈研吾岩波帯店面八00年後の方丈庵 P194・P19幻
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0例えぱ、工匠の造形と建築家の造形

(ーー.カルポはアルベルティ(一四0四一七工)以前、つまりルネサンス以前の建築は、同じように足し算であったと整理する。施主と親方と職人が共働して、

建築というゆるい全体を作リ続け、直し続けていたのである。そのゆるやかな世界に、革命的建築家アルペルティが登場し、建築の方法を抜本的に変えてしまっ
た。初期ルネザンスを代表する建築家であり、建築評論家でもあったアルペルティは、引き算という新Lい方法を導入L、峻工後の変更、修正を許さないr作家=
アーティスト」という絶対者を生み出した。その転換によって建築が本来持っていた自由は失われ、建築とは、建築家七いう絶対者の描いた回面を実現ずるだ
けの、融通のきかない硬直したシステムになってしまったとカルポは指摘する。アルベルティ以降の長い不自由な歴史を、ついにコンピューターが打ち破ったという
のが、カルボの説である。アルベルティ以前には、描く人と作る人(職人)は分断されず、もちろん対立もせず、ゆるやかに連続的に建築は作られ続け、変更され続
けていた。その浪密な人と樺々な物との対話、一体感が、コンピューターによるファブリケーションによって復活するだろうと、カルポは予言するのである。 .....

コンピュテーショナル・デザインの本質は、形態の革命ではなく、時問の革命だったというカルポの指摘が興味深い。形態がすべてに優先するという考え方自体が
アルペルティ的であり、近代の産物なのである。アルベルティはルネサンス最初の建箔理論書と呼ぱれる『建築論』(一四八玉年)を著わし、このテキストはその後
の建築界に大きな影響を与えた。デカルトの1方法序説』(一六三七年)が哲学の世界で果たしたのと伺様な役割を担つた。アルペルティは形態を時間から分離し
た。それは、時問と分かちがたくつながった施工(工事)という行為と、時問を無襖しても成立する設計(計画)という行為の切断でも詞り、施工の軽視であり、設計
者(建築家)の絶対化でもあった。形態の世界だけの純粋な理論を組み立てた『建築諭』は、その純粋性ゆえに、テキストとしての普遍性を獲得L、建築家は建築
界の絶対者としての地位を獲得したのである。しかL今、形態のデザイン論から、時間のデザイン論への転換が起こりつつある.時問という流れの中で建築課
を相対化し、物質も人問もすべてが、時間の中を漂う粒子であるとする世界観にわれわれは回帰しつつある。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾
岩波書店点足し算のデザインとしてのコンビュテーショナル・デザイン P020.P02ヨ)
(建築にも演繹的アプローチと、帰納的アプローチとがある。二0世紀のニンクリート建築は演繹的であった。まず、全休の形のイメージがあって、その形を実現
するために、部分を構成する素材やその結合のディテールが結論される。部分は全体に服従しなければならない。コンクリート建築では、すべての部分が全体に
従属していた。一方、ブルネレスキの方法は、部分から全体へと到達しようとする帰納法であった。部分の性質、その限界を徹底的に洗い出した上で、その部
分と部分とが繋ぎ合わされて、上位の段階へと昇っていく。その作業を積み重ねていった宋に、時として、予想もしていなかったような全体が出現する.それが帰
紬法という方法である。帰納法は時として、驚きに満ち溢れ、想像を超えた結果を連れてくる。:『点・線・面」2020年2月7日第1刷艶行隈研吾岩波響店点
建築における演燦法と帰粕法 P0乃、P074)

(ひとつのストーリーが描けたならば、あとは技術的にそれを解決するだけである。小さなユニットを組み合わせていって、ドーム状の建築を作る実駿は、アメリカ

の天才的建築家で、デザイナーでもあり思想宝でもあったバッケミンスター・フラーが繰り返し行っていナニ。フラーは、四角いハコのような建築を壊モうとした先遅で、
建築から車まで幅広くデザインし、学生時代からの僕の憧れのヒーローでもあった。建築家という絶対的な存在が、特異な造形の建築をデザインするという、ヨー
ロッパ的でエリート主義的な建築家像をワラーは批判し続けた。アルベルティ以降の特権的な建築家惚を壊そうとし、草の根の建築,建築の民主化をめざして、ー
生闘い続けた.「宇宙船地球号」というのも彼の造語で、地球環境の危機をいち早く唱え、その解決のためには、最小の物質を使って、最大限のヴォリュームを獲
得することができるドーム建築が最適であると主張した。保意の数学を駆使して、正一二面体と正二0面体が、ドーム構造に適していることをフラーは証明し(図
21)、誰もが自分で作れる民主的建築というアイデアを実証するために、学生達と一緒に、ワークショップというやり方でたくさんのフラー・ドームを建設した(回2

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研苔岩波書店面フラー・ドームと建築の民主化 P185.P186)2)。 ●●●■■

私達当会は、人類の造形の方法に二通りの類型を仮定します。

..部分の性質と限界を徹底把握し全体へ到達しようとする作業一一帰納法一時として、予想もしていなかったような全体
が出現する、時として、驚きに満ち溢れ、想像を超えた結果を連れてくるーーアルベルティ『建築論』(ルネサンス最初の建

築理論害と呼ぱれる:一四八五年)以前一一描く人と作る人(職人)は分断されず、もちろん対立もせず、ゆるやかに連続的
に建築は作られ続け、変更され続けていた、その濃密な人と様々な物との対話一一施主と親方と職人が共働

アルベルティ『建築論』(ルネサb.全体の概念の実現の為に部分を選択結論し服従・従属させる方法一演繹的
ンス最初の建築理論婁と呼ぱれる:一四八五年)以降一一引き算一ー「作家=アーティスト」という絶対者を生み出した、そ

の転換によって建築が本来持っていた自由は失われ、建築とは、建築家という絶対者の描いた図面を実現するだけの、融
通のきかない硬直したシステムになってしまったーーアルベルティは形態を時間から分離した。それは、時間と分かちがたく

つながった施工(工事)という行為と、時問を無視しても成立する設計信十画)という行為の切断でもあり、施工の軽視であり、

設計者(建築家)の絶対化でもあった。形態の世界だけの純粋な理論を組み立てた『建築論』は、その純粋性ゆえに、テキ
ストとしての普遍性を獲得し、建築家は建築界の絶対者としての地位を獲得したのであるーーヨーロッパ的でエリート主義
的な建築家像、特権的な建築家像一ーニ0世紀のコンクリート建築

私達当会は、.類型の造形にっいて、制作者の意図、並びに、人類にとっての存在とその概念は、造形自身に集約される、
と仮定します。

私達当会は、日類型の造形について、その造形の保存を、制作者の意図に対し、図面の保存に依存して代行できる根拠が
なく、造形自体を保存するしか方法がない、と仮定します。

私達当会は、a類型の造形について、その造形の保存に際し、造形自体を保存すること、を提案し要望します。

私達当会は、b類型の造形について、制作者の意図、並びに、人類にとっての存在とその概念は、製作指示図面に集約さ
れ得る、と仮定します。

私達当会は、b類型の造形について、その造形の保存を、制作者の意図に対し、製作指示図面の保存に代行できる可能
性の根拠がある、と仮定します。

私達当会は、b類型の造形について、その造形の保存に際し、絶対的にその造形を従属させている製作者の製作指示図

面が現存する場合、造形自体の保存を、図面の保存に代行できる可能性がある場合が在り得る、と提案します。
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0私達人類の活動の空問

(テンセグリティーという考え方は、生物学の世界でも注目されている。ドナルド・イングバー(一九五六一)という細胞生
物学者が、細胞はテンセグリティ構造をしているといいだしたのである。一九七0年代、イエール大学の学生であった彼は、

細胞をぺトリ皿に載せると、ぺたっとっぶれてしまうのに、それに酵素を入れて皿から離すと、丸くふくらむのを見て、理由を
考えはじめた。その数日後に、彼は偶然、デザインの授業でフラーのテンセグリティ構造について教わっナニ。勘のいいイング

バーは、そのふくらんだ細胞こそ、テンセグリティに違いないとひらめくのである。・細胞を、中にジェルが入ったただの風

船だと考えると、このふくらむ現叡が説明できない。しかし、細胞の中に、細胞骨格という名の、タンパク繊維群が作る三次

元の網目構造が隠れていたのである。この網目の引っ張り(テンション)を利用して、細胞は形を保っていた。それぞれの細

胞は、焦点接着斑と呼ぱれる点を介して、細胞を囲む基質に接着しているので、細胞の外都の力学的環境がりアルタイム
で、タンパク繊維のネットワークを介して、細胞の隅々に伝わる仕組みだったのである。この仕組みは、僕らがフランクフルト

に建てた茶室の二枚の膜と、その間をつなぐ糸(線)の関係によく似ている(図30)。細胞は孤立した点ではなく、面の

引っ張り力、面の中に潜んでいた糸の引っ張り力を媒介として、相互につながりあい、重力のある世界の中で形を支え、重
力と折り合いをつけていたのである。フラーが未来の構造システムとして提唱したテンセグリティとは、そもそも、生物の基

本原理でもあったのである。再ぴゼンパーとロジエの喩えを用いれぱ、生物は骨(フレーム)を構造とすると考えていた口

ジエ主義的生物観に代わって、点・線・面がネットワーク的にも統合したものが生物の体を支えているという、ゼンパー主義
的生物観へと、生物学も向かっている。フラーは、建築の未来を予言していただけではなく、生物学においても、予言的役
割を果たした。イングパーを媒介にして、フラーのテンセグリティが、生物学の世界にもひとつの転換をもたらしたのであ

この特別な傘を玄関の傘立てに置いておけぱ、どんな災害が起きても、それを持って逃げればなんとか助かる。 .....

ると考えると、ちょっと安心できる。やさしい傘の家が、仲間を守ってくれるに違いない。しなやかな布の力が、そんな安心感

を与えてくれる。傘の家にはフレームというごつい存在がないので、衣服にくるまれたような安心感がある。白い膜で覆われ
た空間は、白くやわらかな光で満たされて、癒されるようなやさしい空問になっナこ。ゼンバーとフラーとサハラ砂漠の知恵が
一緒になって、ミラノで花が開いた。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波害店面細胞のテンセグリ
ティ P191・P194)

私達当会は、私達人類の活動の空間について、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよりも、
点・線・面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体(私達人類の活勳の空間)を支えている、と仮定しま
す。

私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間について、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよ
りも、点・線・面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体(私達人類の活勳の空間)を支えている、と仮
定し考察し様々な行為を選択すること、を提案し要望します。
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私達当会は、皆様に、人類の活動の空間について、鳥が知覚するであろう、高空からの地球が丸く見えうる大きな空間、旋

回し、急降下して、様々な事象を経て至る、地を這う虫が知覚すしぜんからる小さな空間、木々の枝葉の間をすり抜ける時、

異なるスケールと視点その連続的な変化その速度に包含する、私達人類が纏う行為たる、人類の身体と自然との関係性
の双方向誘導性を内包する階層的連続的透明性による丁寧でゆるやかなグラデーション又は詐散性による接続、又、生と

死の往復へのグラデーション、人類の空間認識たる、肌理(テクスチャー)とレイヤーの生成、人類の身体的スケールの獲
得、"生きた造形"の採用、豊かで変化に富む多様な"分格"と"総格"の出現、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、人類の活動の空問並ぴに人類の活動、行為について、地球の又その土地の大地が基準面である、

と明確に、認識すること、改めて、認識すること、同時,に、当該の認識を、私達人類の活動、行為の基準とすること、を提案
し要望します。

私達当会は、皆様に、人類の活勤の空聞について、起伏に富む日本の大地に係る解法として、人工の造形よりも、大地の

自然の造形に、そのヴォリュームをとり、自然、遺跡、現代の機能に於いて、雛散的配置、交錯(編み込み又は織り込み)、
相対的重層性、を原理として、私達現代の人類の生命の行為としての、創造性、快適性、活動の効率、の発現を定義する
こと、を提案し、要望します。

と朗一-B

私達当会は、皆様に、例えば、私達人類の活動の空間に於ける、公園や街路の樹木について、その枝を短く刈り込むので

はなく、根元をコンクリートやアスファルトで小さく囲むのではなく、充分に大きな面積の大地を樹木に附随して落葉を蓄積し、
よって、自然の循環を生成することにより、関係する諸事象を処理すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、私達人類にとって遺跡の本来の在り方であると考え得る、その遺跡に附随すると考

え得る空間並びに環境と考え得る事象と共に、遺跡の全ての土地の範囲の現状保存し、同時に、活用し、之を継続的に維
持する為の政策を執り、その為の整備を行い、以って之を行為し、私達人類にとって遺跡の本来の在り方であると考え得る
当該の遺跡の実態を保全すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、私達人類は、私達人類には遺跡を化粧する方法など存在しない、その遺跡としての
荒々しいヴォリュームを、その土地の大地の上に投げ出すしかない、と自覚し、そう行為すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間の形成について、まずは演繹的アプローチよりも帰納的アプローチを採用
すること、を提案し、要望し.ます。

私達当会は、皆様に、人類の活動の空問について、宇宙と自然と遺跡群の存在と時にその離散的配置、人類の意図の空
隙の存在によって、人類の活動の空間の在り方とスケールを相対的に重屡化した人類の活動の空間の実態を例示するこ
と、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、人類の事象と存在について、未来へと、永遠の時問へと開かれている為に、人類の事象と存在を、

"保存、保全、継承、保護"し、即ち、人類に関する事象との性質や形態や存在、又、人類たる事象との性質や形態や存在
の"可逆性"を維持すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空問について、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよ

りも、点・線・面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体(私達人類の活動の空問)を支えている、と仮
定し考察し様々な行為を選択すること、を提案し要望します。
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第二部遺跡について

私達当会は、私達現代の人類が活動する土地の全体が、重層的な、ジオサイト、並びに、遺跡である、と認
識します。

【ジオサイト: e.031t.

私達当会1よ、私達現代の人類について、私達現代の人類が、ジオサイト、並びに、遺跡に居住し、又、活動
している、との認知が、私達人類の存在にとって、ーつの始原となる、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡の地に於いては、遣跡たる事象を優先して、様々な行為を認識すること、を提案
し要望します。

リ才サイトとほ、ひとぅの景鐙.地形グループ、単牲の地耐、岩石の罫頭.化石床あるい「=化石が存在tる塙のこしである.

私達当会は、遺跡について、人類の抽象たる概念又主観に起因して生起する行為を離れ、又は、断絶し、宇
宙と地球に於ける、人類並ぴに人類に関係する事象に関し、唯一の、痕跡ではあるが客観的普遍的包括的
絶対的な意味の記録たる、同時に、具象たる事象である、と仮定します。

私達当会は、遺跡に関し、(i)私達当会は、遺跡について、宇宙と地球の人類の移動と行為行動の範囲

の拡大に伴い、様々な人類の相互の"共通の体験"となり、それぞれの人類相互の理解を得る契機となる、

(1D私達当会は、遺跡について、その土地に共伴して具象であり、人類の概念を断絶することで、人類に関
わる事象のうち唯一の絶体である事実であり、各地域やその人類の"関係"や"交流"、"結びつき"や"多
様性"、即ち、人類の事象の在り方の「実態」を、私達人類に対して、直接に「証徴」する、(iiD 私達当会は、

遺跡について、遺跡に関し、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人
類の"共同作業"を形成することで、それぞれの人類相互の理解と信頼を形成する契機となる、と理解します。

私達当会は、遺跡について、私達人類、又、宇宙と地球の地域とその人類の、オリジン(ori印n:始原、源、
由来、根源、始まり、起源、発祥、発端、源泉、発生、出所、出発点、原点)とオリジナリティ(0"ginality:独自
性、独創性、真性)を証徴する、と理解します。

私達当会は、遣跡について、人類の存在に由来する人類自身と風土又その各要素相互の関係の様々な均
衡、又は、最適な均衡の痕跡、さらに、人類の概念たる真善美の多様な体現の可能性の痕跡として、之を仮
定します。

私達当会は、遺跡について、人類の営為の歩みに関する事象の忘却による不可逆性に対して、人類世界に
於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類が、人類の主観を離れ、人類の世界を、人類の客観に於いて観る、
具象、構造、装置、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、人類の「社会的共通資本」、と認識します。
Ⅱ社会的共通資本」林数理経溝学舌字沢弘文氏0928年7月21日一2014年9月IB目)が提唱する鳳含)

私達当会は、その地域の遺跡や他の文化財が、その地域と人類の世界、又は、その地域と人類の世界の人
類の関係性を顕わし、その地域と世界の人類の、広範な、文化経済活動の基盤足り得る、と仮定します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、
認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

Wlk;0.dl.「ジオツー,」ズム」畳驍亜新ユ01コ年11月5日【日106:ユB】
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私達当会は、特定の当該の事象並びに現象について、当該の事象並びに現象に関係する人類が之を大切

にしようとする気持ちが、他の人類の共感を誘導し、そこに祝祭、即ち、喜びと悲しみの共感、が生起する、と
仮定します。

私達当会は、この私達人類の祝祭への作用が、遺跡の保全、即ち、遺跡の遺跡としての認知と調査と保存
と公開と継承と活用、又、全ての文化財の保全の構造である、と仮定します。

私達現代の人類、又は、現代の人類の個体は、個別の文化財、又は、その文化財に関連する財に、私達人
類の祝祭を発見し、又は、形成することができるでしょうか?

私達当会は、皆様に、私達人類について、現生人類たる人類種の出現以来の人類の生産行為と、人類又

は人類の個体の自己たる人類、又は、人類又は人類の個体の他者たる人類、又は、人類又は人類の個体の

他者たる非人類である宇宙と地球の諸事象のオリジン(orlgin:始原、源、由来、根源、始まり、起源、発祥、
発端、源泉、発生、出所、出発点、原点)乃至オリジナリティ(or1底lna"ty:独自性、独創性、真性)、との関係

を積極的に認知し、当該認知に由来する認識と行為を私達人類に於いて広く顕現すること、を提案し要望し
ます。

私達当会は、私達現生人類たる人類種の生産行為につき、之を生物種の捕食と区別し、諸事象の改変であ

り、人類にとっての諸利便であり、同時に、人類の存在上のオリジナリティである、と仮定します。

私達当会は、私達人類の主題について人類又は人類の個体の自己たる人類のオリジン乃至オリジナリ

ティと、人類又は人類の個体の自己たる人類、又は、人類又は人類の個体の他者たる人類、又は、人類又

は人類の個体の他者たる非人類である諸事象のオリジン乃至オリジナリティの相克である、と仮定します。

五行思想(古代中国に端を発する自然哲学の思想:vvlklped1日「五行思想」最終更新2020年1月21日(火))

舵泛1)では、諸事象について、相生、相克、相侮、相乗、比和、勝復などの関係を、付与すると云います。

私達人類は、私達人類が閏与する、諸事象の夫々のオリジン乃至オリジナリティの関係を、相克の関係か
ら、相生の関係に、転換し得るでしょうか?

私達人類は、何を、選択するでしょうか?、又は、何を、選択することができるでしょうか?

私遠当会は、私達人類の遺跡と歴史の真実について、之を、私達人類の存在の本源で在り得る、と認識し
ます。

私達当会は、遺跡と歴史の真実が、私達人類の遺跡の最大の活用となる、と認識します。

私達当会は、遺跡の活用について、皆様に、私達人類の芸術による、ことを提案し要望します。

【「りパラル・フーツ」:りぺラ」レ・丁ーツ(英:1山劇.1.寸0】とば,ギリシャ・ローマ時代に理念的な翠捷を待ち、ヨーロツバの六学制度において中世以降.19世紀亀半や之0世紀まで、rAが拷つ必要がある柱宅(実豊的な知嵐.学
間)の韮掌」と見孝された唐由七襄の二とである.昇件的には又法羊・修辞学、幽理学の3学.および拝術.喪何【稾何字.図刑の学間)、天文羊、畜素の4"の;と.・・なおの本硬の「憂桁」といラ重黙はもとも七、明治鵠代に啓象
劉の西周によってりパラル・ナートの訳語として造踊されたものである.・・・プラトンは・・と二ろが.古代ギリシア社金においては・・その後、ローマ時代の末期の5世紀塗半から6世紀にかけて、フウの"目から#る「自由七料」【8
.0仙r".,1舶 11b".1.,)として正式に定轤されるに至ったのである.,一暫学はこの自由七村の上位に位置し、自由七判を扶治すると考えられた.哲学はさらに"学の予宙学として、詰理的卑青を敦えるもの七される.二の白
由七"の繕随は、キリスト教の理念に甚づき教育内容を整えるため、ギリシや・ローマ以棄の詫学が集大成されたものと見る二ともできる.・・:wiklp.di.1リペラル・アーツ」最粧亜新ユ0N年ユ月非日 1土11.:111

私運人類は、私連人類の活勤の空間に於いて,二の土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょ3か?
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遭跡は、人々のモして理代の私逼の生と死の証です。
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第三部遺跡

1.遺跡

遺跡は、一般に、人類の(過去の)活動の痕跡と認識され、遺構と遺物より構成され、一定の土地の範囲又は空間の範囲として把握されます。

Π.遺跡と風土と文明、又、私達人類の公共と私達人類の選択、又人類の分断

<遺跡と風土と文明>

0)私達当会は、遺跡について、宇宙のその土地、地域の風土にとって、自然の存在、人類の存在(その肉体、意識、知能、言語、文字、視覚、聴覚、嘆覚、味覚、触
覚、記憶、概念、行糊)に次いで、第一襲の存在である、と理解します。

(2)私達当会は、遣跡とは、逝きし者、逝きし者達、死者が、モの時、モこに見た、その風景を、今、私達自身が見ている、と云うことである、と認識します。

(3)私達当会は、風土とは、逝きし者、逝きし者達、死者のことを考える、逝きし者、逝きL者達、死者の言葉を聞く、逝きし者、逝きし者達、死者と行き通う、その環
境、社会的状況、制度が畠る、それが私達人類の生活とモの空問に生きている、と云う二とである.と仮定します。

(4),私達当会は、風土について、人類が社会的に活動するその土地に於いて、宇宙の自然と人類の事象が、死者の存在を含めて、完全に、共存の状態にある、と
仮定します。

(5)私達当会は、私達人類が、私達人類の世界に、複数の文明を認識するならぱ、風土は、人類の文明の本源的形態である、と認謙します。

(6)私達当会は、少なくとも、人類のアフり力、アジア、オーストラリア,南アメリカ地域では、風土に於いて、既に、持続可能(9U3te;nabl.:サステイナブル)な社会
が、達成されている、と仮定Lます。

<私達人類の公共と私還人類の選択、又人類の分断>

(力私運当会は、公共について、"皆が関わる他者"であり、同時代の人頴の各個(自己)への便益の還元(又は、その総体)というより、未来の人類への社会的共通
饗本への投資への選択である、と認識します,(社会的共通資本は、数理経済学者宇沢弘文氏の概念です)

(8)私達当会は、人類の様々な"分断"が形成,る人頬の不幸に関Lて、人類の公共、即ち、"皆が関わる他者"、例えば、風土、又風土の再生、文化、遣跡、人類
の歴史の理解、現代の文明の完成(私達当会は、現代の文明について、持続司能(8UBtainablo:サステイナブル)な社会が達成されていないとすれば、現代の文
明は朱完成である、.と認識します.)の保存、継承、形成への、多様な人々の参加が、人顛の様々な"分断"を細和する、と仮定します。

Ⅲ.遺跡、その存在の性格と関連事象について

私連当会は、遺跡について、以下、その性格やその他の関係する事象について理解し、又は留意します。

1,人類の意図性に対照する非意圓性、並びに、人類の空間と構造の囲い込みに対照する空間と構造の聞放性〔遺跡の存在:根源的な公共の空間〕

2.地形.地勢と遺跡との関係性〔又、遺跡とその関係する曝境のランドスケープ〕

3.遺跡、又非遺跡の空間と共に、空問の諸関係性の連絡〔私達当会が提案する"再興空間主義宣言"〕

4.地球時代と人顛時代、並びに、日本地域への現生人類到達以来の三万年の出交事と変化と人類の伝統〔歴史〕

5.地理、地政、事象の伝儒と珍動、人工工作との閏連性〔ネットワーク、又、各峯象のランドスケープ〕

6.芸術と学術とその市場、又、祝祭による遺跡の活用〔遺跡、哲学、益術、行為、神話、学術、生と死、祝祭の諸関係(又は、宗教)は、人類の存在を蝶休に近
接しています〕

その土地、地域の地勢と遺跡群を再整備しつつ、歴史に倣い、人類の、文化、芸術、伝統.学術の活動、並びに、発信の舞台として活用する.同時に、国際音楽祭、
国際芸術祭、国際写真祭、幽際映画祭、国際演劇祭、各種国際学会等(アカデミアのイペント)、国際アートフェスティバル等(市塲)を企画開催し、即ち、その土地、
地域の自然と地勢と遺跡と歴史、又,現代の地政の活用を、広範に芸術と学術とその市場、又、祝祭による。

フ.人類の生活空間に於ける、人類の風土、文化、文明、民俗の自律的展聞とその雑持〔人類の活動〕

Ⅳ.遺跡たる事象

1,人類の非意図たる事叡、人頴の意図たる事象、遺跡、空問の性格と構造.人頴にとっての意義

0)人頴の非意図たる事象、人類の意図たる事象、遺跡

①私連当会は、宇宙の自然と人類の峯象について、人類の非意図たる事録、人類の意図たる事叡、を認樺Lます.

②私連当会は、遺跡にっいて、人類の非意図たる自然、人類の意園たる人工、人工でありながら、人顎の当該事象への意図(発現や目的や機能)の消滅、忘却、時
に、埋土による忘却によって、人類の非意図たる遺跡、自然と人工の中間に位債する第三の存在の性格を有する希少で特異な事魚、を認識します。

(2)遺跡、空間の性格と構造、人類にとっての意義

①私達当会は、遺跡について、空間の性格、構造として、現代の西洋文明に係る人類に関する空問が、概ね、意図と囲い込み、閉鎖、であることと対照し、非意図と
聞放である.と認識し、理禦します。

②私達当会は、遺跡について、遺跡の存在と空問の構造の,非意図と開放が、遺跡を、人類にとって、根源的な公共の空闇とする、と理解Lます。
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2,遺跡の認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承について

(1)私達当会は、遺跡について、之を、認知し、調査し、保存L、活用し、公開し、整備し、継承する、とは、遣跡の存在の性格と禍造の非意図と開放、根源的な公共
の空問を、認識し、保存し、活用し、継鼠することである、と理解Lます。

(2)私達当会は、造跡について、之を、認知し、調査し、保存し、活用し、公開し、艶備L、継承する、とは、遺跡の存在の性格と構造の非意図と開放、根源的な公共
の空問に"寄り添う"ことで南る、と理解します.

3.遺跡、匪史、考古学、人類の文化

遺跡は、人類の事実の解釈たる歴史と同じ事象ではありません。

遣跡は、生きる者の詩、文学、芸術、時に音階であり、死せる者の魂かもしれません。
私達当会は、遣跡を歴史と考古学と建讐のみで規定することはできない、と理解します。

4,現代と人類の活動、歴史と空間に開かれた「窓」

「窓」:私達当会は、私達が認知する宇宙の事象は、私達人類が、私達人類の肉休.意識、知能、言語、文宇、視覚、聴覚、嘆覚、味覚、触覚、記憶、概念、行為、即
ち、人類という「窓」を通して感知する極めて一部の不確かな概念である、と理解します。同時に、私達当会は、現代の様々な事象について、人類の過去、現在、未
来の連続の関係に開かれた部分たる「窓止して限定された事象と理解し又現代の人類はその関連に於いて行岩すると理解します。私達当会は、皆樵に、私達現
代の人類が、'遺跡のジェノサイドを停止し、アフり力から地球の全土に拡散する人類の活動たる過去から現代又朱来への歴史とその空間たる這跡の「窓」たる諸関連
により限定された事叡とその空間に行為する限定された存在であることを認識すること、を提案し要望します。

5.人類の文化と人類の讐済

私達当会は、人頬の文化とその活動が、人顎の経済に、その形質と速崖を与えている、と仮定します。

6.遺跡の活用(人顛への還元)

私運当会は、皆様に、遺跡の活用(人類への還元)について、芸術と学術とその市場によることを提案し要鼠します。
遺跡.哲学、芸術、行為、神話、学術の諸関係は、人類の存在を媒体に近接Lています。
私達当会は、皆様に、その土地、地域の地勢と遺跡群を再整備しつつ、歴史と土地の利用の履歴に倣い、人類の、文化、三術、伝統、学術の活動、又、発信の舞台と
して活用する、同時に、国除音楽祭、国際益術祭、国際写真祭、国際映画祭、国際演劇祭、各種国際学会等(アカ〒ミアのイペント)、国際アートフエスティバル等
(市塙)を企画開催し、即ち、その土地、地域の自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に芸術と学術とその市場によること、を提案L要望します。

フ.遺跡へ

私達当会は、遺跡が、空問であると認識される処、当該の事象を遺跡と認知する二と、又、之による、当該の遺跡の調査、保存、活用(人頴への還元)、公聞、整備、
継承について、人顛が、今より径、当該の遺跡の空間にどの揮な形質を与えるか、人類の活動が当該空間にどの様に関与するか、当該の活動は経済にどの様な形

質と速度を与えるか、当該の事敦が宇宙の自然と人類の存在と遺跡の存在の相互閏係と理解し得る当骸の風土にどの様な形質と変化を携成するか、それは人類の
文化財、遣跡として本義であるか、それは人類の風土として本義であるか、それは人顯にとって好ましいのか、私運人頬は何を選択するのか、との考察に対し、之を
必然の事象、と理解Lます。

私達当会は、皆様に、遺跡とその存在、又は、範囲に対し、遺跡の外(そどに現代の機能と目的を整備し獲得し、未来の構成について、様々な事象の全き共存と共

栄を実現することを、提案し要望します.

8.遺跡、文化財等への人類の行為について

n)私達当会は、人類の意図たる事象について、解釈が成立し、又、収集が在り得る処、人類の非意図たる事象について、解釈は成立せず、又、事象の本義上の破
壇と改変と移動を伴う収集が元来在うてはならず、人類の非意図たる事象について、事実の存在の認知、又、保存と修復が在り得る、と理解します。

(2)私達当会は、人類のアフり力から世界への拡散と共に拡散し存在する遺跡を、蒐集し陳列する博物館概念に巖合してはならない、と理解します,

(3)私達当会は、人類の非意図たる事象が、人頗の意園たる亭象の取扱いへの擬制的取扱いによって、その本義上に於いて損壊する事態がある場合、モの経緯を

探索することは勿論、様々な政治上経済上の対応は云うに及ばず、本養に於ける原状回復、本義に於ける発展的展開が閉鎖されることがあってはならない、と理解し

まず。

(4)私達当会は、遺跡への行糊や、峯象の博物館その他への収戲に関して、峯象の本義上の損壊が、在り得ると理解します。

9.遺跡、人類の必然

(1)私還当会は、私達人類の活動の痕跡が、私運人類の活動空問に遺存し、私達人類が之を遣跡と認識することについて、私達人類の必然である、と認識しま

す。

(2)私達当会は、私達人類が、私達人類の必然たる遺跡を破孃することについて、即ち、直ちに、之を、私達人類の必然を破壊することに他ならない、と理解しま

す。
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V.白本地域について

私達当会は、日本地域について、アフり力より世界に拡散する人類の当該地域への到達より以降、先史時

代から、世界、又は、インド洋、南シナ海、フィリピン海、東シナ海、黄海、日本海、オホーツケ海、太平洋、を
囲む近隣地域の様々な文化圏又日本地域に関する、島伝いの、琉球、薩摩、肥前、長崎、蝦夷、東北、日
本地域、との地政に在る、と理解します。

私達当会は、日本地域について、「海と島と船と陸と空、人類の到達以来、世界と繋がる地政、もうーつの

"鎖国"」とも表現できる、と理解します。

Ⅵ.長崎地域とその遺跡について

私達当会は、長崎地域について、先史時代から近代まで、世界、又は、インド洋、南シナ海、フィリピン海、
東シナ海、黄海、日本海、オホ」ツク海、太平洋、を囲む近隣地域の様々な文化圏又日本地域に関する地
政上の結節となる地域であり存在である、と理解します。

私達当会は、地政上の結節となる地域であり存在としての事象が、長崎地域に原子爆弾による被爆を誘
引した、と理解します。

私達当会は、長崎地域の遺跡について、例えぱ、先史時代の支石墓から、近代の終爵となる原子爆弾被
爆の遣跡まで、第一義に、且つ、一貫して、地政上の遺跡である、と理解します。

Ⅵ1.私達当会より、皆様への、提案と要望について

1.私達当会は、皆様に、遺跡への対応について、本義に於いて、本紙の第二部一 1.からV.の範囲に於

いて、行為することを、提案し要望します。

2.私達当会は、皆様に、長崎地域の遺跡への対応について、本義に於いて、本紙の第二部一 1.からⅥ
の範囲に於いて、行為することを、提案し要望します。

1/28

Ⅷ.長崎地域の遺跡への提案と要望

私達当会は、皆様に、人類の活動空間に於いて、遺跡を認知し、現状保存し、精神と行為、流行と娯楽、芸
術とコミユニケーション(美)、学問と良心(真.哲学、学術と善:政治)、並びに、伝統と歴史により、造跡と

その存在を活かし、遺跡の外(そどに現代の機能と目的を整備し獲得し、様々な事象の全き共存と共栄を
実現することを、提案し要望します。

私達当会は、人類の文化とその活動が、人類の経済に、その形質と速度を与えている、と仮定します。

1.日本地域と地球の人類の世界

①世界の日本への憧憬(中国秦の徐福の伝説、マルコ・ボーロ『東方見聞録』、地下資源(金と銀と銅、硫黄))

②日本開国(長崎による日本開国/西欧世界の東回り航路(インド洋一東シナ海)と西回り航路(大西洋一
太平洋)の最後の接点の連絡の完成:資本主義世界の地球の一周、世界の一体化の完成/明治の日本の
存在を経由して西洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球規模の拡散の契機、始点として端緒)
(1白58年のエンゲルス宛マルクスの書樋の一筋:「ブルジョア社会の固有の任務は、世界市場及びその茎礎の上に立っ生産を作り出すことである.世界は円形で胡るから、二のことは
カリフォルニア並びにオーストラリアの橿民地化と支那並びに日本の開放によって結末に至ってきたと考えられる.」羽仁五郎「明治雑新史研究■1956年P.94 f世界の一体化1)

③日本の明治の近代国民国家の存在、形成と存続(西洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球
規模の拡散の契機、存在として端緒:現代の地球規模の人類の世界に至る最初のモデル(model:模型、
規範、典型)の実現、世界標準となる事象の獲得)
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④日本への不理解(「日本は特別だ上非西欧に於ける非野蛮の存在,例外としての存在(例外の理解
は不要))

(「日本は特卸け訂:『シリーズ・グローバルヒストリー①グローバル化と世界史』2018年3月26日初版羽

田正東京大学出版会P下10「第4章グローバル化時代の人文学・社会科学、2これからの日本の人文学・

社会科学、外国語での成果発表」)

⑤世界に於ける近代西洋との概念とその様式、又、態様の再確認と検証と再評価の契機(原爆被爆.遺跡)

⑥人類の過去と現代と未来(遺跡の具象としての保存と継承と活用を基層とした、人類世界の具体である
人々の行為としての歴史解釈その他の諸概念の再確認、検証、認識作業の継続)

2.私達当会は、日本地域と地球の人類の世界との関係に於いて、長崎地域が、通時的共時的に、優れて

特異な結節の状況を形成していると理解します。

3,私達当会は、皆様に、以下の遺跡、並びに、関係する概念について、認知し実現することを提案し要望し

ます。

(1)『長崎国際歴史文化都市構想』(2m9年(平成31年)1月18日金曜日以降数次改訂養生所を考
える会代表池知和恭)

私達当会は、皆様に、私達人類が、長崎地域の地球時代一先史時代以来の特異な自然と地勢と遺跡と

歴史、又、現代の地政を、現代の人類にとっての長崎地域の在り方に、積極的に活かし、地球規模の人類

世界に於いて国際的な位置づけを実現し、この土地の生活に於いて特徴的な現代の風土を形成すること、

その措置をとること、を提案し要望します。

①「先史時代/古代福田氏/中世肥前丹治比氏(戸町氏・永埼氏・大浦氏・矢上氏・時津氏・大串氏等)等遺跡

群」②「都市長崎遺跡」(ローマ・カトリッケと日本人による城塞都市、長岫秦行の近世城下町、中世、近世、近代、現代へ)

③「白本開国(その母胎、転回の起動力、最甸の唯一の玄関、資本主載の経済圏(世界市場)の地球の一周の完結〔世界の一体化〕、明治の白本を通じで主権国民

国象の地球規槿の拡散の蜘緒(菩遅と特異、一体と個別、非野蛮の顕在、多様性顕在の端緒))」
(1858年のエンゲルス宛マルウスの害簡の一節:「ブルジョア社会の固有の任務は、世界市場及ぴその茎礎の上に立つ生産を作り出すことである。世界は円形であるから、このことは
カリコオルこ7並びにオーストラリアの植妥地化と支那並ぴに日本の開放によって結末に至ってきたと考えられる。」羽仁五郎 1明治維折史研空』1956年P.94 1世界の一体化1)

④「長崎キリシタンの里構想」⑤「浦上キリシタンの里構想」⑥「長崎原子爆弾被爆遺跡整備構想」
⑦「長崎国際第二中季街構想」(市南却柳埠頭にて行政による第ニバース化.け田設置を基盤とする外資にょる[開発型観光])

⑧『長崎中央緑地計画構想』悔松"卿、坤一X、.山。,肋齢.如艇・珎詐"噛副叩"加誌樋矧⑨加噂『長崎音楽堂構想』

⑩師"冊"財則.肝"ー"け称"躯、"".町,*酎""、覗""噛,""怖帥."馴"『長崎アーツセンター(Nagaseki Arts senter)構想』

(2)『再興空間主義宣言』(2019年(令和元年)6月29日土曜日養生所を考える会代表池知和恭)

遺跡、又非遺跡の空問と共に、空間の諸関係性の連絡

(3)『遺跡とそのラン,ドスケープ(1andscape)の選択』(2019年(令和元年)9月27日金曜日養生所を
考える会代表池知和恭):自然、遺跡、建築、都市のランドスケープ、言語としての疎通

(4)『「社会的共通資本」並びに「社会的共通資本」としての"遺跡"』(2019年(令和元年)9月28日土

曜日養生所を考える会代表池知和恭)

『数理経済学者宇沢弘文氏、そして"社会的共通資本"としての医療』(資料:2019年(令和元年)9月

28日土曜日養生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、宇沢弘文氏が提案する『社会的共通資本』(sociol common capitaD 概念により、
遺跡が人類の『社会的共通資本』である、と理解します。
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Ⅸ.長崎地域の特定の個別の遺跡群について

(ー.長崎地域の浦上地区遺跡群について)

(ニ.長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用につぃて)

(三.長崎地域の桜町地区遺跡群について)

(四.養生所/(長崎)医学校等遺跡("佐古の丘の地形"、"中核区域"、"運用区域"、'閥連区域・)1こつぃて)

私達当会は、皆様に、長崎地域の変化に富む地勢と重層し幅襲する遺跡群を再整備しっっ、
歴史と土地の利用の履歴に倣い、人類の、文化、芸術、伝統、学術の活動、又、発信の舞台とし
て活用する、同時に、国際音楽祭、国際芸術祭、国際写真祭、国際映画祭、国際演劇祭、各種
国際学会等(アカデミアのイベント)、国際アートフェスティバル等(市場)を企画開催し、即ち、
長崎地域の優れて特異な自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に芸術と学
術とその市場、又、祝祭によること、を提案し要望します。
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の範囲
""出如'."'.'北動卵".吋. 2018年(平成30年)2月27日月曜日養生所を考える会代表池知和恭
羊厶達は、当叢遺跡の範囲にっいて、下記(1)"佐古の丘の地形"(2)"中核区域"(3)"運用区域"(4)"閲
連区域"より構成されると考えます。

1

〔現在の西小島1丁目、西小島2丁自、稲田町、館内町、篭町、船大工町、寄合町、道路/通路を含む一帯]
、ボンベ・ワアン,メールデルフォールト氏は、養生所の建設にあたってその建設墻所にっいて「新鮮な空気
が通る、清潔な水の豊寓な小高い丘の上で、街の外であるが病人の運搬に便利な場所」と献策しました。
,手厶達は、ボンべ氏の長崎での病院建設への献策は、当時の世界に於ける又は長崎に於ける諸状況の下
に近代病院運営の体系/仕組(5Y5tem)として提言されたと理解します。
・当該遺跡の立地は、ポンぺ氏が示した献策に一致する態様を具えています。
'私達は、当該遺跡の立地である"佐古の丘の地形"を、当該近代病院の運営の体系/仕組(3ystem)を具
体化する実体として、当該遺跡の要素であり、当該遣跡の範囲と者えます。
'"佐古の丘の地形"は、大規椣な開発事業による大規模な破壊がなく、当時の状況を良く適存しています。

〔現在の西小島1丁目の旧畏崎市立佐古小学校の敷地及び外周道路(市道西小島稲田町1号線、市道西
小島2号線、市道西小島館内町1号線、市道稲田町6号線、旧病院敷地の東道路及び南道路)及びその南
部の西小島2丁目の一角及び可能性として畏酬市道稲田町6号線の北部でその西に隣接する枢田町のー
部1

〔長崎市西小島佐古16番、15番、14番、14番・2、17番.2、17番,4、18番'2、 TI06番、その外周道路
(17番・3、18番・3を含む)、59番・2、 59番・3、 59番・4、可能性として長崎市稲田町44雪の一帯〕
.江戸期の養生所(病院、医学所)、精得館(医学所、病院、分析究理所)、明治期に入り長蔚府医学校(及
び病院)を経て第五高等中学校医学都とその分教場(第五高等学校医学部、長崎医学専門学校の時代を
含む)、明治期の梅毒病院から昭和期の小島病院へと推移Lた建物數地及び当該敷地に接ずる又は内包
する当該施設に由来する道路。

.一帯の西部にへールツの居宅である蓋然性が高い平屋建洋館を含み、一帯の東部の二階建洋館も医学
校闡係者の居宅である可能性があります。

'この状況は、遺跡の地上追構、文献資料、複数の医学校の図面、複数の精得館から第五高等中学校医
学部とモの分教場、梅毒病院から小島病院の写真より理解できます。
'ヘールツの居宅にっいては、prof. Harmon B.uk日熔が提示する D白日8t88fsch8 L6BUW, Arn5
t6rdem.1987-T'oeoh8r 8mong the ゛epan●S●一L8tter by Dr. K. VV. Gret白πla con8ideHn
g hl$5tey in d丑P8n 1866-1871-130P 1871-"Tuesdey, Mey 11 及び B 1日廿or (bv E5
Chor) 23.09.1873によりその菱然性が高いと理解できます。

て立

一戸一、

の

、、

3

[現在の稲田町の北部の館内町の東に隣接する一帯]
〔長崎市稲田町39番、40番、41番、42番、43番、44番、45番、46番、47番、48番、49番]
'菜園と果樹園と初期の体操場とその付帯施股として運用されたと推測する一帯。
'この状況は、慶応年問の複数の精福館の写真、明治四年頃の医学校の写真、明治10~11年頃の医学
校の写烹より理解できます。

長崎奉行所西役所等遺跡群の範囲'艸・0・0・'・'・"・・0・・
一妻生所ノ(長嶋)医学校等遺跡の保存と活用より一 2019年(令和元年"1月21日木曜白姜生所を考える会代表池知和恭

私遮当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の範囲にっいて、以下、認識します。

1,長崎奉行所西役所等遺跡群の中核区域

私逮当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の中核区域にっいて、①長崎奉行所西役所等
遺跡、②サン'ペトロ教会(スペイン系のフィリピン由来の托鉢修道会と地域司祭の教ム.旧
外浦町)等遺跡(長崎奉行所西役所等遺跡の北東隣接地一帯)、③大波止遺跡、④長崎奉
行所西役所等遺跡に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、を認識します。

2.長崎奉行所西役所等遺跡群の狭義の範囲

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の狭義の範囲にっいて、中世後期から江芦初期
の地政上意義であり、行為された、①長崎の岬の丘の上の、岬の教会及び広場一帯を中心
とする要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カトリッウと有馬氏と大村氏等臼本人によって形成
された西洋式の城塞都市(後に云う内町)の遺跡、②大波止遺跡、③当該の西洋式の城塞
都市(後に云う内町)に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、を認識します。

3.長崎奉行所西役所等遺跡群の中範囲

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の中範囲にっいて、江戸期の地政上意義であり、

⑤新地倉地、⑥唐人屋敷、⑦丸山厶 X '一才③叉1支丹'④出島'
木一、⑭外禽"、_園、番所、⑬口場、陣地、'
地、⑲外国人居留地、⑳養生所、二十一野母崎方面、二十二矢上方面、二十ミ茂木方
面、二十四時津方面、の遺跡群を認識しまずー

4.長崎奉行所西役所等遺跡群の大範囲

4

[現在の西小島1丁目と籬町と船大工町の旧大徳寺境内'".N卵、梅書崎天満宮と大楠神社及び大楠一帯]
〔長崎市西小島町佐古1番、2番、3番、4番、5饗、6番、7番、8番、9書、10書、緬町の一部〕
'振遠隊墳墓地、明治三年から明治四年英医ニュートンが梅毒病院を運営、エッシャーが自身の日記でー
帯をスクールガーデンと言及、佐古招魂社(梅昏崎墳墓地)、勅使坂、明治12年に大徳寺庫裏跡一帯に長
崎病院が竣工(大正期に榧本大徳園として整備し公開儿た区域。
'医学校関係者が一帯を親しむ様子は、prof. H田men Boukor'が提示する Diew 。f Eき。h田及
8 18せ白r (by Esohor) 23.09,1873 により理解できます。
'古写真の大徳寺跡一帯の木陰に時期によりいくっかの洋館である可能性がある映像を確認できます。
これが洋館であれば医学校関係者の居宅である可能性があります。

の
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私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の大純囲にっいて、人類以前の地球の自然ぴ・
オサイト:宮θOslte:'ージオサイトとは、ひとっの景観、地形グルフプ、単独の地形、山石
の露頭、化石床あるいは化石が存在する場のことである。ー・:vvikipedia「ジオッーリズ
ム」」最終更新2017年11月5日旧)06;28)、並ぴに、人類の日本地域への到達、先史時代、
中世、近世、近代の地政上意義、又、中世の商業自治都市から江戸期の近世城下町への
地域への人類'1,"'ユ前の地球時代、③日本
田氏/中世肥前丹治比氏(戸町氏・永埼氏・大浦氏・矢上氏・時津氏.大串氏等)等遺跡群、⑥
"都市長崎遺跡(八十町と唐人屋敷)"、⑦近代の都市長崎、小曽根町西洋船大工街、炭礦

崎遺跡、の遺跡群を認識します。
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長崎地域の浦上地区遺跡群について.

私達当会は、皆様に、長崎地域の浦上地区遺跡群について、以下、認識し提案し要望します。

1.浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公圍)について

0)契機

私逵当会は、2020年(令和2年)2月に入り、浦上天生堂西方隣接地公圍(長埼市天主公園)1こついて、長崎市中央総合事務所地域整備1課
が統括する公共工事である公園整備開発行為による土地の形質の変更、即ち、土地の掘削と盛土等、を現地に於いて視認しました。

私達当会は、当該地にっいて、遺跡である、と理解します。
私達当会は、当該地について、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等が原則たり得る、と認識します。
私逹当会は、当該視認により、現状変更に先立つ遺跡調査等としての発掘調査等が実施されていない可能性がある、と認識します。
私達当会は、2020年(令和2年)2月6日(木曜日)長崎県教育庁学芸文化課に電話等により口頭にて、当該事叡を連絡し説明し、同年2月
7日(金曜日)までに、当該地が周知の埋蔵文化財包蔵地に決定されていない(従って長崎県の遺跡地図に登載されていない)事、又、当該事
象について長崎市文化観光部文化財課に確認中である旨、回答をいただきました。

(2)私達当会の浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)への認識

私達当会は、以下の事象により、当該地について、之を遺跡である、と理解し、同時に、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等が
原則たり得る、と認識します。

①浦上天主堂の関連地である事

当該土地の性格について

i)私達当会は、当該土地が、元、浦上天主堂付きの田であった、と聞いています。
私達当会は、江戸期から明治籾期には、現浦上天主堂の地に屋敷のあった庄屋高谷氏の田であった可能性がある、と仮定します。
iD 当該公園の隣接地の「里.中野郷会館」に隣接し、次の標記が掲示されています。

「里郷および中野郷財産区大正9年10月1日旧山里村が長崎市に編入される際先祖から継承され郷財産として所有Lていた貴重な財産であ
る山林原野など89745平方メートルを昭和48年に長婚市の計画に基づく都市公園地として処分しその処分金を地域の小中学校の教育施設
の整備拡張に資するためその費用を長崎市に寄附し教育の向上に功緩を残した。また両財産区はその有するすべての財産をもってこの地
に里.中野郷会館を建設することにより地域住民の福祉の増進に大きく貢献するものである。ここに里.中野郷会館の完成を記念し、記念碑を建
立する。」

②当該地が長崎原爆爆心より至近距詐である享

i)私蓮当会は、当該地が長崎原爆被爆遺跡である、と認識します。
ii)私達当会は、当該地に長崎原爆被爆による遺骨が埋没している可能性がある、と認識します。
iil)私達当会は、当該地に長崎原爆被爆による遣骨が発見された場合、人類により、別途埋葬ずる、現地にて展示する、追悼する、等の行為
が可能である、と認識します。

③浦上地区全体に包含される土地として

本紙、2.浦上地区全体、並びに、閏連の土地や地域について、を御参照下さい。
.

④当該土地が、公有地であること。゛私有権の設定がありません。

⑤当該開発工事が、公共工事であること。⇔地方公共団休間に於いて遺跡保全担当部門と開発工事担当都門の定期的な情報交換会議の
設置等により開発計画の初期段階に於ける遺跡での開発計画の出現の把握と遺跡としての情報提供、計画的な(先行する)遺跡調査による現
状保存を本来の姿とする遺跡保存と(後発の)開発行島との調整が比較的容易に可能です。(文化庁次裳通知等)

⑥私達当会は、当該の公共工事について、主として、行政による、行政上要件に由来する公益の実現の行為であり、同時に、計画上の緊急
性は低い、と推測します。

⑦私達当会は、遺跡たる事象にっいて、公益であり、数理経済学者宇沢弘文氏が提唱する「社会的共通資本」たり得る、と理解します。

2.浦上地区全体(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、苹野、中野、本原、家野)、並びに、浦上村の内、川平郷、木場郷(三ツ山)等浦上
川上流方面)、並びに、関連の土地や地域について

私達当会は、以下の事魚により、当該地にっいて、之を遺跡である、と理解し、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等が原則た
り得る、と認識します。

U)浦上地区全体、並びに、関連の土地や地域の遺跡としての性格について

①私達当会は、浦上地区全休にっいて、辻町の民有の畑地で石鎌が発見され、長崎市文化財課も之を確認Lた、と伝聞します。
私達当会は、浦上地区全体一帯について、石器時代、縄文時代以来の遺跡地である、と認識し得る、と仮定します。
②私達当会は、浦上天主堂の後背地である「本尾公園」にっいて、中世の城跡の可能性があり、民問の調査にて土塁等の痕跡を確認した、と
伝聞します。私達当会は、本尾地区と西方等山麓地域について、中世の城館遺跡である、と認識し得る、と仮定します。
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③私達当会は、自ら切支丹であり、慶長八年n603年)正月に伏見城で徳川家康から頭(代官)に確認任命される村山等安(家康は同時に
四人の町年寄を確認任命する)が、家康への訴えにより、慶長十乙巳年七月から九月a605年)寺沢大村有馬村山各方協議で決定した長崎
換地により大村喜前より獲得した支配地(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込卿、里郷、平野、中野、本原、家野)、浦上村ノ内渕庄屋懸り(寺野郷、
竹久保郷、稲佐郷、水浦郷、西泊り郷、船津(浦)、立神郷、平戸小農郷、瀬ノ脇浦、飽ノ浦郷、岩瀬道郷、木鉢郷、小瀬戸郷)、長崎村ノ内C可
内郷、中川郷、馬場郷、西山郷、伊良林郷、夫婦川郷、片淵郷、木場郷、岩原郷、高野平郷、小島郷、十善寺郷、船津郷)/代地は浦上村之内
古場村北村西村、家野村之内一邑、外昌村全く)について、例えば、浦上地区等、長崎の旧市街から切支丹が移住する、切支丹を雑持する等、
切支丹の重要拠点である、と認識し得る、と仮定します。
(大村喜前は長崎換地の後法華経に改宗する。元和五年一月二十九日臼引9年3月15日)ドミニコ会管区代理フランシスコ・モラーレスと
村山等安が逮捕される。元和五年十月二十六白α619年1月31日)村山等安が江戸近郊の地で斬首される。)
④私達当会は、浦上地区全体について、樫山、岩屋山、帆場岳等の伝承により、広域に諸閏係を形成した切支丹の重要拠点である、と認識し
得る、と仮定します。

⑤私達当会は、浦上地区全体一帯について、浦上街道(時津街道.西坂から時津宿迄の約12km)に於いて平野宿を包含し、通交上の重要
拠点である、と理解します。

⑥私達当会は、現在の浦上天主堂の地は、江戸期から明治期に庄屋高谷氏の屋敷地である、と理解します。
⑦私達当会は、浦上天主堂とその地について、先史時代より中世城館や近世庄屋屋數等の重層的な可能性を包含する遺跡であり得る、と認
識します。

⑧私達当会は、浦上地区全体について、日本地域に於いて、日本地域の人類が、初めて、信教の自由を獲得した、直接の契機となった地域
である、と歴史学上民俗学上の解釈を為し得る、と仮定します。

⑨私達当会は、浦上地区全体について、辻町には「十字架山」が、石神町から浦上川一帯は「石神の石切り場」が、遺跡として認識し褐る、と

仮定します。
⑩私達当会は、「石神の石切り場」等を運用した、浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団が仮定できる、当該の石工集団は、関漣遺跡
(石垣等石造造形構造物)の作行と伝聞より、長崎旧市街の寺町一帯の石垣を形成した技術上の系譜を有する可能性がある、と理解し得る、
と認識します。

⑪私達当会は、浦上地区全体並びに旧市街の複数個所に浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団の工作を仮定でき、r十字架山」並び
に「石神の石切り場」等と共に、之を浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団(又その工作)の遺跡として認識し得る、と仮定します。
⑫私達当会は、浦上地区全体について、長崎原爆爆心より至近距離である事より、長崎原爆遺跡である、と認識し得る、と理解します。
⑬私達当会は、1945年(昭和20年)11月23日長崎項爆被爆後浦上天主堂敷地西部の現信徒会館一帯の土地で行われたミサと合固葬
(約1000人程が参集と伝聞)について、世界で最釖の核被害に於ける集団的追悼であり、出来事として歴史学上の価値が極めて高い、と仮
定し、当該地は文化財として学術上の価値が高い遺跡である、と認識します。広島では、被爆後の集団的な追悼について、広島市健康福祉
局原爆被害対笈部調査課により、1946年(昭和21年)8月5日の「平和復興市民大会」が確認されています。
⑪私達当会は、①から⑬により、浦上地区全体並びに関連の土地と地域ぱ、先史時代から近代と現代に至る、重層的で多様な関連性を有す
る遺跡と歴史と民俗の地区として、全体が濃密な空問を形成する遺跡である、と理解Lます。
⑮私達当会は、当該遺跡が、浦上地域と長崎地域と九州地域と関西地域と日本地域とアジア地域と世界にとって、重要な遺跡である、と理解
し、同時に、仮定します。
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3,私達当会の提案と要望

(1)浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)について

①私達当会は、皆様に、当該地について、直ちに、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定すること、を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、当該地について、遠やかに、当該の公共工事を中止L、発掘等遺跡の遺跡としての調査を実施すること、を提案し興望します。

③私達当会は、皆様に、当該公園について、発掘等遺跡の遣跡としての調査の成果を活用し、遺跡公園としての性格付の下に計画を企画し、遺跡とし
ての実態を顕現L、同時に、地域の市民公園、児童公園、又、国際的な交流の拠点としての性格と控えめな機能を付加し、改めて整備することを提案し

要望します。

(2)浦上地区全体(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、家野)、並びに、浦上村の内、川平郷、木場郷(三ツ山)等浦

上川上流方面)、並ぴに、関連の土地や地域について

①私達当会は、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域について、特定の宗教の枠組みを超越する、私達人類の遺跡として、世界的に、又、地域
の生活の痕跡として、歴史上価値、並びに、学術上価値が高い、世界的な文化財である、と認識Lます。

②私達当会は、皆様に、本尾地域、浦上天主堂、十字架山、石神の石切り場等を含む浦上地区全体、並びに、樫山、岩屋山、帆場岳、浦上切支丹社
会に於ける伝統的な石工集団遺跡等関連の土地と地域について、速やかに、土地の所有者と住民の理解の元に、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定

すること、を提業し要望します。

③私達当会は、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域に於ける、土地の所有者と住民の、周知の埋蔵文化財包蔵地としての決定への理解の形

成過程に於いて、私達人類が、遺跡に居住し活動する事実の認識と之を継続する作法とその動機が醜成される、と期待します。

④私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域について、随時、計画的に、発掘等遺跡の遺跡としての調査を実施すること、を提

案し要望します。

⑤私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域について、様々な開発計画について、遺跡と開発の調整に於いて、遺跡の這跡と
しての性格と空問等その実態を、現状保存し、同時に、回復すること、を提案し要望します。

⑥私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域について、発掘等遺跡の遺跡としての調査の成果を活用し、遣跡としての性格の
下に都市計画を企画し、遺跡としての実態を顕現L、同時に、人類の居住と活動、又、国際的な交流の地域としての性格と控えめな機能を付加し、近代

の写真並ぴに他の資料より、当該地域の本来の姿であると理解し得る、田閏都市としての態様を、計画的に整備し回復すること、を提案し要望Lます。

〆
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^■ 長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について

私逐当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について、以下、提案し要望します。

1.長崎畢行所西役所等遺跡群の調査について

0)私達当会は、長崎豪行所西役所等遺跡群の韻査について、私達当会が、当該遣跡の中核区域と認識する、①長崎奉行所西役所等遺跡、②サン・ベトロ教
会(スペイン系のフィリピン由来の托鉢修道会と地域司祭の教会:旧外痛町)等遺跡(長崎奉行所西役所等遺跡の北東隣接地一帯)、③六波止遺跡、④長崎奉行
所西役所等遺跡に関逗する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡,の遺跡としての発掘調査等調査を提案し要望します。

(2)私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の調査について、私達当会が、当該遺跡の狭義の範囲と認識する、中世後期から江戸初期の地政上意義で商り、
行為された、①長婿の岬の丘の上の、岬の教会及び広場一箒を中心とする要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カトリックと有馬氏と大村氏等日本人によって形成さ
れた西洋式の城塞都市(後に云う内町)の遺跡、②大波止遺跡、③当該の西洋式の城塞都市(後に云う内町)に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、
の遺跡としての発掘調査等調査を提案L要望Lます。

(3)私達当会は、本紙1-(1)、(2)1=ついて、遺跡の全ての範囲について、遺跡の現状保存を前提とする「活用のための発掘調査」を提案L要望します。

(4)私達当会は、本紐1-0)、(2)、(3)について、より上層の遺跡の現状保存を前提としつつ、より古い時代の遺鉢、並びに、ジオサイト(EO05it.)としての実態、
並びに、当該の人頴の活動の様相を確認する岩、徹底した、より下層の遺跡、地屠の発掘調査を実施すること、を提案し要望します。

9¥

2.長崎奉行所西役所等遺跡群の活用に際して

0長崎奉行所西役所等遺跡地一帯の歴史

当該地の歴史は、古来、当該の長崎の丘の全休、又は、当該地が、日本地域の民俗上の墓域、民俗上の信仰の拠点と聖域、アジア貿易の拠点、の可能性、又、中
世後期から近世初期にかけて、ローマ・カトリックと有馬氏と大村氏等日本人によって形成された西洋式の城塞都市(後に云う内町)の中核域、最初の六町(島原町、
大村町、外浦町、平戸町、文知町、横瀬浦町)と岬の教会(サンリ(ウロ教会、役にご上天のサンタ・マリフ教会(被昇天の聖母の教会)を建築)、要塞(石垣)と三ノ堀
の内の西洋式の城塞都市(後に云う内町)、糸割符宿老会所、高木作右衛門屋敷と五力所町人屋敷、近世の江戸の御公儀(後に云う幕府)による暴崎奉行所(西呈
數、高木作右衛門屋敷と五力所町人屋敷部分に拡張して東屋敷、後に亰屋敷を立山に移転して長繭奉行所西役所、さらに棄屋敷跡に船番屋敷十七軒)、幕末に長
崎奉行所西役所に於ける墨崎海軍伝習所の設度、当所にてオランダ海軍二等軍医ポンペ・ファンメールデルフ才ールトによる医学伝習の開講、医学伝習は四十一
日内に圏内の大村剛の高島秋帆邸に移転、当地に医学伝習所の施設拡張豊備、長崎会誰所、長崎裁判所(後れて長崎裁判所に九州鎮撫長崎総督府設置)、長崎
府、広運館、明治7年第二代県庁舎聞庁、明治9年第三代県庁合開庁、明治44年第四代県庁含開庁、昭和28年Ⅱ9"年)第五代県庁舎聞庁、と靈屠的であり,且
つ、様々な事象が幅軽しています。

(1)長崎奉行所西役所等遺跡について(第一義、第二義)

①私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡について、第一蔓に、遺跡に現代の建物を建燈することを避け、重尾的で幅襲ずる歴史の限定された」都分と
限定された解釈を顯現することを回避するために、建造物を建設しない広場による遺跡記念公園とする二と、を提業し要望します。

②私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡について、第二義に、本紐1-0)一①に記す遺跡記念公園に於いて、長崎奉行所西役所等とともに現存した
可能性のある「纛崎神社」の詞等について、存在や位置や様式等の実態が確認されることを契機として、之を、諏訪神社によって、再建すること、を提案し要望しまず。

(2)長崎奉行所西役所等遺跡について(第三蕨)

私運当会は、皆様に、長崎秦行所西役所等遣跡について、第三義に、現在の当該地外周に顯在する石垣の様式に合致することを契機として、古写真や檀搬の平
面図が伝来する長崎奉行所西役所について、特定の用途を付さない建築として、様弐、建材等の考証を含め、限りなく、憧測の余地のない再達に類する再建を行嵐
する二と、を提案し要望します.

当該の提案と要望は、本紙1-0)一②に記す「纛崎神社」の詞等の再建を含みます。

私達当会は、当該の建築物が、長崎地域に残存Lない、大型の和様建隻として、その様式を顕現ずる機能を有し、同時に、特定の用途を付さないことにより、官民
の様々な用途に、運用可能である、と理解します.

(3)長崎県警察本部跡地~日本生命ビルー帯について

私運当会ほ、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡に隣接する、長崎県警察本部跡地~日本生命ビルー帯について、本紙1を前提として、イエズス会、又は、カトリッ
ク教会によって、記念聖堂と哲学宗教歴史研究展示図書室拠点を設儘し、同時に、一般に、訪問と参観を朋放下さること、を提案し要撰します。

私連当会は、当該の施設が、一帯の遺跡地の性格のひとつを顕現する、と理解します。

(4)高島秋帆本邸遺跡(現家庭裁判所簡易裁判所一帯)1こついて

私違当会は、皆様に、長崎奉行所西役所に、幕府により長崎海軍伝晋所が設置され、当所にオランダ海軍二等軍医ボンペ・ファンメールデルフォールトと幕医の松
本良順により医学伝習が開講され、医学伝習は四十一日内に大村町の高島秋帆邸に移転、さらに、当地に医学伝習所の施設拡張整備を見た、当該地に(適宜、現
家庭裁判所簡易裁判所と施設を共宥するなどして)「国立長崎海軍伝習資料館」並びに「国立近代医学歴史資料館」を設置する二と、を提案し要望します。

私違当会は、当該の施設が、一帯の遺跡地の性格のひとつを顕現する、と理解します。

(5〕大波止遺跡について

私達当会は、皆様に、大波止遺跡について、漸次、遺跡の全体の実態を把握する発掘等調査を実施し、遺跡の現状保存を前提に.大波止を遺跡として再建L、盛
土等、遺跡の保持の措置を執った上で、整傭し、長崎くんちの御擦所を、本来の当該の位置こ復興し定置し、又、催事広場として活用すること、を提案し要望します。

私達当会は、長崎くんちの庭先回りについて、切支丹の聖行列を映した可能性がある、と仮定します.

σ・・・六一四年五月に長崎で行われた聖行列はフビラ・ヒロンのr白本王国配」1こ詳Lいが、とりわけ工月二十白の昆迷は.寺わめて生き生きとした描写で、その円容の信頼佐は高い.高い理由は.アピラ、ヒロン
自身がこの聖行列に参加して、詳粘な行程を艶述しているからである. r聖厩マリアが喪布に包まれた台にの0てモの佳を行き、四本の燭台がモの肋に豆いてL寸二.これとともにわれわれはおびただしいるうモ

くを羊にして加わり.壬の珪から火勢の向富と残りのパードレたちが耀いた.」モして.サン・パドロ教会に近づき、通り過ぎる部分を抜き書きしてみよう. r本物厘町HU," ouy. m.ch1に入り,甚悲院の後をま
わって通りに出て、モの入口を通りめけて島嘩Ximきb.,.町を週ぎ、モの哉まウすぐ仁分知町日U"ohl、moCト'訂二向かった.モしてサン・ペドロ天富営の前の広場に出、小門から入って正門から出、外浦町FUC.,
U" mきONに入った.サン・ペドロ天生堂では、桑札服をつけた三人のパードしが待ちうけていて、托冽の蕎く前に聾を噴らL柏平Lてヨえた.行,」は外煽町から大村町omU悶 m"h;に入った.」...」)
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〔6)一帯の築地週跡について

私達当会は、皆様は、一帯の築地遺跡にっいて、漸次、遺跡の全休の実態を把梶する発掘等調査を実施し、遺跡を現状保存する惜置を執った上で、俣えば、大波
止遺跡から出島対岸一帯を対隷に、築地を造跡として再建L、可能な範囲で植栽、例えば、嘗て、長崎市街の水路沿岸に植装された柳、を施し、築地大波止遺跡記
念緑地公園とする二と、を提案L要望Lます。

ロ)出島遺跡について

私達当会は,皆様に、出島遣跡の北津にっいて、憶測の余地のない再建を行為し、同時に、出島遺跡の外周、又、火波止造跡、築地遺跡の沿岸部、にっいて、「長
崎水辺の轟公嗣」.r水辺のプロムナード」一帯より、水路を整備し、導水すること、を提案し要望します.

私達当会は、当該の施設が、長崎の丘の南西端部=長崎奉行所西役所等遺跡からの、地域の海へ繋がる景韻を形成し、一帯の遺跡地の性格の根源的な要棄を
顕現する、と理解します。

私達当会は、伺時に、出島遺跡周辺の水路面積の増加により、治水上の改善を期待しまず。

伯)養生所バ長崎)医学校等遺跡(長崎市立佐古小学校跡地一帯)につ.いて

医学伝雪、大村町の医学伝習所、並びに、養生所ノ長崎の医学校及び病院、ぱ、甚崎奉行所西役所を本拠とする幕府とオランダ政府による共同事業である長崎海
軍伝晋に於ける長崎奉行所西役所の一室でのオランダ海軍二等軍医ボンベ・フフンメールデルワオールトの医学伝習の開講に始まりました。

私達当会は、皆様に、養生所八長崎)医学校等遺跡について、遺跡の全体の実態を把握する発掘等調査を実施し、遺跡の現状保存と原状回復、又、之を前提とし
た憶測の余地のない再建と遺跡の継承と整備と公開と活用を実現すること、を提案し要望します。

(9)「長崎アーツセンター【Nき呂白Saki A代S soht引)構恕』(生活文化、並びに、一般市民の教養文化芸術の活動と発信の振興、長崎地域の遺跡活用の中
心拠点:現在の長崎市桜町地内、即ち、現長崎市役所、長崎市役所別館、長崎市議会、長崎県勤労擢祉会館、長崎地区労拠福祉会館、桜町市営駐車場、桜町
公薗、一帯の一体再開発1こよる=裏遭当'は.督柚に.r長幽国●駐文化材市桐撃1住019年(年賊.,年"月柏三生亀日改訂5虐.2020年ι令和2年】2月16日日曜B 養生所を尋える疉代亶池知和春)で擾室し

ている1長崎7ーツ,セン,一撫翹」1こつぃて,柿町艶区遭跡罫に艷け1逼斜俣存を畏先Lて、之を、捕二畳業に敢り下1+、長嶋*辺の豆分国地区への見電貫ι賞型し.一帯に於ける、抽亀文化分野讐衛ιの違炭.括勘の臭慶壱期持します.)

0当該地は、要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カトリッウと有馬氏と大村氏等日本人によって形成された西洋式の城塞都市幟に丑う内町)の遺跡の北東端部です。
皿「りぺラノし・アーツ」:りぺラル.アーツ(美1,b.田1.門.】とは、ギリシャ・仁ーマ時代「=理含的な覇漬を拷ち、ヨーロッバの大学制度において中世以降、19世捉後半や20世舶まで.「人が持っ必蔓がある技讐(実霞的
な知奥.学問)の善*」と見なされた自由七科のことで品る.具体的には文誌学・修辞学.論理学の3学、および算斯、鍾何(景何学.図"の学問).天又学,晋棄の4剥のこと.."なおの本挫の「吾術」という言棄はもともと.明治
時代に啓菓家の西凋によってりぺヲル.丁ートの訳語として造稲されたものである.・ープラトンはー・と二ろが.古代ギ,」シア社会においては・ーモの蜑、ローマ時代の棄期の5世紀槌半からB世紀にかけて、7つの"月からなる
1自宙士写」【,.Pι問'.門舶」ib.,.16.)として正式に生義されるに至?たのである....哲学はこの自由七料の上位に位置L.自虫七斜を訣治すると青えられた.哲学はさらに神学の予胃学として、論理的思考を吸えるものとさ
れる.二の自由七羽の梅鯱は、キリスト敦の理念に甚づき轍育内客を盤えるため、ギリシャ・0ーマ以棄の諸学が集大」ヨされたものと艶ることもできる.".:W;k;0.d辻1リペラル・アーツ」曇英更断ユ020年2月15目{土124:11

①私達当会は、皆様に、当該地一帯について、本紙11こ記す調査を提案し要塑Lます。

②私達当会は、皆揮に、遺跡の謂査と現状保存と活用を前提に、現長崎市役所、長崎市役所別館、喪崎市議会、長崎県動労福祉会館、長崎地区労働福祉会館、
桜町市営駐車場、桜町公園、を主体に一体の再開発を行為し、遺跡や公園の保存にビロティを探用し、同時に、東に隣接する弥生近世近代町家遺跡である「魚の
町遺跡」に、「弥生今紺屋町中紺屋断本大工町遣跡記念催事広場公園」を実現し、之と連動する、「国立人文学哲学芸衛自然科学応用科学総合博物館、写真美術
館、市民の劇場、一般に供用する各種の工房とスタジオ、会燈場、複合的な各種和室、廚房、長崎県立図書館長崎本館、長崎公文喜館、利用者無料駐車場、等の
痩合施設、仮称1長崎アーツセンター■」を形成すること、を提案し要望します。

私達当会は、当該の提案と施設が、現代までに歴史的に形成された、当該地域一帯の長崎地域の人顯の生活文化の拠点地域としての土地の利用の履歴の性格
を継承し、次世代への生活文化、並びに、一般市民の教養文化益術の活動と発信の拠点を提供して之を活性し、同時に、地域一帯への活気の波及効果を生起する
ことを期待し、並ぴに、近隣の「長崎歴史文化博物館」等立山地区、並びに「長崎市立園害館」等と連携し、当該地域を中心に包含する、長崎惣町80町と関連する
機能拠点地域の遺跡群、並びに、近隣の長崎奉行所西役所等遺跡群、の活用と活気の形成、長崎地域の生活文化、並びに、教養文化釜桁の活動と発信の振興の
中心拠点"司令塔"として機能すること、を期待します。

③私達当会は、皆様に、弥生近世近代町家遺跡である「魚の町遺跡」に計画行為中の長崎市役所建物について、私達当会が[政治経済機能の集約集積と効牢追
求][コンパクトシティへ向けた公共生活空間形成]の地区と提案し要望する"浦上則河口東岸域"の新市街再開発地区へ形成すること、を提案L要望します。

④『長崎音榮堂構想』私達当会は、皆様に、オペヲリ、ウス/シンフォニー・ホール両用施設(仮称)『長崎音楽堂』を、「癌崎水辺の森公園」,「水辺のプロム
ナード」一帯に形成すること、を提案し聾望します。

⑤『長崎中央緑地計回構想』(都市長崎のバックボーン(bookbo"0)の提示.都市拠点地域の連結と都市景観美羅と環境配慮)
私達当会は、皆様に、ι立山地区「長崎歴史文化博物館」地区一帯一"長崎城塞都市遺跡"(『長崎アーツセンター』ー「長崎市立図塞館」一長崎奉行所西役所等遺
跡)一築地遺跡一出島遺跡一墨崎バンド遺跡一r長崎水辺の森公園」、「水辺のプロムナード」一帯一小曽根家築地遺跡一「小菅修船場遺跡」)並びにその間の地
所を緑地化し、同時に、遊歩道、自転車道を整備し、連結する二と、を提案し要望します。

⑥私達当会は、皆様に、甚崎地域にっいて、..遺跡と歴史と生活文化の"旧市街と歴史的関連地域"・『萇崎アーツセンター揃想』、b.新市街形成〔政治経済機能
の集約集積と効串追求Hコンパクトシティへ向けた公共生活空問形成]の浦上川河口東序域、0.抽叡文化形成発信の「長崎水辺の森公園」・「水辺のプロムナード」
一帯:「畏崎県美術館」「オペラ.ハウス/シンフォニー.ホール.『長崎音楽堂拷想』」以上、三角"トライアングル"構造、さらに、d.北部:浦上方面に[長崎原子爆弾
被爆遺跡整備構想1、0.南部:柳埠頭に第ニパース設澄とアジア資本による自由な開発型鎚光[長崎国際第二中華街携想],の海岸河川沿岸の線"ライン"構造、
又、f.『長崎中央緑地計画構想』(都市長崎のパッウボーンの提示)、即ち、朝襲する都市動鍛形成、連結しわかりやすい都市構造、徒歩、自転車、公共交通、自勤
車と複数の移動手段を併せた、都市への行告浸透性の誘導による活気と経済効果、又、宮.[長崎キリシタンの里構想】西洋式城塞都市、長崎地域の長崎奉行支配
の内町、長崎代官支配の外町並ぴに属邑(浦上村山毘庄達懸り、浦上村淵庄屋懸り、長崎村)、大村領と佐賀領、長崎半島・彼杵半島・諌早方面、長崎県熊本県九
州日本世界の各所の関連旧観と旧跡の調査と甍備、事象の体系化によるネットワーク効果形成による人々と諸事象の交流の形成、を提案し要望しています。

(「「長崎国際歴史文化都市構想」"日本開国"一日本遺産・世界遺産へ向けて/求められる街の姿~街の"価値"の再生産、復輿を越えて~水と石と土と緑と
空~魅力ある街づくり』 2019年(平成31年"月18日金堤日養生所を考える会代表池知和恭:随時改訂:参照下さい)

(9)遺跡のネットワーク効果の形成と活用(遺跡は、どこにでもあります。)

私達当会は,皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡群の活用に際して、私建当会が提案する、長崎奉行所西役所等遺跡群の中範囲、大範囲の遺跡の調査と保存と
整備.歴史と情報の調査、その体系化と情麹発信、又、世界の遺跡と歴史と情報の鯛査、その体系化と情報発信、によって様々な事象間に様々な関係性を形成し
(遺跡のネットワーク効果の形成)、之を基盤とする人的並びに諸事象の交流の実現、を提案し要望します.
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長崎地域の桜町地区遺跡群について

私這当会は、皆様に、長鴫地域の桜町地匡遺鉢聨について、以下、詔識L提案L要望します。

1.長崎地域の桜町地区遉跡群の性施

a)私達当会は、当該の遺跡群について、石器時代遺跡.縄文時代遺跡.弥生時代遺跡、古代遣跡、中世遺跡、近世遺跡、近代遺跡、長蛤原子蠣弾被爆遺跡、現代遺跡、と想定Lます.

桂町遺跡では、遇去の遺跡調査により、中世近世町象の退跡のほか、1995年【平成7年:旧豊後町北側業部"3世紀の中国竜泉窯系青磁腕16世紀發半期の中国明代の染付碗(長鴫
県)、1996年(平成8年:豊径町北側西中部)16世紀朱葉から17世紀中葉頃を主体とする中国粛南アジア陶歯器、縄戈時代と推宴される集中Lた黒曜石片、1997年(平成9年:1日東町西
側南部)1B世紀末から17世紀の遺物、1998年(亭成10年)~1999年【平成11年:旧鴛町西倒北部"6世紀宋期~19世紀中葉にかけての中国重南アジフ日本の臨磁器又ドイッ.ライン
妬器、土坑墓に中世十四世紀前後に埋葬と推定の女性の人骨一体(下顎骨、上肢骨、下肢骨)、2001卑(平成伯年:旧引地町)国崖の近世殉磁器を主体とする遺物、再堆覆の司能性があ
る縄文時代の黒竣石製石鍬、剥片、砕片、弥生土審、寛戈3年0663年)の大火後、藁西二段に分割されていた敷地が平坦に造戒されたことが看取される痕跡、が検出されています。

(2)都市長崎遺跡として

(古代中世の肥前丹治比氏長崎氏の根拠都市の提椛地域としての長喝の丘一古来の茎域一東アジア交易池湾施設、中世近世の西洋式城塞都市,近世の長峅奉行在所の城下町一聾地一
長喝惣町八十箇町の内町一長鮪奉行所西役所一日本開国の玄関一喪崎海軍伝習一医学伝習、近代の市街一近代埋立造成と治水一長紬琢子爆弾被爆遺跡一現代の市街)

私蓮当会は、当該の造跡群にっいて、中世末期から江戸切期までにイローマ・カト1」ツケと有兵氏と大村市と様々な日本人によって形成された、長崎の丘の脊梁の西洋式の城富都市、即ち、
要塞(石垣)とーノ堀並びに大堀(ーノ堀)、二の堀、三ノ堀の内に形成する中世の自治都市、又、近世の長崎崖行在所の城下町、長岫惣町八十箇町のうち要萌奉行支配の「内町」【r寛永長
崎捲図」「二見えるM二ついて.その阿珪に位電する外捕町の岬の椴会と広塙一帯、又、糸割符病老会所~長岫奉行所~長崎奉行所西役所等に相対し、二の堀、三ノ堀に因まれ、モの北端を
形成する処、重要遺跡である、と理解Lます。

難近世の明和年間0764年一1772年Ⅱ月)のr長崎惣町雑図」では、当該の長崎地域の桜町地区遣跡群について.以下、硫認できます.
・理在の行政区画である桂町ぱ、「異崎惣町駐園」では、小川町の朔軍部分、内中町、梗町、引地町の北部、塾径町の北部、で楕成されます.
・櫻町の、南に隣撲してニノ堀、北部に三ノ堀、が確認できます.

・櫻町の.吏都に「箭厘舗」(牢屋敷)、が確認できます.

Φ肥前丹治比氏である長崎氏の根拠都市の捜能地峯としての長崎の丘

ア)日本古来の民俗的な埋葬葬送の地としての適跡

イ)藁フジア交勗声湾旋設としての遺跡

ウ)長崎毒や地増の象微的な増所として一神杜、祭鞄等の遭跡

②西洋式城喜都市として

ア)ニノ堀【桂町南部に娯接)、三ノ堀【桜町北郁)週跡

中世近世の桜町は、南でニノ堀に、北で三ノ堀により、西に中内町、稟に引地町により区切られます.

イ)'土地の透形"(土地造成の遺跡)

大堀からニノ堀.三ノ堀の地区にかけて、岬の教会から大堀の地域までの丘羅頂都の系西の広靭囲の平坦な嵩右垣による規格的な止地造成が減退し、斜面に沿?た小区画と一般的な石
垣による非規格的な土地造成が吐見されます。塲合によってぱ、上部に石垣を蓮部に土羽を併用L平面に鰻斜面や不竪地を残存する土地造成が島ったと想定します.

③中世末期から近世初期の切支丹遣跡として

ア)サンフランシスコ數会【桜町烹側京部:16T1年(慶長16年)~1614年【慶長19年)「桜町遭跡2000却』長岫市埋蔵文化財講査博諾会」)退跡

@近世の都市遺跡として

ア)近世の「内釘」の町家通赫(元禄120699)球には、内町外町の区別は撤廃され、織町は長岫遜行の支配となった。「桜町還跡1998年3月甚婚市埋蔵文化財調査儘謙会」)

イ)ニノ堀【桂町南部に隣接)、三ノ堀(桜町北部)遺誹

中世近世の桜町は、南でニノ堀に、北で三ノ堀により、西に中内日r,薫に引地町によリ区切られまず。
ニノ堀が遺奔し、三ノ堀が埋め立てられたようです。

ウ)r町年書高嶋家」(桜町西側南部)遣跡

エ)「籬厘舗」【牢厘敷)(桜町東側藁都:サンフランシスコ教金跡:1620年(元和6年)~1882年【明治15年)T桜町遣跡2000年長曙市埋蔵文化財調査檎瀕会」)遺跡

・矢正年間一豊臣秀吉が(南)蕩酢【現在の長崎市諏訪神社下辺り)に囚獄を設債.

・1600年【憂長5年)一囚獄を(南)曳町から桂町に秒転.(以上、W;k;ρ.d;き『長崎刑務所」最終更新ユ020年ユ月ユ3白(木)ユユ54)

⑤近代の都市遺跡として

ア)長嶋区役所一長崎市役所〔榿町西側南部:町年署高嶋家跡一帯)遺跡

.1878年【明治TI.年"0月28B 長崎県、郡区町村据制法の公布により、従来の大小区制を廃止Lて長崎市街一円を長嶋区とする.議政機関として侶会が設けられ、執行橿関として区役
所を勝山小学校内に設置し、10.21 初代区長に家永恭糧を任命.

・187白年【明治11年)11月20白長崎区役所を開斤.

・1882年【明治15年)7月7日靭めて長崎区躍会を聞設、護長に西道仙が送任される.

・1部4年【明治17球)4月一桜町に区役所・戸長亭務取扱所及ぴ議事堂完成.(町年寄高嶋家跡一帯)

・1884年(明治17年)5月1日区役所・戸長事務取鍛所及び謀事堂の聞庁式をあげ、5月4日から与転執務.

・1889年【明治22年)4月,日長鮪区に市制が施行され、長嶋市が垣生.

・1889年【明治22年)8月9日畏鮪市役所が聞庁される.

・1卵9年【明治22年)8月伯日開庁式を行う。(旧長崎区役所斤舎をモのまま引き継ぎ、市役所庁舎に当てられナニ)。
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イ〕桜町囚獄(桜町藁側東部:籠屋舗(牢足敷)跡:サンフランシスコ教会跡)遺跡

.明治玉壬申正月0ε了2与)昨栓所田の牢匡Φ此回のM山町倒の軍舌居宅の郭分仁r明抑玉壬申正月払下「ナ艶岬百ハ十七梓井」また肆坪叡七百四十四拝余の下仁「内払下引正輩り玉百玉+士坪余」と朋治雜罰以降の豐化が泉書で妻き込字
れている.二の此回が咽拾に女うても投所で住用されτいたことが"小る.Ⅱ長暗牲因帖の世界』PI04}

・187●年(明治7任)4月一症町円揮を甚"半獄に改称.

・1876年t朋1含9年)1月一長岬壁型に故称.

・18θ2年(朝拾15"】一墨島村片淵弼に梓1Ξ. t異幽豊窒を.西南鮭争1二島Lτ雌置された片偏の長叫輩臼但広院の跡に非駈.r長幽蛙国帖の世"JP4'戸,04)

.1908年「明治61輝)'月一旧北冨素郡巨旦村【拝早市野中町)」=.玉ス誓烈1チ業監蜜・宗臭監牢・金乳監似・長碕監獄.旺児鼻監畢)のーつとして闘段.

.t922年(大正11年"0貞一墨凶剥務所に改称.〔以上W;k;0.oior長時剥荘斬」且峡至斬ユ020年ユ月11日1木)

.192ケ狂1印和2E)9月仁、墨M市松山町,岡,;.橘口町に李たがる"本井を'腿L罰詮され,=,ιⅧ、」0.dl.「轟暢M惰所揮上卸1務寓所跡」畳蛙更断M」9卑1ユ月5日ι朱)ユユ:05)

.19BE尋ι印和6ヨ年M月一墨峅耐疹所."転計面快定.

.109ユ呈1早成'拝)一璃五地〔証早市小川町)に存薪.【"旧刑務所を段"した山下啓挟郎はジャズビフニスト山下拝輔の相父一草上Wk;P目dl.r是喝刑ヨ所↓畳契亜断即ユ0年ユ貞ユ1日(ネ)Ⅱ早馴)

・2007年(キ威19年)一旧長幽剤籟所、一劇「足門心ど】を"して麻体.ιNk;D6dl.1旧長峠剤易勗」最特亜新即17年11月ユ'白【日〕伽;56)

ウ)長崎西彼杵郡役所(桜町東側匝部:語屋舗{牢亙戲)跡:サンフランシスコ教会跡)遭跡

.187B年t明浩"年"0月28臼長喝県で郡区町村嵐献三の距野により.西牲杵罫耳が典昆.恐役所が下基卦封に牧曳.

.1897年〔頃地ヨ0年)'月18 心制を施行.

・1923年(六正12年)4月1日粘圭が厩止.郡役勗は秤荘.

・1926年【大正15卑)7月1日喜投所が馬止.盟ι酋は地準区分名井となる.

エ)長崎税務壁督局一長崎税務署(桜町凍側西北部)遺跡

・1白96尋【明治29年)全面に23の覗尋督理局と520の税裂署が創設される.

.100乏年ι明治35年)全国にIBの耽襄賢,局が並餐さh.牧易署力ι510となる.(九州でぱ.基蝿表駆堂督局."本裳客聖督局.塵児島巍尋壁制見)

.1909年1朗胎4之郵"1月5且長帽裂癌監督局t長岨.住質首県の税覇署を指序監腎).行丑竪理によウて庚止され、触本税覇盤督局に併合される.

オ)長峅商菓会議所一長崎商工会諾所(桜噺ネ番地:桜町東側北部:茄屋舗(牢塵敷)跡北部:サンコランシスニ教会跡北部)遺跡

.1879卑{明急T2年}10凡1日氣断107暑地の栓田尚行において長蝿脊是金埋所晃昆.

,188ヨ年{明胎16鄭16Π政用は.貫町村や逗含区町村に声工会を殻置す●ことができる皆壬布連.

.1■6き卑(明泊16年"之月墨幽筋按会調所乏改楓L.墨幽商工会乏詮立.事務勗乏怜町40響戸に置く.

.1893年ι晴抽26年"2門27日員凱寝大臣盗高章二郎より長岐畠貞会鬮斯姓立認司指令乍さんる.嵩宝会謝所臭例に善づき、墨幽醐工会を長暗榔豊金加馬に改組.事客所を大村町(瞬在の万才町】の甚崎賀晶画無会所に員く.

.1903年(明地06年)4月膏富会陽所皇族行にとυ'い.丑時高貴会峯所を改抽,

.1919年t大正旦年"T月16日墨埴幽煮虚地所.大村町の県時賞夙幽焦会所血、ら桂冨11暑地Φ元異鴫観忌監督局誹{当"畏M税薯署:桂町棄側西北帥}に巷る.

.1醜0年t大正9年)3月牡厘の大改造工革に楚工.

.19之2年{六正"年}之片10日牡駐の大改遭工事.焦3罰李で全"鬼尿.

ι甚蝿嵐禁金踊所厘当論改筒につき、モの馳所を巣方、即ち,長M西豊井郡投所t価度証ι卑厘敷}誹:サンコ予ンシスニ軸金跡)非部.ん蛙=して拡楓0、1

.1028年(叩和コ卑】8身6日晒和3年1月画工会踵所怯が怖行.記可圭申鵡、E月6日付をもうて認可6t島り.長鴫劃宝金誠所を斬怯に苫づく異蝿勗工会砥所へ改物.

,10'き此(叩,018年)0月θ日昭和IB卑3月商工紐決会擡が公粥、同年6円距行さhて.同年9円6日丑帳鬼吻工騒駿虚晃足、

・19●ヨ年ι晒和18年)9月28日長崎嵩工妾謹所を解敵,

カ)長崎鳳燭被災遭跡として

・1045年'朔牝ヱ0年)8月9日娼0隼希の火皿にまいで正午過ぎ.旧市内で凱2ま火訓が兜生.{旧布内の火災地旛では、主蔓言斤缶の市投所と県斤を軸ぷ冨音が中心とな?たが、二こでは最大凰遠Bmの理珊厘を生じτ饗催を里るい.更に累側
のがけ下の員町,本下町からm厘町・●量町に匡頻L.覆中仁かけて駒30角町が全蝿この凱2虞火災で凱庁・長堤堆方融剥所・甚蝿区叡判飢・同棲革鳥・キ愽喜郵便局・市水道諌(望町)・轟峠斬酬壮,日キ帥貴皐行煮蝿支店.'時立苧両章学校=
ど女0に琵煩し、火勢は墨時串庁書に迫?た't.庁言勗高の消火話動と風向きの一匠によ?て、危う(覇庚を"れた.

・旧柱町は、童捌此齢に抽M昔闘が島る知.「証ぽ甚蝿億煤祖皿にょる蛭蜆妄免れf二.と櫨宣Lま,'.

⑥現代の都市退跡として

ア)桜町の立体交差r桜橋」【旧按町、旧内中町、1日小川町の北部一帯を掘糊破壊)

,1954年1田和之9年}3円26B 栓町の立件交遅「搾摺」晃鱸L.闘通武乏単行.

イ)畏崎市役所(旧桜町西側南部:町年寄高嶋家跡一帯→旧桜町西側北部;町年寄高嶋家跡一帯)

.1958年{岡和ココ年】3"29日キ硬9碕35分ごろ市軍会事幕局付近から出火,長醍市俊所斤言2鳶の大¥を塙交

・1卓5告卑1昭和04怖14月1日墨時市斜ワ0圏卑・長幡市斤舎幕驫・閏皿3卑9卑記念式異恐墨崎市斤舎戻上で拳行.t旧族町の旧墨鵠市斤舎の北側一帯の強制遜闘地)

ウ)長埼商工会語所【旧桜町藁側北部:西彼杵郡役所跡北部:極屋舗(牢厘敷)跡北部:サンフランシスコ教会跡北部】

.1040年1昭和21年"0月社団生A日キ青工金豊断の典足.向年10月8ヨ牡団岳人墨幽醍工宝諏所の鳧昆.

・1950年1昭和25年j3自所厘の火訓とモの塩旧.

・1950年t昭知25年」11貝30日阿和25=5月{牡団怯人}画工会調所庄の馴窒詫行により、同年11月ヨ0Bに認句を受けて、牡団生人墨幽嶌工金誠所を再疉足.

.1954年1昭M29年】7月1日叩牝28年10月1白新画ヱ会陸所噐が怖6,特殊ま人畳帽商工会鴇所ん改蛤畳足.

.19●3年{昭1038郊」3月7臼国這コ'号鳳の陸彊工峯で、基酬酉工含調所の取り壊し姑字る.

.1984年(昭和30年)2月17日轟掲胃ヱ会犀所.轟"駅前大鳳町の「甚暢交道屋貫ビル」を闘所式.桟転.

・1980卑{陪和55年"2月長時咽工会謡所、柾町断所風「轟岫嵩工会並」達工.

,1081年1冊和56年"月轟蝿高ヱ会珪所,柱町新所厘r長嶋高工金丘」吊或式

ヱ】長蝿市庁書別館ι旧桂町薫側東部:西彼井島役"鴬:異個高索金畑所一鹿工金匡届罫葺郁:"風個(牢属霊)卦:サンコランシユコ椴会鰹}

.1幸66卑1昭物41拝"月21日長柾市庁舎副館鬼成.

オ)長崎刑務所

・1980年t昭和63虹」4月一豊鵠刑尋所、写駈計画快定.

・1992年ι早鮫4年)一堤在牌t証早市小川町】1こ幕E. t・・旧刑ヨ斯壬股l「Lた山下啓撫島はりヤズピフニスト山下洋姑●祖父.・以上Wiklp.dl.r長鴫刑蒋酬」畳"更斬ユ0即年ユ月"日ι本}12,54)

,之00,航(早成19此)一旧墨嶋刑郭所.一都(正門など)を独LてM件,{wi、1"d1司t旧是嫡刑序所」最越更"如17年」1月1'ete1叫:$61

8q

.
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2.私遣当会の長嶋地域の桜町地侶退跡群の現状への想定

(1)"土馳の造形"(土地造戒の退跡)の現状への恕定

私連当会は、桜町地区の旧桜町の"土地の造形"(土地造成の遺跡)の現状について、近代に於いて、「長崎区役所一長崎市役所」の建婆、「長嶋税務監督局一長崎税務署一長嶋商案会羅
所」の建聾と土地造成があり、現代に於いて、1954年(昭和29年)桜町の立体交差「桜擢」の完成により,北部の一端が完全に掘削され、1959年(昭和34年)「長嶋市投所本館」鑁工、19
66年(昭和41年)「長鮪市役所別舘」落成の建婆があり、土地の形賞の産亜が想定できる処、中央道路の西側並ぴに乗側共に、全体として、中世から近世にかけての西洋式城塞都市の市
中としての"土地の造形"が.大略、遺存Lている、と恕定Lます.

私遣当会は、旧捺町菓側の"止地の造形"について、近世までの造形は、旧按町薫側西部が中央道標高をぎ準とする様高(高)仁封L、旧捺町重儲軍部は東部道路標高を磊講とする標高
(低)であると捲定する処、1919年(大正8年)から1922年(大正"年)の旧桜剛東側四北部の元長岫税務監督局跡(当時長崎税務讐】への長崎簡業会諾所の入居と改聾に際Lて、桜町
藁側北部一帯に於いて、元長晦税務監督局駐地に連読Lて、粂部への盛土による建塞地所の拡張があり、1966年【昭和41年"月21日長岫市庁舎別誼落庄へ向けて、当並の盛土部分
の据削があり、概銘復旧した可椛性がある、と想定します.

【2)遭跡の現状への想定

私遇当金は、按釘地区の旧桜団の遭跡の現状について、一害の、"土地の造形"(土地造成の遺跡)が、大略、遺存する.と麺定する処より、本紙"1.長酷地域の桜町地区遺跡群の性格"「こ
記す、石艶時代遣跡、縄文時代退跡、弥生時代退跡、古代遵跡、中世適跡、近世遺跡、近代遭跡、長崎頂子爆弾被煽退跡、現代遺跡、都市長暢遺跡、が一定の密度を保持Lて遺穿する可
能性がある、と想全します。

3.私違当会の長崎地域の捺町地区遣跡群への認諏

0)私連当会は、長崎地域の桜町地区遺跡群にういて、以下、認贇します。

①私達当会は、当該の遺跡聨にっいて、先史時代より今日まで、人菰の活動が、広い時代に亘って重屠L、様々に関運Lた活動によリ幅禳した性格を保持する、豊かな遺跡群である、と認
識Lます.

②私連当金は、当該の遺跡群にっいて、都市異齢退跡として、中世末期から立戸初期までに、ローマ仂トリックと有曳氏と大村市と様々な日本人によって形成された、長崎の丘の脊梁の西
洋式の城嵳都市、即ち、要塞(石垣)とーノ堀並びに大塀(ーノ堀)、二の堀、三ノ堀の内に形成する中世の自治都市、又、近世の甚崎峯行在所の城下欧、長崎惣町ハ十箇町のうち長崎奉行
支配の「内町」(1寛永長岫捲図」に見える)について.その雨蟻に位置する外浦町の岬の教会と広堤一帯、又、糸割符宿老会所~長朔泰行所~長嶋峯行所西役所等に網対し、二の堀、三ノ
堀に囲まれ、その北端を形成する処.量饗遣跡である、と影識します.

③私違当会は、当該の遺鉢群に0いて、サンフランシスコ教会、銃屋舗(牢屋敷)、町年纂高嶋獄、等、日本地域に於ける人類の特異な活動を証微する檀数の遺跡を包含する処、亘蔓遭蹄
である、と認巌Lます.

私違当金ぱ、桜町の牢亜敷について、(南)罫町囚獄、又、桜匡場西坂両所の牢犀敷を、桜町屋敷地に囚獄厘舗を写した、とされ、又、大村の本小路に大村牢が詐られた、とされ、桜曳場に
牢屋が並存した可能性が指擴され、烈牢が馬込螂(古烹)、涌上村かつくい原の摺牢(斬泡)が造られ、長崎代官付演の牢屋が小島螂の高島秋帆旧邸の幣に建設された、とされる処、当誌
の桜町の牢艮敷は、明治以降の行政に継承され、桜町囚寡となり、長崎本獄、甚嶋監獄に改称、長崎藍獄を、西南戰争に霞して片淵に設置された長崎軍団仮病院の跡に移転、、1908年
(明治41年)甚飾藍獄を、北高来郡諌早村に玉大監獄のひとつとして聞設、1922年(大正11年)長錨監獄を、長岫刑務所と改称、1927年(詔和2年)長崎刑務所浦上刑務支所を浦上地区
の韓木林を造成Lて新設したとされ、1945年(昭和20年地月9日長崎刑務所演上刑務支所は、アメリカ累による甚埼原子爆弾投下に被爆、1g92年(平成4年)墨燭刑襄所を諌阜市小川
町に秒転し、現在、之が、秤読する、と理觧Lます。
私違当会は、当該の桜町の牢屋敷の存在にういて、江戸の御公儀{幕府}によって、江戸籾期に、モれまでの施設を集約整備され、瑳、同時代の園面史料も覇密であり、当時の行政上の
性格が推し洲られ、且ウ、近代現代の日本の行政橿閏としての監劉刑携所に、近世初期より、連続Lて、這接に組織を絶承する、唯一最古の明らかな臭雌である、と想定L得る処、又、長崎
地嫉に於いて、汀戸藁府から明治政府への行政提構の推奪が断絶ではなく連銕的である二とを示唆L、歴虫上、且つ、学術上、極めて重要であり、伺時に、希少である、七認謙しまず.

④私達当会は、当該の退跡群について、近代の長尚市役所庁舎、長齢税務監督局一甚崎税務署一長嶋商実会躍所一長崎商工会崖所.現代の桜猛と立体交差,長崎市役所本館、長崎市
役所別館,異崎市議会、桜町公園等、を認諏Lます.

私連当会ぱ、長鯖地域の桜町地区遭跡群にういて、本紙3-n)一①、②、③、④を伺時に包含し、且っ、遺跡の存在と実態を補完L傍証する詳細な記課資料が複数現拝し、一伴七して、
希少であり、重亜退跡である、と認識しまず.

4.私違当会の皆様への長嶋地堆の桜町地区遣跡群についての提案と蔓望

n)遣跡の檎恕について

①私違当会は、智様に、長崎の丘の脊殿を主たる"土地の造形"とする、ローマ・カトリックと有属氏と大村市と樺々な白本人によ口て形統された、西洋式の城喜都市の遺跡、又隣播するー
帯、又近隣の関連地域にっいて、本交の還跡と歴史の閏係の在り方に従い.漸次、踏査.資料調査より、発掘調査へと、毒次、計画釣に.遺跡調査を冥乾L、その全体と個別遺跡の性格を
朋らかにしつつ、様々な開発との調殘を行い.還跡の現状保存を実施ずることにより、又は、憶訓の余地のない再建によって、通跡の全体を修棋しつっ顕現すること,を提案L要望Lます.

②私連当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遣跡群について、当該の西洋式の城讐都市の携成に於いて、南嬉を楕成する岬の教金一糸割符宿老会所一甚崎連行所(西役所)等
遁跡群と相対L、且っ、美展L拡張する市中の北端を携成する貫要拠点と認識し、岬の教会一糸割符宿老会所一甚崎奉行所【西役所)等退跡群と同等の扱いにより,一体の遺跡の謂査と保
存と活用を形成サること、を提案L蔓望します.

【2)長崎地域の捺町地区遺跡群の遺跡としての調壷と罪存と活用について

①私速当会は、皆様に、当該の長暢地域の桜町地区還跡弊1里つぃて、現状保存することを提案L蔓望します.

②私連当会は、昔揮に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群にっいて、現状保昇を前提とした活用のための突掘等遺跡調査を選択すること、を提案し要望します.

③私違当会は、皆様に.当該の長婦地域の桜町地区遺跡弊に関オる現状保存を前捉とした活毘のための発掘等遣跡調査にっいて、上層の逼跡の現状保存を前提として、より下層の遺跡
を讃査すること、を提案L要望Lます.

【3)長崎絶妓の桜町地区遺跡群の土壌汚染の可能性と当註の調査について

私違当金は、皆様に、当該の甚紛地域の桜町地区遺跡群に関し、長岫区投所庁書一長岫市役所庁舎,長舟商奥会姪所一甚崎商工会議所、長崎布役所本館、長崎市役所易11館、その他の
過去の土地の利用にっいて、土壌朽染、並びに、水質汚濁の由来、又、その有無の精査、又は、土壌汚榮状況調壷、を実帽する二と、を提案し要望します.

私違当金は、皆様に、当該の士地の利用に関する、土壌汚染,艶びに、水質汚濁のの由来、又、その有無の輔査、又は、土壌汚染状況調査、並びに、土壌汚粂、並びに,水質汚濁の討攘、
並びに、当該の土地の遣跡の調査、保存、活用が、央々,同時に、完全に両立する方法を選択すること、を提案し要望します.

(4)第三雪による調交指導委員会の股遣と調査主体の連携

私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桂町地区遣跡蒋に関する、遺跡の携想と現状保存を前提とした活用のための艷掘等選跡凧壹、並びに、土壌汚染、並びに、水質汚濁に閏する調
査と削策にっいて、地上地下の建篝物その他の建造物の解体と撤去、並びに、資料並Uに馳掘掘削等調査、封策に於いて、第三者による調査指導委員金を設置L、調査指導委員会と調
交主休が情報交換L連携Lて、遺跡地の調査と活用と対策の方針と方怯と行告と進捗とその管理を行うこと、を提秦L憂望Lまず.

【5}遣跡、並びに、土壌汚染、並びに、水質汚濁に聞する調査、保存、活用、対策の過捉の一般公聞

私漣当会は、皆様に、当該の長暗地域の桜町地区遺跡梨に関ずる、遺跡の楕想と現状保存を前提とした活用のための臭把等遣跡調査、並ぴに、土壌汚染、並びに、水質汚濁に関する調
査と対策にっいて、地上地下の建擾物その他の建造物の解休と搬去、並びに、資料主びに髭掘掘削等調誉,封策に於いて、遺跡地の調査と活用と刻策の方針と方怯と行為と進捗とその
管理を、伺時釣に、一般公開し、且つ、相互に憤朝交換すること、を提案L蔓望します。
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5.私遣当会の皆犠への長崎地域の桜市地区遺跡群の保存と活用に関連する提案と亜望

私追当会は、皆揮に、遺跡の地に於いては、遺跡たる峯叡を優先して、様々な行為を認識すること、を提案L要望します。

私遣当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群の保存と活用に閏達して、以下の変吏を'提案し要望Lます。

U)長飾市が計画する長島市役所別館土地への公用牽駐車埋(約170台)建設について

①私達当会は、皆様に、長崎市魚の町遺跡を建設用地に、長岫市が計画L実施中の新しい長崎市役所庁舎の撞設について、公用車駐富蠣設置を念順に、比較的、広い用地面磧を確保L
やすい、浦上川河口東洋域へ変亜ずる二巴、例えば、MICE施設との合聾、又は、三寮箆工藁株式会社長嶋造船所幸町工堤地に於ける民間再開発地域に於ける用地確保と建築、又は、各
楓民聞施設との合筑を計画L実謁すること、を提案L要望します.

②私達当会は、皆様に、暴萌市魚の町遺跡を趣設用地に、長岫市が計画L実施中の新Lい長崎市投所庁舎の設計を査壷L、公用享駐車堤について、当該庁舎内に設置すること、を捉案L
要望します.

@私違当会は、皆様に、当註の公用車駐車場について、現在の市営桜町駐単場を代用tること、を提秦し要望します。

(2)長崎市が計画する長崎市役所本館土地への文化益術ホール建設について

私達当会は、皆揮に、当該の文化茎術ホ」ルの建設について、私運当会が、皆様に、r長岫国際歴史文化都市携碧」(2019年【平成き1年"月18日金曜臼改訂5版:2020年(令和2
年)2月16日日犀日饗生所を考える会代表池知称煮jで提案し要望している、長隔水辺の纛公園一水辺のプロムナードー長岫県美術館一帯に於ける、オペラ・ハウスーシンつオニー.
ホール(仮称)r長崎音楽堂』の新設に施詮共用すること、を提案L要望します。

6.私逹当会が、皆様に、桜町で、提案し讐望している『長岫アーツ・センター槙恕」について

私達当会は.皆様に、r長崎国際歴史文化都市梢想」(2019年(平成31年"月18白金曜白改訂5版:2020年(令和2年)2月16日日躍日美生所を考える会代表池知和恭)で提案
している1長崎アーツ・センター楕想」にっいて、桜町地区遺跡群に於ける遺跡保存を優先して、乏を.筑二義案に取り下げ、長岫永辺の森公面地区へω発展案と奮重し、一帯に於ける、抽象
文化分野芸術との連携、活動の発展を期待Lまず.

私違当会ぱ、私運人類の遺跡と歴史の真実について、之を、私逹人顕の存在の本源で在り拐る、と認誕します.

私違当会は、還跡と歴史の真実が、私違人顕の遺跡の最大の活用となる、と認識しまず.

フ.私違当会の遍跡群の詔査と保存と活用への理解

(0遺跡の調査にウいて

私遠当金は、遺跡の調査について.私還人頚が、私遣人類の活動Φ痕跡である、遺跡の実態と諸事叡との諸閏係とその性格を確認すること、と理解します。

(2)遺跡の保存について

私遣当金は、遺跡の保存について、私連人顯が、遺跡の損壊と損耗を免れる措置を執ること、その結果として、遺跡が損壊と損耗を免れること、と理解します。

伯)遍跡の活用について

私達当会は、遺跡の活用にウいて、遺跡がそこに在ること、伺時に、私違人類がその遺跡の存在を、意識し.詔知し、認識すること、七理解しまず.

8.拳考資料

0)長鮪惣町絵図【長崎歴史文化博物館)

(2)長崎市地響入分割圏附市内著名録冬所案内妾賢元聖文社長崎大正ハ年七月十日量行
27 東中町、小川町 26 樓町、勝山町、八百屋町、内中町 21 袋町、今魚町、本大工町、引地町、酒屋町(2)(長朔臣史文化博物館)

(3)最斬精密長崎市街地圏昭和26年(長崎歴史文化博物館)

(4)長峅商工重議所綜ハガキ【長崎) 15801〔長飴歴史文化博物館)

(5)長崎西彼杵郡役所絵ハガキ(長岫) 6釣m (長嶋歴史文化博物館)

(6)r長崎おもいで散歩昭和30年代の街角」内94年10月12日初版鼻行 2004年プ月日日4版髄行著者真木満坐行者真木雌司発行所有限会牡春光社

ロ)r長蛤市史年表』昭和56年3月20日発行砥集畏錨市史年表細さん委員会発行長蛸市役所長崎市桜日「2番22畠印刷藤木博英牡長畍市万屋町5脅13号

【8)r桜町遺跡オコイスビル建設に伴う埋蔵文化財突掘報告喜1998年3月長嶋市埋蔵文化財調査慳議会」

【9)r桜町遺跡サンガーデン桜町マンション建設に伴う埋蔵文北財鼻掘報告書2000年長嶋市埋輩文化財調査協黒会』 2000年5月31日突行長畍市埋蔵文化財調査協雄会

00)「フルバム長崎百年華の長抽物蔵絵葉書=レクシヨン」 2005年2月25日初版艷行幅著ブライフン・バークガフ二 B6." eU承6G.fm.y 先行人松田憾一編集人堀憲昭
馳行所株式会社長崎文献社

01)『復元!江戸時代の長崎』 2009(平成21)年8月30日初版発行握苓者布袋厚発行所株式会牡長崎文献社
ノ

PI04-PI05 第四章絵圓にみる町のうつりかわり 6 幻の内中町秀吉の時代につくられた町の運命

P128-P129 第五章長崎の名所,旧跡いま・昔 7 そこに拷問所があったいまの畏岫市役所別館は「桜団牢風」の跡

02)r県紛惣町復元図」 2009(平成2"年8月30B初版発行 2012年2月20日筑3響発行緬茎者布袋厚発行所株式会社長崎文献社

03)r中世長崎の萎礎的研空』 2011罪12月11日晃行薯者外山幹夫発行者田中六壷行所有限会社思文閣出版

04)「一米軍撮影一長朔被爆荒野被爆70周年に問うr戰争と平和リ発行日2015年(平成27)7月30日初版気一刷
編著長岫文献社発行人柴田鞍孝括集人堀憲昭尭行所株式会杜長靖戈献牡

P38-P39 匝爆投下前の長酷市の航空写真 P40-P41 諏燃投下磯の長婦市の航空写真

れ5)r長暗詮図帖の世界』発行日靭版2018年5月20日著者大井昇発行人片山仁志橘纂人堀憲圃晃行所捺式会社長朔文献牡
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局

四.養生所/(長崎)医学1交等遺1亦("佐古の丘の地形"、"中核区域"、"運用区域"、"関連区域,,)にっいて

(ア)私達当会は、当該遺跡地の"中核区域"内に於いて、遺跡を掘削して行う、長崎市立仁田佐古小学校建設、並びに、外周道路拡
幅建設の計画の実施が進行する状況を勘案し、以下、A. B.C. D. E.F.各案を例示します。

A.B.C.D,E.案は、長崎市立仁田佐古小学校について、当初検討の複数の建設用地候補地等の.当該遺跡地以外地への設置
を前提とします。

私達当会は、A案にっいて、原体である遺跡(非意図)、B.0.案にっいて、原体である遺跡を基盤とする、芸術(アート:意図)とし
ての変奏、又は変奏の付加、と理解し得ると理解する処、当該小学校枝舎等施設の部分的竣工と2020年4月よりの小学校としての共
用開始により、人類の非意図たる遺跡と人類の非意図たる建設途中の小学校施設建物の建設取消たる途次の状態に関する人類の非
意図たる一貫性が消滅した為、当該のB.C.案を廃案とします。私達当会は、D実にっいて、小学校校舎等施設の部分的竣工と2
020年4月よりの小学校としての共用開始を受けて、又、E案にっいて、2m9年12月以降の世界的な新型コロナウィルス峡染症の蔓
延を受けての新常態(ニュー・ノーマル)を意図し、発展的に追加します。 G.案は、A.呂. C, D. E. F.各案に附随させます。

私達当会は、D.E.案を採択して、之を、皆様に、提案し要望します。

A.建設途中の小学校施設建物並びに外周道路の新築構造物の撤去、当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)の遺跡の全域
の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物、並びに、甲種長崎医学校講堂
建物の再建、保全と継承と活用。

[遺跡としての、空問の造形とその構造物、並びに、一部の建物再建〕

B.建設途中の小学校施設建物の途次の状態、並びに、遺跡再建を優先する一部破壊又撤去の状態の現状保存、補強改修、関連す
る教育研修、宿泊、展示説明施設、応接等への転用供用、外周道路の新築構造物の撤去、並びに、当該遺跡の中核区域(建物敷地
と外周道路等)の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造茎礎構造物又は敷設物一甲種医
学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。

〔芸術且っ遺跡(アート:意図、且っ、その経緯としての痕跡)としての完成しない建築物、原体である遺跡としての、空間の造形とその
構造物、並ぴに、一部の建物再建]

C.建設完了の小学校施設建物の完成の状態、並ぴに、遺跡再建を優先する一部破壊又撤去の状態の現状保存、補強改修、遺跡と
その関係事象に関連する教育研修、宿泊、展示説明施設、応接等への転用供用、外周道路の新築構造物の撤去、並びに、当該遺跡
の中核区域(建物敷地と外周道路等)の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物
又は敷設物一甲種医学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。

[芸術且っ遺跡(アート:意図、且っ、その経緯としての痕跡)としての破壊される建築物、原体である遺跡としての、空問の造形とその
構造物、並びに、一部の建物再建]

D.建設竣工並びに建設途中の小学校施設建物並ぴに外周道路の新築構造物の撤去、当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路
等)の遺跡の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物、並びに、甲種
長崎医学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。

[遺跡としての、空問の造形とその構造物、並びに、一部の建物再建]

建設竣工並びに建設途中の小学校施設建物の遺跡とその関係事象に関連する教育研修、宿泊、展示説明施設、応接等への転用供
用の可能性の検討。

[小学校施設建物の遺跡附随施設としての転用供用の可能性の検討]

E.建設竣工並びに建設途中の小学校施設建物並びに外周道路の新築構造物の撤去、当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路
等)の遺跡の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物、並びに、甲種
長崎医学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。
[遺跡としての、空問の造形とその構造物、並びに、一部の建物再建]
建設竣工並びに建設途中の小学校施設建物の感染症医療又療養施設としての転用供用の可能性の検討。
当該検討は、新型コロナウィルス感染症出現による新常態(ニュー・ノーマル)を整備する意図を有する。当該検討は、当該遺跡の養生
所/(長崎)医学校.、並びに、明治14年8月a881年)以降昭和28年(1953年)頃まで感染症たる梅毒に対する梅毒病院として運用さ
れた土地の利用の履歴を継承する実態を有する。当該地は、佐古の丘の南端頂部に位置し風通しもよく、当該地から長崎港や稲佐
山方面への眺望もよく、遺跡地は散策等運動にも適すると考え得る。

[小学校施設建物の感染症医療又療養施設としての転用供用の可能性の検討]

F.長崎市立仁田佐古小学校にっ.いて、長崎市の現在計画による建物等主要施設の建設と当該小学校の運営当該小学校付帯設備
施工による遺跡破壊の防止、外周道路計画の廃止、並びに、旧学校敷地内の建物等主要施設の残余の土地、並びに、外周道路の土
地での遺跡の再建。

G.養生所/(長崎)医学校等遺跡の"運用区域"(病院西側)、及び、"閏連区域"(大徳寺境内並ぴに庫裏、大楠社の一帯)、ポンペ・ファ
ン'メールデルフォールトの養生所ノ精得館たる近代西洋病院の要件を具現する"佐古の丘の地形"(佐古一仁田頭の丘、周辺一帯)、
並びに、嵜合町西南部の「佐古入口」より、後の養生所ノ精得館一帯を通り、北の「大村領」に至る旧道に於いて、遺跡の遺跡としての
認知、確認、現状保存、活用、整備、公開、継承を実現する。

同時に、当該遺跡の土地の範囲にっいて、文化財保護法によるr周知の埋蔵文化財包蔵地」に決定する。
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(イ)養生所/(長崎)医学校等遺跡中核区域北部一帯遺跡について

i)長崎医学校等正門両翼石垣等石垣

私達当会は、皆様に、長崎医学校等正門両翼石垣等石垣について、一連の養生所/(長崎)医
学校等遺跡の調査、保存、活用の要望の初期に、当該小学校建設の理事者に、当該遺構の歴史

と当該遺構の性格に関する情報を提供し説明して現状保存を要望し、同時に、当該小学枝建設

の理事者より、「当該石垣に隣接する市道西小島稲田町1号線の北部については、所定の道路
幅(2.7m)を確保できている為道路拡幅の必要と予定が無いことより、当該石垣も現状を変更し

ないことになっている」、と回示があり、その後も、皆様に、詳細な遺跡としての情報提供を為し、

現状保存の提案と要望を行ってきた処です。

私達当会は、2019年(平成31年)4月の理事者との打合せに於いて、理事者より敷地全体図

面の提示があり、当該図面に当該石垣の掘削の可能性を検知し、計画を確認した処、掘削の予

定が判明し、改めて、2019年(令和元年)6月以降、皆様に、別途、、理事者に説明し、要望書を提

出し、また、定例議会に際して議会議長への陳情書にて、現状保存の提案と要望を明らかにして

きました。

私達当会は、長崎医学校等正門両翼石垣等石垣について、その変遷が提示できる遺跡の実態

の現状保存、又、原状回復、又、遺跡としての活用を提案し、.要望します。

ii)長崎医学校等敷地東部に於ける外周道路拡幅工事で発見した敷地境界一帯遺跡

私達当会は、皆様に、台.養生所/(長崎)医学校等遺跡の中核区域の北東部に位置する、201

8年(平成30年)1月迄の試掘/発掘調査で検出された、旧長崎市立佐古小学校北部敷地屋外運
動場東部に於ける長崎医学校等遺構又敷地境界線遺跡と想定し得る長崎医学校等北寄宿舎等

建物敷地東突端部敷地及び当該敷地境界線南面法面遺構及び隣接する長崎医学校等敷地外

周道路遺構等遺跡について、b.2019年(令和元年)6月18日火曜日長崎市中央総合事務所

地域整備二課が、市道西小島2号線北部に関する旧長崎市立佐古小学校北部敷地屋外運動場

東部に於ける外周道路拡幅工事中に確認し、2019年(令和元年)6月19日水曜日夕刻、私達

当会が、確認した、長崎医学校等遺構又敷地境界線遺跡と想定し得る長崎医学校等敷地北部東

突端部域の、石垣(石積)及びコンクリート及び陶管等により構成される複数の構造物によるV字

型の遺構、について、2019年(令和元年)5月以降、理事者の皆様へ説明し、各々別途作成の要

望書を提出し、また、定例議会に際して議会議長への陳情書にて、現状保存の措置を執ることを
提案し要望しています。

私達当会は、当該a.及び、当該b.の両遺構は、連続する遺構であると推定します。

私達当会は、当該臼.及び、当該b.の両遺構について、一体の遺跡として、遺跡の実態の現

状保存、又、原状回復、又、遺跡としての活用を提案し、要望します。
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五.『長崎市歴史的風致維持向上計画』並びに『国土交通省長崎港松が枝埠頭岸壁2

バース化』並びに『長崎県松力誹支地区再開発構想~港湾整備と一体とな。たまちづくり~』'につぃて

1.『長崎市歴史的風致維持向上計画』

2020年(令和2年)3月25日水曜日長崎新聞第22面は、『長崎市歴史的風致維持向上計画』について、「政府は24日、歴史的な景観を生かしたま
ちづくりを支援するため、長崎市が申請していた「歴史的風致維持向上計画」を認定した。歴史まちづくり法に基づく制度で、歴史釣建造物の改修や買
い取りなどに、交付金を充てるこ七ができる。県内自治体の認定は初めて。ーー・(手島聡志)」、と報道しました。

『長崎市歴史的風致維持向上計画』は、①「近世長崎の町人文化にみる歴史的風致」②「中国文化の伝来にみる歴史的風致」③「長崎居留地の海外
交流にみる歴史的風致」④「外海の石積文化にみる歴史的風致」⑤「被爆継承と平和の祈り1こみる歴史的風致」、の5つの歴史的風致によって構成し、
長崎市の5つの歴史的風致のうち、2つの世界文化這産の構成資産や重要文化財、重要伝統的建造物群保存地区等の価値の高い歴史的建造物が集
積し、かっ、歴史的資産を生かしたまちづくりの取組みを速やかに図るぺき区域として③「長崎居留地の浴外交流にみる歴史的風致」の範囲において、

篁虚区蟻を設定する、計画です。

『長崎市歴史釣風致維持向上計画』は、その方針について"[歴史的風致の雑持及び向上に関する方針]ー【まちづくりの方針】歴史・伝統を守り、磨き、

生かすことで、営みと賑わいが共生できるまち一a)歴史的建造物の保存・活用に関する方針:【10年後に目指す姿】歴史的建造物が適切に評価・保

存継承され、まちづくりと一体となった魅力釣な活用が図られている。ー(2)歴史的建造物の周辺環境の保全・形成に関する方針.【20年後に目指す姿

】地域の歴史や自然、まちなみ等の個性を生かした蛙力的なまちになっている。ー(3)歴史的な営みや活勳の継承に関する方針:【10年後に自指す

姿】住みたくなる、住み続けられるまち、営みや活動を次世代に継承できる協働のまちになっている。ー(4)賑わいの創出に関する方針: h0年後に目

指す姿】長崎独自の歴史的風致が磨かれ、生かされることで、国内外の来訪者で賑わうまちになっている。"と記します。

(長崎市歴史的風致維持向上計画概要版令和二年三月認定長崎市より趣旨)

2.『国土交通省長崎港松が枝埠頭岸壁2バース化』並びに『長崎県松が枝地区再開発楕想~港湾整備と一体となったまちづくり~』

2020年(令和2年)4月1日水曜白長崎新聞第2面は、『長崎港2バース化計上鳥原道路有明一瑞穂も国交省予算配分西九州道大幅増』「国土交
通省は31日、2020年度の予算配分を公表した。長崎港松が枝埠頭に大型船2隻が接庠できるようにする2バースの新規事業化を盛り込んだ。16万
トン級の大型客船に対応できる410メートルの新しい庠壁や泊地、鹿海道路J阜頭用地を6年かけて整備する。【22面に関連記事1 国交省などによる

と、19年の長崎港のクルーズ船寄港は183隻で全国で4番目に多い。クルーズ客は55万人に上るが、一方で岸壁不足などで100隻程度を受け入れ

られなかった。クルーズ需要については新型コロナウィルスによる不透明感はあるものの、2バース化で背後地に集積する世界遺産と調和した都市空
間の形成や、三菱重工業畏崎造船所のクルーズ船メンテナンス事業との相乗効果が期待できるという。また、路面電車の松が枝方面への延伸など背
後地の再開発構想も連動して動き出す可能性がある。総事業費は伯6億円で25年度に完成予定.20年度〒算には2億円を計上し、岸壁や道路の調

査設計を進める。ーー・(豊竹健二)」、と報道しました。

長埼市まちづくり部都市計画課市街地整備係は、国交省が津壁の築造を事業し、長崎県が埠頭用地の埋立造成を事業し、長崎県が『長崎県松が枝
地区再開発構想』を提示し、新埠頭とその東と北に隣接する国道499号線の西側の一帯の民有地等を含む土地の範囲に設定する再開発構想検討工
リアに於いて港湾施設等整備とまちづくりを、並びに、路面電車の松が枝方面への延伸、を構想する、と説明します。

『長崎県松が柱地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~」は、《将来像》:海の国際玄関口~人々が交流する海陸のクロスロード~、

《聞発コンセプト》:A.クルーズ客船の受入拠点となる国際ターミナル機能の強化B.国内外の観光客の快適な移動を支える交通粘節機能の強化C.
来訪者に充実したサービスと楽しさを提供する観光・交流機能の強化D.地域の安心快適な薯らしを支える都市機能の強化、【施設イメージ】.A)港湾

熊客ターミナル、大型バス乗降場・駐車場、緑地(オープンスベース)、B)路面置車の延伸・電停、路線バスの乗降場、タウシー乗降場、C)観光案内所、
飲食店(景色を生かした)、物産館(地元物産を扱う)、免税店など、とする構想です.

(長崎県の広報より)

3.『小曽根築地遺跡』

r長續市歴史的風致雑持向上計画』の範囲とr長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』の再開発構想検討エリアの双方
に跨る範囲に、小曽根築地遺跡(東部の小曽根邸跡一帯並びに西部の海岸付一帯を一体の範囲とする、近世宋期から現代に至る、切土と築地による
土地の造成を基盤として構成される"土地の造形"と関係する人類の活動と土地の利用の履歴に関する痕跡の遺跡)が存在します。

a)『小曽根築地遺跡』の範囲

私達当会は、『小曽根築地遣跡』の範囲について、概略、現在の長崎市の小曽根町全域と松が枝町南東の小曽根町に隣接する一帯の範囲に内包さ
れる範囲、即ち、現在の国道499号線の拡張以前の敷地一帯、国道499号線の東に於いて、隣接する宝製胡株式会社ノ長崎市月極小曽根町駐車堤

(『小曽根邸遺跡」ν民家である小曽根町南端の一帯、国道499号線の西に於いて、吉弘医院/長崎自動車株式会社松ケ枝営業所/長崎税務暑の三件
とその西側の道路、長崎自勳車株式会社バス牽庫の敷地と東側の民家一帯、びっくりドンキー小曽根剛店並びにネッツトヨタ長崎べイサイド南山手の

敷地の東部の建物付近一帯、に仮定します。(『長崎港全圏』(明治3年)参照)

(2)『小曽根築地』に関する推移並びに歴史上背景の概略

『小曽根築地関連年表(推移並びに歴史上背景の概略)』(2020年(令和2年)4月3日金曜日養生所を考える会代表池知和恭)を御参照下さい。

(3)『小曽根築地遺跡』に関する土地の利用の履歴について

私達当会は、皆様に、当該の『小曽根築地遺跡』に関する土地の利用の履歴について、之を調査し公開すること、提案し要望します。
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(4)『小曽根築地遺跡』の存在、又、意義又は価値、並びに、調査保存活用について

私達当会は、『小曽根築地遺跡』にっいて、長崎の外国人居留地に先立って竣工し、長崎地域の梅が枝、南山手地域の長崎外国人居留地一帯の海岸
埋立埠頭岸壁形咸土木造成技術遺跡、長崎地域の治水土木造成技術遣跡、土地造成技術遣跡、の一環と位置付けます。

私達当会は、小曽根家御当主より小曽根家が長崎の佐古の丘の『萎生所/(長崎)医学校(又は姜生所八長崎)医学校等遺跡)』の用地確保と造成工事
に関係している、と伝聞します。

私達当会は、『小曽根築地遺跡』にっいて、その形成、過程又は技術が、長崎地域の長崎外国人居留地又海岸埋立埠頭岸壁の形成、養生所バ長埼)
医学校の成立、治水土木工事、長崎港内港外港一帯の台場形成、その他の広範な土木工事と相互の関係性を構成する、と仮定します。

私達当会は、小曽根家にっいて、日本の中世から近世、近代、現代を背景に、貿易と商業活動を媒体として、世界とアジアと白本、平戸と長崎等の広
範な長崎地域に関する、政治、経済、概念や技術の移転、文化の交流にっいて、濱田弼兵衛や徳川将軍家や諸藩大名家や李鴻章との閧係、又、米・
フッチェルトの造船所(乙)、英.アバディーン・ミッチェルトの造船所(乙)、小曽根西洋船大工街、炭坑舎の存在にも顕在する、当該の交易の相互連帯
(ネットワーク)や情報や思翻や行為の中縦と創生と拡散、他諸事象の具体的事象と関係性を構成する、と仮定します。

私達当会は、『小曽根築地遺跡Ⅲこついて、当該の関連の諸事象の出来事、具体的事象と関係性、世界と日本の在り方、を証徴する、と仮定します。

私達当会は、『小曽根築地這跡』の意義、又は、価値について、遺跡の存在並びに実態に関する調査を実施し、歴史上の出来事と関係性の調査を実
施し、世界の各地域の現代の在り方との関係性を考察L、当該の『小曽根築地這跡』の存在、並ぴに、その意義、又は、価値とも呼称される諸概念を
明らかにL公開し、遺跡の遺跡としての空間と存在の実態を調査し、破壊せず、保存し、公開L、文化財保護法上の保護の措置を執り、或いは、原状
を回復し、又ぱ、保守整備し、人々の生活の中での機能を与え(『世界遺産条約腫行のための作業指針」(ユネスコ世界遺産センター・文化庁仮訳):1
C 世界遺産条約締約国椙一b)(世界遺産条約第5条参照))、情報を発信し、諸般の制度上の認定や登録をも実現し、同時に、活用すること、を提
案L要望します。

私達当会は、『小曽根築地遺跡』にっいて、記念物建築物、記念的意義を有する彫刻及び絵画、考古学的な性質の物件及ぴ構造物、金石文、洞穴住
居ならびにこれらの物件の組合せであって、歴史上、芸術上、又は学術上顕著な普遍的価値を有するもの、建造物群独立した建築物の群又は運続し
た建造物の群であって、その建築様式、均質性又は景観内の位置のために、歴史上、芸術上、又は学術上顕著な普遍的価値を有するもの、遺跡人
問の作品、自然と人間との典伺作品及び考古学的遺跡を含む区域であって、歴史上、芸術上、民俗学上又は人類学上顕著な普遍的価値を有するもの
(『世界遺産条約履行のための作業指針』(ユネスコ世界遺産センター・文化庁仮訳):".A 世界遣産の定義文化遺産及ぴ自然遺産 45 世界遺
産条約第,条「文化遺産」)、又、顕著な普遍的価値とは、国家間の境界を超越し、人類全体にとって現代及び将来世代に共通した重要性をもつような、
傑出した文化的な意養及び/又は自然的な価値を意味する。従って、そのような遺産を恒久的に保護することは国際社会全体にとって最高水準の重要
住を有する。委員会は、世界遺産一覧表に資産を登録するための基準の定義を行う(『世界遺産条約履行のための作業指針Ⅲユネスコ世界遺産セン
ター.文化庁仮訳):11.A 世界遺産の定義顕著な昔遍的価値 49)、又、 OD建築、科学技術、記念碑、都市計画、景観設計の発展に重要な影響
を与えた、ある時期にわたる価値観の交流又はある文化圏内での価値観の交流を示すものである、6V)歴史上の重要な段階を物語る建築物、その集
合体、科学技術の集合体、あるいは景観を代表する顕著な見本である、(V)あるひとっの文化はたは複数の文化)を特徴づけるような伝統的居住形
態若しくは陸上.海上の土地利用形態を代表する顕著な見本である。又は、人類と環境とのふれあいを代表する顕著な見本である(特に不可逆的な変
化によりその存続が危ぷまれているものX『世界遺産条約度行のための作業指針』(ユネスコ世界遺産センター・文化庁仮訳):11.D 顕著な普遍的
価値の評価基準 7フ)、たる事象である、と仮定します。

4.私達当会は、皆樣に、'『長崎市歴史的風致雑持向上計画』、並びに、『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~」につ
いて、以下、提案し要望Lます。

劇)r長崎県松が枝地区再開発構想」について

私達当会は、『長崎県松が枝地区再開発構想』につぃて、r長崎市歴史的風致維持向上計画ル計画範囲を重複し連続して有し、且っ、『長崎市歴史的
風致維持向上計画』に対面して隣接する大規模開発であることより、『長崎市歴史的風致維持向上計画』の実態に与える影響が極めて大きい計画であ
り、『長崎市歴史的風致雑持向上計画』と連勤して計画され実施される筈の計画である、と認識します。

私達当会は、『長崎県松が枝地区再開発構想』について、以下、提案し要望します。

①前提として
私達当会は、皆様に、長崎造船株式会社並びに新長ドック株式会社の二事業者が現在地での事業の継続を声由意志として保有し、且つ,長崎港松が
枝埠頭岸跿2バース化の計画が当該事業者の当該自由意志の遂行を何らかの事叡により阻害する場合は、長崎港松が枝埠頭岸壁2バース化の計画
を、中止し、且っ、廃止すること、にっいて、之を、明確に認識し、同時に、認知し、且っ、速やかに実施すること、を提案し要望します

②遣跡として『東山手外国人居留地遺跡Ⅱ南山手外国人居留地遺跡』『埠頭岸壁等土木造成遺跡Ⅱ治水土木造成遺跡Ⅱ小曽根築地遺跡』その
他の適宜の遺跡

私達当会は、皆様に、宇宙と人類出現以前以降の地球の自然と遺跡(遺跡としての空問ど土地の造形"と建造物と遺物)ほ、人類にとって根源的な蓄
積である処、之を調査し、破壊せず、現状保存し、公開し、文化財保護法上の保護の措置を執り、又は、原状回復し、保守整備し、人々の生活の中での
機能を与え、情報発信し、諸般の制度上の認定や登録をも実現し、活用することを提案し要望します。

③私達人類の活動の空問として
ア.私達当会は、皆様に、新しく築造される岸壁と新しく埋設される埠頭、並びに、その東に隣接し、且っ、国道499号線の西に隣接する土地について、
遺跡を遺跡として、遺跡以外を長崎港松が枝埠頭岸壁第2バース並ぴにその関達施設として、それぞれ専用に土地の利用を企画すること、を提案し要
望します。

私達当会は、新しく築造される岸壁と新しく埋設される埠頭にっいて、長崎港松が枝埠頭岸壁2バース並びにその関連施設として、専用に運用され
る、と仮定します。

ウ.私達当会は、皆様に、当該の計画範囲の北部に位賀する、松が枝町南夷の小曽根町に隣接する一帯と小曽根町の一帯にっいて、在来の建築物
を移転し、一体の空間として運用すること、を提案し要望します。

1)私達当会は、皆様に、『小曽根築地遺跡』並びに「埠頭岸壁等土木造成遺跡』について、遣跡の調査を行い、遣跡として運用し、遺跡として保存
し活用すること、を提案L要望Lます。
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ii)私達当会は、皆様に、火浦警察署について浪の平町南部から古河町北部方面へ移転、長崎港湾合同庁舎ノ長崎県警察本部松が枝別館/長岫県
警察松が枝第2別館/気象庁検測所ノ長崎税務署について浦上川河口東岸再開発地区の長崎県庁舎近隣方面へ移転、長崎自動車株式会社松ケ枝営
業所ノ長崎自動車株式会社バス車庫にっいて小ケ倉三T目の国道499号線と県道237号線が合流する好立地にある柳埠頭へ移転すること、を提案し
要望します。

市)私達当会は、皆様に、私逹人類の活動の空問に於ける遣跡に於ける機能の交織として、小曽根築地が公共交通の結節点でもあった土地の利用
の履歴を継承L、造跡の原状保存を前提とする範囲内に於いて、原則として、『小曽根築地遺跡』の土地の国道499号線に近似する当該国道の西に隣
接する位置に、第二候補として、『小曽根築地遺跡』の西に水路を渡る土地の位置に隣接路面電車の線路と終蓋停留所を設置すること、を提案し要望
します。(4-(2)『小曽根築地遺跡Ⅲこついて参照)

エ.私達当会は、皆様に、当該の計画範囲の南部に位置する、浪の平町北部の一帯について、以下、を提案し要望します。

i)私達当会は、皆様に、当該の土地の範囲に現存する長崎造船株式会社並びに新長ドック株式会社の二事業者の造船工場の建物につぃて、之を
市民生活の痕跡たる文化財、又牡会的共通資本としての蓄積、公益として、之を破壊せす'、保存し、又、りノベーション、例えば、工場空問内部に新しい
建物を建設する、又は、建物間を空中歩愈により連結する等、によって、入国管理等施設、又は、小曽根築地博物館、又、海事博物館等、に再生活用
すること、を提案し要望します。

オ.私達当会は、皆様に、民有地並びにその利吊影態の移転について、所有者に発生する経済的損失について、政策上の補填を計画し実施すること、
を提案し要望します.

④仮定としての懸念と提案と要望

私達当会は、『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』に於ける入国管理や通関等のバース運営管理等施設につぃて、
民閻開発によウて形成されるならぱ、民問による資本の運用効車を求めて、資本運用システムの収容装置として施設が高層化し、更に、資本主体が複
数に渡る場合には個別の構想によって、糎数の土地の区画に規定される新しい複数の独立Lた個別の作家性を伴う閉じた空閻としての高淫建築群が
密集密接するスプロールとして出現する可能性がある、と仮定します。

私達当会は、この場合、南山手の鍋冠山の山塊と長崎内港に挟まれた南北に伸ぴる柬西に狭い急斜面地に位置する遺鉢である『南山手外国人居留
地遺跡』並びに『海岸付地所埠頭庫壁土木築造遺跡』並びに『小曽根築地遺跡』に形成された在来市街の中問を東西を分けて南北に走る国道499号
線の西に沿って、南北に長く東西に薄く高い衝立のような複数の高層建築の群が大きなヴすりユームを以って出現し、新しく埋築される埠頭並びに岸壁
の区域と山手の在来市街によって形成される筈の、一体の人類の活動の空間を見事に二つに分断し、さらに、人々の間際に蛇立する垂直の真新しく存
在感のある身休的スケールとその由来を逸脱したヴォリュームは、遺跡の身体的スケールとその由来に従うて立つ人々を圧迫する、と仮定します。
私達当会は、さらに、身体的スケールとその由来によって成立している遣跡の中心1こ咸立した、身体的スケールとその由来を逸脱したヴォリュ;ームぱ、
自身の隣接の一帯の空問に、自身と問様の身体的スケールとその由来を逸脱したヴォリュームを誘発する可能性がある、と仮定します。
私達当会は、さらに、身体的スケールとその由来によって成立している遺跡への身体的スケールとその由来を逸脱したヴォリュームの成立は、身体的
スケールとその由来を逸脱したヴォリュームがその存立の撫造とする身体的スケールとその由来の逸脱によって成立している土木と建築の空問携造へ
の改変により、身体的スケールとその由来によって成立している遺跡としての空間並びに"土地の造形"の空間構造を破壊して行われる、と仮定します。

私達当会は、限定された閉じた狭い空問に長期的に起居する旅客船の乗客乗員の皆擇が、陸地への上陸に際して、第一義に願望する事叡について、
限定解除された開かれた広い空間である、と仮定します。

私達当会は、長崎港松が枝埠頭岸壁第2バースについて、旅客船の乗客乗員の皆様が、限定された閉じた狭い空間たる船内から、陸地へ上陸した陽
間に、目前に、高い衝立のような真新Lく存在感の複数の高層建築群が身体的スケールとその由来を逸脱した大きなヴォリニームをもって迫り、背後を
振り返れば、外部空問より旦上げる見慣れない高層建築より大きな旅客船のより巨大なヴォリュームカ噸上に覆い被さり、狭い埠頭の空間の谷間の底
に圧迫されたとすれば、予定した上睦への期待感ぱ、完全に襄切られる、と仮定します。

私達当会は、当該の遺跡としての空問並びに"土地の造形"の空間携造の破壊について、,遺跡の不可逆的な破壊である、同時に、遺跡の不可逆的な
破壊を誘引する、と仮定します。

私達当会は、当該の遺跡について、遺跡の遺跡としての実態を消滅し、資本の効車の実験場となる可能性がある、と仮定します。

私達当会は、この結果について、即ち、遺跡の破壊であり、同時に、即ち、私達人類の活動の空間「こ於ける、私達人類の身体的スケールの破壊であ
り、以って、私達人類は、私達人類の身体的スケールの行為を破壊される、と仮定します。

私達当会は、皆様に、当該の私達人類の活動の空問に於いて、遺跡が保全され継承され、同時に、私達人類の身体的スケールの破壊によって、私
達人類の身体的スケールの行為が破壌されない為に、当該計画の主体が、私達人類の身体的スケールとその由来によって形成されている遺跡たる
在来市街における、当該開発計画に於いて、当該の事叡を、私達人類の身体的スケールによって構成する結果となるように、制御する措置を執り行為
すること、結果として、一帯の遺跡を保全し継承し、同時に、当該の一体の私達人頬の活動の空問を、私達人類の身休的スケールとその由来によって
形成すること、を提案し要望します。

(2)『小曽根築地遺跡』について

私達当会は、皆様に、『小曽根築地遺跡』並ぴに之に包含する『小曽根邸遺跡』等遺跡の全範囲につぃて、私達人類の活動の空間に於ける遺跡として、
以下、提案し要望します。

①私達当会は、皆様に、遺跡としての空問と実態を、調査し、破壊せず、現状保存し、公開し、文化財保護法上の保護の措置を執り、又は、原状回復L、
保守整備し、人々の生活の中での機能を与え、情報発信し、諸般の制度上の認定や登録をも実現L、活用すること、を提案し要望します.

②私達当会は、皆様に、遺跡の現状保存を前提とする範囲内に於いて、遺跡の庠壁を遺跡の実態を基盤に原状回復整備し、海水を導入して一帯土
地に水路を形成して遺跡を復元整備すること、を提案し要望します。

③私達当会は、皆様に、弘達人類の活動の空間に於ける遺鉢に於ける機能の交織として、遣跡の現状保存を前提とする範囲内に於いて、『小曽根築
地遺跡」の士地とその西に水路を渡る土地を適宜橋梁で接続し、新しい埋築埠頭土地から『小曽根築地遺跡』土地に至る全面に広堤を出現させ、『小曽
根築地遺跡』の当該位貢に炭坑舎建物を復元建築して諸般の活用を実施し、之に隣接する広場を客船の着岸に際する歓迎行事やその他の催事に運
用すること、を提案し要望します。

④私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間に於ける遣鉢に於ける機能の交織として、小曽根築地が公共交通の結節点でもあった土地の利用の
履歴を継承し、遺跡の原状保存を前提とする範囲内に於いて、原則として、t小曽根築地遺跡』の土地の国道499号線に近似する当該国道の西に隣接
する位置に、第二候補として、『小曽根築地遺跡」の西に水路を渡る士地の位置に隣接路面電車の線路と終着停留所を設置すること、を提案し要望しま
す。

⑤私達当会は、皆様に、近代と現代の転換の狭問にて、公に接収された範囲の、小曽根邸、現在の『小曽根邸遺跡』(長崎市月極小曽根町駐軍場一
帯)について、小曽根鼻に変換すること、を提案し婁望します。

、
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(3)『長崎市歴史的風致維持向上計画』の重点区域に設定されている「長崎居留地の海外交流にみる歴史的風致」にっいて

私運当会は、『長崎市歴史的風致維持向上計画』の重点区域に設定されている「長崎居留地の海外交流にみる歴史的風致」について、『長埼県松が枝

地区再開発楕想』と連動して計画し実施される筈の計画である、と認識します。

私達当会は、『長崎市歴史的風致維持向上計画』の重点区域に設定されている「長崎居留地の海外交流にみる歴史的風致」について、『長崎市歴史的

風致維持向上計画』の[歴史的風致の維持及び向上に瑚する方針]を総合的に鑑み、以下、提案し要望します。

①私達人類の活動の空問としての遺跡より

私達当会は、皆様に、『東山手外国人居留地』並びに『南山手外国人居留地遺跡ι並ぴに『海岸付地所埠頭岸壁土木築造遺跡』並びに『治水土木築造
這跡』並びに『小曽根築地遺跡』並びにr萎生所バ長崎)医学校等遺跡』等一帯遺跡地並びに近隣市街地について、遺跡との事象に対して適切を欠く、
又、不自然で異質なヴォリュームと肌理(テクスチャー)と意匠の建造物、又、遺跡との事象、その空問の身体的スケールと身体的スケールとぞの由来
によって成立してぃる遺跡の空間並びに"土地の造形"の空間構造に対して異質な高磨建築物並びに異質な土木建造物、を築造しないこと、又、その

為の措置を執ること、を提案し要望します。

②長崎市の『グラバー園』について

ア,私達当会は、皆様に、長崎市の『グラバー園』について、当該施設を、建物等建造物の保存保全に対L私達人類の概念の時代的限界に起因する
経過措置であると位貴付げ、その保有する建造物について、又は、旧東山手南山手外国人居留地に関ずる建造物について、漸次、原状位置又は敷地
に復旧し、本来の姿であると考え褐る現地にて保存し活用すること、その為の措置を執ること、を提案し要望します。
イ,私達当会は、皆様に、当該の提案の措置に関し、『南山手外国人居留地遺跡』並びに『東山手外国人居留地』等関連遺跡地の市街に於いて、複数
の個別の歴史的建造物を中心とした共時的通時的空問思想行為の連続性を保持する自然で自発的な経過を経由するにぎわいの創出、即ち、『グラ

バー園』たる制度として又範図として閉じた空間である点から、各個別の歴史的建造物を中核として形成される近隣の面としてのにぎわいと、複数の個

別の歴史的建造物によって形成される、個別のにぎわいの面と面との接触、接続、重複、交錯する勳線の形成による、即ち、関連性、ネットワ'クによ

る、さらにおおきな面としての開かれた空問に於ける身体的スケールと共時的通時的空間思想行為の連続性による自然なにぎわいとその相乗効果(ス

パイラル)、周辺地域へのやわらかな拡散へのジャンプを形成すること、その為の環境整備としての様々な措賀を執ること、を提案L要望します。

ウ.私運当会は、皆様に、当該の提案の措置に関し、『グラバー園』での次世代べの展開について、遺跡としての"土地の造形"の保存と原状回復を前

提として、'同時に、『グラバー圍』の従来の人為的人工的意図的な閉じた空問との性格を踏まえつつ、その制度と空問の構造を閉鎖から開放へと転換し、

例えば、劇場やステージやアトラクションの設置と活動により、文化財というより、より人為的人工的、意図的の洗練による芸術的効果を中核とする人類

の活動の空間へ、博物館的で静的な空間から活動的で勳的な性格の空問へ、とジャンプすること、その為の様々な措匿をとること、を提案し要望します。

③私達当会の仮定
ア.私達当会は、私達当会の当該の提案について、『グラバー園』区域における遺跡としての存在感についてはもとより、『東山手外国人居留地』並び

に『南山手外国人居留地遺跡』並びに『海岸付地所埠頭岸壁土木築造遺跡』並びにr治水土木築造遺跡』並びにr小曽根築地遺跡』並びに『養生所バ長

崎)医学校等遺跡』等一帯遺跡の遺跡としての存在感を保全し、又は、向上する、と仮定します。

イ.私達当会は、私達当会の当該の提案について,遺跡の遺跡としての存在感の保全と遺跡の遺跡としての存在感の点から面への拡張によって、身

休的スケールと共時的通時的空問思想行為の連続性による自然なにぎわいとその相乗効果(スパイラル)を、点としての地域から、面としての地域へ拡

張する、と仮定します。

5.開発と遣跡、人為的人工的意図的なにぎわいと天為的自然的非意図的なにぎわい

臼)にぎわい又はその創出についての二つの類型の仮定

私達当会は、にぎわい又はその創出について、以下、二つの類型を仮定Lます。

ヨ.空問に於ける身体的スケールとその由来の逸脱、共時的通時的空問思想行為の断絶、非日常、演出的、を経由する人為的人工的意図的なにぎ
わい又はその創出

b.空問に於ける身体的スケールとその由来の保持、共時的通時的空間思想行為の連続、日常、亦演出的、を経由する天為的自然的非意図的なに

ぎわい又はその創出

(2)にぎわい又はその創出についての二つの類型の適用への仮定

私達当会は、にぎわい又ぱその創出の二つの類型の運用への仮定について、開発において、空問1こ於ける身体的スケールとその由来の逸脱一共時
的通時的空間思想行為の断絶一非日常一演出的、を経由する人為的人工的意図的なにぎわい又はその創出を適用し、遣跡において、空間に於ける
身体的スケールとその由来の保持一共時的通時釣空問思想行為の連続一日常一非演出的、を経由する天為的自然的非意図的なにぎわい又はその

創出を適用する、と仮定します。

(3)提案と要望

私達当会は、皆様に、遺跡において、空問に於ける身体的スケールとその由来の逸脱一共時的通時的空間思想行為の断絶一非日常一演出的、を経
由する人為的人工的意図的なにぎわい又はその創出を運用せず、空問に於ける身体的スケールとその由来の保持一共時的通時的空問思想行為の

連続一日常一非演出的、を経由する天為的自然的非意図的なにぎわい又はその創出を運用すること、を提案し要望します。

.
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晶1

元亀元年住570年)この年長頗聞港の憧定成立大村の大村純忠(ドン・バルトロメウ)ーイエズス会日太布教長カブラル【メルシオール・デ・つイゲイレドの後任)によって朋毛の最終的
決定がなされたと思われる.

元亀二年Q571年)三月長崎の町立て始まる大村純忠寡来友永対黒指揮島原剛大村町外浦町平戸町文知町横瀬浦町の六町
慶長八年二月十二日a6田年3月20日)後陽成天旦徳川寡康に征夷大将軍の宣旨
慶長π年主月三日(16山年)江戸御公儀糸割符制度を導入
慶長十年四月十六日a605年)徳川秀忠に征真大将鴛の宜旨
慶長十年(1605年)小曽根家家担平芦道喜(好夢)本博多町に居住
元和元年七月0515年)業中弁公窯諸法度武家諸怯度公布
【世界最初の戒文憲法と云います:徳Ⅲ家広氏:2018年6月7日木曜日長崎釈尊撲仰会文化講演金)
元和九年七月二十七白a6お年8月聆日)徳川家光に征夷六将軍の宜旨
寛永四年a鞄7年)タイオワン嘉件(ノイツ事件)台湾一濱田煽兵衛ーピーテル・ノイツ
寛永十一年住634年)小曽根家道喜二十五町人出島乙名の筆頭として出鳥造成
寛永+九年a642年)六月二十一日小誓根象道喜没王十九歳

正保三年a646年)小曽根家道喜の妻上筑後町の別荘を永呂寺に喜捨

小曽根築地関連年表(推移並びに歴史上背景の概略)

寛政十二年a800年)十一月四日小曽接家十二代六左衛門(竹影)誕生
文化玉年a808年)一月二十二日小曽擢家+一代貞蔵(豊彰)没四十三歳
文政十一年ⅡB姑年)玉月二日小曽糎家+三代栄(乾堂)誕生(六左新門長男)
天保誠年三月十一ea8弱年4月19日)橋本左内越前国に生越前藩奥外科医橋本長綱長男
矢保十一年a郎0年6月)阿片戦争勃発(英漬)

1840年5月26日オランダ領亰インド総督が、対日賀易を総合的に見直すような決定を行う。(その一命条にて、オランダ領東インド総督は.蒐民局長官に別段報告書を商館長の利
用に供するために送付すること、商館蔓が日本当局へ別段風説書を通常の風説婁の提供にともなって書面の形で通知するよう廼民局長官から商館長宛命令を付すこと、を指示)
1840年7月確民局長官のもとで作成された最初の別段風説書を搭鮫Lたコルネリア・エン・ヘンリエッテ号が長崎に向けてバタフィフを出離
天保十二年五月九日Q841年6月力助高底秋帆武州西台徳丸頂で洋式砲術洋式銃陣の公闘演晋を実施
天保十三年n餌2年)南京条約謂印(英清ノ阿片職争終結)
弘化元年玉月a餌'年)江戸城本丸焼失
弘化元年七月二日n8M年8月14日)オランダのコープス大佐がバレンバン号で長靖に入毒(オランダ国王ウィレムニ世の阿片戦争の実情を知らせ開国を勧告する国書を第十こ代征
再大将軍征川家慶に奉呈/起草はフォン・シーポルトノ幕府は翌年遅れて回答/国王の厚意杏朗し開国の勧告を拒絶)
嘉永二年三月七日a849年)老中飼部伊勢守が「近来蘭学医師追々柑埋世上にて島信用いたし候もの多有之哉に相聞候宥は風土も違候事に付御医師中は蘭方相用候懐御制禁粧抑
出候旨得御意堅く可被相守慢但し外科眼科等外治相用候分は圏方参用致候ても不苦候」と布達
嘉赤四年Q851年)小曽担家十四代黒太郎【皇海)誕生
嘉永査年0852年肌貝)ドンケル・ウルチウスが出島のオランダ商館長に就任
喜赤六年四月a853年6月)幕府は水野筑後守忠徳を浦賀秦行から甚崎奉行とずる
嘉永六年六月三日UB53年7月8日)アメリカ束インド艦隊司令長官マシュー・ペリーが捕賀に入港(ミシシッピ号以下四隻)
嘉赤六年ハ月二+八日Ⅱ853年9月ヨ0助水野筑後守忠惇が長崎奉行に着任
嘉赤七年三月三日(玲斜年3月31日)日米和親条約を武蔵国久良岐郡横浜村字駒形の応接所で柿結(神奈川条約Xアメリカ東インド艦牒司令長官マシュー・ベリー、大学頭赫復斎)
嘉赤七年七月二+八日a854年8月)オランダ薫インド艦隊陶軍中佐ファピウスがスーンビン号の履畏として長崎に来航、ファピウスは幕肝の求めに応じ「地役人又は当地在住商工共
之相挟」また黒田・鍋島両藩の家臣に三ケ月の予厳淘軍伝習を実施し、長崎奉行水野筑後守忠徳の質問に筈申して菓府近代西洋海軍創設を建言し、両看の応答の末に幕府閣の決
蚊を得た水野忠他の案、即ち幕府近代西洋海軍創設とオランダから日本へのスーンピン号の賭呈と蒋府からオランダへの司ルペット艦二隻の注文と長崎満軍伝習の実施とその方針
を承知
嘉永七年八月二十三白(1854年10月14日)日英和親条約を甚崎で締結(英国東インド・中国艦隊司令、フエームズ・スターリング、長暗豪行水野忠捷、長崎目付永井尚志)
嘉永七年九月0854卑Ⅱ月)幣府は才ランダ当局にコルペット艦二隻を髭注
喜永七年九月二十一eQ854年11月11日)ファビウスは、オランダに掃国のためジャワに向けて出帆、帰国したファピウスは、幕府擾案の要件の実現に努力し、国王ウィレム三世に拝
謁しこれを実現する、また、ドンケル・ウルチウスへの国王特命全捜額事官授与、訪日円王特使として国王侍従長ファン・りンデン伯銅の派遣が決定する
安政二年六月ハ日0855年7月21臼)第一次畏崎海軍伝習派遣隊司令官ファビウス中佐(ヘデー号に搭乗)と訪日国王使節である国王侍従畏フフン・りン〒ン伯爵とファンリνレデンブ
ルック男爵及び(第一次)長崎海軍伝習教官隊墨崎擡に入港【艦長ぺルス・ライケン大尉(伝習教官隊長)以下伝習教官22名、スーンビン号:改名観光丸着:三本マスト・バーク型木造
外車蒸気船【コルベット刀

安政二年六月十一日0855年7月24臼)ウルチウスは「和蘭国王ゴロートヘルトルファンリュクセムビュルグより献貴物として蒸気船スームビング捧げ奉り候」と申出、_スーンビン号をオラ
ンダ国王ウィレム三世の名において菓府に贈呈、幕府は直ちにこれを観光丸と改弥、第一次為軍伝習は楓光丸を糠習艦に用いる
安政二年十月二十二日a855年12月leX第一次)長拷渇軍伝習開所式拳行【取紬永井玄著頭尚志(岩之丞))
安政二年十一月0855年)永井玄茎頭尚志はフフビウスに裏崎製鉄所の建設を怯託
安政二年十一月十五日〔1855年)ファビウスは長傾を出航しバタビアを讐由してオランダ本国へ向かう
安政二年十二月二十三白(1856年1月30日)石薗和袈条約を長崎で締結(出島オランダ商館長ドンケル・ウJレチウス)
1856年初、幕府はオランダに対して引き続き第二次長掛海軍伝晋派遭隙の選抜を依穎したので、オランダ本国では、斬派遣隊の人選などの準備を進める、ファビウスは帰国Lてオラ
ンダ政府へ永井尚志の依託の製鉄所珍詮を日本慨の髪請として報告して建設への協力を具申し政府当局は製鉄所建設への碑力を可決する、オランダ政府は計画の敗り纏めを、オラ
ンダ国立櫟闡粧(Rijk. stoom"""dl.Π*0の嵩軍中佐ホイエンスへ示違し、計画され、操材類が手配される、ホイエンスは当時蒸気棲闘の拷威と目されていた
安政四年八月四日Q857年9月21日)タ期第二次長蟻海案伝晋教官隊長崚幣外高鉢島近海に碇泊(艦長カッテンディーケ大尉(伝習教官隊墨)以下伝習教官37名、ヤパン号:改名
威匪丸蒼;劃る嘉永七年九月(1854年11月)1=菓府がオランダ政府に尭注:三本マスト・バーウ型木造内車蒸気艦(コルベット】、備砲十二門、百民力_長さ二+七聞半、幅四間)
安政四年八月玉ヨa857年9月皿日)第二次長崎満軍伝習教官隊長崎に入遷、出島に上陸、直ちに、長頗峯行荒尾石見守はオランダ高館表立合のもとにヤバン号を十万ドルで受取り,
賊葭丸と改称
上陸した伝習教官オランダニ等海軍軍医ポンペ・ワフン・メールデルフォールトは、出島の植物園中の家に落付く
安政四年八月十二臼a857年)製銭所建設用慢材類の飽ノ浦等への陸揚を開始
二の頃ポンぺは、菓府御自見得医師栓本良頴等二一三名の訪問を受け、松本良順に生槌取繕を依預
安政四年ハ月二十九白a857年10月16日)日蘭追加条約を畏崎で続結
【ドンケル・クルチウス、水野忠徳、荒尾成允、岩瀬忠震、自由貿易への移行を前提とした貿易規制の堤和、出高への商人の出入りと取引自由)
安政四年九月十拡日(1857年11月1日)鰭二次長崎海軍伝智教官陛第一次教官隊より引き鞭ぎ
安政四年九月二十六日n8"年Ⅱ月12白)ポンぺは甚崎奉行所西役所で就任披罫講演をなす
安政四年九月二十七日(1857年Ⅱ月13日)ポンぺは長崎奉行所西役所で医学の謂瓢を開始
安政四年十月十日a粘7年11月26日)幕府はハル〒スにより畏崎製鉄所を起工
安政四年十一月+二日(1B57年12月27日)ポンべは大村動の医学伝習所に於いて始めて公開の種痘を行うにの時までに医学伝習は大村町の高島秧帆邸内の西北隅の一屋に珍転
(大村町の医学伝晋所))
安政四年十一月十六日a857年Ⅱ月31日)までにボンぺぱ長噺奉行所に封して病院設立の申謂をなし
安政四年中に解剖学教程の岩に屍体解剖による解剖学教授を行いたい旨を建碓
安政四年a8"年)この年小曽根乾堂、松芋審蝦公に拝隅、越前藩御用商人となる
安政五年玉月二+一日【1858年6月30白)アメリカのフレガット艦ミシシッピ号中国経由長麟に入港(コレラの伝染経路をなす媒休であった)
(安政玉年(1858年)この年コレラ漬行)

安政五年六月十九日a858年7月的日)日米修好通商条約餌印神奈川沖小柴のポーハタン号
安政五年七月ハ日Ⅱ858年8月狐宕)幕府は蘭方医の学晋を公許
安政五年七月下句Ⅱ85三年)コレラの劇症患者は減少
安政五年ハ月四日Ⅱ858年9月10ヨ)幕府は長崎奉行所からの「病院御取建之懐」に付いての伺いに傭後守より早川庄次郎を経て「伺之通相心得御入用其外共巨細取調可械伺候
亭」と覚を下附し許可を与える

安政五年ハ月八日(185三年9月14日)戊午の宙勅孝明天皇は水戸蕩に幕政改藁指示の勳詮を直接下賜安政の大獄の契楓
安政五年九月下句Ⅱ85B年)甚崎のコレラは殆ど終無ずる

安政五年(1858年)この年、ポンぺ、パリにキュンストレーキ【柄巧な紙製の人体解剖換型)を発注

安政工年a郡8年)この年小曽根乾堂、将軍家茂公に拝謁、自筆の隷暑を献上、文昆具と将軍自筆「水裁」の書を下賜される
安政六年正月五日a859年2月7日)勝鯖太郎t舷長)朝陽丸で江戸に出航
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安政六年n859年)に至って江戸より長崎に病院詮立の許可が達せられる
安政六年二月六日0859年)長嫡奉行はオランダ弁覇官に淘軍伝習中止の内密の予告をなす,
安政穴年四月0859年)小曽根築地着工【申請:堀の内の海岸約6000坪)
安政六年六月ニヨ(1859年)長崎・神業川・函館を開五
安政六年七月三日(1859年8月ユ日)二の日ポンパは日本王国長婚医学校を開始した、と記す、この頃までに大村町の医学伝習所に学生寮を備え医学校としての体戴が整う
安政六年十月七日OB"年11月1日)摺本左内(景岳)伝馬町牢屋敷で斬首二十六歳
安政六年十月+日(1859年11月4日)第二次長紬淘軍伝習教官隊カッデンディーケ以下、オランダ商船ポスティロン号に乗船して、蔵陣丸に先導され、礼砲の嘉くなか長哨を出帆Lジャ
ワを目指して帰国、このときまでに幕府海軍が所有する藻気艦は、観光丸.威臨丸.朝陽丸,堺龍丸の四隻
安政七年正月十三日aB60年2月4日)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団の筋伴隊が品川沖を出航(司令官木村回婁守喜毅、鰭長腸献太郎、威臨丸に乗船)
安政七年正月十九日a860年2月10日)田米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団の随伸隊が濡賀を出港(薪水精込完了)
安政七年正月二十二日a860年2月13日)日米修好通商条約批准婁交換のための遣米使節団が品川沖を出航(正使外国御事行新見豊前守.副使外国御毒行村垣決路守、御目付小
栗豊後守、アメリカ軍艦ポーハタン号に乗船)
安政七年二月二十六日U860年3月17白)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団の闇伴隊がサンフランシスコに入港
安政七年三月三日a850年3月24日)弁伊直弼死去(享年46歳、櫻岳門外の饗)
安政七年三月九日a舗0年3月30日)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団がサンフランシスコに到着
安政七年三月十八日a8印年)臼米修好通商条約批准婁交換のための遣米使飾団がサンフランシスコを出淫
万延元年三月二十一日Ⅱ860年)小曽根家十二代六左衛門(竹影)妻英没五十五歳、栄(乾堂)小曽根町に居を珍,
万廷元年閏三月三日(佃60年4詞お日)幸行所は寺岐助一帥と揺本良之進を病院取建掛に任ず
万延元年閏三月十九日a8印年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団の殖伴隊がサンワランシスコを出禿
万延元年閏三月二+玉日(18印年)日米修好通商条約枇准害交換のための遁米使節団が首都ワシントンに到差
万延元年四月ハ日0860年5月28日)岡部駿河守長常は「病院唱方之儀二付申上候書付」を幕府に捉出し幕府は早川庄次郎を疑てモの造違を受けここに養生所の名称が確定
万垂元年五月五日(18印年)日米修好通商条約批准婁交換のための遣来使節団の随件隊が浦賀へ帰還
万延元年五月二十四日(1860年6月13日)付長崎代官嵩木作左衛門が長崎畢行所に「養生所御取建地所差支鍬御座儀申上候書付」を報告)
万延元年六月+三白a8印年)日米修好通商条約批准書交換のための遁米使節団が帰路に就く(アメリカ軍艦ナイアガラ号に乗船)
方垂元年九月二十七日(1860年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団桟浜に到着しただちに品川沖に廻酒
万延元年十月a360年)小曽根築地竣工地盤沈下の為半年程倉庫建築を遅延
万垂元年十月a860年)第1次舛国人居留地造成工秦完成〔六浦海岸水域の大半を抜昏崎側に埋め立てる)
怡61年4月12日アメリカ南北戦争開始(南軍は連邦のサムター要塞を攻撃)
文久元年三月十九日0861年4月姶日)付長崎代官高木作左衛門が長靖豪行所鎬木貫一に「養生所続医学所御取謹地所差支無御座儀申上候書付」を報告
文久元年三月二十五日(1861年5月4日)長崎製註所第一期工事挫工(鑓装隊壁完成)
文久元年三月二十九白U861年5月8白)ハルデスが長崎を出淺帰国

文久元年七月一日0部1年ヨ月6日)長崎市街の雨の佐古の丘に養生所(病院及ぴ医学所)が落成
文久元年ハ月十六日a861年9月20日)養生所が開院
文久元年十二月下句ag61年〕甫山手居留地(第2次外国人居留地造成工亭ι弁王町から下り松地先埋立)放:C小曽根築地に連結
文久元年十二月来08皐年)長崎奉行所は、小曽根築地の土蔵を「当分御用につき明け渡すよう1こ」命ず,又、奉行所に無断で土蔵を英国商人マッケンジーに貸与の件、小曽担六左
衛門と当時築地を担当する三男順竺郎正鰈を処分
文久元年a861年)この年、松本良順小曽根家に寄宿
文久二年初U861年.186ユ年)甚崎奉行所は小曽根築地のうち坪致約三千二百坪、築地糊坪の過半数、修船塲、地割を施した海岸付き一帯、火除け場を残し、居躋地に差し加え
文久二年九月十日a862年11月1日)ポンべはオランダ商船ヤロブ・エン・アンナ号に搭乗し、上海、番毒、シンガボール経由で母国に向かう
文久三年0863年)六月七日小曽根家十二代六左衛門(竹影)没六十四歳
元治元年八月a864年)頓浜製鉄所起工

1865年4月3日アメリカ南北戦争【アメリカ連合国首邦りツチモンドが陥落)
IB65年4月9日アメリカ南北戦争終結(アポマトックス・コートハウスの戦いが宛生:ロバート・E・リー将軍がユリシーズ・グラント将軍に降伏)
慶駆元年四月上句(穴日から+日までの間、1865年)長崎奉行服部左衛門佐常純は養生所を精得館と改称
崖廠元年八月十七日(玲醇年10月6日)長崎峯行服部左衛門佐常純は「長頗臺小嶋郷精得蚊楕内江分理所究理所其外等新規御著請出来栄見分相済候稜申上候霽付」を幕府に進
達

慶塵元年八月二十四日Ⅱ部5年)横浜製鉄所竝工

慶應元年九月+六日(1865年11月4日)聞誰勅許【兵庫開池を留保)
優塵元年九月二十七日a865年)横須賀製鉄所起工式渠行
慶應兄年a8晒年)この年藹摩藩薩床藩御用商人山田宗次郎、若松屋善助の個人名義で当局へ「手軽のドッウ取建願」を捉出(長崎の小菅地区に修船堪を楕想)
慶皐二年六月(1866年)菓府「手軽のドック取建願」を認可〔戸町村小菅浦)
慶應三年玉月兵庫開港勅許
慶廟三年十月十四白QE67年11月9日)徳川慶喜大政泰還
慶型三年十月十五日U867年11月工0白)徳川慶喜の大政畢還を勳許)
慶庫三年+一月七日【1867年)付坂本龍勗より陸奥源次即宛讐簡「長嶋二於、比度取入候毘鋪」(甚嶋の郷土史家槁田忠昭氏はその塙所を新町(現興善町)と指擴)
慶塵四年三月十三日一十四日【18闘年)勝為舟と西郷吉之助(隆盛)が会談
慶廟四年九月八日08能年)より明治に改元
明治元年十二月六日Ⅱ8舶年)小普修船場落成(修船架S11Pway方式)
明治元年+二月七日(18能年)小菅修船場一書船としてグラバーの所宥船が入架
明治累年三月【18卵卑)長崎府小菅修船堪施設買上げに闘L、中央当局へ伺い出上申(大捕製嚴所に付記鯉;大浦製鉄所は、その頃長崎の大浦地区へ進出Lてきたイギリス系の
造船業者ボイド社日oyd&CO.を指す、上海に根拠地、長峠に機関修理工場として発足)
明治二年三月a869年)政府小菅修舶場を貿い上げ
明治三年閏十月'U870年)明治政府工部省を民部雀から分雛(殖産興棄へ体制整備)、工部省は直ちに横浜と横須賀の両製鉄所を引継ぐ
明治三年a幻0年)この年小曽根乾堂,上京,国翌、御璽の改刻の建白書を政府に提出
明治四年四月゛訂1年)工部雀甚傾製鉄所と小菅修船堪を長崎県から珍管、呼称を長崎造船所と改める「殖産」
明治四年四月(1B71年)小曽柤乾堂.勅を奉じて天皇の御買及び大日本国窒を宮中桜の間で改刻
明治四年五月n8社年)小曽根乾堂、歓蓑全権大使伊達宗城に砧行Lて清国に行き、日清修好条規の翁結に参与(条文執筆)
明治四年七自二+九日a871年9月13日、同治10年)日清修好条規天津で締結旧本国飲差全権大臣伊連宗城、清国歓差全権大臣李鴻章)
明治四年n8力年)小曽根乾堂、李鴻章から「訣鼎山房」の書を謄られる
明治五年二月二十ハ日UB72年)兵部省を陸案省と海軍省に分毎、掻浜製作所と横須賀造船所は海軍省の所管巴なる「建兵」
明治五年六月十六日(18陀年)明治天皇長崎行幸、飽の浦と小菅修船場に睦幸.小曽板埠頭に高張捉灯を並ぺ歓迎す
明治五年十一月九白a872年)太陰暦を庚して太陽暦とするとの詔勳
明治五年十二月三日(1872年)を明治6年1月1日【1ヨフ3年)とする
明治7年(1374年"1月7日旧長崎医学校(及び病院)が碁地事務(支)局病院となる(征台の役の為に公兵員病院とする)
明治10年a877年)2月15日醒軍の一妻大隊が塵児島から熊本方面へ先発(西南の役開始)
明治10年n877年)2月均日政府は、鹿児鳥県逆徒征討の詔を発出(西南の投)
明治10年a幻7年)5月3臼博愛杜が設立されまず
明治10年0877年)9月24日西郷隆盛が被弾して鹿児昌の城山で自刃(51歳).午前9時頃、銃序が許止(西南の役藝結)
明治10年0877年)この年、小曽根家は小曽根町にわが国最初のコンクリート民間住宅を建設
明治10年Q田7年)この年、小曽根家乾堂喜捨により新橋町の太平寺を浪の平に移す
明治"年U幻8年"月Ⅱ日小曽根家乾堂小曽根町に私立小臂根小学校を創設
明治佃年0舶5年"1月27日小曽根家十三代栄【乾堂)卒玉十ハ崖蚊鼎山中に埋葬
明治37年U904年)6月5日小曽根家十四代晨太郎(星洛)没五十四旗
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X.その他

1.私達当会は、公共について、"皆が関わる他者"であり、同時代の人類の各個への便益の還元(又は、そ

の総体)というより、未来の人類への社会的共通資本への投資への選択である、と認識します。

2.私達当会は、人類の様々な"分断"が形成する人類の不幸に関して、人類の、公共、即ち、"皆が関わる

他者・"、例えぱ、風土、又風土の再生、文化、遺跡、人類の歴史の理解、現代の文明の完成(私達当会は、
現代の文明について、持続可能(sustainablB:サステイナブル)な社会が達成されていないとすれぱ、現代

の文明は未完成である、と認識します。)の保存、継承、形成、への参加が、人類の様々な"分断"を緩和す

る、と仮定します。

3.私達当会は、皆様に、'遺跡への行為について、遺跡の現状保存と継承、例えば、遺跡の発掘調査に関し、

開発行為等による破壊を前提とした、遺跡を破壊しつつ行う「記録保存」を止め、遺跡を保存しつつ行う「活用

のための調査」を選択し、之を前提とした開発行為を選択すること、を提案し要望します。

4.私達当会は、皆様に、既に、破壊され、滅失し、失われた遺跡を、私達人類の活動空間に於いて、長期

計画により、再建することを提案し要望します。

5.私達当会は、皆様に、本紙の記載について(長崎奉行所西役所等遺跡群、養生所バ長崎)医学校等遺跡

と共に)、具体的な、遺跡の遺跡としての位置付け、認知、調査確認、現状保存、原状回復、活用、整備、公

開、継承を行為すること、を提案し要望します。

6.私達当会は、皆様に、本紙の記載について(長崎奉行所西役所等遺跡群、養生所火長崎)医学校等遺跡

と共に)、長崎県が策定を検討する「大綱」に於いて、具体的な、遺跡の遺跡としての位置付け、認知、調査

確認、現状保存、原状回復、活用、整備、公開、継承、またその計画について、記載することを提案し要望し
ます。

フ.国公私立大学高校中学校小学校の講堂並びに体育館等施設の一般利用への開放

私達当会は、皆様に、私達人類、就中、一般の国民県民市民の文化芸術活動の為に、国公私立学校の観

覧座席のある講堂並ぴに観覧座席のない体育館等施設について、学校活動を全うしつつ、一般利用へ向け

で、速やかに開放の実態を拡張すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、当該の学校施設整備の今後の計画について、一般利用への開放を目的とする対策
や利便や設備等を包含した施設整備を実現すること、を提案し要望します。

私達当会は、①発表展示修練創作活動の場一空間の拡大、②活動の活性化、③広い地域に於ける活勤

利便の向上、④活動の裾野の拡大、⑤学校教育上の効果の高度化、に対する即時的効果を期待します。

8.私達当会は、当会より、過去に、皆様に申し入れた事項、並びに、皆様との"見解の相違"に係る事項、並

ぴに、当該の陳情の詳細に係る事項について、継続的定期的な対話を提案し要望します。

私達当会は、当該の対話に関する現状について、中途で中断している、と理解します。

9.不確実な行為の選択の拡散に繋がる遺跡への言説について

私達当会は、長崎地域に於いて、事象、例えぱ、遺跡について、わからない(それがそうか確証が得られない)から保存しなくてよい(破壊
してよい)、との旨の言説の複数即ち流布のある処、当該言説について、論理的でないか、又は、論理に自己矛盾があるか、論理に飛躍
があるか、又は、非利学的な態度であり、より不確実な行為の選択の拡散蔓延に繋がる、と理解し、一方、わからない(それがそうか確証
が得られない)から処置(破壊、廃棄、移動、言及、その他)できない、との概念について、例えぱ、お医者様におかれましても、わからない
ので検査しましょう、又は、様子を見ましょう(もう少し分かってから処置する)と行為されると理解し得る処、後者が、論理的であり、論理に
整含があり、論理に飛躍がなく、科学的な態度であり、より確実な行為の選択の拡張伸張に繋がる、と理解します。
私達当会は、皆様に、人類の世界に於いて、例えぱ、遺跡について、わからない(それがそうか確証が得られない)から保存しなくてよい
(破壊してよい)、等の、論理的でないか、又は、論理に自己矛盾があるか、論理に飛躍があるか、又は、非科学的な態度であり、より不確
実な行為の選択の蔓延に繋がる、と考え得る言説又はその流布を、停止し消滅するよう、監視しそう行為することを、提案L要望します。
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10.当該の書面(陳情書、又、要望書、並びに、各その添付資料)について

私達当会は、私達当会が、提出者即ち作成者並びに名宛人を明記して、皆様に宛てて提出する、陳情書並
びに添付資料、又、聾望害並びに添付資料について、之が、陳情書、又、要望害である処、同時に、「思想又
は感情を創作的に表現したも.のであって、文芸、学術、美術又は音楽の範囲に属するもの」であり、即ち、思
想、感情(又、概念、発見)を、作成者(弊会並びに代表記名の個人)の個性により創作的に、記し、構成して、

一体として、表現したものであり、著作物である、と認識します。(単なるデータ、表現される以前のアイディア
等、単なる模倣、工業製品等ではありません)

私達当会は、皆様に、当該の陳情書並びに添付資料、又、要望害並びに添付資料について、皆様の運用過
程に於ける、変更、切除、宛先の変更、害面の寸断、その他の、著作者の意図に反する、意図的な改変のな
いよう、お願い申し上げます。

私達当会は、皆様に、以下の事象について、①本事項への個別の具体的な回答又は説明、対話、②遡及
して著作者の意図の回復、③今後の再発の回避、を要望します。

a)当会より、過去に、長崎市に提出した、長崎市長を筆頭の名宛人とする長崎地域の遺跡に関する要望

害に対する、長崎市理事者の運用について

0,私達当会は、2019年(令和元年)7月1日月曜日に長崎市長を筆頭の名宛人として長崎市秘書課に『養生所バ長崎)医学校等遺跡の保
存・保護・整備・公開に関する要望喜Ⅵ1』『長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・整備に関する要望書Ⅲ』の二件の要望
書を提出した後、20オ9年(令和元年)7月4日水曜日以鋒、当該要望書について、長崎市文化鶴光部文化財課より、当該要望喜に弊会が
関係者として名宛人として併記した長崎市文化財審議会長に、送達又情報共有されていない事がわかりました。

b,私達当会は、過去に、複數件、長崎市長を筆頭の名宛人とする長崎地域の遺跡に関する要望書につし.、て、長崎市文化観光部文化財課
より、当骸要望書に弊会が関係者として名宛人として併記した長崎市文化財審議会長に、送達又情穀共有されていない事がわかりました。

C.私達当会は、本件につき、長崎市文化観光部文化財課長に当該の要望を行った後、2m9年(令和元年)7月9日月曜日以降、長崎市秘
害広報部広報広聴課に、複数回、連絡し当該の要望をお伝えしています。

d.私達当会は、本件につき、長崎市議会事務局に問合せ、畏崎市長等宛要望書に関する担当理事者より当該名宛人への送達に於いて、弊
会より謙会議長宛てに提出した陳情嵩の市長部局への〒ータ送達のデータについて、両社がほぽ同じ内容の為、担当理事者に、当該の
データ送連を以って喜面送達の代替とする提案をしたい、との旨、了解を得て、2020年(令和2年)1月9日木曜日長崎市秘書広報部広報
広聴課に連絡し、当該の経緯と長崎市文化観光部文化財課長宛の要望を、お伝えしています。

6.以上、複数回、長崎市秘害広報部広報広聴課に、担当理車者よりの回示を問い合わせる処、当該の回示が得られません。

f.私達当会は、本件につき、『養生所バ長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開に闇する陳情喜 XⅢ(旧長崎市立佐古小学枝地とそ
の外周道路を中核として) 20内年(令和元年)9月6日金曜日長崎市議会議長佐藤正洋様Ⅱ長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保
存・活用・公開・整備に関する要望書ⅣⅢこ記載し、以降、複数回、関係陳情書に記載し、関係する長崎市議会常任委員会で審議されていま
す。

長崎市の理事者の皆様におかれましては、当件に付、速やかに、長崎市秘書広報部広報広聴課様を経由して御回答御説明いただけます宮.

ようお願い申L上げます。

私達当会は、長崎市の理事者の皆様に、本件につき、以下の通り要望します。

i)私達当会は、皆様に、長崎市長並ぴに弊会が関係者として記す名宛人様が、送達又はその他の手段により情報共有する二とを要望しま
す。

ii)私達当会は、皆様に、過去に、長崎市長を筆頭の名宛人として長崎市に提出した要望書のうち、弊会が関係者として名宛人に併記する
長崎市文化財審議会長に送達又情報共有されていない複数の当該の要望書について、速やかに長崎市文化財審議会長に送達又はその他
の手段により情報共有すること、を要望します。

iii)私達当会は、皆様に、今後、長崎市長を筆頭の名宛人として長崎市に提出した要望書に連ねて記した当骸関係の名宛人に対する、送達
又情報共有が欠落することのないこと、を要望します。

※2020年3月5日木曜日に実施された長崎市議会環境経済委員会の直前に長崎市文化財課長より電話にて、2019年12月に長崎市文
化財審議会会長が文化財課に来訪した際に陳惰婁を提示した旨連絡がありました。
私達当会は、皆様に、過去長崎市文化財審議会会長に閲覧のない陳情書一式、また、今後の陳情についても、長崎市議会常任委員会での
当該陳情の審査迄に、長崎市文化財審議会会長に当該の陳情書一式の閲覧のある二と、を要望します。
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゛ (2)当会より、過去に、長崎市議会(事務局)に提出した、長崎市議会長を名宛人とする長崎地域の遺跡に

関する陳情書に対する、長崎市議会の運用について

0.私達当会は、過去に、長崎市議会事務局の担当者と、一連の長崎市議会議長への陳情書について、陳情書の本
文について、全議員に配布する、添付資料について、審査する常任委員会の委員の議員諸氏、報道関係者に配布し、
傍聴各席の閲覧資料に設置する旨、相互確認していましナニ。

b.私達当会は、長崎市2019年(令和元年)9月以降、当会より、最近の、過去に、長崎市議会(事務局)に提出した、

長崎市議会長を名宛人とする長崎地域の遺跡に関する陳情書について、陳情書の添付資料について、当該陳情書
を審査する、長崎市議会常任委員会の議員諸氏、報道関係者への配布、当該審査の傍聴各席の閲覧資料にの設置
に対して、配布及び設置のなかったこと、がわかりました。

0.私達当会は、『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開に関する陳情書XⅢ(旧長崎市立佐古小
学校地とその外周道路を中核として) 2019年(令和元年)9月6日金曜日長崎市議会議長佐藤正洋様』『長崎
奉行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開,整備に関する要望害Ⅳ(サン・パウロ教会等跡/長崎奉行所西
役所跡/長崎県庁跡・大波止跡・築地跡等) 2019年(令和元年)9月6日金曜日長崎市議会議長佐藤正洋様』
の当該の各陳情書の添付資料について、当該陳情書の長崎市議会の常任委員会の審査の終了後、長崎市議会事
務局への確認で、長崎市議会常任委員会の議員諸氏に於いて、長崎市議会事務局より当該委員会の委員の議員諸
氏に、当該陳情害に添付資料があり、長崎市議会事務局を通して閲覧可能との告知を行ったが、誰も当該陳情書の
閲覧がなかったこと、がわかりました。

d.私達当会は、本件について、長崎市議会事務局に連絡して相談し、続いて、『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保
存・保護・整備・公開に関する陳情書XⅣ(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)長崎奉行所西
役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・整備に関する陳情書 V(サン・パウロ教会等跡/長崎奉行所西役所跡/長
崎県庁跡・大波止跡・築地跡等) 2019年(令和元年)12月2日月曜日長崎市議会議長佐藤正洋様Ⅲこ記載し、
要望し、関係する長崎市議会常任委員会で審議されましたが、事態の改善はありませんでした。

8.私達当会は、皆様に、本件について、本項冒頭の趣旨を御理解いただき、本項a.の措置を回復頂けますよう、'提
案し要望し、お願い申し上げます。

私達当会は、長崎市議会の皆様並びに長崎市の関係者の皆様に、本件につき、以下の通り要望します。

D私達当会は、皆様に、長崎市議会の陳情書審査に臨んで、長崎市議会の陳情書審査に参加する皆様が、当該

陳情書の全体を情報共有すること、その為の措置を執ること、を要望します。

私達当会は、皆様に、長崎市議会議長への陳情書について、陳情書の本文について、全議員に配布する、添付資
料について、審査する常任委員会の委員の議員諸氏、報道関係者に配布し、傍聴各席の閲覧資料に設置する、こと
を要望します。

ii)私達当会は、皆様に、当会より、過去に、長崎市議会(事務局)1こ提出した、長崎市議会長を名宛人とする長崎
地域の遺跡に関する陳情書のうち、陳情書の添付資料について、当該陳情書を審査に関する、長崎市議会常任委員
会の議員諸氏、報道関係者への配布、当該審査の傍聴各席の閲覧資料への設置に対して、配布及ぴ設置のなかっ
た、当該の添付資料について、当該の委員会の議員諸氏、報道関係者、傍聴人、即ち、当該委員会審査の参加者に、
当該の既にインターネットに公開された陳情書の添付資料の閲覧を促す措置を執ること、を要望します。

iii)私達当会は、皆様に、今後、長崎市議会の陳情書審査に臨んで、当該の長崎市議会の陳情書審査に参加する
皆様への当該陳情婁の全体を情報共有する措置について、欠落のないこと、を要望します。

※2020年3月5日木曜日に実施された長崎市議会環境経済委員会での当該陳情審査の後、長崎市議会事務局議
事調査課に再度確認した処、当該陳情書陳情書の取扱いについて都度議会運営委員会と確認しているが直近では、
①議会運営委員会に陳情害(添付資料を省略)を提出、②「議会運営委員会協議結果報告書」の当該陳情書の送付
先委員会の記載に関して、別冊資料を委員会室机上に設置する旨、別冊資料配布希望の場合議事調査課で対応す
る旨、記載している、当該報告書は長崎市議会議員全員に配布している、との説明がありましたので記します。
長崎市議会議員の皆様におかれましては、当該事項の趣旨ご理解いただき、議会進捗、又、委員会審査実施までに、
当該の陳情書と共に添付資料についても、閲覧御一読いただけますようぉ願い申し上げます。
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1、1,2020年3月5日木曜日に実施された長崎市議会環境経済委員会の当会より提出の陳情審査に於ける

長崎市文化財課長の答弁について

..2020年3月5日木曜日に実施された長崎市議会環境経済委員会の当会より提出の陳情審査に於いて、

長崎市文化財課長は、2020年2月28日金曜日迄に当会より長崎市の理事者に宛てて新たに個別の複数

の要望書の提出があった件につき、当会の文化財課への提出に際して課長補佐より対応のあった件につい

て「決着済み」と認識する以外の件について、要望書.の提出者である当会と協議中である旨、答弁しました。

b.2020年2月28日金曜日迄に当会より長崎市の理事者に宛てて提出した新たな個別の複数の要望害に
関して、要望の書「長崎地域の浦上地区遺跡群について」を提出した際に受け取った課長補佐より適切に措

置する旨対応があった他、2020年3月5日木曜日以前並ぴに以降の全ての期間において、長崎市文化財

課と協議若しくは経過説明のあった事実はありません。

C.私達当会は、長崎市文化財課長について、長崎市議会に於ける答弁に於いて、事実をもって答弁するこ

とを要望します。

d.私達当会は、長崎市文化財に、過去の私達当会よりの陳情書又は個別の要望書又は個別の情報交換

の過程に於ける様々な要望若しくは質問に於いて、協議もしくは説明、経過説明のない事象について、協議

もしくは説明、経過説明のあること、を要望します。

魯Y

匁.添付資料

私達当会は、次に掲げる添付資料を、本陳情書の第二章として提示します。どうぞ、御

一読下さいますようお願い申し上げます。

1.『遺跡に関する提案と要望のお届けについて』

2020年(令和2年)3月11日水曜日

長崎市教育委員会教育長橋田慶信様長崎市教育委員会教育総務部長前田孝志様長崎市教
育委員会教育総務部施設課長西原政彦様長崎市文化観光部長股張一男様長崎市文化観光

部文化財課長大賀史郎様長崎市企画財政部長片岡研之様長崎市企画財政部都市経営室長

岩永浩様長崎市企画財政部長崎創生推進室長山田尚登様長崎市企画財政部大型事業推進
室長赤倉史明様長崎市まちづくり部長片江伸一郎様長崎市土木部長吉田安秀様長崎市中

央総合事務所長大串昌之様長崎市理材部長小田徹様長崎市環境部長宮崎忠彦様長崎
市原爆被爆対策部長中川正仁様長崎市秘書広報部長原田宏子様長崎市議会議長佐藤正洋様

長崎市文化財審議会会長下川達彌様

養生所を考える会代表池知和恭
標記の件、下記別添資料をお届け致します。

当該資料に於ける提案と要望と趣旨につき、御理解を賜り、御検討、実施頂けますようお願い申し上げ
ます。記

1.別添資料(各一通)

(1)『(長崎)医学校等正門両翼石垣等石垣群並びに、旧長崎市立佐古小学校北西門前扇型石段に
関する提案と要望』

2020年(令和2年)3月力日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

以上
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